
第16回日本レクリエーション学会(大会発表論文集)

(1986年10月24日(遡)

(パシフイ ックホテル沖縄 〈沖縄県那覇市))



「レクリエーション研究〈大会発表論文集)J投稿規定

暫定措置として昭和61年度は下記の投稿規定にて実施し、問題点があれば、次年度、

修正を加えるものとする。

1. 投稿者は本会の正会員・特別会員である乙と。

2. 論文は他誌に未投稿のものに限る。ただし、外国人会員については欧文での投稿

も受け付ける。

3. 論文は新かなづかい、制限漢字使用を原則とし、 A4判、横書き、 400字詰原稿

用紙を使用する。また、本学会所定のタイプ用紙と同じサイズ、同じ様式(B 4 

判・縦 2段カラム)であればワードプロセッサによる原稿も受け付ける。

4. 欧文要約は不要である。

5. 論文の第一頁表題の下にはかならず氏名、所属をつけ、図版・写真にもタイトル

をつける。

6. 図版はかならず白紙に墨書きとし、図版・写真類は、上下の別を明記し、原則と

して図表の文字も活字で入れる。

7. 論文は 400字詰原稿用紙にて20枚以上30枚以内を原則とする。

8. 投稿する原稿は、手書き(またはワープロ)のオリジナル原稿とそのコピー 3部

とする。

9. 審査を通過した論文(手書き)は投稿者に返送する。投稿者は、本学会所定の用

紙l乙和文タイプライターまたはワードプロセッサ(24 x 24ドット以上)にて原稿

を活字化しなければならない。活字化されていないなど様式に適合しない論文は

受け付けない。校正は投稿者の責任において行うものとする。

10. タイプの打ち上がりは、本学会所定の用紙に原則として 4枚以上 6枚以内とするc

規定の枚数を越えた場合は投稿者の実費負担とする。

11. 活字化するために論文を投稿者に返送するが、かならず必要な額の切手および宛

て先を記した返信用の封筒を同封する乙と。



研究発表

日 時 :10月24日偉う午前9時-14時30分

場 所:パシフィックホテル沖縄内 A会場 B会場

発表時間:1漬題の発表時間は12分とし，質問と討論時聞を 7分とする。

10分(発表終了 2分前) ベル1回

12分(発表終了) ベル2回

19分(質疑終了) ベル3回



No. 
発表

時刻

A 1 9 : 00 

A2 9 : 20 

A3 9 : 40 

A4 10: 00 

A5 10 : 20 

A6 10 : 40 

A7 11 : 00 

A8 11 : 20 

A9 11 : 40 

AlO 13: 10 

All 13: 30 

A12 13: 50 

A13 14: 10 

A A 
~ 場

発 表 演 題 演者

幼児の運動遊びと親の養育態度 綿田育代

子どもの社会化過程と運動・スポー
松村悦博

ツ行動ー親の意識分析からー

勉学志向とスポーツ・レクリエーシ
椛沢聖子

ョン行動(第2報)

幼児保育の今日的課題一「就学前教
育」ー『課業と遊び』ーの予備的考 浅田経夫
察一

「幼児期」における発達課題につい
て一基本的生活習慣・母親の期待像 梅津通子
等を中心としてー

幼児の社会的生活習慣の育成につい
堀 良子

て

領域:r音楽リズム」に関する幼児
深山千穂子

の遊戯行動

幼児教育における「課業(領域「自
然Jr健康Jr絵画製作J)J遊びと 松浦=代子
の関係についての考察

ソビエトのピオネールキャンプに関
里見悦郎

する研究

(昼食・総会)

児童キャンプの教育的効果に関する
一研究一自主性診断検査(D T 1 ) 

馬場進一郎
からみた自主性の効果を中心として

一

キャンプ期聞についての基礎的研究
福田芳則

一中学校教員の意識の分析ー

レクリエーションスキーの技術評価
金子和正

に関する研究

アメリカにおける野外教育の歴史と
星野敏男

展望
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所属 座長

日本大学

日本大学

日本大学

目白学園
短大

女子聖学院
短大

帝塚山学院
大学

女子聖学院
短大

東京女子
体育大学

東海大学
大学院

日本体育
大学

大阪体育
大 学

共栄学園
短 大

明治大学



( B 会場〉

No. 
発表

発 表 演 題 漬者 所属 座長
時刻

「レクリエーション JIL:対するイメ
国際基督教B 1 9 : 00 ージの研究ーとくに大学生の事例比 高橋 伸

較を中心i乙ー 大 Aす主」ニ与

B 2 9 : 20 
学生生活における Re-creation行

阿部信博 日本大学
動l乙関する研究-N大学の場合一

B 3 9 :40 日本厚生協会設立までの経緯 沢村 博 日 本 大 学

B4 10 : 00 女子従業員のレクリエーション参加
増田 慧 日 本 大 学

と職場環境認知

B5 10 : 20 
余暇・スポーツデータベースの情報

山口泰雄
鹿屋体育

サービスの現状と課題 大 学

体育・レクリエーション・プログラ
鹿屋体育B 6 10 : 40 ム評価に関する経営学的研究ーライ 原田宗彦

フサイク Jレ理論の応用一 大 学

B7 11 : 00 
高齢者の健康・レクリエーション教

小俣里知子 日 本 大 学室参加とその効果

高齢者スポーツの振興に関する研究
日本福祉B 8 11 : 20 一高齢者スポーツの在り方とその方 山本英毅

向性についてー 大 $ 

B9 11 : 40 コミュニティ・レクリエーション活
海老原修 東 大

動圏と日常生活圏の関係について

(昼食・総会)

ニュージーランドの都市空聞におけ
フ。レック

BlO 13 : 10 る創造的野外レクリエーションの実 杉尾邦江

態とその事例
研究所

都市公園の利用者による評価等に関
B11 13: 30 する研究ー船橋市内二公園の比較か 小JlI 貫 日本大学

り一

キャンプ場の利用状況と施設の評価
B12 13: 50 について一白州町営尾自の森キャン 朝倉徳、雄 日本大学

プ場の場合一
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幼 児 の 運 動 遊 びと親の養育態度

O 綿国育代

(日本大学)

田中鎮雄

(日本大学)

運動遊び、社会化過程、養育態度、「期待 Jと「現実」

I 目 的

田中は 1)、日本人特有の女性らしさ志向の社会的風土が、

女性のスポーツ参加K対する抑制要因として働いているこ

とを示唆している。また、椛沢らは 2)、高校生を対象とし

て、勉学忘向とスポーッ・ v?リエーション志向との関係

を追究し、性差に注目しながらも全般的 Kは勉学時間の鳩

大K伴ってテレビ視聴時間を減少させ、未組織的スポーツ

活動や趣味活動を楽しむなど、限定された状況下でもレ F

リェーション志向性を失わない傾向のあることを示唆して

表 1
子どもの年齢

いる。

上記の研究をふまえながら、対象を就学前の幼児Kしぼ

り、その親(母親)1'1:回答を求める形で、男女別K幼児の

運動遊びをはじめとする社会化過程を親がどのよう K認知

し、どのような養育態度をとっているかを比較検討しよう

としたのが本研究の目的である。

II. 方法

1. 調査対象;東京都内のN幼稚園児の母親。園児及び

その母親の年齢構成は表 l及び表21'1:示すとおりである o

2 調査方法;質問紙法

3 調査時期:昭和 61年 7月

4. 有効回収数 115(男児 66、女児 49 ) 

有効回収率 70.6% 

5 質問紙の構成;

質問紙は、幼児の現状K対する母親の認知K関する項

目、幼児の発達K対する母親の期待水準K関する項目及び

基礎項目から構成されている。

幼児の現状K対する母親の認知K関する項目(項目 1~ 

25 )と、幼児の発達に対する母親の別待水準K関する項

目(項目 26~ 50 )は、例えば、 r(最近のお子さんは)

戸外で遊ぶことが大好きです J(項目 6)と r(お子さん

が小学校入学の頃Kは)戸外で遊ぶことが大好きな子であ

ってほしい J(項目 31 )のよう K、その質問内容が対応

椛 沢 聖 子

(臼本大学)

武 田 正 司

(日本大学)

するよう Kつくられている。また、これら 50項目はさら

K次のよう Kカテゴライズされる。すなわち、項目 1~ 5 

・項邑 26~ 30は、「勉強 JI'1:関するカテゴリ一、項目 6

~ 10 ・項白 31~ 35は、「運動遊び JI'1:関するカテゴリ

ー、項目 11~ 15・項目 36~ 40は、「情操教育 J1'1:関す

るカテゴリ一、項目 16~ 25・項白 41~ 50は、「しつけJ

K 関するカテゴリーである(表 3参照)。

なお、これら 50項目それぞれ K対する回答はリァカー

ト法Kより、「全くその通り J(5)、「それ K近い J(4)、

表 2
母 親 の 年 齢

「どちらともいえない J(3)、「その反対K近い J(2)、「そ

の反対 J(J)の 5件法がとられている(ただし、項目 5及

び項目 10は、 「全くその通り J(5)または「その反対 J(J}

のいずれか K回答するよう Kなっている)。

基礎項目は、幼児の I年齢」・「入園年数 J・I進学予

定」・「健康状態 J、母親の「年齢 J・「最終学歴j・「通

勤部経験の有無 J・「スポ」ツ参加状況」・「スポーツク

ラプへの所属状況 j ・「おけいこごとの経験の有無j・「塾

通いの経験の有無 Jから成り立っている。

6 データ処理:

日本大学文理学部コ y ピュ -1'-セン !J-IBM4331

L02(SPSS)で行っ t::.o

IH 結果と考察

表 3は、幼児の現状 K対する母親の認知(現実)及び幼

児の発達K対する母親の期待水準(期待)の 50項目につ

いて、男女差(表 3の太線枠内)と、対応する項目問の差

を示したものである。

1 幼児の現状 K対する母親の認知

表 3の項目 Iから 251'1:注目してみると、勉強の項目(l

~ 5 )では、項目上 2、3、41'1:みるよう K、男女児、いずれ

も絵本を見たり、絵を書いたり、物を作ったり、本を読んでも

らうことにかなり強い興味を示しており、数字や文字を自主的

K学習する意欲も高い傾向Kある。このような中で、項目 5及び
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表3 幼児の運動遊びと親の養育態度

l 

26 

2 

27 

3 

28 

4 
却

5 

30 

6 

31 

7 

32 

8 

33 

9 

34 

10 

35 

11 
36 

12 
37 

13 

38 

14 

39 

15 

40 

16 

41 

17 
42 

18 
43 

19 
44 

20 
45 

21 

46 

22 
47 

23 
48 

24 
49 

25 
50 

男児(項目間の比較) 女児(項目悶の比較)
項 目

M SD t検定 M SD 

絵本を見るのが大好きです 4.273 0.795 4.327 0.801 

新しい絵本をすすんで読む子であってほしい 4.561 0.558 
刻ドネ

4.592 0.674 

絵を書いたり物を作ったりするのが大好きです 4.227 1005 4.469 0.819 

絵を書いたり物を作ったりするのが大好きな子であってほLレ 4.561 0.682 
本

4.633 0.602 

数字や文字を自分から覚えようと Lています 3.909 1.160 4.265 0.861 

数字や文字を自分から覚えようとする子であってほしい 4.667 0.591 
本**

4.694 0.619 

本を読んでもらうととが大好きです 4.500 0.789 4.612 0.731 

物語りを聞くことが大好きな子であってほしい 4.500 0.789 4.653 0β31 

進学準備のためK塾忙通っています 1.606 1.445 1.408 1.223 

進学準備のため忙すすんで塾K通う子であってほしい 2.682 1.098 
**本

2.4 29 1.080 

戸外で遊ぶことが大好きです 4.500 0.749 4.4 90 0.767 

戸外で遊ぶことが大好きな子であってほしい 4.803 0.437 ** 4.776 0.468 

友だちと活発な遊びをすることが大好きです 4.379 。799 4.367 0.755 

友だちと活発な遊びをすることが大好きな子であってほLい 4.652 0.595 
本本

4.653 0.631 

新しい運動やスポ」ツK強い興味を示Lます 3.682 0.963 3.918 1.017 

新しい運動やスポー YK興味の持てる子であってほしい 4.546 0.661 
*キキ

4.1 0 8 0.788 

親子で一緒K運動キスポーツを行ってレます 2.803 1.070 2.306 1.084 

親子の運動遊びをリードできる子であってほl..，、 4.227 0.780 
*本* 3.918 0.862 

スポーツ教室やスポーックラフ・Ki血っています 2.879 2.012 2.061 1.784 

スポーツ教室や凡戸ーッタラフ・Kすすんで泊う子であってほl..'、 3.682 
*キネ 3.306 1.045 1.166 

家族や友だちKやさl..'、心づかL、ができます 4.197 。706 4.4 4 9 0.614 

家族や友だち忙やさしい心づかいができる子であってほしい 4.909 0.290 
本本*

4.898 0.306 

親子一緒Kいつも楽しく遊んでいます 3.712 0.837 3.449 0.709 

親子一緒Kいつも楽しく遊べる子であってほしい 4.4 0 9 0.894 
ホ** 4.143 0.866 

小鳥や犬・猫などをよくかわいがります 3.591 0.960 3.694 1.194 

小鳥や犬・猫などをよくかわいがる子であってほl.._、 4、364 0.777 
本刻， * 4.510 0.711 

木々の緑や草花が大好きです 3.530 0.881 4.184 0.905 

木々の緑や草花が大好きな子であってはl..'、 4.4 7 0 0.706 
本*本

4.714 0.577 

音楽を聞いたり歌ったりするのが大好きです 3.864 1.036 4.551 0.792 

音楽を聞いたり歌ったりするのが大好きな子であってほしい 4.303 0.803 *** 4.633 0.698 

「男の子らしい遊び.Jr女の子らしい遊び jをしています 4.242 0.8 7 8 4.163 0.8 50 

「男の子らしい避ぴJi女の子らしい遊びJをする子であってはl..'、 4.515 0.707 
*本

3.510 0.938 

あいさつや返事がしっかりできます 3.818 0875 3.980 0.854 

あいさつや返事がLっかりできる子であってほLい 4.939 0.240 
ネ** 4.939 0.242 

整理整とんがかなりできます 3.121 0.985 3.245 1.090 

整理撃とんがLっかりできる子であってほ Lい 4.697 0.581 
本*本

4.796 0.4 56 

ひとりで身じた〈をしようとしています 3.909 0.988 4.245 0.925 

ひとりで身じたくができる子であってほじい 0.346 
本*ホ

4.939 0.242 4.864 

お手伝いをすすんでLます 3.4 24 1.024 3.959 0.957 

お手伝いをすすんでする子であってほしい 4.258 0.730 
*本本

4.674 0.516 

食べ物忙好き嫌いが多い方です 3.197 1.427 3.389 1.412 

食べ物K好き嫌いがない子であっtほLい 4.818 0.605 
本** 4.8 1 6 0.4 41 

缶子ユースなどを自由勝手K飲んでいます 4五00 0.864 4.714 0.677 

缶ジュ』スなどを自由勝手K飲まない子であってほしい 4.455 0.7.18 4.633 0.782 

テレビの番組は勝手気ままK見ています 3.546 1.243 3.776 1.066 

テレビの番組は決めて見る子であって仕しい *** 4.571 0.645 4.500 0.707 

ファミコ Yやグ~ムク :t;;JチK熱中しています 3.106 1.469 4.184 1.1 49 

フ7 ミコンキゲームウ或シチK熱中しすぎなレ子であってほ Lい 4.409 0.803 *** 4.367 0.994 

家族と一緒K夜おそくまで起きています 3.955 1.329 4143 1.000 

夜ふかしをしない子であってほしい
本* 4.755 0.4.80 4.606 0.677 

注)項目 21、 22、 23、 24、 25は「全くその通り J(I)， IそれK近、、 J(2)、「どちらともいえない J(3)、

「その反対K近、、 J(4)‘「その反対 J(5)
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*** 
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表 4~みるよう K、幼児期から進学準備のためK 塾 K通う子ど

もが全体の 13%~ も及ぶ事実K注目しなければならなL、。

運動遊びの項 13(6-10) では、項目 6 、 7 、 8~みる

よう K、戸外遊びゃ友だちとの活発な遊びを好む傾向Kあ

り、新しい運動やスポ』ツ K興味を示すなど、男児、女児

Kかわらず、この時期の活動性の高さが示唆される。この

ような傾向を示す中で、親子での運動・スポーツへの参加

(表 5)は、女児より男児の方が積極的であることがわか

る。

情操教育の項目 (11-15)では、男女児共通K高い平均

値が認められるのであるが、とくに女児では男児より、草

花や音楽を好む傾向が強く、やさしい心づかし、もできるよ

うKなることが明らかである。

しつけの項目( 16 - 25 )では、男女児いずれもあいさ

つや返事、ひとりでの身じたくがしっかりできるよう Kな

るととも K、整理整とんも次第忙できるよう Kなってきて，

いることが理解できる。また、お手伝い Kも積極的な態度

をもつよう Kなるが、とく K、女児 Kこの傾向が強く認め

られる。一方、項目 16~みるように、この時期Kは、

男児は「男の子らしい遊び Jを女児は「交の子らしい遊

び」を志向するなど、遊びの傾向K性差がはっきりしてくる

ことが示唆される。項目 21- 25は、しつけの状況を裏側

からみたものである。缶ジュースなどの飲用やテレビ視勝、

夜ふかしなど K対する放任状況はとく K認められないが、

食物の好き嫌いには、かなりの個人差がみられる(表 6参

照)。また、ファミコンやゲームウォ γ チなどの近年とみ

K流行してきた遊びは、男児K有意K多くみられ、室内遊

び傾向の強化を示唆するものとして注目される。

以上のよう K、男児、女児それぞれ Kみられる社会化過

程と運動・スポ}ツ行動の現実を、母親の認知からみた場

合、次のような点が指摘できるo すなわち、(1)男児は、女

児よりも、スポーツ教室等の組織的スポーツ活動への参加

に績極的で、親子での運動遊びにも活発な傾向がみられる。

(2)一方、女児は男児よりも、やさしさをもち、草花や音楽

を好み、手伝い Kも積極的であるなど、女性的な役割を取

得していく傾向がみられる o (3)このことは、社会化過程で

の重要な他者としての母親からみた結来であるため、この

性差のもつ意味は、一層その重みを増してくるのである。

2 幼児の社会化過程K対する母親の現実認知と期待感

表 3の左欄は、幼児の現実と期待Kついての母親の意識

の相違を男女児別 Kみたものである O 表 3を一見して明

らかなよう K、l)j児、女児のいずれKおいても、)切f与に|刻

する項目のほとんどの平均値が現実のそれより有意K高い

ことが理解できる。

-8-

ここでとく K、表 3の項目 30と表 7~注目してみると、

進学塾志向は、男女児の親 K共通して Iどちらともいえ

ない(3)Jか「その反対(1)Jのいずれか K回答する傾向がみ

られる。この一見あいまいな反応傾向は、短大ないし大学

への進学予定が男児で 95.5')'0、女児で 89.8')'0 ~ものぼる(表

日〕点を考え合わせるとき、小学校就学以前からの受験競争

の激しさを示唆するものとして注目される。

このよう K勉学志向の強きが推測される中で、通勤遊びK

日をむけてみると、項目 35と表 9から、スポーツ教室や

スポーツクラプへの参加希望は、女児よりも男児の母親K

強いことが明らかK認められる。

これK対して、項目 39、 40、 41、 45から明らかなと

おり、自然を愛し、音楽を好み、積極的Kお手伝いをする

ことなどは、男児よりも女児の方K強く期待されており、

ここでも女児K女の子らしさを期待する傾向の強さを.IliM

みることができる。

しか L_ r (男の子らしい遊び人(女の子らしい遊び)

をする子であってほ Lい J~対する回答傾向をみると、男

児のギ均値が女児よりも有意K高いことがわかる。これを

表 10からみると、男児の母親はこの質問項目 K肯定的K

反応LているのK対して、女児の母親は、「全くその通り

(5) J ( 24.5 % )か「どちらともいえな L、(3)J ( 61.2%  ) 

のいずれかK回答するものが多L、。このような母親の回答

傾向の解明Kついては、改めて精密な調査分析を試みるこ

とが必要であると思われる。

N. まとめ

東京都内の N幼稚園児の母親 115名を対象K、質問紙調

査を実施し、分析・考察を加えた結果、次のような知見を

千写た。

(1) 子どもの現状を母殺の認知からみると、男児Kは

運動遊びの活発さが、女児 Kは情操面の発達が注目される。

(2) 小学校入学の頃までの子どもの発達K対する母親

の期待水準は著しく高まりながら、期待内容は、(1)とほぼ

同じ傾向を示している。

(3) 小学校入学以前では、進学準備K対する母親の意

識は、まだ、混沌としている。

(4) 小学校入学の時点で、男児Kは男の子らしい遊び

をするよう K期待される一方、女児には女の子らしい遊び

を期待されなくなる傾向は、今後、解明すべき興味ある問

題であると思われる。
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表 5 表 6
親子で一緒K運動やスポーツ
を行っています

食物K好き嫌いが多い方です

項 目 男 女

4 2 
全 くその通り

6.1 4.1 

10 4 
それ K 近い

15.2 8.2 

31 14 
どちらともいえない

46.8 28.6 

11 16 
その反対 K近い

16.7 32.6 

10 13 
その 反対

15.2 26.5 

66 49 
合 計

100.0 100.0 

表 8

子どもの進学予定

項 目 男 女。 。
中学校 まで 。。 。。

。 4 
高校 ま で

0.0 8.2 

3 l 
各種専修学校まで

4.5 2.0 。 5 
短大 ま で

0.0 10.2 

63 39 
大学 ま で

95.5 79.6 

66 49 

il ‘ 言十
100.0 100ρ 

項 目 男 女

17 14 
全くその通り

25.7 28.5 

12 12 
それ K 近い

18.2 24.5 

15 9 
と・ちらとい、え郎、

22.7 1 8.4 

11 7 
その反対K近い

16.7 14.3 

11 7 
その 反対

16.7 14.3 

66 49 
合 計

1000 100.0 

表 9
スポーツ教室やスポーツクラプK
すすんで通う子であってほしい

項 B 男 女

21 9 
全くその通り

31.8 18.4 

14 6 
それ K 近い

2 1.2 12.2 

25 28 
どちらともいえ品、

37.9 57.2 

1 3 
そ の 反 対K近い

6.1 I 1.5 

5 3 
その 反 対

7.6 6.1 

66 49 
合 計

100.0 100.0 

df oc 1. P < 0.05 
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表 4

進学準備のために塾K通っています

項 自 男 女

10 5 
全くその通り

15.2 10.2 

56 44 
その 反対

84.8 89.8 

66 49 
合 言十

100.0 100.0 

表 7

進学準備のためにすすんで
塾 K通う子であってほしい

項 13 男 女

4 I 
全くその通り

6.1 2.0 

5 4 
それ K 近い

7.6 8.2 

38 25 
どちらとい、え品、

57.5 51.0 

4 4 
その反対K近い

6.1 8.2 

15 15 
その 反対

22.7 30.6 

66 49 

il ‘ 言十
100.0 100.0 

表 10
「男の子らしい遊びj

をする子であってほしい
I女の子らしい遊びj

l 項 目 男 j 女

42 12 
全くその通り

63.7 24.5 

16 4 
それ K 近 い

24.2 8.2 

8 30 
どちらとい、え郎、

12.1 61.2 。 3 
その反対K近い 。。 6.1 。 。
その反対 。。 。。

66 49 
合 言十

100.0 100.0 



子 ど も の 社 会 化 過 程 と運動・スポーツ行動

一線の意識分析からー

O 松村悦博 田中鎮雄 田辺英夫 久保木 優 武岡正司

(日本大学) {日本大学) (日本大学}

社会化過程、運動・スポーツ行動、親の認知

I.目的

女性のスポーツ参加が近年とみに盛んになるなかで
1)-叫

国中は「スポーツ風土調査 (SportCLimate Inventory)j 

を実施し、歴史的文化的社会的な諸環涜がわが闘に特徴的

なスポーツ風土を形成し、このととが女性のスポ ツ参加

に対して今日でもなお抑制l的に機能していることを示唆し

ている叫。一方、椛沢らは、うえの fスポ ツ風土調査J
を用いて調査分析し、進学中心校の勉強志向性の強さが、

スポーツ活動を抑制するなかで、特に女性にその傾向が顕

著であるととを明らかにしている 9)。

表 1 サンプルの構成

子供の性別

親の年齢構成

これらの研究結果をふまえ、今回線にアンケート調査を

実施し、童話の目からみて幼児期・児童期・中学期までの発

達段階で、先行研究 9)と同様の傾向が認められるか否かに

ついて調査分析を試みようとするのが本研究の目的である。

rr.方法

調査期日:昭和fi1年7月

調査対象:高知市内の進学面で有名な私立K中学校 2年

生の親。子どもの性別および親の年齢鱗成は表 1に示すと

おりである。

有効回収数 230 有効l函収率:95. 4 ~忠

誠査方法:質問紙法

調査項白.子どもの社会化過程と運動・スポーツ行動に

対する裁の関与に関する 60項目。この品 0項目は、小学

校入学以前(2 0項目)、小学校 3・4年生の頃(2 0項

[] )、および中学 2年生現在 (20項目)の 3つの発達段階別

に回答を求めるようになっている。また、各 20項目は、

これら 3つの発達段階と対応する意味内容をもつように作

成した(表 2参隙〉。なお、これら 60項目に対する回答

は、 「全くその通り(5)j、 「それに近い(4)J、 fどちらと

もいえなL、(3)J、 Iその反対に近L、(2)J、 fその反対il)J 

の5件法のかたちをとっている。

データー処理:日本大学文理学部コンビューターセンタ

ーの 1B M 4 3 3 1 L 0 2 (SPSS)をmいた。

lIl.結果と考察

表 2は、男女別に 60項目それぞれについて、平均値、

傑準偏差および性差または項目聞の差呉を示したものであ

る。
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(日本大学} (日本大学)

1 子どもの社会化過程、運動・スポーツ行動にみる性

差

1 )幼児期の傾向について

表 2の運動遊び・スポーツ行動についてみると、項目 1、

2、 4、 5にみるとおり、これらすべての項白に男友共通

して比較的高い平均値が認められる。なかでも、ひとりで

運動遊びをするととに対して、男子の方が女子よりも高い

平均値を示している点に注目したい。また、項目 18、19

にみるとおり、男子、女子にかかわらず巡動時には力い?

ばい頑張るとともに一番になりたいと思うものも比較的多

いことが理解できる。一方、みるスポーツ(項目 3)につ

いては、男女とも、それほど興味を示していないことがわ

かる。

次に勉強・おけいこごとや遊びに対する他者の励ましに

ついてみると、勉必に対する励ましでは(項目 10-12)、

男女ともに fどちらでもなLリに回答する傾向がみられる

が、女子では、男子よりおけいこごとなどに対する励まし

を多く受けていることが明白に認められる。また、元気に

遊ぶ ζ とに対する励まし(項目 13-15)にヴいては、男

女とも f少しは励ましを受ける」程度で同じ平均値を示し

ている@

以上のことから、小学校入学以前では、男女とも運動遊

ぴを活発に行う傾向がみられる中で、男子により活動性が

説く、女子におけいこごとなどを早期に開始する傾向のあ

ることが示唆されて興味深い。

2) 児童期の傾向について

表 2の項目 21-4 0についてみると、運動遊び・スポー

ツ行動(項目 21、22、24、25，38、39)は、男女と

も活発に運動する傾向にある。特に、友だちと一緒に活発

に遊ぶ傾向が認められるなかで(項目 25)、男子にみる

ヌポーツを好む傾向が明白になってくることが注目される

(項目 23 ) 0 また.項目 38、39からはスポーツや運動

では力いっぱい頑張っていることや勝ちたいという気持ち

の強いことが認められる。

巡!Jlb以外の余暇活動(項目 28，29)では、女子の方が

男子よりも高い値を示しており、ヲj子よりも女子の方が題

味活動が盤かであることを示している。テレビ視聴に闘し



表 2 各項目の平均値.標準偏差および検定結果

項 目
!Jl 女

t検定
M S D M S D 

1 小学校入学以前は，とても元気な子どもでした。 4.264 0.958 4.070 1.060 

2 小学校入学以前は，運動神経の発達した子どもでした 3.793 1.050 3.648 0.972 

3 小学校入学以前は，スポ ツをみることが大好きでした 3.2 20 1.01 7 3.028 0.985 

4 小学校入学以前は，ひとりでも活発に運動遊びをしていました 3.862 0.997 3.3 80 1.087 イド本

5 小学校入学以前は，友だちと一緒に活発に遊ぶのが大好きでした 4.1 9 5 1.032 4.1 69 1.028 

6 小学校入学以前は.スポーツ教室などに入っていたことがあります 1.8 1 8 1.4 75 1.620 1.324 

7 小学校入学以前は，テレビをみる締閥がかなり長かったようです 3.333 1.1 57 3.394 1.089 

8 小学校入学以前は.運動以外に好きな活動(趣味}がありました 2.899 1.35 1 3.366 1.312 本

9 小学校入学以前から.勉強やおけいこごとなどを始めていました 2.585 1.647 3.803 1.644 ホネ本

10 小学校入学以前は，勉強やおけいこごとで，脱がよくほめたり励ましたりしたものです 2.81 8 1.326 3.76 1 1.28 1 本 * ヰド

11 小学校入学以前は，勉強やおけいこごとで.兄弟ゃ友だちがよくほめたり励ましたりしたものです 2403 1.086 3.1 55 1.203 オド * ヰド

12 小学校入学以前は，勉強やおけいこごとで，近所の人などがよくほめたり励ましたりしたものです 2.509 1.237 3.1 2 7 1.1 5 8 ネキ*

13 小学校入学以前は，元気に遊んでいると，観がよくほめたり励ましたりしたものです 3.63 5 0.957 3.747 0.906 

14 小学校入学以前は，元気に遊んでいると，兄弟や友だちがよくほめたり励ましたりしたものです 3.245 0.959 3.1 97 0.839 

15 小学校入学以前は，元気に遊んでいると，近所の人などがよくほめたり励ましたりしたものです 3.4 5 9 0.986 3.437 0.87 4 

16 小学校入学以前から.r男の子らしい身体 Jr立の子らしい身体 Jのちがいに気づいていました 2.774 1.232 2.690 1.237 

17 小学校入学以前から.r男の子らしい行動Jr女の子らしい行動」のちがいに気づいていました 3.0 76 1.225 2.873 1.253 

18 小学校入学以前は，運動するときはいつも力いっぱい頑張っていました 4.283 0.929 4.282 0.84 8 

19 小学校入学以前は，運動するときはいつも一番になりたいという気持ちの強い子でした 3.623 1.1 29 3.507 1.1 10 

20 小学校入学以前は，男の子と女の子が同じ運動をするのが当たり前でした 4.1 7 6 0.9 1 1 4.282 1.04 4 

21 小学校3・4年生の頃は，とても克気な子どもでした 4.390 0.864 4.324 0.953 

22 小学校 3・4年生の頃は，運動がかなり僧.a:な方でした 3.937 1.1 1 2 3.563 1.065 1* 

23 小学校 3. 4年生の頃は，スポーツをみることが大好きでした 3.591 1.069 3.028 1.108 木本本

24 小学校 3・4年生の頃は，ひとりでも仙発に過i肋越びをしていました 3.723 1.1 36 3.239 1.035 本ネ

25 小学校 3・4年生の頃は，瓦だちと一緒にt占発に遊ぶのが大針きでした 4.390 0.9 1 3 4.268 0.810 

26 小学校 3・4年生の頃は，学校や地域のスポーツクラブヰCと.で活発に運動したものです 3.560 1.439 2.887 1.489 〉ド*

27 小学校 3. 年生の頃は，テレピ辛みる叫1mがかなり長かったようです 3.434 0.952 3.47 9 1.1 69 

28 小学校 3.年生の頃は，通o(VJ以外に好きな魁味活動がありました 2.969 1.265 3.4 79 1.361 キ*

29 小学校 3・4年生の頃li.勉強やおけいこごと指どのため，かなり多忙でした 2.65 4 1.331 3.2 1 1 1.319 本 本

30 小学校 3・4年生の頃は，勉強やおけいこごとで，鋭がよくほめたり励ましたりしたものです 3.277 1.108 3.789 1.1 20 コドキ

31 小学校 3. 4年生の頃は，勉強やおけいこごとで.兄弟ゃ友だちがよくほめたり励ましたりしたものです 2.943 0.982 3.296 1.047 * 

32 小学校 3. 4年生の頃は，勉強やおけいこごとで，先生がよくほめたり励ましたりしてくれました 3.47 8 1.024 3.563 1.010 

33 小学校3・4年生の頃は，運動やスポーツのことで .mがよくほめたり励ましたりしたものです 3.698 0.891 3.507 1.081 

34 小学校 3. 4年生の頃は，運動やスポーツのことで，兄弟や友だちがよくほめたり励ましたりしたものです 3.359 0.888 3.1 41 0.930 

35 小学校3・4年生の頃は，運動やスポーツのことで.先生がよくほめたり励ましたりしてくれました 3.4 9 1 0.94 7 3.254 0.952 

36 小学校 3・4年生の頃は.r男の子らしい身体 H 女の子らしい身体 Jを強く意識するようになってい車した 3.025 0.871 2.944 1.013 

37 小学絞 3・4年生の頃は.r男の子らしい行動 H 女の子らしい行動」を強く臣、識するようになっていました 3.23 3 0.901 2.986 0.978 

38 小学校 3・4年生の頃は，スポーツや運動では力いっぱい頑張っていました 4.258 0.887 4.1 1 3 1.008 

39 小学校 3・4年生の頃は，スポーツや運動では勝ちたいという気持ちが強い子でした 3.874 1.02る 3.732 1.028 

40 小学校3・4年生の頃は.男子と女子が同じ運動をするのが当たり前のようでした 3.648 1.001 4.1 41 0.915 本*本

41 中学2年生現在は，ひと 倍z気な子です 3.616 0.940 3.732 0.956 

42 中学2年生現在は，スポーツや運動がかなり得意な方です 3.4 7 8 1.1 0 1 3.423 1.1 1 7 

43 中学2年生現在は，スポーツをみることが大好きです 3.887 1.096 3.606 1.1 4 0 

44 中学2年生現在は，ひとりでも，ジョギングゃなわとびなどよく運動します 2.6 2 9 1.235 2.23 9 1.1 01 * 

45 中学2年生現在は，グループで運動することを楽しみにしています 3.598 1.1 7 0 3.634 1.1 98 

46 中学 2年生現在は，スポーツクラブや運動部で活発に運動しています 3.403 1.669 2.930 1.701 

47 中学2年生現在は，テレビ在かなり長い時問視聴するのが普通です 2.91 2 1.093 3.028 1.158 

48 中学 2年生現在は，運動以外の趣味活動を楽しんでいます 2.8 B 7 1.345 3.254 】.391 

49 中学2年生現在は，学習塾や自宅での勉強が大変なようです 3.289 1.1 93 3.479 1.157 

50 中学2年生現在は，勉強のことで，親がよくほめたり励ましたりしています 3.585 1.05 1 3.761 0.933 

51 中学2年生現在は，勉強のととで，兄弟ゃまだちがよくほめたり励ましたりします 2.87 4 0.946 3.21 1 0.940 ユ生

52 中学2年生現在は，勉強のことで，先生がよくほめたり励ましたりします 3.04 4 0.909 3.254 0.840 

53 中学2年生現在は，スポーッ関係で，親がよくほめたり励ましたりしています 3.384 1.168 3.254 1.03 8 

54 中学2年生現在は，スポーソ関係で，兄弟や友だちがよくほめたり励ましたりします 3.138 1.052 2.953 0.764 

55 中学 2年生現在は，スポーツ関係で，先生がよくほめたりllb車したりします 3.000 1.000 3.1 4 1 0.883 

56 中学z年生現在は.r男の子らしい身体 H 女の子らしい身体iを強く意識するようになりました 3.931 0.969 4.042 0.869 

57 中学2年生現在は.r男の子らしい行動Jf女の子らしい行動 Jを強く意識するようになりました 3.837 0.960 3.901 0.864 

58 中学2年生現在は，スポーツや運動では力いっぱい頑張っています 3.969 1.1 1 6 3.831 1.1 7 1 

59 中学2年生現在は，スポーツや運動で勝ちたいという気持ちが強いようです 3.962 1.049 3.803 1.1 .] 2 

60 中学2年生現在は.男子と女子が同じ運動種目をしてもおかしくないと思っています 3.120 1.1 1 6 3.634 1.233 * * 
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て(項目 27)は、男女とも視聴しすぎる傾向は認められ

ないようである。

次に運動・勉強やおけいこごとに対しての励ましについ

て(項目 30-35)は、全体的にあまり積極的に励ましを

受けていない点で、男女とも同様の傾向を示しているが、

勉強やおけいこごとの面で、女子の方が男子より多く励ま

しを受けている ζ とが明白である。とのことは女子がおけ

いこごとに参加する後会の多いことから当然の結果といえ

よう。

性役割意識についてみると(項目 36，37入男女とも

に「どちらともいえないJに多く回答しており、児童期に

はまだ性役割意識が強くないことを示している。項目 40 

の「男子と女子が同じ運動をするのが当たり前のようでし

たJに対しては、男子の平均値が有意に低く、男女が同じ

スポーツ種目を実施することに対して、女子がより肯定的

態度をとる傾向のあることが明らかである。

3) 中学期の傾向について

運動・スポーツ行動(項目 41， 42、43，45)に関す

る項目では、いずれも比較的高い平均値を示しており、運

動・スポーツ行動が比較的活発であることが理解される。

とのような中で、項目 44の fひとりでも、ジョギングゃ

なわとびなどよく運動するJの数値をみると、女子の値が

男子よりも有意に低く、女子が単独では体力っくり運動な

どあまりしていない傾向のあることを示している。

運動以外の余暇行動についてみると(項目 47、48、49)、

男女ともにテレビ視聴や運動以外の趣味活動をあまり楽し

んでいない傾向がみられる。

次に勉強やスポーツをとおしての他者の励ましについて

みると、女子が男子より勉強の蘭で友人などからの励まし

が多い傾向のあることがわかる。

性役割意識についてみると(項目 56.57)，男女共通

して両性の身体的成熟度および性役割についてかなり意識

するようになっているととを示している。項目 60の f男

女が同じ運動・スポーツを行うととJについてみると、男

子の平均値が女子よりも有意に低く、男子が女子と同じ運

動種目をすることをより否定的に受けとめる傾向のあると

とが認められる。この場合、 「同じ運動種目をするJとい

うととが「男女が同じ種目をするととがおかしいJか、そ

れとも「努女が一緒に同じ運動をするJことがおかしいか

はさだかでないにしても、男子の異性に対するとの種の意

識が、女子のスポーツ参加を抑制する要因のひとつになっ

ていることはまちがいない。

2 児童期と中学期との闘にみられる傾向の変化

表3は、児童期と中学期との聞にみられる変化について

示したものである。

1)運動・只ポーツ行動にみる差異

表 3から切らかなとおり、児童期の方が有意に高い平均

値が認められる。特に「とても元気な子どもでしたJ、

「友だちと一緒に活発に遊ぶのが大好きでしたj、 「スポ

ーツや運動では力いっぱい頑張っていましたJなど元気い

っぱいの運動遊びゃ頑張って運動するのは児童湖までであ

り、中学期になるとそれらの傾向があまりみられなくなる。

その一方では、女子のスポーツをみる傾向の強化にともな

って、この両での性差も消失していくぜ

次に運動以外の余暇活動についてみると、 「テレビをみ

る時間J(項目 27、47)は、男女とも小学期よりも中学

期に有意に低い平均値宅示している。とのことは「勉強や

q
L
 

.，i
 

おけいこごとなどのため、かなり多忙Jになるためである

とみられ(項目 29、49人特に男子にその傾向が強い。

これらの傾向は、かなり学習塾や自宅での勉強時間が長く

なってきていることの反映であると恩われる。

勉強・スポーツで他者の励ましを受ける傾向は、男女共

通に児童期の方が強く、 f勉強やおけいこごとJ(項目

32、52)と「運動やスポーツJ(項目 33、53)との両

方に同様の傾向が認められる。

項白 36、37.57 から性役割意識についてみると、明

らかに児童期に比べて中学期の方が有意に高い値を示して

おり、中学期の子どもたちが男女を関わず、第 2次性徴期

に入って意識・行動に性差が鮮明になったととを鋭たちが

はっきり認知していることを示している。これに対して、

項目 40、60で男女ともに中学期に平均値が下降している

ことは、子どもたちの運動・スポーツ参加に性別意識が働

きはじめることを示している。

W まとめ

高知県下の進学函で有名な中学校(私立)2年生の続

230名を対象に、子どもの社会化過程と運動・スポーツ行動

等について調査分析した結果、次のような知見を見た。

II 幼児期では、特に男子に活発に運動遊びをする傾向

が著しい中で、女子にはおけいこごとなどを早くから始め

る傾向が認められる。

2) 児童期では、身体面ないしは行動面での性別怠識が

未分化でありながら、男女が悶じ運動種目をすることに対

して女子がより肯定的な態度をとる傾向が認められる。

3 )中学期では、一様に第2次性徴期に入る中で、児童

期と同様に女子が男子と比べて同じ種目への参加を当然と

する傾向のあることは注目に値する。

4) 運動及び運動以外の余暇行動は、勉強のきびしくな

る中学期に入って減少し、特にその傾向は男子に著しい。
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表 3 児童期と中学期との聞にみりれる傾向の変化

項 自

21 小学校3・4年生の頃は，とても克気な子どもでした

I 41 中学 2年生現在は，ひと一倍元気な子です

22 小学校 3・4年生の頃は，運動がかなり得意な方でした

42 中学2年生現在は，スポーツや運動がかなり得意な方です

I 23 小学校3・4年生の頃は，スポ 、ソをみることが大好きでした

43 中学2年生現在は，スポーツをみることが大好きです

24 小学校3・4年生の頃は，ひとりでも活発に運動遊びをしていました

44 中学2年生現在は.ひとりでも，ジョギングゃなわとびなどよく運動します

25 小学校3・4年生の頃は，友だちと一緒に活発に遊ぶのが大野きでした

45 中学2年生現在は，グループで運動することを楽しみにしています

26 小学絞3・4年生の頃は，学校や地蟻のスポーツクラブなどで活発に運動したものです

46 中学2年生現在は，スポーツクラブや運動部で活発に運動しています

27 小学校 3・4年生の頃は，テレビをみる時間がかなり長かったようです

47 中学2年生現在は，テレビをかなり長い時間視聴するのが普通です

28 小学校3・4年生の頃は，運動以外に好きな趣味活動がありました

48 中学2年生現在は，運動以外の趣味活動を楽しんでいます

29 小学校3・4年生の頃は，勉強やおけいこごとなどのため，かなり多忙でした

49 中学2年生現在は，学習塾や自宅での勉強が大変なようです

30 小学校 3・4年生の頃は，勉強やおけいこごとで z親がよくほめたり励ましたりしたものです

50 中学2年生現在は，勉強のことで，続がよくほめたり励ましたりしています

31 小学校3・4年生の頃は，勉強やおけいこごとで，兄弟や友だちがよくほめたり励ましたりしたものです

51 中学2年生現在は，勉強のことで，兄弟ゃ友だちがよくほめたり動車したりします

32 小学校 3・4年生の頃は.勉強やおけいこごとで，先生がよくほめたり励ましたりしてくれました

52 中学 2年生現在は，勉強のことで，先生がよくほめたり励ましたりします

33 小学校3・4年生の頃は.運動やスポ ツのことで，親がよくほめたり励ましたりしたものです

53 中学2年生現在は，スポーツ関係で.親がよくほめたり励ましたりしています

34 小学校3・4年生の頃は，運動やスポーツのことで，兄弟ゃ友だちがよくほめたり励ましたりしたものです

54 中学2年生硯在は.スポーツ関係で，兄弟ゃ友だちがよくほめたり励ましたりします

35 小学校3・4年生の頃は，運動やスポーツのととで，先生がよくほめたり励ましたりしてくれました

55 中学2年生現在は，スポ ツ関係で，先生がよくほめたり励ましたりします

36 小学校3・4年生の頃は.r男の子らしい身体Jr女の子らしい身体』を強く意識するようになっていました

56 中学2年生現在は.r男の子らしい身体Jr女の子らしい身体」を強く意識するようになりました

37 小学校 3・4年生の頃は.r男の子らしい行動Jr女の子らしい行動」を強く意識するようになっていました

57 中学2年生現在は.r男の子らしい行動Jf女の子らしい行動』を強く意識するようになりました

38 小学校3・4年生の頃は，スポーツや運動では力いっぱい頑張ってい車した

58 中学2年生現在は，スポーツや運動では力".，ばい頑張っています

39 小学校 3. 4年生の頃は，スポーツや運動では勝ちたいという気持ちが強い子でした

59 中学2年生現在は，スポーツや運動で勝ちたいという気持ちが強いようです

40 小学校3. 4年生の頃は，男子と女子が同じ運動をするのが当たり聞のようでした

60 中学2年生現在は，男子と女子が同じ運動種目をしてもおかしくないと思っています

7l日比野朔郎スポーツと性についての一考察Jι 、体

育・スポーツ社会学研究 4、 1985、 PP. 1 2 3 -1 3 0 • 

8 )田中鎖雄わが国における社会的風土と女性のスポ

ーツ行動J、研究紀要 30号、日本大学人文科学研究所、

1985、pp.263-278.

9) .IIr沢聖子、田中鋲雄、山岸切j郎‘武回正司勉学志

向とスポーツ・レクリエーション行動J、レクりエ シ

ョン研究第 14号、日本レクリエーション学会、 1985、

pp.68-73. 
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勉学志向とスポーツ・レ ク リ エ ー シ ョ ン 行 動

(第 2 報)

O 椛沢聖子

(日本大学}

田中鎮雄
(日本大学}

勉学、スポーツ、レクリヱーション

目的

受験生活とその影響に関する一連の研究から受験勉強の

きびしさが、運動部への加入率やクラブ活動にかなりしわ

ょせがあり、受験生の余暇行動には進学しない高校生の場

合と異なる傾向がある1)吋3)4)という指摘をふまえ、われわ

れは、進学率の高い高校とモうでない高校を対比させ、発

達段階に伴ういくつかの行動パターンの違いをみてきた♂

これらの結果をふまえて、われわれは次の様な仮説を設定

することができる。すなわち、

nl 進学率の高い高校の女子において、早くから学習活

動が開始され、男女とも中学期、高校期と勉強時間を上昇

させる傾向を示す。

(2) 中学期までは、男女ともかなり活発に「スポーツク

ラブや運動部で運動をするjが、高校期になって進学率の

高い高校では、運動部をやめていくものが多い。

(3) 進学率の高い高校において、高校期には男女ともテ

表 1 サンプルの構成

項 自 男 女

M 高，(岩手) 1 1 2 3 8. 6 80 3'4.0 

G 高(高知) 1 78 61.4 155 66.0 

計 290 100.0 235 100.0 

レピ視聴時間が著しく減少する。

(4l 進学率の高い高校の男女に共通して、勉強時間の増

大する中学期、高校期を通じて趣味活動を大切にしてきた

傾向が認められる。

以上の仮説を検証する中で、発達段階に伴う性差を明ら

かにしようとするのが本研究の目的である。

方法

l 調査対象

対象は岩手県および高知県の 2校の 2年生 52 5名

(男子 290名、女子 235名、有効回収率 91.8%)である。

サンプルの構成は表 lに示すとおりである。なお、これら

2校は本研究の目的から、いずれも県下で一流の進学校と

目されている高校として有意抽出したものである(表 2参

照)。また、岩手県の高校は県立、高知県の高校は私立で

あって、いずれも男女共学校である。

2， 調査時期

岩手県の高校は昭和 60年 2月、高知県の高校は昭和61

年 3月である。

武田正司
{日本大学)

a 調査方法

集合法による質問紙調査である。調査者が各質問項目を

読み上げ、被調査者は即時に所定の回答用紙にあてはまる

答えの番号を記入するように指示された。なお、質問紙は

[スポ ツ風土調査J5)め注1)を用いた。

4 データ処理

日本大学文理学部コンビューターセンターの 1B M 4 3 

31L02、プログラム rsP S SJで行った。

結果および考察

1.勉強・おけいこごと」について

まず、表 3から幼児期と児童期(項目 9・29参照)につ

いてみると、女子の平均値は 3.345で男子の 2.069より

も有意に高い値を示しており、おけいこごとを含む学習活

動が女子の場合、男子よりも早期に開始されている様子が

推測される。中学j切には、とれまでの傾向を逆転して男子

が女子を凌縄してゆく。同じ線にそって、一層勉強のきび

表 2 卒業後の進路

項 目 男 女

大 片寸孟I与. 279 96.2 1 97 83.8 

短 大 1 0.3 18 7.7 

各種専修学校 4 1.4 1 0 4.3 

就 職 2 0.7 5 

その他 4 1.4 5 2.1 

計 290 100.0 235 

しさをうかがわせるのが高校期であるといえよう。

高校期の勉強のきびしさを項目 69からみると、男女の

平均値はそれぞれ2.952と2.566であるととがわかる。こ

の数値は、一見勉強していないようにみえるが、当該質問

項目のワーディングが、 「現在勉強にかなり時間をかけて

いますJとなっているため、この中のかなりのために「そ

のとおり」と回答するのをためらった結果であり、現実は

紹当勉強しているものと思われる。ちなみに、昨年度の大

会で報告したB校(進学率の低い高校)にみられた同項目

の平均値は1.84および1.96どまりであった。このことか

らも、今回の報告における高校生の勉強のきびしさの一端

がうかがえよう。しかも性差に注目すれば、男子の方が女

子より勉強にかなり時間をかけていることが明白である。

2. 運動・スポーツ行動Jについて

表 3から児童JIJIまでの運動・スポーツ行動についてみる

と項目 1・21、5・25， 18・38、19・39から明らかな

ように、友だちと一緒に活発に遊ぶととが大好きな元気の

よい子どもたちであったことがうかがわれる。しかし、中

学JVJ以降になると、項目 42・62， 44・64、59・79な

A
斗
a



表 3 各項目の平均値，標 準 偏 差 お よ ひ 倹 定 結 果

男 k 男 女
項目 t 検定 '1l目 t 検定

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 楳準偏差 平 均 値 標準偏差

1 3.85 9 1. 1 93 3.7 4 0 1. 2 7 6 21 4.0 9 0 1. 025 3.96 6 1. 1 3 6 

2 3. 1 9 7 1. 1 6 1 3.0 3 8 1.228 22 3." 4 1 1. 2 1 6 3.28 1 1.367 

3 3.0 ，] 1 1.205 2.7 2 3 1. 1 08 本木 23 3.6 0 0 1. 1 9 9 3.1 2 8 1. 1 7 7 ホネ*

4 2.96 2 1.2 0 3 2.82 6 1.257 24 2.9 8 7 1. 1 8 5 2.73 2 1.261 ド

5 4.1 8 0 1. 0 1 0 3.9 06 1. 2 7 1 ユド 本 25 4.2 93 0.96 3 4.2 1 7 1.0 9 0 

6 1. 5 2 " 1.206 1. 5 2 3 1. 2 " 1 26 3.2 ，] 1 1. 57 1 2.84 3 1.5 7 9 本本

7 3.2 2 8 1.2 6 6 2.7 5 7 1. 2 2 9 キネホ 27 3.5 2 1 1.206 3.08 1 1.2 1 9 本本*

8 3.0 " 1 1. 3 96 3.5 5 7 1. " 3 8 本木本 28 3.5 66 1.358 3.85 5 1.296 〉ド

9 2.0 6 9 1. 6 1 6 3.3 " 5 1. 8 1 8 ネ本ユヤ 29 2. ，] 3 1 1. 3 8 3 2.9 9 1 1.304 ネキ*

10 3.0 90 1. 0 2 5 3.] 8 7 1. 0.1 5 30 3.1 0 3 1.1 3 9 3.1 6 2 1.1 54 

11 3.1 1 0 1. 0 5 0 3.3 6 6 1. 0 4 7 二本木 31 3.0 7 2 1. 07 1 3.323 1.1 1 6 ド *

12 3." 1 0 1. 4 2 7 3.7 " 0 1. 3 1 3 本本 32 2.5 6 2 0.9 6 9 2.7 6 2 1.0 1 4 ネ

13 4.1 9 0 1.027 4.1 " 5 1. 1 3 1 33 3.1 4 5 1.068 3.226 1.0" 0 

1 4 3.2 4 5 1.307 3.7 6 7 1. 2 5 1 本ドヰ 34 2.7 ，] 1 1. 0 3 8 2.81 7 1.0 4 8 

15 3.1 7 6 1. 1 35 3.1 5 3 1. 1 8 5 35 3.2 03 1.093 3.3 1 9 1.07 6 

16 2. 3 7 2 1. 2 7 2 2.0 " 3 1. 1 46 本イド 36 3.0 7 2 1. 1 06 2.8 80 1.0 6 4 本

17 2. 6 4 9 1. 2 8 6 2." 2 1 1. 2 8 0 37 3.2 9 3 1. 0 8 8 3.01 3 1.100 本〉ド

18 3.9 ，] " 1. 1 3 9 3.9 " 9 1.218 38 4.1 " 5 1. 01 2 3.9 9 6 1.080 

19 3.5 6 2 1. 1 9 0 3.2 6 3 1. 3 2 3 本木 39 4.0 0 7 1. 0 29 3.77 4 1.207 ユキ

20 4. 1 1 7 0.9 4 5 4.3 7 5 0.9 5 " 本木 ，¥ 0 3.4 0 7 1.085 3.82 6 1.1 6 2 ネネ*

4 1 3." 0 0 1. 1 1 5 3.30 2 1. 1 8 3 61 3.4 3 8 1. 0 6 4 3.2 8 9 1. 106 

42 3.3 9 7 1. 1 87 3.0 1 3 1. 2 9 3 * ，字率 62 3.23 5 1. 1 3 2 2.84 1 1.2 3 4 ヰドネ本

43 3.8 7 9 1. 227 3.67 7 1.280 63 3.9 7 6 1. 1 7 2 3.91 1 1. 1 64 

44 2.7 4 8 1.373 2.36 6 1. 2 7 2 本二本 64 2.7 1 4 1. 39 1 2.2 1 3 1.2 5 0 ネネユド

45 3.5 9 3 1.245 3.387 1. 3 4 6 65 3.6 3 1 1.236 3.4 0 4 1. 3 4 4 ヰ〈

46 3.59 0 1. 5 5 0 3.0 5 1 1. 7 4 4 ネネ本 66 2.86 2 1. 6 9 5 2.33 6 1.5 80 〉ドネネ

47 3.0 3 5 1.258 2.89 8 1. 2 53 67 2.5 4 1 1. 2 3 9 2.783 1.28 0 ネ

48 3.6 4 5 1. 3 0 8 3.74 0 1. 2 5 3 68 3.64 5 1. 3 2 6 3.809 1.272 

49 2.7 28 1.328 2.67 7 1.1 27 69 2.9 5 2 1.1 1 5 2.56 6 0.94 2 オドオドネ

50 3.1 2 8 1. 1 7 1 3.0 7 7 1.1 92 70 2.8 4 1 1. 1 0 5 2.97 5 1.1 7 6 

51 3.09 7 1.0 96 3.1 5 3 1. 1 3 3 7 1 2.7 8 3 1. 0 7 4 2.97 9 1.1 2 3 〉ド

52 2.8 0 0 1. 0 2 0 2.86 0 1. 0 7 1 72 2.7 2 1 1. 0 5 3 2.82 1 1.1 1 8 

53 3.1 28 1.085 3.1 7 0 1.1 68 73 3.00 0 1. 1 50 3.06 0 1.1 4 9 

54 2.8 1 7 1. 0 2 8 2.7 4 0 1.052 74 2.6 9 3 1.068 2.7 6 6 1.0 3 0 

55 3.1 1 0 1.1 3 8 3.06 4 1.1 0 2 75 2.6 0 7 1. 051 2.8 1 3 1.0 2 9 本

56 4.2 6 9 0.82 1 3.8 3 4 0.9 5 3 *本オ〈 76 4.2 8 3 0.90 1 3.9 5 3 0.9 84 イド〉ドネ

57 4.2 4 8 0.8 4 0 3.9 1 5 0.98 8 ユド本 iく 77 4.3 1 7 0.89 4 4.1 5 7 0.9 9 0 

58 3.9 5 9 1. 1 09 3.7 1 5 1. 155 水 78 3.9 0 7 1. 076 3.7 5 7 1.1 3 1 

59 3.9 8 6 1.081 3.5 6 2 1.267 〉ドヰ〉ド 79 3.9 1 0 1. 1 1 9 3.55 3 1.1 8 4 二容 〉ドネ

60 2.6 1 0 1. 1 3 0 2.8 " 3 1.235 ヰド 80 2.5 9 3 1. 25 3 2.69 B 1.267 

R
U
 

4

・i



どにみるように、いずれも男子に有意に高い平均値がみら

れ、運動が得，曹、とするものや、ひとりで活発に運動するも

の、スポーツや運動をするときは勝ちたいという気持で力

いっぱい頑張るなど、男子に特徴的な行動傾向が認められ

る。この嫌に体力や活動性および運動参加態度に性差が認

められながら、中学期では男女とも学校の運動部や地械の

スポーツクラプなどに所属して積極的に組織的なスポーツ

活動を行うようになる。乙れは中学校における教育と制度

的慣行によるものと考えられるが、女子に比べて男子にそ

の傾向が著しいことは、他の要因が伏在することを示唆す

るものである。すなわち、中学期は項目 56・57から明白

なように第2次性徴期にあたり、男女が同じ運動種目を実施

することに対する男子の否定的な態度が一層鮮明になる時

と軌をーにしているのである。

我国における社会的風土ともいえるこの様な男性の見方

が、女性のスポーツ参加を消極的にさせる重要な要因の 1

つになっていることは否めないであろう。しかも、項目 66

にみるとおり、勉強がきびしくなるに伴って、男女とも高校

期に入ると、との組織的なスポーツ活動参加率が著しく低

下しているのであるが、特に女子に組織的スポーツ活動か

らの離脱傾向が認められるのも.上と同じ理由によるもの

と考えられる。このような中で、男女いずれも[グループで

運動するのが楽しみJだとする項目 65の平均値が中学期

のレベルを維持している点は見逃がせない。

一方、 「みるスポーツJに対する関心についてみると、

項目 3・23・43・63からも明らかなとおり、発達段階に伴

って男女とも平均値に上昇傾向が認められる。特に女子が

高校期で男子とほぼ同じ平均値を示している点は、スポー

ツへの 2次的参与が補償行動的ないしは交友関係のための

メディア的機能を果たすことを示唆するものとして興味深

L 、。
3. テレビ視聴傾向Jについて

表 3の項目 7・27・67からテレビ視聴傾向についてみ

ると、幼児期から児童期にかけて女子より男子の平均値が

有意に高く、男子の方がテレビ視聴時間が長かったことを

示している。しかし、勉舗がきびしくなる中学期に入ると

男女ともその平均値は低下し、高校期(項目 67)では男

子の平均値が急降下するため、女子のそれより有意に低い

値を示すようになる。

上のことからきぴしい自宅学習を必要とする進学中心校

の生徒、特に男子生徒の場合、中学期以降テレビをより

限定的選択的に視聴する傾向のある ζ とが切らかである。

4. 運動以外の趣味活動Jについて

表3の項目 8・28・48・68に注目してみると、幼児期、

児童期に女子の平均値が男子のそれより高く、女子の方が

より豊かな趣味活動を楽しむ傾向のあることを示している。

しかし、受験勉強の本格化する中学期から高校期にかけて

も平均値は下降線をとらず、趣味活動志向に男女ともほぼ

同様の傾向を示す点は、進学中心校における中学生や高校

生のレクリエーション活動を特徴づけるものとして注目さ

れる。

-16 -

まとめ

一流進学校における高校2年生男友の性差を中心に、勉

強・スポーツ行動の変化ないしは推移について項目別に分

析した結果、次のような知見を得た。

ul 進学中心校における学習活動は、女子の方が幼児期

から早期に開始されるが、受験勉強のきびしさの治す中学

期からは、男子の方が女子より時間をかけるようになる。

(2) 高校期に入ってからの勉強時間の鳩大に伴って、男

女とも組織的スポーツ活動への参加が低調になる中で、特

に女子にその傾向が著しい。

(3) きびしい勉強に追われる中でも、その一方では fグ

ループで運動することJや fみるスポーツJを楽しむ傾向

がみられる。これらのことは、彼等にとって補償行動的な

いしは交友関係のためのメディア的機能を来たしているも

のと思われる。

(4) 受験勉強がきびしさを増す高校}切には、当然のこと

ながら男女ともテレビ視聴時間を著しく減少させる。しか

し、そのような中で運動以外の趣味活動を大切にしている傾

向は、受験生が限定された時間構造の中でも、健全なレク

リエーション志向性を失わない傾向を示しているものとし

℃注目されるのである。
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法スポーツ且土調査』質問項目

11'1、学袋入掌以前肱.とても元気な子どもでした

2 小学控入学以前は，運動神経の舟遣した子どもでした

3 小学佼入学以前は，スポ叩ヴをみることが大好きでした

41'1、学佼入学以前は，ひとりでも話量に運動量びをしてい去した

s 小学校入学以前は.ぉ宜だちと一緒に居尭に遭ぶのが楽しみでした

61'1、学使入学以前陪，スポーツ教室などに入，ていたととがあり志す

7 小学控入学以前は，テレビをみる時聞がかなり長かラたようです

8 小学校入学以前は，運動以外に好き怨活動f題時}がありました

9 小学校入学以前から，勉強やおけいこごとなどを鎗めていました

10 小学俊入学以前同，元気に遊んでいると，お父さんがよくほめて〈れました

11 小学侵入学以前世，元気に謹んでいると，お母さんがよくほめ℃くれました

12 小学校入学以前は，兄弟・姉妹とよく活指に遊びました

13 小学校入学以前は，同性のお宜だもとよく括尭に遊びました

14 小学桂入学以前は，異性のお主だちとよ〈括尭に遊びました

15 小学校入学以前は，幼稚置やスポーツ教軍の先生も活尭に避ぷわたしを認めてくれました

16 小学校入学以前からf男の子らしい身体Jr女の子らしし、身体」のちがいに気づいていました

17 小学校入学以前から「男の子らしい行動Jr女の子ちしい行動」のちがいに気づいてい草した

18 小学校入学以前は，運動するときはいつも力い弔ばい讃彊0-':いました

19 小学校入掌以前は，運動するときはいつもI番になりたいζいう気持が強くはたちも吃いました

20 小学世入学以前は，男の子と女の子が同じ週動をするのが当り前でした

21 小学世3・4年生の頃は，とても元気な子どもでした

22 小掌控 3・4匁生の頃は，運動がかなり得意怨方でした

23 小学控 3・4年生の頃は，スポーソをみることが大好きでした

24 小学校3・4年生の頃は，ひとりでも話尭に運動避びをしてい着陣した

25 小学校 3・4年生町頃は，お宜だちと一緒に括尭に遊ぶのが楽しみでした

26 小学校 3・4年生の嘆は，古学校や地峨のスポーソクラブなどで活指に運動したものです

27 小学捜 3・4年生町頃は，テレビをみる時聞がかなり畏かq たようです

28 小学担 3・4年生町頃は，運動以外に好きな趣味活動がありました

29 小学檀 3・4年生の慣は，勉強やおげいこなどのため，かなり多虻でした

30 れサ学ま佼した3・4年生の頃国 .a父さんがスポーッや運動で，よくほめたりはげましたりしてく

31 小t1.学".世した3・4年生の頃は，お母さんがスポーツや運動で，よくほめたりはげましたりしてく

日止空空在世ま3した・4隼生の頃は，兄弟・銅像がスポーヴや運動で，よくほめたりはげましたりしてE

33 小〈学れ後ま3した・ 4 隼生の頃I~ .向性の主人がスポーツや運動で，よ〈ほめたりはげましたりしZ

34 小く学れ桂参し3た・4年生の頃は，異伎の主人がスポーツや運動で，よくほめたりはげましたりして

35 しI、学た技 3・4年生の頃同.先生がスポーツや運動で，よくぼめたりはげましたりしτくれま

36 に1、学な世って3い・去4隼し生たの頃は .r男の子らしい身体 Jr女の子らしい身体Jを強〈意織するよう

37 小に学な佼って3い・ま4年した生の頃同 .r男の子らしい行動 H 女町子らしい行動」を強く章轟するよう

38 小学世3・4年生の頃は，スポーザや運動では力い・9 ばい頑彊りました

39 小学校3・1年生町頃は，スポーツや運動では勝ちたいという気持が強くはたらさーました

40 小学桂 3・4隼生の頃叫，男子と女子が同巳彊動をするのが当り献でした

そ そ どそそ

のれ の

とに
ちら E対 の

お近 と近にい 直

り い も 対

514 3 1211 

514 31211 

514 3 [211 

514 3 121 1 

514 31211 

514 31211 

514 312 I 1 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 3 1211 

514 3 1211 

514 3 1211 

514 31211 

514 31211 

514 31211 

514 3¥2 ¥ 1 

514 312 I 1 

514 3 1211 

514 3 1211 

514 ，3121' 

514 3121 1 

514 3 I 211 

514 3 I 2 11 

514 312 11 

514 3121 1 

514 31211 

514 3 I 21 1 

514 31211 

そそ どそそ

のれ の

とに :震の

お近 とに E
近

りい もい対

41 中学役 2隼生の頃は，ひと 倍元気えま子でした 51 4 31211 

42 中学校 2隼生の慣は，スポーツや運動がかなり得意な方でした 51 4 31 21 1 

43 中学桂2匁生の頃は，スポーッをみるとζが大好きでした 51 4 31211 

44 中学校2年生町頃は.ひとりでも，ジ，単品〆グゃなわとびなどよく彊勤しました 51 4 31 2 J 1 

45 中学製 2年生の噴は，グループで週動することが楽しみでした 514 31 21 1 

46 中学後2隼生の頃は，スポーックラブや運動留で話量に運動しました 51 4 31 2 r 1 

47 中掌校2年生町頃は，チレピをかなり長い時間操車するのが普通でした 51 4 31 21 1 

48 中学後2年生の頃は，運動以外骨組味措勘を姦しんだものでした 51 4 31 21 1 

49 中学後2年生の頃は目学習塾や自宅での勉強が大型でした 514 31 21 1 

50 中学校 2年生の頃は，お宜さんがわたしのスポーツ移加をよく拡げましてくれました 51 4 31 21 1 

51 中学後2年生の頃は，お母さんがわたしのスポーソ参加をよく}孟11ましてくれました 514 31 21 1 

52 中学綾 2匁生時頃は，兄弟・簡保がわたしのスポーツ怠加をよくはげましてくれました 514 31 2 11 

53 中掌綾2匁生町頃は，向性町主人がわたしのヌポーツ参加をよくはげましてくれました 51 4 31 21 1 

54 中掌校2年生の頃は，異性の友人がわたしのスポーツS参加をよくはげ志してくれました 514 31 2 J 1 

55 中学校 2年生の頃は，先生がわたしのスポーソ語参加をよく怯げましてくれ志した 51 4 31211 

56 中ま学し校た2食事生の頃は， r男らしい身体」または「女らしい身体」を強く意織するよう巳なり 514 31211 

57 中ま学し校た 2年生の頃は .r男らしい行動」または「女らしい行動」を強〈量級するようになり 51 4 31 2 r 1 

58 中学校2年生町頃は，スポーツや運動で同力い唖ばい頑彊りました 5¥ 4 31211 

59 中学校 2年生の頃は，スポーツや運動では勝ちたいという気持が強くはたらきました 51 4 31 21 1 

60 中学校2隼生町頃は，男子と女子が同じ運動輔自をしてもおかしくないと思。ていました 51 4 31 21 1 

61 現在(高 2)は，ひと一倍元気な方だと君、います 514 31211 

62 現在〈高 2)は，スポーソや運動がかなり穐軍な方です 514 3 I 2 11 

63 現在(高 2)は，スポ ツをみることが犬好きです 514 31211 

64 現在〈高 2)は，ひとりでも，ジ.'"ングゃなむとびなどよく運動します 514 3 I 2 11 

65 現在〈高 2)は，グループで運動するのが楽しみです 514 3 I 2 11 

66 現在〈高 2)は，スポーックラブや運動鶴で語尭に運動しています 514 31211 

67 現在(高 2)は，テレビをかなり長い時間橿隠するのが普通です 514 31211 

68 現在〈高 2)は，運動以外の題味活動を楽しんでいます 514 31211 

69 現在〈高 2)は，勉強にかなり時閣をかけています 514 31211 

7.， 現在(高 2)は.お父さんがわたしのスポーソ怠加をよ〈はげまして〈れます 514 31211 

7) 現在【高 2>1;:.お母さんがむたしのスポーツ$加をよくはげましてくれます 514 31211 

72 現在 f高 2)は.見場・鎌妹がわたしのスポーソ省参加をよくはげましてくれます 514 31211 

73 現在{高 2)は，岡佳の友人がわたしのスポーツ参加をよ〈陪げましてくれ志す 514 3 I 2 11 

14 現在{禽 2)惜，異性の主人がわたしのスポーヴ多加をよくはげまして〈れます 514 31211 

75 現在〈高 2)は，先生がわたしのスポーッ診加をよくはげまして〈れます 514 31211 

76 現在(高 2)は.r男らしい身体」または「女らしい身体」を強〈意輸しています 514 3 I 2 11 

77 現在〈高 2)は.r男らしい行動」また掠「女らしい行動」を強く意識してい志す 514 3 12 t 1 

78 現在〈高 2)は，スポーヴや運動では力い唱ばい頑彊ります 5 14 31211 

79 現在(高 2)は，スポーツや運動では陽ちたいという気持が強くはたらきます 514 3 I 2 11 

80 現在〈高 2)は.男子と女子が凋じ運動盤固をしてもおかしいとは思い事せん 514 3 I 211 



幼児保育の今目的課題

一一「就学前教育j_r謀業と遊山ーの予備約考察

幼児保育・幼児教育，発達課題，就学前教育，集団保育，

はじめに

今日のわが国は.科学妓術の進歩により高度な文化をつ

くりあげた。乙の文化を維持発展させていくのは21世紀を

背負う子ども遥であるc 問、う 11:，現在わが国の食料自給率

やエネルギ一保有率は極めて低い。これを打解するには，

今後の日本人の創造性一子育てのあり方ーに期待する

と乙ろが大きい。

筆者は，乙のような乙とを考えながら，女子大で一般教

育11:関っているのだが，常々感じることは，彼友達は卒業

後，数年足らずで家庭をもっ乙とになり，好むと好まざる

とに拘らず，子育てにかかわる乙とになるのに，子育てに

ついては関心もなく，全くといってよい程知識に乏しい乙

とである。況や，子育ては.受胎してから小学校に入るま

での比較的早い時期が最も重要な一時期である ζ との科学

的根拠や子どもの発達課題はもちろん，子どもが育てられ

ている家庭や社会が現在どのような状況11:あるのか・…な

どについては余りにも知識がないのである。

例えば，現在子どもはどのように育てられ，その結果，

どんな子どもになりつつあるのか，その原因は何か。現在

保育園や幼稚園ではどんな問題が生じており，そのために

どんな乙とが考えられつつあるのか。子育てはどのように

すればよいのか..ーなどあげれば切りがない。

もちろん，この種の保育問題については，従来から多く

の実践と研究が繰り返えされてはいるが，今日の社会変動

の激しい状況下では，保育に関心をもっ人達が結集して集

団保育への道を切り妬いていくと乙ろまでに至っていない。

それにはまず，保育者が子どもをとりまく環境と子どもと

のかかわりを鋭く見抜く確かな目と実践力とを養う乙とが

必要であり，また，乙こからはじめなければならないと思

うのである o

筆者11:続く， 4人の演者の発表も今後の就学前教育のカ

リキュラム編成体制づくりを模索するための予備的調査結

果の報告である。

l 幼児をとりまく今日の教育の荒廃状況

1)子どもの体と心について

最近，保育者11:気づかれる子どもの体のおかしさとして

発育発途上の危機が訴えられ，これが小学生から高校生ま

で及んでいる。

例えば，背中が丸い，背骨が曲っている，左右の肩抑骨

の高さが違っている，腹が出ている，扇平足・ X脚・ O脚

の子どもが多い，体力が弱く抵抗力がない，歩き方がおか

しくベタベタと歩く，特IL足が弱く坂道を登ったりしゃが

O浅田隆夫

目白学園

んだりできない……ーなどがあげられている。

正木位。は， r乙の子どもの体のおかしさは，背筋力と大

脳で起っており，人間の退歩iζ速がるのではないかJとま

でいっている。

心のおかしさも生じている。疲れ易くあくびいねむりが

11¥る，意欲がなく集中力がない，依頼心が強く自分でどう

するか判断する乙とができない， 6才になっても相手の気

持ちを思いやれず人を平気で傷つける…ーなど， 3才児の

未分化な状態をそのまま持ち越し，いつまでも幼児化を残

しているといわれる o

乙れらの原因には種々の乙とが考えられるが，親子関係

だけに限ってみると.次のような ζ とが考えられる。すな

わち， 3才以後はそれ以前と違って自己和心化が進み自己

像が形成されてくる。また，乙の時期は混同的思考期とい

われるように，自己と対象との区別が未分化で両者間が極

めて流動的だから，保育の仕方によっては分化が十分促進

されずに過ぎてしまう危険性もある。一般IL，母親は子ど

もが 3オーから幼稚園IL入国するということもあり，また，

Eれまで甘やかして育ててきたという乙ともあって， 3才

になると園まかせの放任という乙とにもなる。したがって，

3-5才の子どもの保育は，よりー属医療や教育と結びつ

いた世話が必要になるし，第 l反抗期を充分経験しないで

成長した子どもには，特にこれが重要になる。

2 )家庭について

保育という観点から家庭の問題点世U をあげてみると，

(イ) 両親の学歴が高くなり，他の保育者をあなどる傾向が

みられる， (ロ) 両親11:感謝の念が薄い.付 親としての義

務を果さず，権利のみを主張する者が多い，教師や保育者

を批判し協力する気持が少ない， (.:J 共稼ぎの家庭が多く.

子どもは家庭の安らぎ・憩い・楽しみ・団らんの体験がな

くなってきている，附 子どもの数が少なく核家族化のた

め精神力の強さや適応性が育だちにくくなっている，付

子どもの数が少ないため過保護・過干渉が目立ち自律性が

育ちにくい， (ト) 両親は子どもの乙とを考えず学歴偏重に

はしり受験戦争の過中11:流される傾向にある，そのため11:，

豊かな心情を育てる家庭の役割が充分架されていない，な

どである。

上述の家庭は一般家庭についての保育上の問題だが，単

親家庭となるとさらに条件は悪くなる。しかも.今日乙れ

らの単親家庭は増える傾向にある。単親家庭とは，母親か

父親か，いずれかひとりが子どもを扶養している家庭の乙

とだが，その世帯数は，厚生省の調査也叫では，母子家庭

71万8千，父子家庭16万7千世帯となっており，また，母

子家庭lとなる原因は，死別によるものは1961年・ 77(17)%，

-18-



'67年・ 66(24) %， '73年・ 62(26) %， '78主1:・50(38)%，'83年

36 (55) %一一注( )内は，離婚によるもの と年を追っ

て減少しているにも拘らず，離婚によるものは逆1<:多くな

ってきている。しかも， 20~30才代の母親が 1973年で 31. 3 

%， '78年では35.396を占めるようになった。乙れは低年令

の子ともを抱えた母子家庭が増加している乙とを示すもの

である。父子家庭についても ζれと同じ乙とがいえる。も

ちろん，乙のような単親家庭を欠崩家庭とみなすかどうか

は，社会的lζ決められる乙とで.単級家庭は到底子育て IL

ついてうめあわせできない家庭であるとみるかどうかにか

かっている乙とである。確かに，一部ILは母子家庭でも立

派に親子関係を築き.両線そろった家庭以上iζ 「欠償jを

克服している家庭はある 1<:はあるが，やはり，乙れは極め

て限られた数であろう。母脱が一家の生討を支え，かっ子

育てをするということは，余程恵まれた家庭燥墳でない限

り至難な乙とである。因みに，母子家民主の年間平均所得は，

一般家庭のそれに比し46%IL過さないし(厚生白畜，1980年)，

女子は男子に比しはるかに一家を支えるに足る充分な賃金

が得られる職場の少ない乙とからも祭せられる。

3 )社会について

巌近の高度情報化社会の1I1現により，都市部はいうに及

ばず農村部も従来の温かいきづなを崩峻し，個人はばらば

らにされ，伝統的な地域の.i!!i待感はl'l:i失されてしまった。

また，子とも同土の遊びゃ集団生活の経験も不足し，保育

凶や幼稚訟iの既成の枠組の中で型通りの生活のしかたが行

われ，このために，子どもの人絡形成が画一化される結果

となっている。

さらにテレビはど 7 スコミからの影響も大きく，はるか

に陸|の教育を上回わるほど強力になっている。幼児の調査

ではないが，東京都の小学校 4年生から中学校 3年生まで

の1，944人についての調査 (n11手059年度)では，テレビ視脱iが

f31時間以上J19.5%， f2時間位J29.4 %， f 1 時間位J28.2 

%， f30分位J11.8%，f見ていない者Jll.1%となっており，

平均93分で，各学年とも 1時間30分前後.テレビを見てい

る結果となっている。

もちろん，テレビもよい番組もあり教育として是非視聴

の望まれる場合もあるが，一般に，資本主義社会における

テレビ報導は，商品を宣伝せんがためにとかくせん情的に

なり，不健全なものになり易い。特lζ. 民放には乙の種の

ものが多くなるので，健全な生活体験IL反するものは何ら

かのチェック機能を果す機関の設置が望まれる。

とにかく，都市では住宅が過密で広場の乏しいこと，交

通の危険性の多い ζ と，友達が近くに得られない ζ となど

のために止むなく家の中でテレビIL接する乙とが多くなる

ものと思われる。

2 幼児保育の特徴

1 )発達と保育一一事例に基づいて

保育とは，子どもの現在の発達課題を未来1<:向けて発達

させ，その不足を補っていく乙とである。つまり， (イ) 子

どもの望ましい発達課題が自然lζ関かれていく環境を創出

すること， (ロ) そ乙で子どもが主体的IL環境IL働きかける

よう手助けすることである。乙 ζ での手助けとは，子ども

の未熟な部分を補って，子どもの行動を発達課題1<:照して

完成させていくというととである。具体的iζ事例を 2つあ

げて説明してみよう。

事例 I一一一乳児は 10カ月もすれば這うことができるよう

になるが，乙れに対して十分「ハイハイ Jができる空間を

設定する乙とは保護者の義務でもある。乳児にとって物的

環境は母体(胎内)の延長でもあるからである。「ハイハイ J

をせずに，っかまり立ちから直ちに歩いたような子どもは，

上JI主・下肢・背筋・腹筋の弱いこともあって，道で転んで

も手がつけず，その結果，頭や顔を地面にたたきつけて大

負傷をすることが多い。手を使うという乙とは，人間の原

点であり，心と体を支える手は対象認識の媒介をなすもの

である。したがって， fハイハイ」は手を訓練する絶好の機

会である。子が使えるという乙とは，世界について具体的

に操作一し行動して認識を深め，世界を体で把握することが

できるという乙とである。筆者はかつて(助手時代にH体

育は，身体日運動日文化認識の肉化1<:他ならない!と述べ

たことがあるが，乙の肉化IL最も寄与するもののひとつは

子の働きであり，この意味で， fハイハイ jで上体と手を鍛

えるという乙とは，人間形成の基礎づくりであるといって

も決して過言ではないのである。

事例1I~一生後 1 年を過ぎると，第 2 信号系(言語系)

の形成が始まり，これまで倍われてきた第 l信号系(体IL

(!'J後経験される反射系)との問に弱い緩い連関ができる。

乙乙でも上述の手の自由性の拡大が直接，身体的経験を鉱

大し言語系の分節を豊かにしていく。そして， 3才ごろに

なると第 l信号系より第 2信号系が優位にさえなり.さら

に{II
'
IH!とのかかわりで幼児同士の体験が共有され，自己像

の形成と問時1<:，仲間意識の基礎づくりを確固たるものに

しあげていく。このようにして，発達は 3才までに無条件

反射←→第 l信号系←→第 2信号系へと 3つの領域が相互

に|期辿 L，初期の人格構造を形成していくが，しかし，各

領域の発達も各領域聞の交流・分節もまだ未分化であり確

かなものではない。乙れを子どもひとり一人の発達課題IL

WJして，いかに独自性をもたせていくかが大切なことであ

るが，独自性をもたせるに当って自己の内部IL他領域との

し乙りや断絶ができると，なんらかの疎外現象が生じ乙れ

が障壁となる。「詰め込み教育Jとか「天才教育J，f乙とばだ

けの教育j とかいわれることがらは，乙れらの障壁 crカ

ベJ.....凶 1参n<<)の原凶になる乙とが多い。乙の「カベ」

は，意識の上位届より下位層が，意識の社会届より自己層

が，つまり，意識の周辺領域より中心領域で生ずる方が，

より疎外貌象が大きくなるといえる。

一般に，幼児JlJJは.このような疎外条件や疎外となる陣

壁が点在し.流動的に点滅していると乙ろに特徴があるの

で.保育者は乙の未分化で流動的なと乙ろに働きかけて，
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歯 l 人格形成過程における構造モデル

自律性を培うべく自主的活動を導き出し，より一層分化と

総合が促進するようにし，いやしくも疎外化が固定化した

り肥大化しないように保育と世話を怠ってはならないので

ある。

2 )就学前の保育と教育

わが国では，就学前保育・教育機関IC通う子どもは. 5 

才児で約 9割(幼稚園約 6害11.保育園約 3書1]) 1<::達してお

り.1955年以降幼稚園だけをみると .10年で約 2害IJずつ通

園率がふえてきているから，近い将来には.100%近くにな

るであろう。

ところで，現行の「幼稚園教育要領H保育所保育指針 J

は，内容が 6領域(健康・社会・自然・言語・音楽リズム

・絵画製作)IL分かれており，乙の「領繊jで枠づけされ

た謀業を与える乙とによって人格の完成を計る乙とにねら

いがおかれている。乙の「領域」相互の関係を図示すると，

図 2のよう 1<::なるであろう。

また，ある一面的な能力だけ

に限定して学習体験をさせよう

とする早期教育や英才教育も行

われている。しかし，早期教育

の弱点は，清水民子世りもいう

ように，幼児が日常生活の中で

ゆっくり獲得していくものが，

凝縮した形で短時闘で形成され

凶 2就学部保育・教育の各領続的関係ると ζ ろに問題があるのであっ

て，子どもはこのために，自分の時間と空間が奪われ，ひ

いては，子ともの自発的行動や友達が失われる ζ とになる

のである。

乙の他，最近では保育者サイドからの目的的な文化伝承

と子どもの自発的な活動を統ーした「活動Jをプログラミ

ングして両者をおおまかに組み合わせ.乙れを[事Il業」と

[遊び」と IC分けて子どもの発達を促進させようとする労力

もなされつつある。乙れはいわば，歴史的な幼児文化の継

承発展と幼児の遊びとをいかに幼児の発達課題1<::マッチさ

せて教材化するかという乙と 1<::もなる ο もちろん，教材化

lζ当つては.闘での教育内容・方法と小学校で、のそれらと

の聞でどのような関連をもたせるかとか，また，両者の関

係を一貫した視点でとらえ，相互に組み入れる内容は組み

入れ，就学前教育と小学校教育との差をできるだけ縮める

といった乙とも必要になる。さらにはこの他，家庭と歯と

の連絡調整機能のあり方を検討する乙とも望まれる。家庭

は闘とは違って論浬的筋道よりも情緒的なコミュニケーシ

ョン 1<::依存 L. 未分化な規範体系を志向し勝ちだが，園で

は集団としてまとまって，より全体的により分化した規範

体系へと導くように配慮すべきだから，保育・教育の内容

・方法は，両者の特色を充分考慮して編成する必要がある。

思うに，さきの「諜業j と「遊び」との関係は，小学校

でいえば教科と教科外との関係、に類似している。つまり，

f課業J一国一教科.r遊びJ一家庭ー教科外といった関

係が成り立つだろう。乙の点からしても，幼稚園と小学校

低学年の教育内容・方法とは，乙れを統一的iζ担握し，両

者問で再検討し，より望ましいカリキュラムの編成体制を

つくりあげていくととが期待される。事実，ある地域の幼

稚闘の PTAでは，年長組の親を対象1<::. 小学校の教師を

紹いて話を聞いたり，小学校の見学日を設けるなど闘と学

校同で相互理解が進められている。婆li.制度の改善iζ向

けて，手のっけられると乙ろから始め， ιれをさらに盛り

あげて自治体レベルで協議，改善を要求し，さらには，国

レベルまで乙れを拡大していく乙とが望まれる。

試みに，フランスでは幼稚園を終えた子どもが小学校1<::

入る前には，川 まず小学校 1年生におくる「連絡資料J

を作成する乙とが考えられている。乙の「連絡資料Jは，

年長児クラスの 1年間の活動とそれぞれの活動のねらい，

およびクラス全体の達成度の記録簿やひとり一人の子ども

について，その子どもの心理的特性.その子どもの育った

潔境，偲今の活動の到達度や能力などを記載した記録簿の

乙とである。(ロ) 次 1<::. 両者の教師が定例的 1<::会合したり

相互に授業を参観したりなど.幼小合同の諸活動をする乙

と，付 幼稚園の年長クラスの教師が，小学校 1年生の担

任をするといったもちあがりを考える乙と. (ニ} 幼小の教

育内容や方法について小学校では幼稚園の生活様式の特徴

を持続させたり，幼稚園では小学校 1年生の学習の基縫づ

くりをする乙となどが強調されている。

イギリスでは古くから幼児学校といわれ. 5才から 2年

間入学する乙とになっており，日本の幼稚闘の年長クラス

と小学校の l学年とをドッキングさせた形となっている。

こ乙での内容は. 1年生では午前，自由遊び・片づけ・

間食・外遊び・入室・白由活動・読み書き算の勉強，午後

は音楽・散歩・手仕事。 2年生になると，いくらか読み書

き算の時間がふえる程度ということになっている。いわば，

イギリスの幼児学校は，半 r~JJ ・半 f小j型といえよう。

3 幼児保育の今後の課鍾
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1 )保育者自身の課題

戦後の教育は，戦前の教育を否定する考え方で進められ

たせいもあって，何が正しくて何が正しくないかを予め決

めておらず.このために，保育者はどんな教育をしどんな

習慣をつけたらよいのかに気をつけない人も多くなったよ

うに思われる。もちろん，よい保育をしたり基本的習慣づ

けに反対する級はいない筈だが，その内容・方法となると

保育者によってまちまちである。余りうるさく言わず，本

人が気づくまで待つという親，どんなしつけをすべきかど

うか迷っている級， しつけの仕方を工夫しない鋭，自分で

示範を示さないで口うるさく乙ごとをいうだけの親などさ

まざまである。

他方，家庭は電化によって母親の自由時間は増大したが，

乙の時間を保育 ILあてないで，家庭外の活動IL振り向け，

育児の細やかなしつけを疎かにする親があるかと思うと，

逆IC. 子どもの少ない ζ ともあって，子どものしつけに干

渉し過ぎる傾向もみられる。両者とも，保育 IL当って最も

大切な子どもの自律性の発達を疎外する乙とになる。

子どもが自律性を発達させつつあるかどうかは，子ども

が日常生活でどれだけ生き生きしているか，どれだけ張り

を感じているか，自分をそれにどれだけ培けているかどう

かという ζ とであろう。子どもの場合は，それが遊びであ

っても逸脱した行動であってもよいのであって，それはま

た子どもであるという乙とで許される乙とである。

子どもが生き生きしていないということは，また，保育

者も生き生きした活動をしていないという乙とであって，

乙れはまた. f91Jえば，母親が子どもに手づくりのおやつを

与えたり，子どもの衣服を子どもの前でつくったり，父親

が家庭で何かのしごとに打ち込んだり……などする姿を子

どもが経験する機会がなくなった乙ととも関係がある。こ

れはモデリングといわれる学習ともいえるが，確かに，乙

のような自然のうちに行われる社会化学習の場面の少なく

なった乙とも問題である。戦前では，このような場面は性

役割行動のJJi準を幼児が自然IL身につける好機会でもあっ

たのである。乙のように，母親であって「母なるものJ.父

親であって「父なるものJの不在という今日の現象は，さ

きの単組家庭や離婚.jJlJ居などの問題と合わせて.例外は

あるにせよ，子どもの教育には決してプラス IC作用しない

であろう。

とまれ.情報社会といわれる中での幼児の保育は，何と

いっても両親を紬iζ保育者が力を合わせて前向き IC. 生き

生きと生きていく姿乙そ望ましいし.このためにもまた，

保育者は自らの主体性を支えてくれる仲間関係をつくって

いく乙とが必要なのである。そして，子どもはこうした母

親達の仲間関係の中での協力の体験が，自然に自らの脳IC

像となって刻み込まれ，その場IC母親や仲間がいなくても

「内なる仲間Jを心の支えとして能動的 IC行動がとれるよう

にもなると思うのであ司る。

2 )今後の課題

保育は教育とともに国民の権利であり.そのために権利

は法律的IL制度化され，国民ひとり一人の主体的な行為で

内容を充実していかねばならないものであり，さらには，

広く他の社会的制度(母子年金・児童扶養手当・事業開始

資金・就職支度資金・住宅資金等)の充実と相{突って徐々

に整備されていくものである。今日では，保育園の受け入

れ体制の整備が特IL望まれると乙ろである o

かつて.中央児童福枇審議会保育制度特別部会の中間報

告(1963年)で.r養育不安は，核家族化や近隣社会におけ

る迎傷性の欠如と養育iζ関する経験的伝承のない乙とにあ

り，母親が狐立している乙とに原因があるJと指摘された

乙とがあるように，今日では当時より一層，母級の狐立化

と分裂が進んでいるので.一段と社会的保育施設の支えが

必要になってきている。

少なくとも，保育者に今求められているのは，育児や家

事が自分だけにしわょせされている家族関係や生活関係を

代え，家庭からより広い居住集団へとび出し，そこで望ま

Lい仲間関係を創出し，母性の強さ・暖かさ・賢し乙さを

豊かに発展させ，それをより生き生きとした保育に反映さ

せることである。現在のように，家庭やその他の保育施設

をそれぞれ自己完結的に考えないで，子どもの発達課題を

より広い社会鼠(大人と子ども，子どもと子ども，子ども

と文化施設等)の中で考え，大人の発達ともかかわらせて

いく総合的関連的な保育のあり方にもっていかねばならな

い。とにかく，保育の問題は，まず，母親を中心IC保育関

係者がより広い社会圏で共感し共働し，いわば，手まひま

をかけた保育の働きかけが必要と思うのである。
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「幼児期」における発達課題について

ー基本的生活習慣・母親の期待像等を中枇してー

幼児教育、基本的生活習慣、発達課題

はじめに

文部省は、幼稚回教育の中で人とかかわる力、自然との

触れ合い、基本的生活習慣等の強化を推め、小学校低学年

には r生活科」を取り入れる方針を発表した。

このことは、現代にみられる子どもの三無主義傾向や、

「青い烏症候群j rモラトリアム人間」といった著者の現

象を反映したものと推察できる。

身体爾ではからだの持続力不足、身体の「モノ化」、指

示待ちの身体に変化されてい~傾向がうかがわれ、精神面

では個人主義からくる仲間との共同性維持の欠如・若者の

未発達、未成熟から生じる人間関係のまずさが指摘されて

いる.

このような状態は社会・文化の変化に伴って核家自主化、

少子家族化、両親の役割不明確家庭の樽加を招き、その結

果、家庭教育機能の衰退と、機能そのものが社会への外在

化へ転鯨しつつあるためと思われる.

それにともなって、都市型の核家族にみられる現代の母

親の育児不安は、母子関係の孤立化に深くかかわっており、

母線の行動が幼児に良い函でのモデリングの効果をもちえ

ないことから、子どもの自立性は育ち難いことが言われて

いる.

また、この育児不安が母観の余暇感、余暇行動をもちえ

ないことも指摘されている.

研究の目的

観の議育態度は、時代や文化の影響を受け多くの重要因は

よって変化するものであるが、現実の社会状況のなかで、

今の学生達の将来が、育児不安から生じ~余暇感、余暇意

識へのゆとり、余眼行動参加への期待等がマイナスの方向

へ行くことが予想される.

幼児期における『何が出来なかったかj r何を失ったかJ

を問うこころみはなされていない。また、幼児の発達や行

動を調査したものは多いが、現在の若者の「幼児期Jにつ

いての調査はされていない。

そこで現在の若者像をふまえながら、学生の r幼児期J

に焦点をあて、発達状況と貌の養育意識、行動の実態を把

握することにより、 『どこにどんな問題があるのかJを探

り出し、

1 .幼稚園教育(集団保育〉のあり方

〈幼児の保育についての社会的場づくりの設定に関

する問題〉

2.家庭のしつけのあり方

3.学生の余暇行動に参加させるための指導方法

等の研究の予備調査とする。

梅津 辿子〈女子製学院短期大学〉

研究の内容と方法

文部省の幼稚園教育指導要項と厚生省の保育所保育指針

から六領域(健康・言語・音楽リズム・絵磁製作・自然・

社会〉を領峻別に、目的、内容、方法を分媛、領域別に年

齢 (3、4、5、6、)と発達課題を検討。

幼児期における基本的生活習慣の内容を年齢別に分類し、

各領域と関連させながら発達達成度を把握するため質問事

項を作成した.

質問事項は沼部から構成されており、

1. r幼児期』当時の家庭形態、母親の出産年齢、当時の

仕事、主に育児に当たった人、子どもの通園、幼児の

頃の基本的生活習慣の自立年齢、緩の養育態度、居住

地に隠するもの。

n.六領域と基本約生活習慣に関係するもの。

76問(質問筒紙2枚〉

rn.子育てtζ関係するもの.7閑

緩のみ記述式で記入

以上4枚を学生と綴にアンケート調査した.

現在、 18歳の学生の「幼児期」についての質問である.

調査対象

埼玉県 S短大(女子 235名

東京都 M短大〈女子 11 8名

東京都 M大学〈男子 108名 計 461名

その親 (S短大、 M短大 282名

調査時期

昭和 61年 7月

結果と考察

「幼児期』における領域「社会Jから、社会的習慣育成

についての諸問題を堀が考察、領域『音楽リズム』の立場

から遊戯行動についての考察を深山が狽当し、領域 r自然

・社会・健康Jから遊びとの関係についての考察を松浦が

担当、本人は基本的生活習慣と発達課題、母親の期待像を

中心として考察する.

1. r幼児期」における基本的生活習慣と発達課題

1)幼児期における基本的生活習慣とは

基本的生活習慣とは、日常生活のもっとも基本となる食

事・睡眠・排池・衣服の着脱・清潔に関する習慣をいう。

この習慣をひとりでできーという行為が自我の形成を培い

独立心、自立心を育て、やがて社会生活〈集団の場〉への

適応it(こ伴って生きる1Jとなっていく.

従って、習慣は毎B反復されることにより確かなものと

なる。
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それには行動の順序づけがなされていなければならない。

〈例えば、朝起きるとおはようの挨拶ができ、顔を洗い、

簡をみがき、自分で服を着る・H ・H ・..) 

その行動も、発達tこ却した方法をとることが大切であり、

幼児の心理的特徴の把握と、身体諸機能の成熟、なかでも

望動機能の発達を考慮し、行動の成熟をt寄って親も保育者

令指導することが望ましい.

一連の行動も周囲の社会・子どものまわりの文化が求め

ている所に合うように生活する仕方を身につけていかなけ

ればならない.

このことをケゼルは r文化適応」と名づけているが、適

応した生活ができるような習慣をつけることが習慣の第一

歩と述べている.そうした習慣は、家庭生活の中で特に、

幼児期においてつけられるべきものであり、親の意識、行

動が影響すると思われる.

したがって家庭での基本的生活習慣を土台として、幼稚

鳳教育の六領域の中にも同時に平行して生かされていくこ

とが望まれる。各領域での体験が、個人の基本的生活習慣

をさらに確かなものにしていくであろうし、その関係は家

庭と領域がフィードバックされる状態である。

基本的生活習慣育成の構造図 図1

2)幼児期における基本的生活習慣の発達課題

ゲゼルは、 5歳すぎると幼児は彼としての一つのまとま

った人絡をもつようになるといっているが、その有力な条

件の一つは基本的生活習慣である.

そして、基本的生活習慣における自立ということが、幼

児の性格の発達形成に、きわめて重要な意味をもっと考え

られている.

それは、個人的側面の自立だけでなく、社会集団の 1人

として位置づけさせることも必要であり、幼児は集団の中

で、集団の力で発達することから、社会の中で適応する方

法も身につけなければならず、それには年齢と発達の関係

が中心となる.

表 1は、習慣の形作られて行く全体の流れが、年齢との

関係において発達的にはっきりしてくる様子を表している。

基本的生活習慣の発達課題 表 1

は 側 値 目 圃 町 内 容

1t 1.0 司高司奄もヲて鍬み.スプーンが使える

2.0 手~I先う

2.s ほしと否問、スプーンと奪回《岡手で》

3.0 いたItきます、 Zちそうさ夜、肢"がで10$.ζtまさ匁いで食べられる

事 3.8 手伝・2τもらわないで食べちれ吾

• 。才 ひとりで穣'!O(綴穫をし忽い》

から

'.0 1""'1'に'イbに行〈

寝間舗に省留え‘

眠 積る崎町線"をす省

機 2.. 健かついていけばひと睡でで官事

3.0 パンツをとヲてあげればひとりで日付'$;争 4レ11ノックする

'.0 完全にひとりで行ける.手を自信う

'.8 係~I趣ヲて崎釆がで事完全自立

I! 

夜 2.0 ソフタス、帽子が脱げ0$.腐を闘<"

制 3.0 水~ンをはずしたり、か付たりで 1'$

の 3.8・ II帽~自分で積'$

• '.0 袖経過し.前縄を聞遣え扱い

臨 5.0 ..縄問島町完全自立

t縄 2.8 手金属う

4.0 制を喰う‘ a貨を賦〈、うがい、 aをかむ、闘をみが〈

iI1 5.0 口をすすぐ.犠径とかす

3)基本的生活習慣における発達課題の学校別・男女差

現在の幼児期の基本的習慣を調査したものは多くみられ

るが、現学生遠の 15年前の「幼児期」に焦点をあてたも

のはみられない。ゆえに記憶をひもときながらの回答であ

り、記憶の程度、基本的生活習慣の内容解釈の個人差も当

然考慮されなければならないが、傾向をみることはできよ

つ。
男女差が顕著にみられたのは、スプーン、はしが正しく

使える、の項目で男子が女子より 16.3%高く、入浴時自分

で体を洗ったり、拭いたりできるという点では女子との差

が30.9%あったことである.その他、わずかながら女子と

の差がみられるのは、 1人で起きることができる、衣服の

組み合わせ、洗顔、歯ミガキが自分でできるという項目で

あった。

男女差はみられても全体的には、 1入で起きられる項目

も34%であり、衣服の組み合わせも30%に満たない.こう

した点からも自分でやらせるという綴の意識や準備が不足

していることが分かる。そして、男子が女子より低い項目

では、寝る支度、食前の手洗いに関して10%低く、特に 1

人で寝るという項目では、女子は60%以上が 1人で寝てい

るのに対し、男子は43.5%と18.7%の差がみられた.

このことは、住宅事情によるのか、鋭の男の子に対する

媛し方が過保護であるのか、本人の自立心の欠如のためな

のであろうか。
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C会

副長

田一〉M短大(女子〉

M 大〈男子)

時

剖

基本的生活習慣の達成率

食事

事

1.01:¥1t府側 川 河 川 1"111長
宜事 誹措 法面・歯ミガキ衣服申着脱

歩行は、個人差はあっても 1. 3年でひとりで歩るける

ようになるのが普通である。ここでは、早い人で 8ヶ月か

ら歩行が始まり邸.7%が 1. 3年で完全歩行している.こ

れは平均約な発達であることが分かる。歩行は個人の発達

ゆえ、兄弟数の影響はみられなかった.

人見知りは、生後半年経つと周りの知っている人と見な

れない人の区別ができるようになり、そのため機嫌が窓く

なったり、泣いたり、磁をかくしたりする行動である。一

面では、社会性の成長の一つの段階といわれ、ここを通過

して未知の人と接触していくことができるのであるが、 7

-8ヶ月までに人見知りをしたのは33%、人見知りをしな

いのが、 29.3%、人見知りの内容を理解できていないのか

1歳以上と困答したものjs27.1%もあり、 1才から 6才ま

での開きがみられた。人見知りをしないのが 1/3近くみ

られるのは後家族の中で、外部の人と接触の場や、接触回

数が不足のためと思われる.

図3が示すように、自立が一番早いのは食事である.手

伝ってもらわないで食べられるのが3.5歳であるから、

84.2%が達成しているのは平均的発達である。しかし、食

事の内容〈こぼさないで食べられる.はしが上手に使える.

食事時間 20分位〉の確認はされていない。緋t世tま紙を使

って始末ができるのが完全自立としている。 4才で94.6%

自立している結果になっているが、親の排t世に対する意識

の程度に差があることから、評価に点の甘い、辛いがあり、

判断基準がまちまちであることを考慮しなければならない.

洗顔、歯磨きの面にしても、 2高震で手を洗う基準からみ

ると23.8%は低いと言わざるをえないが、今までの発達状

況から考慮して、手の動きが劣っているのではなく、親の

清潔に対する関心度が低いため、行動を促し、自ら進んで

できる環境に導かないのではないかと思われる。
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4)基本的生活習慣の自立について

年
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5)領域「健康Jにおける内容達成率の親子の差異

①「健康Jの内容とは

図4に示したように、幼児の発達に即して3つの立場か

ら具体的な経験や活動をすることをねらいとしている.

しかし、幼児の生活は常に全体的なものであり、生活全

般にわたって関連したものであるから、身体の健康に関す

るものを中心として、他の領域とあわせて総合的に捉えな

ければならないであろう。また、 『健康』での活動は領域

r社会J r言語Jとの関連が密接である o (図4参照〉
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企べ物の好書緩い

緋池

衣厩の着脱

」一一一~・-1膏III

1.保健・衛生に閲するねらい

健康な生活に必要な習慣や態

度を島につ廿る

図4領域『健康』の内容

歩〈、走る、とぶ

いろいろな道勤遊び

集団的遊び

2.運動に関するねらい

いろいろな運動に興味をもち

進んで行うようにな革

幼稚園教育要領の基本方針

幼児の心身由調和的発遣を図り健全

な心身由基礎を賓うようにすること

けが

道具、用具申使い方

危険なも由、場所
安全な生活に必要な習慣や態

度を島につげる

3.安全に関ずるね品い

ここではS短

大のみにおいて

考察する

『健康』の23

項目のなかで親

子ともに60%以

上達成していた

とされる内容は、

基本的生活習慣

と同様であるが、

全体的に級の方

が達成されてい

たとする率が学

生より高くみら

れることである。

〈基本的生活習

慣と重なってい

る項目図4-1

は省略する〉表

2が示すように、

学科別による速

い、兄弟数によ

る違いがみられ、

あそびの活動

としては、児童教育学科(兄弟数2人〉だけが66.6%であ

るのは、外あそびを親子とも好んでおり、周年齢の子との

あそびが多くみられる。しかし、あそびの活動に関しては、

親子関にかなりの差がみられ、家の中で折り紙をしたり、

絵本を読んだり、総を磁く方が好きでしたかと言う点では、

ひとりつ子の親子聞の差は約30%近くもあり、国文科にお

いても同様の傾向がうかがえる。表2以外の項目にもこの

ような傾向がうかがえるが、この差は幼児期のあそびに対

する記憶の薄れであろうか。子どもがどんなことをしてあ

そんでいるか、どんなことを好んで活動しているかを注意

深く、関心をもって観察していれば、また、目IJの違った傾

向がみられたのではないだろうか。

1)母親像の特色

今回の調査では、家族形態は核家篠66.4%、家族以外同

居は33.6%であり、子ども数はひとりつ子14.1%、2人が

63.2%、8人以上が22.7%であった. 3人以上の兄弟では

出生順位3番目の人が多くみられ、母観の出産年齢も 26

-30歳までが42.3%、次いで 21歳から 25選までが

41.6%、そして 31歳から 35歳までが15.4%となってい

る。

80%以上が、 30歳までに2人の子どもを出産し、育児

にあたる年齢は 20代-30代のはじめと思われる。

子どもを育てる環境は住宅地、次いで団地、マンション

と続き、当時の母親の仕事の状況は育職者27%、パート

7.3%、無職65.7%であるが、パートを含めると 1/3は

仕事をもっていた事になり、無職の中にも内職を記入した

者が 10名みられた。

主(l.保育に当たった人は父母が86.7%と多く、祖父母と

一緒にと記入したものが13.2%であった。

そして、績の議育態度は〈子どもからみた)図5のよう

に、保護的な親が全体の55%を占め、兄弟数から分析する

と、ひとりつ子、

2人の貌は保護

的が65.4%とな

り、 3人以上に

なると保護的な

親は半分に減少

し、 42%が放任

的、次いで保護

的な親が35.4%

と続く.

やはり、子ど

も数の増加に伴

い、観の養育態

度も変化してい

くのが分かる.

D.子どもに対する母親の期待像表2

醐 |外耐の|周年齢とl酬，， 1制附l

l兄醐 l別 s16Ml縄暢!
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2)両親の養育態度からみた子どもに対する

母親の期待像

親の子どもに対する期待像 図6

目 標 内容

この期待像を受けて、しつけに関連する質問についても

図6の方法と問機の行動をみることができる。そして、こ

こでも、当時のしつけが現在お子さんにどのように生かさ

れているかといった質問では、生かされている点があまり

はっきり述べられないこと、少数で

あることであり、しつけも特別しな

いと回答したもの、然記入を合わせ

ると12.6%であった.しつけが生か

されていない点では、後片づけがで

きない、整理整頓ができない、物事

を親に相談してから決め自分ででき

ない、言葉が乱暴であるといった内

容の)1闘になっている。

生かされていない点に関する無記

入js59%あることは、どのように解

釈すればよいのであろうか.

現在小・中学校に対する生活指導

内容として『基本的生活習慣』への

要望が第 1位にあげられ、一方で83
%の貌は『しつけがうまくいってい

る』と回答していると述べており、

しつけの内容、方法t¥:問題があり、

そこにはしつけを『礼儀J r立居振

る舞いJ r言葉づかい』などと一面

的に提える誤ったしつけ鋭が介在し

ていることが報告されている.実際

は、それほど意識をして子育てをし

ていないので書けないと捉えるのか、

旨くしつけがなされていて、生かさ

れていない点がないと理解されるの

であろうか.

方 法

やさしい、豪直な 1 1動物を飼う、植物を育てる

晶たたかい、感動でき吾 ト→お吋いこごとをさせる、レコードを

思いやりの晶毛、心の広い | 聴いたり、絵本、童話を践んでやる

正直な、他人t~迷惑をかけな l 接拶老事ちんとさせる

い、約束を守吾、年寄り甚大ト-l良い悪いを教える

事にする、良い患いの区別が I Iよ〈意見を間〈、そ田郷度話し合う

で量る、挨t置がで事事

好意雌いな〈童べさせる

明るい、のびのびした l斗外晶刊をよ〈させる

みんなと仲よ〈晶モばせる

責任感が晶る

粘り強い 卜|地犠活動に参加させる

.後まで何事も頑張る

自分自己とは自分でする I Iいろいろな体験をさせる

自分自章見院はっ事り冒う ト寸手伝いをさせる

自分で考えτ行動がとれる

胞の人と同Uように 1 1 特t~ しない

女の子らしく、官官説的な ト寸級制手本となる

誰とでも仲よ I 1観の生活をみていればよい

鋭の子どもに対する期待像は、学科別、兄弟数、大学別

による差はみられず図6のように分頬ずることがでさえ男

女差は、 M大での親の標本数が少なかったため集計基準に

記載されていないが、男らしい、たくましく、丈夫な、い

い大学に、いい成績で、運動もできるといった内容のもの

が多くみられた.

記述式で複数回答のため数字は記載しないが、子どもに

対する期待像は!順番tこ並べると、1.が圧倒的に多く、次に、

3.、2.、6.、5.、4.といったJI踊位となる.

しかし、 4.、5.は非常に少ない。これは、母親が子ども

に期待する特性として、男性役割、女性役割への期待の速

いが示され、女児には伝統的な女らしさ、協同性を矧待し

ていると思われる.

期待像を達成するためにはどのような方法をしたかとい

う点では、特別何もしないと回答したもの11.5%、無記入

19.2%を合わせると30.7%となり、意識をして子育てをし

ないのか、夢中で育てたのか、自然と育っと考えたのか、

学生の親の声には『そんなこと、考えてもいなかったJと

か r気がついたら大きくなっていた」と言って記入できな

かったことが報告されている.

まとめ

領域『健康』と基本的生活習慣、親の養育態度から、ど

こにどんな問題があるのかを考察してみたのであるが、基

本的生活習慣の自立は年齢相応に発達している傾向がうか

がわれた.とのことは身体面からの発達であり、発達と自

立に対する考え方は、親の基準にかなりの相違点があるこ

とが見い出された。

どの程度までをひとりでやらせようとしているのか、

どこまでできれば、達成したと考えているのか、

内容はどんなもの、どんな順序でやらせたいのか、とい

った具体的内容が把握できなかったが、基本は各個人の達

成基準、自立程度を自覚した上で育児に望まなければなら

ないということである.

達成動機の自立訓練を怠識的に母親が行なった場合、達

成動機の高い子は高い自立を示し、達成動機の低い子ども

は、逆に依存欲求が強くなるとされている.しかし、子ど

も自体にも生来的な行動基準があり、それが母娘の養育方

針と一致すれば、よい方向へ育成されていくと言われてい

n
O
 

9
u
 



るが、ここでは親の方針に一貫性、基準性がみられなかっ

たことである。

例えば、人見知りの行動も年齢にかなりのバラツキがみ

られたことからも分るように『人見知りとは、どのような

行動のことか』といったことが把握されていないのではな

いかと推察されるのである。

基本的生活習慣も達成されているようにみえるが、収納

場所〈おもちゃ、衣服)は80%以上が決っているにもかか

わらず、自分でR~の組み合わせをさせていない。

このことは、自分でするという行為と、衣服の色や取り

合わせのバランスも自然に身についてくると考えられるか

らである。

また、洗濯物をたたむ手伝い(役割)をさせ、自分の物

はきまった収納場所に片づけさせるという習慣がなされて

いないため、しつけが生かされていないという点で後片づ

け、整理型車頻の未熟さが現在出てきているのだと思われる。

その他

。ひとりで寝る習慣、特に男子についていないこと。

。入浴時も自分で洗ったり、拭いたりの行動が少ないこと。

o後片付をしない、言われてからするといった行動が多く

みられたこと。

o外での遊び行動が少なく、工夫して遊ばれている傾向が

みられないこと。

oスプーン、はしが上手に使えるといった項目も半数であ

る。それが正しく使えるためには、正しい持ち方を教えて

いなければならないし、習慣化されなければならないので

あるが、現在の学生の姿から習慣が身についたとは思えな

いのである。

以上のことから、自立行動をするためには、家庭におけ

る基本的生活習慣が確実に身につかなければならず、特tこ

『幼児期Jになされなければならない。親自身が子どもに

対し、どのような人間に育てたいのか、そのためには何が

必要なのかという問いかけをすると同時に、身のまわりの

始末は自分でできるようにさせることが、自立への第一歩

であり、 1人前になるための条件である。

そのような綴点から、改めて基本的生活習償の内容を確

認する必要性があると思われる.

また、女子に対する期待像も、それぞれの鋭によって相

違しており、母親自身の特性も反映している。

その緩の影響が自立への行動を左右し、自分が将来、子

育てをする時の基準となることから、そこに焦点をあてて、

今後の幼児教育のあり方、家庭のしつけのあり方、学生の

余蝦行動に参加させるための指導方法を研究課題としたい。
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幼児の社会的生活習慣の育成について

(帝塚山学院大学)子良堀

ノ 身のまわりのこと
個人生活におりる望ましし、/

~2 自他の区別
習慣や態度を身につける ¥¥¥ 

¥3.自分の意識

ノ.闘での生活
社会生活における望ましい/

~2. 友だちとの関係
習慣や態度を身につける 『ミよ

¥8父母と教師

~ ..闘での生活
身近かな社会の事象や興味ギここ 2.近隣の生活
や関心をもっ ¥¥三

¥3.行事への参加

表 1. 領域 f社会 Jについて

3. 

1 )調査方法・内容は梅津の研究に同じ

2) 本研究で取りあげる調査項目

調査項目 76項目のうら領域「社会JR:関わりのある13

項目を本研究の調査項目とした。

1. 名前を呼ばれたらキチンと返事をしていましたか o

一以下項目 1r返事J

2. cゐいさつ(おはよう、おやすみ、ゐりがとう、い

ただきます)がよく言えましたか。 以 F項目 2rあ
いさつ」

3. 2まの中より外で遊ぶほうが好きでしたか。一以下項

目3r外で遊ぶ1

4. 一人遊びが好きでしたか。 以下項目 4r一人遊α1
5. 同じ年齢の子と遊ぶほうが多かったですかo 一以下

項目 5r同年齢の子j

6. 遊具を利用する順番を守らせるように(守る)して

いましたか。 以下項目 6 rl順番」

7. 使った道具、絵本などの後片付けはしていましたか。

一以下項目 7r後片付け」

8. いつも嫌がらないで保育園や幼稚園に行っていまし

たか。一以下項目 8r嫌がらず通園」

9. 自分のものと他人のものとの区別はできていました

かo 一以下項目 9r.自他の区別」

10. して良い乙とと、惑い ζ との区別はできていました

か。一以下項目 10 rよい悪いの区別J

1 1. 遊ぶi時は必ず行き先を言って出かけましたか。一以

下項目 11 r行き先J
12. 先生やお母さん、友だちとの約束は守れましたか。

以下項目 12r約束」

日頃役割を与えさせて(与えられて)いましたか。

以下項目 13 r役割」

領減「社会」、個人的生活習慣、社会的生活習慣、遊び

はじめに

今日、若者の未発達について種々問題にされている。 ζ

れは子どもを取り巻く環境の変化ー核家族化、兄弟の数の

減少、住居・生活様式などーに起因するといわれている。

特に幼児の保育の拠点でゐる家庭のあり方、親の養育態度、

幼児期に体験されるべき集団保育の基本的な生活習慣の未

確立などが考えられる。

集団保育の場での社会性は、家庭で行なわれる基本的生

活習慣がしっかりと身についた上ではじめて育てられるも

のと思われる。生活習慣は図 1の如く、個人的習慣と位会

的習慣の 2本の柱からとfるo 個人的習慣は基本的には家庭

で教育(しつけ)されるものである。一方、社会的習慣は対

人関係・きまりを守る・公共物をたいせつにするなど、幼

稚園や保育所の集団保育の場で友にちとの生活・遊びを通

して習得されるものである。しかし、それぞれが単ーに切

り厳されるのではなく、互いに有機的に関連しながら.家

庭・幼稚園・保育所・地域社会の総合された環境の中で育

てられるものでゐる。

2. 

本研究では、このような乙とを考えて、幼稚園教育Kお

ける領域「社会」からみた、幼児の集団保育の場における

社会的生活習慣の育成についての問題を考察する。 領域

「社会jの内容は、基本的生活習慣と正しい社会的態度を

育成し、豊かな情操を養い、道徳性の芽ばえをつらかうよ

うにすることを基本方針としている。具体的内容について

は表 1R:示すものでゐる。

図 1. 幼児期におりる社会性の構図
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結 果と考察

I)考察の視点と方法

前記の調査項目を次の 4つの視点から、考察をすすめる

こと tとしTこ。

(1) 学生(女子)と親との比較

(2) 兄弟の数による比較

(3) 学生(男子)からみた親の養育態度からの比較

(4) 男女による比較

考察の方法については、比較すべき対象において、 「ハ

ィ」の回答率が①両者とも高いもの、②一方が高くて、他

方が低いもの、③両者ともに低いものとした Q

尚、兄弟の数による比較にあたり、留意すべき 2点を述

べておく o

第 1点は、ここでは男女の区別を考慮していないこと、

第 2点は、兄弟が複数の場合、その順番による区別を考慮

していないことである o 従って同じ 8人兄弟の範囲には、

長男も、三女も含まれうる o

2) 結果 の考察

(1) 学生(女子)と裁との比較

学生と親との聞に認識上の大きな違いは少ないが、総体

的K親の評価のほうが高くなっている。

両者ともに「ハイ jの回答率が高い項目(資料 1参照)

は、項目 1r返事」では、学生 78.1言語、親 80.99語、項目

2 rあいさつ」では学生 70.5鋭、親 77.7費量、項目 5 r同
年齢の子 Jでは学生 63.1%、親 69.3言語、項目 6 1順番J

では学生 61.7婦、親 67.3伝記、項目 9r自他の区別」では

学生 86.6%、親 94.9言語、項目 10rよい惑いの区別jでは

学生 81.3俗、親 85.3 ~匹、項目 1 1 1-:行き先Jでは学生 77.9

5齢、親 84.4世話の以上 7項目でゐる。 項目により回答率に

程度の差はみられるが、以上の項目に関する動作、行動は

幼児期に習慣化されていたと、学生、親ともに判断されて

L 、る o

次tζ、学生、親との回答率で最も大きな差がゐった項目

(凶 2参照)は、項目 8r嫌がらず通樹」の学生 64.1必，

税 85.3必であり、親は嫌がらずi通幽したと判断する者が多

いのに対して学生の回答とは約20%の差がみられた。 項目

12 r約束Jについても学生 67.59討に対して、親は 81.2

96と高く、親のほうに動作、行動の習慣化されていたと高

く評価している傾向がみられる。

両者ともに「ハイ Jの回答率が低い項目(図 2参照)は、

項目 3r外で遊ぶjでは学生 53.1員長、親 57.7員長とやや低

い回答である。 項目 7 r後片付け」では学生 44.0勿、

親 43.1 ~語、項目 13 r役割jでは学生 3O. 6言語、親 33.0% 

と低しこれらの2項目については習慣化が十分でないと判断し

たい o 頃目 4r一人遊びJは学生 26.7%、親 27.4言語なつ

っている。乙の項目についてはひしろ lハイ」の回答率が

低いほうが望ましいのでゐる。人悶は生まれとfがらにして

対人的関係、社会的環境の巾に身をおく乙とにより、はじ

めて成長するよう運命づけられている。項目 3、4にみら

図 2. 学生と親との比較
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れるように、外で遊ぶより家の中を、 人遊びを好んでい

た傾向がみられる乙とに問題があると恩われる o 項目 13

の役割についても、役割を持っていたのが全体の 8分の l

である。子どもは自我の芽ばえとともに、自分の存在を1[!1

りに認めさせるための行動をする o I役割が与えられるJ

ことは、子どもの寄在が認められることであり、行動K貞

任を持Tこされることである o それは自立の芽を育てること

になる。しかし、調査結果からは乙れらについての配慮が

十分でなかったことが示されている o 動作、行動の習慣化

は子どもの発達の時期と、それらをくり返し練習する乙と

が重要と考える。

(2) 兄弟の数による比較

兄言自の数tζ闘わりなく[ハイ Jが高い副答率で同じよう

な傾向を示した項目(資料 2参照)は、項目 1 f返事」で

は 1人 69.2俗、 2人 67.5損益、 3人以上 66.7 ~語、項目 5

「同年齢の子j では 1 人 57.7%、 2 人 6 1. 7~語、 8人以上

61.5弱、項目 11 I行き先jで l人 73.7俗、 2人 76.4% 

B人以上 73.0必の 8項目と、やや低くなるが項目 121約

束Jの l人 57.6 ~語、 2 人 59. 2 ~匹、 3人以上 59.6 必の項目

でゐる o 以上の項目についてはよい傾向であると判断した

L 、。

8者間の回答tζ差が示されたのはひとりつ子でゐる(凶

8参照)。項目 3 1-外で遊ぶJ24. 0 ~匹、項目 4 I一人遊びJ
42.3勉、項目 8 I嫌がらず通園J38.4名、項目 9 I自他

の区別J65.4%、項目 10 Iよい悪いの区別J57.6言語の

5 項目 K 、 2 人、 8 人以上の兄弟より約 15~30 %の低い

回答率である。一方、 2人兄弟では項目 3 I外で遊ぶ 1

57.4 %、項目 6 1順番J64.396、 項目 7 I後片付け」

42.0鋭、項目 8 I嫌がらず通幽J65.6俗、 項目 9 I自他

の区別J86.0言語、項目 13 I役割J29.3員長の以上 6項目

(図 2参照)Iζ他の 2者より高い副答率でよい傾向が示さ

れている。

次』己、 |ハイ」の回答率が 3者ともに低い項目(図 2参

照)は、項目 13 I役割」の 1人 23.1%、 2人 29.3日記、

8人以上 19.2%が厳も低く、あれ、て項目 71後片付け jで

l人 35.8鋭、 2人 42.0浴、 3人以上 36.5必、項目 4 I一

人遊びjで I人 42.3第、 2人 24.8俗、 8人以上 26.0絡の

項目でゐる o 項目 4については[ハイ Jの回答率が低いほ

うが望ましい乙とから、他の 3項目との同一判断はできな

L 、o

以上の結果からひとりつ子K問題が多く示された。先に

も述べたように人聞は人との関わりの中で成長してゆく。

幼児の社会的環境の基本的集団は家庭てeある o この生活の

拠点としての家庭で、両親や兄弟との相互の関わりの中で

具体的行動を通して体験し、反復練習により生活の基本的

習悦として習慣づけされるのである。兄弟との関わりのな

いひとりつ子に対して、親による生活体験の場の拡大が必

要と恩われる。 8人以上の兄弟が、 2人兄弟よりも習慣イじ

が低い ζ とについても親の養育態度の問題として考えた L、。

留 3.兄弟の数による比較
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(3) 学生(!JJ子)からみた税の養育態度からの比較

M大 107人のうち、親の養脊態度が保護的とした 45人

( 42.1言語)と放任的とした 39人(36.4 % )の両タイプlζよ

る比較である。

両タイプともに、 「ハイ」が高い回答率でゐった項目(資

料 3参照)は、項目 1r返事」で保護的 82.29語、放任的

74.49語、項目 2rあいさつ」で保護的 60.0鋭、 放任的

59. 0 ~語、項目 3 1-外で遊ぶJで保護的 68.9日記、 放任的

79.5 %、項目 5 r同年齢の子」で保護的 73.39語、放任的

71.896、項目 9r自他の区別Jで保護的 82.29語、放任的

92.3 %、項目 10 rよい惑いの区別jで保護的 8O. 0鋭、

放任的 79.5言語、項目 12 r約束Jで保護的 62.2鎖、 放任

的 74.4言語の 7項白である o 項目により約 10%の差もみら

れるが、両タイプとも 60臣告を乙えることから、概ねよい

傾向で醤償化されていると判断したい o

しかし、両タイプ闘に差があり、やや低い回答率でゐっ

た項目(図 4参照)は、項目 11 r行き先Jの保護的 68.9

言語に対して政任的 43.6鋭、 項目 8 1嫌がらず通凶」で保

護的 53.3鋭、放任的 65.8%の 2項目で、前者では 25言語、

後者では 12必の差が示された o 乙の 2項目には両タ

イプの養育態度の違いが示されているように思える。

両タイプとに「ハイ jの回答率が低い項目(凶 4参

!被)は、項目 4 r一人遊び」で保護的 22.2 ~語、放任的 12.8

%であるが、 ζの項目については低いほど望ましい傾向と

いえるが、項目 6r順番Jでは保護的 51.19語、放任的

48.7言語、項目 7白金片付(jJでは保護的 31. 1俗、 放任的

38.59語、項目 13r1lt書IUでは保護的 31.196，放任的 30.8

手掛の 3頃目ではII!Uタイプ間の差もほとんどみられず、習慣

化の低さを示している。

以上の結果から親の養育態度による著しい差は大きくみ

られなかったが、保護的タイプにやや習般化の{氏さか示さ

れている o

(4) IJJ-t:による比較

男友ともに[ハイ」が高い回答率を示している項目(資

料 4参照)は、項目 1r返事」で努 77.89齢、女 78.1俗、

項目 9r自他の区別」で男 88.9書記、女 86.6言語、 項目 10

「よい惑いの区別Jで男 8O. 6 ~語、女 8 1. 39掛か 80 %以上

である。やや低L、に項目 5 r同年齢の子J男 68.59語、 女

6 3.1 ~語、項目 8 r嫌がらず通園」男 6O. 2労、女 64.1%、

項目 12r約ボ」で i男 67.6%、女 67.5%の 3ffj I:dが

ある。

両者間tζ大きな違いが示された項目(図 5参照)は、項

白2 rあいさつJで男 57.4画面、女 70.5%、項目 3 r外で

遊ぶJで男 73.1言語、女 53.196、項目 6 1-順番Jで男 49.1

9語、女 6 1. 7~語、項目 1 1 r行き先」で男 57.4言語、女77.9

必の 4項目で、 「外で遊ぶ J 以外は女iζ12~20 %の高い

問答率を示している。乙れらの項 ~I から男女の性差が習慣

化へも影響しているように思われる o

一方、 「ハイ Jの回答率が低い項目(図 5参照)は、項

目4 r一人遊び」男 2O. 6鋭、女 26.7世話、 項目 7 r-後片付

図 4. 学生からみた親の養育態度からの比較
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け」で男 34.3言語、女 44.0 ~語、項目 13 l'役割」で男 34.4

言語 女 30.6言語と伝っている。 項目 4については、回答率

が低いほど望ましいのであるが、両者とも全体の 4分の l

k近いものが「一人遊びが好き Jとしている。このように

友達を必要としない、友達と遊ぶ乙とを好まない子どもが

将来大人になった時、どのような影響がもたらされるのか

考えさせられる回答である。l'後片付け jは身のまわりの

こと、自分の乙ととして、文次の動作、行動への準備とな

る基本的な習慣である、 lとも拘らず習慣化が十分にされて

いt.;，い乙とについては、他の項目とともに、 今後の課題

とし fこL、。

以上を要約すると、次のようになる o

1)社会的生活の習償化Kついて、学生と親との聞に認識

上の大きな差は少ないが、総体的iζ親の習償化IL対する

評価のほうが高くなっている。

2) 兄第の数からみた習慣化については、ひとりつ子に低

く、集団生活への適応も低い。 8人以上の兄弟に特によ

い方向への傾向はあまりみられず、 2人兄捕に習慣化の

よい方向の傾向がみられた。

3) 親の養育態度からみた保護的タイプ、放任的タイプと

の間IL差はあまりみられず、保護的タイプにやや習慣化

の低さが示された o

4) 男女による比較では、女子に習慣化がやや高くみられ

fこ。

なお、厳後に幼児の社会的生活習慣の育成について指導

の手だてと思われることがらに触れると次のような乙とが

ゐげられる o

1)家庭における基本的生活習慣化は、子どもの自律性を

そこなわれないように、まず条件反射的な反復練習と母

親のモデリングが何よりも望まれる。

2) 1)の条件をベースにして集団保育の場では、人との関

わりを育てる場として、友達との遊びの中で豊かな体験

や活動ができるような配慮が望まれる。

3) 幼児は自ずからの環境体験を、自己の生活に都合よく

改善する乙とはできとEい。従って環境改善は大人に委ね

られている o
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資料1. 学生と親との比較(%)

iFqf¥ M 短 大 S 短 大
ハイ トキドキ イイエ

ハイ トキドキ イイエ ハイ トキドキ イイエ

学生 78.1 17.2 4.9 80.7 16.8 1.3 67.5 26.8 5.6 
1.返事ができる

親 80.9 14.1 5.1 91.7 4.2 3.1 74.2 20.1 6.0 

あいさつがで 学生 70.5 22.9 6.5 76.5 17.6 4.2 61.8 29.2 9.0 
2・きる

親 77.7 18.2 4.2 84.4 13.5 2.1 68.1 20.0 4.9 

外で遊ぶほう 学生 53.1 23.0 23.9 54.3 23.3 22.4 52‘6 22.8 24.6 

8・が好きでゐる 親 57.7 18.0 24.3 62.1 13.7 4.2 55.4 20.3 24.3 

一人遊びが好 学生 26.7 29.0 44.3 25.9 35.3 38.8 27.1 25.8 47.2 
4.きである 親 27.4 27.8 44.8 21.1 33.7 5.3 30.9 24.6 44.6 

同年齢の子と 学生 63.1 16.6 20.3 66.9 15.3 17.8 61.2 17.2 21.6 

5・遊ぶ傾向にある 親 69.3 19.0 11.7 75.8 16.8 7.4 65.9 20.1 14.0 

6 遊具の順番が 学生 61.7 26.4 11.9 62.2 24.4 10.9 59.1 27.2 11.9 

.守れる 親 67.3 14.3 18.4 67.7 12.5 6.7 62.6 14.3 18.1 

7 後片付けがで 学生 44.0 46.0 10.1 48.7 44.5 5.0 40.5 45.5 14.0 

きる 親 43.1 43.4 13.5 39.6 43.8 5.6 44.0 42.3 12.1 

8嫌がらず通園 学生 64.1 20.4 15.5 65.5 17.6 16.0 61.7 21.7 14.9 

.ができる 親 85.3 9.8 4.9 87.2 10.4 2.3 80.0 9.3 6.0 

9 自他の区別が 学生 86.6 10.5 2.8 93.3 3.4 0.8 82.1 14.0 3.8 
.つく 親 94.9 4.0 1.1 94.8 4.2 1.0 92.9 3.8 1.1 

よい悪いの区 学生 81.3 16.4 2.3 94.1 4.2 1.7 72.8 22.1 2.6 
10. 

別がつく 親 85.3 13.7 1.1 94.8 5.2 。80.2 18.1 1.6 

行き先きをい 学生 77.9 19.4 2.5 82.4 16.0 1.7 75.3 21.3 3.0 
11. 

える 親 84.4 12.9 2.7 78.1 8.3 3.1 80.7 14.3 2.2 

学生 67.5 27.8 4.8 76.5 16.0 5.9 57.4 35.3 3.8 
12. 約束が守れる

親 81.2 15.5 3.2 86.5 8.3 5.2 78.0 19.2 2.2 

学生 30.6 31.5 37.9 40.0 31.9 26.9 26.4 32.8 42.1 
13. 役割がある

親 33.0 30.0 37.0 35.4 ~6.0 37.5 30.8 31.3 
」ー

ηペリ
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資料 2. 兄弟の 数による比較(%)

;:そミごE ひとりつ子 2 人 8人以上

ハイ トキドキ イイエ ハイ トキドキ イイエ ハイ トキドキ イイエ

1 返事ができる 69.2 23.0 7.7 67.5 27.2 5.2 66.7 27.5 5.9 

2 
あいさつができ

69.2 19.2 11.5 65.0 24.8 16.6 46.2 46.2 7.7 
る

8 
外で遊~、ほうが

24.0 48.0 28.0 57.4 21.3 21.3 51.9 15.4 32.7 
すきである

4 
一人遊びが好き

42.3 19.2 38.5 24.8 26.8 48.4 26.0 26.0 48.0 
である

5 
同年齢の子と遊

57.7 26.9 15.4 61.7 17.5 20.8 61.5 11.5 26.9 
ぶ傾向にある

6 
遊具の順番が守

46.1 34.6 19.2 64.3 24.2 9.6 50.0 33.3 15.4 
れる

7 
後片付けができ

35.8 38.5 23.0 42.0 44.6 10.8 36.5 51.9 11.5 I 
る

8 
嫌がらず通闘が

38.4 34.6 23.1 65.6 19.7 13.4 61.5 21.6 
できる

9 
自他の区別がつ

65.4 19.2 15.3 86.0 12.i 2.5 78.8 17.6 1.9 
く

10 
よい悪いの区別

57.6 15.4 23.1 74.5 22.9 O 75.0 23.5 。
がつく

11 行き先をいえる 73.7 23.1 33.8 76.4 21.0 2.5 73.0 21.6 3.8 

12 約束が守れる 57.6 38.8 11.5 59.2 35.7 3.2 59.6 37.3 51.9 

13 役割がある 23.1 30.8 46.1 29.3 35.7 38.2 19.2 26.0 1.9 
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資料 3. 学生からみた親の教育態度からの比較(%)

保 一 保 護 的 放 放 任 的

項干ミ二32ぞハイ トキドキ イイエ

保 82.2 13.3 4.4 
1 返事ができる

政 74.4 15.4 10.3 

あいさつができ 保 60.0 24.4 15.6 
2 

る 放 59.0 30.8 10.3 

a 外で遊ぶ方が好 仇4 68.9 15.6 15.6 

きである 放 79.5 7.6 12.8 

ー人遊びが好き 保 22.2 24.4 53.3 
4 

である 放 12.8 38.5 48.7 

5 同年齢の子と遊 保 73.3 13.3 13.3 

ぶ傾向にある 放 71.8 38.4 10.3 

遊兵の順番が守 {呆 51.1 24.4 24.4 
6 

れる 放 48.7 33.3 17.9 

後片付けができ 保 31.1 31.1 37.8 
7 

る 放 38.5 35.9 25.6 

嫌がらず通闘が 保 53.3 20.0 26.7 
8 

できる 放 65.8 18.4 15.8 

自{也の区別がつ 保 82.2 8.9 8.9 
9 

く 必( 92.3 5.1 2.6 

よい思いの区別 保 80.0 11. 9 8.9 
10 

がつく 放 79.5 12.8 7.6 

保 68.9 20.0 11.1 
11 行き先をいえる

放 43.6 25.6 30.8 

保 62.2 24.4 13.3 
12 約束を守れる

放 74.4 20.5 5.1 

保
13 役割がある

31.1 33.3 35.6 

放 30.8 30.8 38.5 

資料 4. 男女による比較(%)

E三三二主 ハイ トキドキ イイエ

返事ができる
男 77.8 15.7 

1 
女 78.1 17.2 4.9 

あいさつができ 男 57.4 28.7 13.9 
2 

る 女 70.5 22.9 6.5 

3 外で遊~方が好 男 73.1 11.1 15.7 

きである 女 53.1 23.0 

人遊びが好き 男 20.6 28.0 51. 4 I 
4 

である 女 26.7 29.0 

5 同年齢の子と遊 男 68.5 17.6 

ぶ傾向にある 女 63.1 16.6 20.3 

遊具の順番が守 男 49.1 27.8 22.2 
6 

オLる 女 61.7 26.4 11.9 

後片付けができ 男 34.3 43.5 21.3 
7 

る 女 44.0 46.0 10.1 

8 
嫌がらず通闘が 男 60.2 19.4 19.4 

できる 女 64.1 20.4 15.5 

自他の区別がつ 男 88.9 6.5 4.6 
9 

く 女 86.6 10.5 2.8 

10 
よい惑いの区別 男 80.6 10.2 8.3 

がつく 女 8¥:3 16.4 2.3 

男 57.4 20.4 22.2 
11 行き先をいえる

女 77.9 19.4 2.5 
トー

男 67.6 24.0 17.6 
12 約*が守れる

女 67.5 27.8 4.8 
ト一一一一 一一一一一一一一ーー

13 151:剖がある
男 34.4 33.3 32.4 

女 30.6 31.5 37.9 
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に関する幼児の遊戯行動「音楽リズムj領域:
千億子

(女子塑学院短期大学}

目的

本研究では、現在の大学生の幼児期における 6領減から

見た行動について調査し、学生法の現在の音楽Ii:関する活

動と、幼児期の活動との関連を見ながら、どこに、どのよ

うな問題があるのかを滋る.そしてそれらの問題の原因を

考察する.

ト幼児期における、音楽リズムの重要性

1 .音楽リズムとは

幼稚園教育の目的・目録を達成するための、具体的なね

らいを、幼稚園教育襲鎮では.六つの領域tこ分煩している.

その中で、音楽、動きのリズム1;:闘する領犠をまとめて、

音楽リズムという.したがって、 『音楽リズムJ1;1、幼稚

園教育の中だけで用いられる名称である.

領犠[音楽リズムJの基本方針1;1、図 11ζ示すように、

のびのびとした表現活動を通して、創造住を量豊かにするこ

とであi.幼児の表現している過程を尊重し、外部から仰

しつけたり、型にはめたりせず、又、大人の基単で判断し

たり、結果のみを問題とすることなく、表現活動をのびの

びと、楽し<trわぜているうちに、自然に創造住が芽生え、

車かになってい〈とするものである (11

深山

4::t -')支瓦事醤It舗しむ

6才姐闘や連事民飼昧正也事、リ

ズム由IfItに気づいτiJUーす

る.

(Il駄についτ

幼児教育

はじめに

人間の健全な社会生活に、長も重要な重要件は、心身の調

和のとれた発達であると言われている.

ところが日本では、知的な活動ーことに学業成蹟ーにつ

いて、異策と思える穫の関心が幼児蹴から持たれている.

人聞の価値が、成績で決められるかのように錯覚され、

学業における鋭争が激化している.しかし、人縞形成や精

神発速に最も大切な役割を果たす、基本的な生活習慣の自

立や、自主位、創造性、感受性などを伸ばすことは経観さ

れる傾向にある.

特に幼児期は、その後の人格形成や精神発達の基礎を築

〈時期であると言われている.したがって、幼児期をいか

に過ごしてきたかが、その後の人間性に大きな量三嘗を与え

ることになる.

一方、現在の大学生を見ていると、当然これまでに身に

つけておくべき、基本的な生活習慣や、社会伎を初めとし

て、生活全般にわたる行動や言動が、その年齢や身体の発

達に比べて、アンバランスである場合が多いように見受け

られる.

音楽リズムの分野に関連した活動においても同様で、自

主性や趨像力に乏し〈、感性が腐かれていない学生が目立

つ.表現についても、画一的で、<<:!にはまっており、リズ

ムについても、身体の中から出てくるような、自然なリズ

ム感をもっ学生は、極めて裕であi.

それらの原因としては、学生速の育った時代や、社会環

境もあるが、それに加えて、彼らが、その出生から現在ま

でその中で育コた、それぞれの家庭や、観の養育態度から

受けた量~.も大きいのではないかと思われる.

図 1 領犠『音楽リズム』の内容

遊戯行動音楽リズム

1.由V由 UI::敬・，I:!!l、海揺を蝉い

kTL τ、表現由菖U葺時わう.

4::t 島陰官Uズムをと畢.

6才駄や幽広告/lttτ、自由広島

体官111111す革.
(Il動事由リズムについτ~.由U由U I:: 助事由リ耳ム老議しみ、

寝現白書Ul¥l味わう.

4::t一首正一目立協かr..1I1<.

6::t 曹や幽由IillIi剖むか恒、いる

いるU青白書色白Rlt&<:筑づ

いτ興味をもっ.
3.盲準に111;みを聞〈己とに慣峰t

もコ，

(2)議援に"しむ

(J)聞〈己とについτ
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能を伸ばし、運動能力や情鎌を務っていく.

一方、幼児の音 1<:対す忍興味は、 J与の廻りのあらゆ~種

籾の音tζ向けられており、幼児は、音や音楽を全身で受け

とめ、反応する.

このように、幼児は日常生活の中でさまざまな音やリズ

ムを、楽しみながら、身体全体で受けとめる経織を繰り返

すことによって、聴く力や、感じる力一感受性ーを育てて

いく(31 この聴く力や感じる力は、音楽活動の重要な要

素でもあり、豊かな感受性1;1、音楽性や、重量かな精神活動

にもつながなていく.

そして、遊びの中での音楽活動は、空想の世界を広げた

り、リズムを楽しんだり、身体で表現したりすることによ

り、創造性、即興柱、思考力、集中力、持続力者t養う.ま

た、音楽を介して、相手とかかわりあいながらの活動は、

自主性、思いやり、責任感といった社会性も身Ii:ついてい

くと思われる.

このような意味からも、幼児期における、 E豊富な音楽活

動の経験は重要であると言えよう.

D.領域『音楽リズムJの調査結果

音楽リズムに関する質問は、 6項目あり、それぞれ、

(1)ハイ、 (2)トキドキ、タマニ、 (3)イイヱ、で答える.

調査対象 M短大(女子) 1 1 9名、綴 96名

S短大〈女子) 235名、鋭 182名

M大学〈男子) 1 08名

調査日時 昭和 61年7月

それぞれの項目の集計結果は、図2-図7の巡りである.
図2 お録さん自身何かの楽器を弾〈ととはありましたか

I ".1園田ι.園田I'HI.. ・

S嘆瑠 ... 

図4 何か楽器を弾くととはできましたか

.， 
11.0 

... 

田沼

'001 

"" 

11・

.. 

5・.官

1001 10‘脚Z

闘7 音の高低や強調はわかりましたか

Z布日二二二二二~tl岡崎明間

1 .集計基i事から(属性による差〉

(1)男女差

“‘ 

-・..

図2-図7でも明らかなように、女子大であ吾、 M短大

とS短大は、闘答の比皐がほぼ同じような傾向であるが、

男子のM大は、項目によって、女子とは全〈異な忍.

男女差1<:聞きが見られたのは、線子でー絡に歌う項目と、

子供が楽援を弾げる項目で、ハイとイイヱの比$が逆転し

ている.

ハイと答えた比率を比べて、男子が女子を上まわるのは、

続が楽器を弾く項目と、幽1<:好き嫌いを示すことがあるの

項目である.しかし、観が楽器を蝉〈項目では、女子のS

短大の比率が低いために、女子会体の比率が低〈なっτお

り、男女差というより、学校差であると考えられる.

綴子でー絡に歌う項目と、子どもが楽器を弾けるの項目

では、比率の差 Iì:聞きが見られ~ことから、今回の調査で

は、女子の方が男子よりも、幼児期においては、活発な音

楽活動をしていてことがわかる.

(2)親と子の釜

何れの項目もM短大、 S短大共に、ハイと答えた銚子の

比率には、差が見られない.それぞれ 1-2項目、僅かに

( 3%以内〉学生の比率が、父母の比率を上まわっている

ほかは、父母の比$の方が高い.

これは記憶の遣いと共Ii:、質問Ii:対する判断基i鎮の相違

などによるものであろう.

(3)学校差

女子大であるM短大と S短大を比較すると、いずれの項

目においても、綴子共Ii:、 M短大の方がハイと答えた比率

が高く(7.9%-16.4%)、イイヱと答えた比率は低い.

( 3.5%-8.5%)これは、学生の居住地、線の型車有線度、

おけいこと‘となどの遣いが関係していると思われる.

(4)兄弟数による差

母線が楽器を弾く項目では、学生t主、 M短大、 S短大と

も、兄弟数が増え忍1<:従い、イイエの比率が高くなる.M

大では殆ど差は見られない図 8)と乙ろが、父母!;lj逆

に、兄弟数が増えるに従い、イイヱの比率が減っていく.

(図9)ζの相反する結果は、どのように解釈すればよ
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いのだろうか.

鋭子で一絡に歌う項目では、学生の女子は、兄弟散が増

えるに従い、ハイと答えた比率が減っていく傾向にある.

(図 10) 

兄弟数と音楽活動との相関は女子に多く見られ、男子に

!;t殆ど見られない.

図8 級制楽器を弾〈 図9 観が楽器を捌〈

{イイエ、芋生イイエ、父母〉
鴎 10 貌子で一緒に敬う

〈宇生}
自剖S '00' B附2

M 尖----___，_'__r.‘ー一 白白

/ .7ー

一一sl!大/ ，/ 

一-
$011 /./掬S

~\~ . 

関Z

MI!I<; 

^ ̂  A ^ ^ ま λ^  x 
図 11 観の養育態度による差 (S短大父母〉

¥ ¥  
鏡子で一緒 子供が楽器

1<:歌う を弾〈

保鑓的、服従的

溺愛的、受容的 65.2% 74.1% 

鰍 任 的 39.1% 39.1% 

全 体 59.9% 71.6% 

(5)親の養育態度による差

綴の養育繊度を、大きく 2つに分けて、音楽活動との関

連を見ると、放任約な線の場合、子どもの音楽活動が少な

くなることがわかる.

(6)出生11順位から見た差

出生l順位を、一人目、二人民、末っ子とわけで、親子で

一緒tこ歌う項目と、子供が楽器を弾ける項目についての差

異を見た o (図 12、 13) 

国 12鏡子で一緒に敬う図 13子どもが楽器を朔〈
e旬" ωz

どちらの項目について

もM短大は、末っ子に

なるに従い、比率はは

っきりと減っていく.

S短大は僅かに減って. 

... 
一一-ー-こ

く

出

女

金
、
す
と

は
一
本
る

で

を

見

大

向

ら

M
傾

か

、
た
位

き

つ

順

い

違

生~…一一一 子の場合は、これら 2

つの項目に相関関係が

ー 塗 ー 三 ，見られるが、男子の場
入人} λ 玉"
園 田 子 園 a 子合は、見られない.

2.活動を規定する条件の速いから

(1)鋭が楽器を弾く場合

楽器を弾ける綴の場合、子どもとー絡に歌ったり、子

どもが楽器を弾ける比率は高くなると忠われるが、調べ

てみた o (図 14-1、14-2) 

図 14-1 観が楽器を弾ける縫合、弾けない場合

C立
楽器を弾 楽器を到

ける鋭 けない観 一緒1<:歌う

一絡に歌う 一緒1;:歌う 全体

M 短大 90.0% 56.9% 67.7% 

S 短大 8¥.U 49.2% 59.9% 

M 大 事 16.5% 23.1% 

図 14-2

:文
楽器を弾 楽器を殉

ける観 け主主い鋭 子供が楽器

子供が楽器 子供が楽器 を弾ける

を弾Itる を弾ける

M 短大 80.0% 74.9% 80.2% 

S短大 93.0% 64.1% 71.6% 

M 大 事 30.7% 38.9% 

客 様本数が少な過ぎる

図 14ー 1、 14-2ti:示すように、楽器を弾けない親

の場合よりも、子どもの音楽活動は活発になることがわか

る.

(2)綴子でー絡に歌う場合

一絡に歌う鏡子の場合も、そうでない場合よりも、子ど

もの音楽活動は活発になると思われ.:sが、図 15-1、2、

子どもが楽器を捌け吾

9]， 7% 

82. 2% 

関 15-2
幽tζ好意婚いを示す

32. 2% 

29. 9% 

図 15-3 iIIIto:.合わせて歌ったり、
ハミングする

%
一
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-
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6
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 図 15-4

奮の高低や強弱がわか

る

8]， 4%  

77. 6% 

(3)子どもが楽縫を弾ける場合

子どもが楽器を弾ける場合氏、他の音楽活動がどのよう

な傾向を示すかは図 16-1、2、3の示す通りである.

以上の結果から、幼児期における音楽活動は、てれぞれ

相互に関連していることがわかった.
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図 16-1 子どもが楽器を弾ける場合

図 16-2

図 16-3

ill.、考察

幽t;:好意婚いを示す

38. 8%  

29. 6% 

幽tζ合わせτ歌ったり、

ハミングする

67. 9% 
68. 3%  

奮の高低や強弱がわか

る

83. 1 % 
74. 6% 

今回のM短大、 S短大、 M大の調査では、それぞれの大

学の立地条件、学生の質の差、標本数の皇室などもあって、

同年代の学生逮と、その父母を対象とはしているが、必ず

しも出てきた数字のみを比較することは閤難であると考え

られる。このことを前提としながら、考察を進める.

全体的に考察すると、母親が楽器を弾けたり、親子でー

絡に歌う家庭では、他の音楽活動も活発であることがわか

る。又、男女差、兄弟数、鋭の養育磁度、出生順位によっ

ても、子どもの音楽活動に違いが見られた.

これらのことから、幼児期における子どもの音楽に対す

る興味や関心は、家庭の中に音楽を楽しむ雰臨気があるか

どうか、音楽に対する親の関心度によって左右され、音楽

活動につながっていくことがわかる.

幼児は、音やリズムを全身で受けとめ、反応する'"と

言われている.したがって、幽に合わせて歌ったり、ハミ

ングし、身体を動かすことは、幼児期の特色である.とこ

ろがこの調査では、このような活動をしていたという答え

は、 50-70%台にとどまっている.しかも他の音楽活

動が活発な子どもの場合にも、その比率は殆ど変わらない.

一方、音や、音楽に対する興味や関心があれば、音楽活

動に際しても、なぜ、どうしてという質問がなされるはず

である.しかも、 3-4才は、質問矧であると名付けられ

ある程(5' 、なぜ、どうしての多い時期と言われている.

しかし、今回の調査では、言語の領域に関連した、 rなぜ、

どうしてという質問が多かったですか』という質問項目に、

30-50%台しか、ハイと答えていない.

幼児期の発達の特徴として、広く認められている事実に

反する、この二つの結果は、質問に対する判断基準の相違

も原因となっているかもしれないが、それだけとは言えそ

うにない.幼児期における自立性が育たないため、あらゆ

る物に対する、なぜ、どうしてといった好奇心に乏しかっ

たのではないだろうか.そして、その原因のーっとして、

今回の調査の対象となった学生逮が幼児期であった、昭和

40年代の社会的背景が考えられる.この時代は、テレビ

の子ども向け番組が急激に増加し、充実、強化された時代

でもあった.そのような時代にあって、テレビの見方に対

する適切なしつけが行なわれなかったのではないだろうか.

テレビ視聴において、子ども逮は、常に受身であり、相手

との対話もなく、感情も育つとは考えられない.したがっ

て、自発性や好奇心も育ち(i:くくなり、刺激伝対する反応

も鈍くなる.

このようなテレビの彫響のほかにも、子どもの生活して

いる場に騒音や雑音も含めた多くの音が氾灘し、幼児の感

覚が鈍くなつってきていることも、原因として考えられる.

したがって、幼児期において、観や保有者は、子どもの

発達を考慮しながら、子どもにとって大切なものは何であ

るかを考えて、感性を育てる環境を量産えること、親や保育

者自身も心から音楽を楽しみ、子どもと共に楽しむことが、

子どもの音楽活動を活発にしていくために必要であろう.

このような経駿を繰り返すことにより、子どもは感受性を

蓑い、豊かな精神生活へと入っていくことができる.又、

全ての発達の基礎となる自主性を育てることにも、注意の

目が向けられなければならない.

現在の学生遥も、身体全体で音やリズムを感じ、反応す

ること、それらが、事びにつながることを経験しておかな

ければ、将来、緩や保育者となった時、又、同じ事を繰り

返していくかもしれない.

これは学生速を教える立場(i:いる人聞の一人として、私

自身の今後の課題でもある.

(引用文献〉

(1)文部省編幼稚園教育t旨導書領域編音楽リズム

フレーベル館 1986 P.4 

(2)探谷昌志、深谷和子著 遊びと勉強

中公新書 1986 P.82 

(3)新保育内容講座5 音楽リズム

光生館 1982 P.ll 

(4)同上 P.13 

(5)山下俊郎著幼児心理学

朝倉書腐 1 986 P.252 
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幼児教育における「課業(領域「自然Jr他版Jr絵画製作J) J遊びとの関係について

幼児.遊び.保育.指導者

。松 i1li 三代子

(東京女子体育大学)

1 研究目的 などに気づくと記t滅されている。乙の事項は. 111)11. 気象，天体な

幼児教育の目的は.幼児の調和のとれた心身の発達の基般を縫う どの自然の事象lζ士、Iし.幼児なりにその美しさや.偉大さなどを全

ζ とである。その基備となるものは.基本的生活習慣であり.それ 身で感じとって.臼然lζ対する感動を育てることをねらっている。

と同時K社会iζ適応できる態度を身Kつけさせることであり.また. 調査結果をみても.この項目lζ関するものは.M大学(男子)が

自然lζ対する興味や関心をいだかせ.思考力の芽をほう ζ とである。 40%台で. s短大.M短大の場合は30$百台という低い数値であったo

現在の子どもをとりまく条件は必ずしもよいとはいえず.三1m条 国民の祝祭1:1も培え.家庭の年中行事の中1<:.成事がどのように

何の欠如(仲間.空間，時間)がもたらす.遊びの変容に関する報 催されているのかをみると.七夕(31.3 %)盆(17.0%)節分Cl2.0

告が多くなされている。また.高学彪志向の波は.幼児の世界にま %)月見(5.4%)とL、ずれも関心のうすさが数値に現われている。

で影響をもたらせ.幼児教育産業による商業主義は.受験体制IKY)J 幼児は運動会や，遠足などの前日には明日の天気を大変気にした

児期からスタートさせようとしている。 r自分の子だけは」という り.急lζ変化する夕立の空や笛の音，雪，風.などの気象.Jij. 泌.

籾の態度は当然. }gJ児の生活を管}叩するようになり.支配的.過保 JII. 11'..木などの自然、物.太J!tl.JI. ~己などの大体について，制や

設の養育態度となって.子どもから.本来の子どもらしさを奪い. 保有者はその都度の事象との関係を大切に言葉を.i!liLて.幼児の心

遊びで育っさまざまな能力の場を減らさせている。 1<:入るよう導くことが人ー切と思われる。

母籾の態度をみると.異常なほどの教育iζ打ち込むタイプと無関 ますます科学が生活儀式を大きく左右する時代となって米た ζ と

心タイプの二極K分化されているのではなL、かと思われる。このよ を考えると.幼児期はのちの正式な科学の学習と教育のための基礎

うな幼児教育体験で育つ子どもは.人1<:対する思いやり，感動する となる部分.すなわち準備状態を形成する大切なJ1!jJUJなのである。

心.美しいものを美しいと感じる心.情緒が育っとは考えにく~'0 科学とは何か.科学的な興味をもたせ続けるためにも.気象や天体

今乙そ.自然環境の場の設定を数多くする ζ とによって.そ乙えlh は籾や保育者Kも手頃な教材ではないだろうか。

かけて行き.そ乙で.興味や好奇心の芽を育ててL、かねばならない (3) 植物の栽倍と観察

であろう。忍耐強しそのような場の体験を重ねていくうちに，思 親子で縞物を栽培したり，観察をした体験者は. (表 1) 1ζみ

考する11もそなわり.遊びの世界も発展するのではないだろうカ、 られる通りM短大は他大学K比らベ体験者が多い。なかでも一人子

現在の子どもの遊びを対象とした研究は多いが， ζ 乙では15年前 81.3%は注目される数値であり.植物への関心の深さがみられる。

の「幼児期IJJIC焦点をあてている。税の教育態度や. }gJ'f.!の行動対 またS短大一人子 (73.1箔)
，VJ1 J:1'))I';-"， 学校|兄弟姉妹|科IN I 必 i

領域「自然Jr健康Jr絵画製作」等の而から. r遊びJや「場 I. . I I MI __ . I M大学兄弟 3人以上の場合も
I I1 人 I I叫 73.11

Iζ 「どんな問題があるのかJを探りtHし今後の幼児教育における I ~ I 1.+.1- J ・~ I ._門-1 63.6 %を占めている。全体の
1 s 1 英 1461 45.川

「遊びJ r場jの生活化をさせる指導万法の資料とLt:い I ，~ I トz十ττ十τ7τ4 半数以上が幼児JUIIζおいて観。 IωI2 人打王11631 5日什

I .; IlIJilhRi54ヌ
や保育者が植物に関しての環

2 結果，考察 |今 i I -I l 境設定K努力をしている態度
1 3人以上 1 1叫 55.7¥

(1) 領域「自然 の現われではないだろか。白

調査対象者の脳以上の者が析で近隣の公閤・遊園地秘物 I~ 日 十 ~~ I ~:. :l 然は幼児の日常生活の中で行
l短 12 人 72166川

園等Klliかけ.遊んだと回答しているが. LII. 川.海などには.電 I . 1-::--;-τ ァト→で7十τ7寸 われるさまざまな活動を通し

l!.iや)liJζ乗って111かけた体験は全体lζ少ないのである。 S短大国文

科の.fl1子の61.9%が最も高く .M短大.M大学(男子)の湯合は50

%台であった。ヰ刷会といわれる今日 ICしてはや、数値が低く，純

子で.ihl l~.i 自ftlζ 出かけてまで=の型f外散策 'i. 対象省の幼児JUJには少な

かったように思われる。

幼児と自然、の触れあいは.乙の 1l!1<:誕生とともに始まり，幼児は

(表 1) 

杭物のtJtli¥. 観察.tJl子の体験

自然、iζ宵くまれ.成長するといっても過言て‘はないと忠われる。し は)動物や!hの世話

て，人間形成の基礎をつちか

い.心身の発i圭を促すもので

あることから.できるだけ事

物.事象IC触れさせる乙とが

大切である。

かし幼児は環境を選ぶ能力を持ち合わせていないので.自然との 好きな動物や!luζは.tJ!しみを感じて.そのI!日吉の子伝いをした

関わり;ljについて.早いJI与WIからiEしく適応できるように導くこと り.それらと遊んだりしそれを通して愛情が:JJ・iまえて可愛がるよ

が大切である。 うになる。幼縦長\1教育指導~!f領域編「自然J (P26) 1ζ記，r~ されて

(2) 気象.天体 いるが，実際は住宅問境のHH凶もあり.調査対象者の幼少!日lは家庭

幼.ffU必教育指導~!f-.領域編「自然J (P27) I<:JlIJlI.気象.米休 で犬や狐も恥lう乙とができなかったように忠われる。

江との1'1然の'F象iζおどろきや初しみを感じ，そのJ!.しさや大きさ 調査結*からも，持家居住者の多いM~語大の場合 68.7%を占めた
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が.他は50%ICも満たなかった。男女差をみると男子の方IC関心の

深さが見られる。男の子のHが，小さい頃から動物や虫lζ対して興

味を持っているという傾向が5~ られた。

言葉を持たない動物や虫を世話することは.相手の立場を考えて

世話をせねばならない。そのような乙とから.相手への愛情が深め

られるのであろう。幼稚園教育指導者 (P7-PlO参考)。

3歳頃ICなると好きな動物IC対しては親しみを覚え.その世話の

手伝いをしたり.遊んだり Lて愛情が芽ばえてくる。乙の時期は自

己本位であるためIC動物IC触れたり.持ったりでその度合いもわか

らないために結果として動物をいじめたかのように見られる乙とも

ある。制や保育者の飼育の手伝いに始まり. 5歳頃になると. jJ)JJ物

の立場もIYl解でき.世話も上手iζなってくる。動物や虫などに対す

る愛情を育て.いたわったり.かわいがったりする心をつくる乙と

は.22かな人間性を育てることで重裂な乙とである。そのためにも

課業の中で飼育のための環境の絵画tをはじめ.親や保育者がいちば

んに動物や!uが好きでよく世話をする乙とだと思われる。それらの

態度IC11:るやさしい言葉や動作が幼児の身体IC入り込み，保育者の

模倣をするのである。

幼児は模倣遊びから動物や虫への愛情が育ち情緒の発達へとつな

がるのである。これら飼育の<111ζは動物は特lζ季節により.事物の

変化が見られるのでその変化に気づいて.春.夏.秋.冬等時間の

意識が育つ機会ともなる。

範聞iζ巌も多く存在する遊具であるためと考えられる。

M短大兄弟 2人のグJレープが示した 58.9%が段小値であり.大

半の70，百以上の体験をみることができた。 M大学3人以上兄弟グル

ープの場合は. 90.9%の高い数値を示した。

すべり台が楽しまれるi甲山は.てっぺんに上った時の視界の広さ

の感動とスピードをつけて滑り降りるときのつかの悩iの喜びを味わ

える乙とでないだろうか， ζれも全身運動のーっと考えられる。

ブランコは空中ICいるときのリズミカルな動きの中iζ満足感が得

られるのであろう。幼児の中にはリズミカルな動きやスピード感覚

がとれない者もいる.そのような場合には.プランコのように揺れ

る活動のできるような工夫を親や保育者はせねばならない。

乙どもと遊具は切り離して考えることはできなL、。どの幼稚園に

も同じ回定遊具が設置されている。ここにも雨一化教育の現われの

ように思われた。

(2) 固定遊具と応用遊び

プランコや.すべり台.シーソ など恐がらなかったか.またプ

ランコやすべり台を工夫して滑ったりしたか.ょうするに固定遊具

をどのように応用して遊んだかをみたのであるが.調査の中から期

待していたものはみることはできなかった。ほとんどの幼稚園や公

凶では.固定遊具に関しては安全のための必要なル ル.すべり台

の場合には足を FICして滑る。押してはいけない等.幼児の官険を

試みる機会を与えていないのである。てっぺんまで昇るのに.ジャ

3 領域「健康J ングルジムのように，鉄骨をよじ登ったり，滑り台の方から昇った

領域「健隙jは保健と運動と安全という三項目から成り立ってい りより難しく障害の方法を選んで遊べる子もいるのである。乙れら

る。乙の項では主として遊戯行動との関係の中で考察をする。 を踏まえて課業の中で.安全iζ配慮しながら幼児にいろいろなチャ

人
プ7台リ

ボ
f同齢ド遊ちと

ノで
コ遊 Jレ ロ).\~

-ん 遊
と

スだ も
数 ベ ひ。 fご

N F記 完6 9百

S 人 26 84.6 34.6 53.8 

短 英 46 84.8 45.6 65.2 
大

2 人 国 63 82.5 28.5 52.3 

女 児 48 81. 3 45.8 66.6 
子

3人以上 52 78.8 48.0 61. 5 

M 人 16 81. 3 

短!J:. 2 人 72 58.9 45.3 45.4 
大子) 

3 人 31 87.1 

M 人 23 87.0 78.2 73.9 

大一型 2 人 63 66.7 73.0 68.2 

学) 3人以上 22 90.9 72.7 63.6 

〔表-2 (幼児の遊戯行動)) 

(1) 遊具への観しみ

純

遊

び

% 

34.6 

43.4 

42.8 

54.1 

44.2 

44.5 

26.0 

26.9 

18. 1 

E話

外

遊

び

自首

23.0 

47.8 

55.5 

66.6 

51. 9 

52.9 

82.6 

68.2 

77.2 

ンスと道具と勇気を与える乙とが大切と思われる。

(3) 遊具・ボ Jレ

幼児の遊び集団をみるためにボ ル遊びをとりあげてみた。ボー

ルには多種多様なものがあり.遊びの目的lとより.大きさ.硬さ.

軟かさ，色，はずみ等，応llJの範聞も広く利用できる教材である。

調査結果. M大学の場合70%):.11:.を占めたが. s短大.M短大の場

合IC'よ50%ICも満たなかった。また ζの種のものは男子には好まれ

るものの女子ICli. あまり好まれない傾向が見られた。

ζ 乙では遊び集団との関係を目的としたのであるが，ボール遊び

の{中間は大半同年齢集団であり期待は得られなかった。

ボールは 1人で「まりっき」として遊ぶ乙ともできる。幼児期の

ポール遊びは，敏縫担..平衡性.筋力.パワー等を育てる。

遊びへの導入は，ボールそのものの性質を理解させる。その性質

を使ってゲームの憐成に入る。幼児Kはボ-)レを見つめる気持を育

てる。ボールから日を離さない.幼児の動きに合わせてゆっくりと

述ぶ乙とにより.幼児はリズムIC乗って，楽しく遊べるようになる。

ボール遊びは.グループの皆なと協力し合ってこそ.楽しさが生

まれるものであり，このような活動を過して仲間意識が育くまれて

いくのであろう。

(表 2 )幼児の遊戯行動IC示した通り回定遊具の代表的存在であ (4) 遊具 f縄j

るプランコ.すべり台はたくさんある遊呉の中で最も籾しまれてい 園庭をはじめ.近憐公園でも幼児が自由iζ遊べる織が遊具として

るζとがわかる。乙れは圏庭をはじめ家庭.近隣公園と幼児の行動 設髄されていると ζろは皆無といってもよも、。縦の積矧は特別に指
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定せず.縄とびをはじめ.荒縄でも.短かくは「あやとり」の紐も

考えたのであるが.実際乙の種の遊びの体験者は少なかった。 S短

大児教クループは 54.1必で辰も多く.他は50%にも満たなかった。

男子M大学の場合30%1Lもj荷ないという ζとは.男子は好まないも

のと考えられる。

総遊びは.純そのものを使って.総とび.純投け二綱引き.登り

綱等iζ利fllでき.縄 1本あればいろいろな遊びがつくられるのであ

る。領域「自然」からみても.長さ比べを例iζ考えると.事IIを直感

が)lC比べたり.重ね合わせて比べたり.また任意単位のいくつ分な

との比べ方なども遊びを通して意識ずける ζとができる。

(5) 屋外遊び

幼児は屋内よりも屋外を好むと言われている。また集合住宅居住

の幼児は.特にその傾向が強いと報告されている。一方自i層住宅街

住者の場合. 5階以上の幼児は屋外に山る傾向が少ないとも云われ

ている。これらは親の養育態度とも関係が深いと考えられる。

本調査からもS短大の 人子が屋外遊びの体験が少なく 23%であ

N 
5 人 26 

短 英 46 

大
2 人 国 63 

女子 児 48 

3人以上 52 

M 

初手 Jl9 

大

M 人 23 

大手 2 人 63 

f' 3人以 t 22 

作品粘土

の.

。冗成折紙り

% 

38.4 

60.8 

42.8 

61.1 

58.3 

73.1 

43.4 

55.5 

59.0 
」

玩 ハ チ ナト
忽像を!せかた

作

具 サキ イン

つ
ミス 7力 日仁ロ3 

.(J) -チ 彫 自汗く
ホツ手丹ljl 鋸 り

り ま 価

% % 手6 % % 

38.4 69.2 38.4 57.6 60.0 

52.1 36.9 32.6 34.7 71.7 

30.5 49.2 33.3 58.7 81.5 

11.5 56.2 22.9 45.8 66.7 

23.0 40.3 28.8 48.3 

29.4 68.9 40.3 61.3 63.0 

13.0 43.4 34.7 60.8 34.7 

11.1 53.9 42.8 63.4 

40.9 54.5 59.0 54.5 

一
った。男女J去をみるとM大学の場合は 1人子 82.6%.2人兄弟68.2 (~~ ~ 3 (造形あそびと道具)) 

必と全体Ict王子よりも高い数値を示した。一般ILix.子は屋内遊びを

好み男子は屋外遊びを好む傾向がみられた。( 1 ) 粘土・折り紙などの作品は最後まで仕上げた。

古くから人は天を父Iζ.大地を母iζたとえ，天地のj恵、を父母の恩 粘上や折り紙細工は最後まで頑張って仕上げたか.誠資結果でiま

になぞらえて来た。人は大地iζ立っと安らぎ解放感を感じるのであ M短大. s短大の児教学生.英文学生は60%以 tを示したが.他は

る。 50%1ζ満なかった。粘七や折り紙調11工は健康とも深い関係にあると

屋外遊びは健康と精神衛生のためIL.たとえ屋内における「決め M.1われる。粘土.7l<.砂.土などの多様な素材の感触に触れる乙とは.

られた諜業Jがうまくいっているとしても.屋外遊びは必要と思わ 感覚器管を刺激し手.mの運動機能を促すのである。手は頭脳の

れる。幼児の一日の生活の中Kは.医学的見地からも.俄肢と精神 延長であり，幼児が自1'111ζ手で触れたり，候ったり.まるめたりで

衛生のためには.屋外遊びが必要である.屋外には新鮮な空気があ きる保焼っくりが大切となるのである。

り.身体的な訓練がじゅう分できると思われる。

4 絵画製作

絵画製作では.いろいろな色やJr~κ興味や関心をもち.それらを

集めて並べたり，組lみ合わせたりする。また.0.や}f;を使って，さ

まさまな表現をする.材料IC親しみ適切に使う。身近な潔境を美し

くする。これらの内容から領域「自然JIζ包摂して考えることがで

きる。

ζの領域では幼児の思々の表現されるものである。のびのびとし

た表現活動を通して.創造性を些かにすることであると指導書にも

記載されている。乙の創造性を豊かにする乙とは.1H像的活動をも

含めて.幼児が興味をもって取り組む自己活動を通してはじめて可

能になりうるもので.それは「自然Jのねらいの中κも示されてい

るのである。

(2) 玩具つ、くり

玩貝を作り遊びにまで発展させたかをみた，調査結果から. s短
大英文学生 52.1，転が最も体験者ぬ〉多く他は体験者が少なく .M大

学 2人兄弟などは11%台であった。 ζの数値は既製玩呉の多い時代

の背京がうかがわれるのである。しかし親や保育者の考えJjしだ

いで，教材の選択.作りJjなどを工夫して.何がよいのか.どうし

たら上手Kいくのか等，考えたり，工夫したり.試みたりさせるこ

とが大切である。また%)1や保育者はいろいろとイメージがふくらむ

ように周回|の機子や制11かい表情などに対する問b、かけをする ζ とも

大切と思われる。

幼児は遊びの中で玩具や，いろいろなものを作ったり，それを作

って遊ぶ乙と自体が生活である。幼児なりに上手ICできて.よく走

ったり，よくまわったり.とんだりするように工夫する。さらに友

述と競争したり，比べたり.楽しく遊べるように考え，工夫する。

乙の乙とは.幼児の生活のうちで将来の合想((-J.科学的な見方.考

え)j. 1取り倣い}jーなどの基礎となる部分であり，それなりに玩具っ

くりは大切なのである。

(3) テレビ・絵本・童話から想像を彫らませたか。

幼児向けのテレビ番組.書1.s1Lは絵本・童話・まんが等.実iζ多

くの作品が幼児の周辺にある。テレビ普及時代iζ育った彼等は.ま

さにテレビに子守りをしてもらって育ったといっても過言ではない
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ょうである。 1乙テレビi映像への人々の関心も高く. CMや.子ども番組lの増大

調査結巣にもみられたように.テレビや絵本.童話の作中の主人 でにさわった1t*をみる乙とができる Q 街ICは既製玩具のisi監と科

公やまた惣像を彫らませて遊ぶことがある。 M大学2人兄弟 63.49哲 学J;cr!の研究で.子ともたちは手作り玩呉で遊ぶことから.美しく

で全体のLIJで最も多く. s短大英文学生 34.7%が長も体験カi少なか IU来あがった玩只の鑑覚か，科学玩具になれる乙とで結いっぱし、の

った。 現象が見られる。

ζれを考えると籾や保育首は.内容を吟味して.良い本を選ぶよ 遊びf'I'HfIをみても.まず第 11ζ兄弟が少なb、。児童期は学校から

うに注意せねばならないものと考える。 帰ると多くのM'llflは塾学いで.そこでも同学年であり.中学へ進級

(41 遊びと道具

幼児の遊びと道具との関係は大切な部分である。今日の子どもは

不器用であると評価されている。出の中が便利になったためであろ

う.だからといって不器用が許されるf'J!lllはないのである。(表-3) 

が示すよう Iζハサミやホ y チキスの使用はS短大 1人子 69.2%.M 

短大 68.9%の体験者がみられたが.ナイフや鋸. トンカチの類にな

るとM大学3人以上兄弟 59.0%が肢も体験者が多く.他は全体IC体

験者は少なかった。若Jiの不器川を大人が批判する前IC体験をさせ

ていないお』も保有者も反省せねばならないと思う。

Lてもクラブ活動で遊ひ'の意識などで活動できるクラブはなく.幼

少j~1は調1針óm ，ζ も見られるように，災年齢集団のできる条件が見

つからないのである。以上のような環境下で子どもたちは. しだい

lζ屋内で生活を昔ることが多く.生活行動が小さくならざるを得な

いのである。また.今日の若おは不器用であるといわれている限由

が調査結架からよみとる乙とができたように思う。

遊びの指導は，遊びをどのような形で育て発展させたらよいのか

を考えた tで.fJ!や保育者がその幼児との対応の中で生まれてくる

のである。 f~業の始まる前iζ 「遊びj がしたくなるようなf，;i J車を作

ることが大切であり.つまり幼児がいきいきするような教材を保育

信は見つけるための工夫が必史と思われる。幼児と共lこ楽しさを感

(51 幼児の作品と紛の反応 ずることができて乙そ幼児の「遊びJの本質を見抜く ζ とができる

幼児は次から次へと作品を作り持ち帰る。それを鋭はどのように のである。そのためには.親や保育者が日頃真の遊びを体験し.生

評価しているのか.幼児の作品が家でどのよう lζ扱われているかは i1.'全体が創造世I:~かである乙とが望まれるのであろう。

その子の将来にとって大きな影響となるのである。 幼推|主|教育指導書(1970年)(文部省(アレーベル館発行))を参

自分が作った作品を両籾はよく誉めてくれた。と回答したグル一 考として.符il或「白然Jr健康Jr絵画製作jの中から.からだづ

プはs短大|主1文学生. 81.5 %が最も多かった。 ζれとは反対ICM大 くりと遊びの形や体験内容の分析を試みた。

学の場合は誉められたという体験が全体IC少なく 50%1Cも満ないの 標本数.資料不足から. flJ]論的IC重複したと ζ ろもあったり，違

である。乙れは籾のリ]女に対する養育態度の迷いの現われと思われ ったf¥lll而を肥えていると乙ろもある。今後は各領域の概念を検討し

る。幼児は永久IC作品を残すために画いたり.作っているのではな 体系的lζ整則すべきであると反省している。

い。ほとんとの場合.作品を作る ζ とにあり.その作る過程が楽し

しそれ自体が遊びである。作る過程の喜びは作品ができた喜びと 6 文 献

同じ位いに，意義深いのである。どのような作品に対しても.優し 1)幼稚i調教育指導者 領域編「白然J 文部省 フレーベル館

い気持を抱き.その子の作品として，心から認めてあげる乙とが大 (P 7ー10. 27.) 

切である。 2)保Hl:養成Uil"j教科目教授内容 ソ スブ yク

厚生省児童家庭局編

5 まとめ 村山貞雄著 フレーベル館

保育の特質として「遊びJをあげる乙とができる。調査対象者の

3) 保育妙~mの研究

4)幼児l当然教育法 蜂谷，飯沼. i.l1内.編著 tl!IH社

幼児期は我が国の高度経済成長時代で，マスメディアの発達ととも 5)幼児の環境認識の指導 パボディ・ 7 クダ著

(P 137 -142) コダーイ芸術教育研究所訳

明治図書

アンケートの内容

幼児の乙ろの行動調査

おねがいー・乙の調査は.あなた(学生)またはお子さん(両籾)の幼児のころの行動の特徴について，あなた(学生)ゃあなたの両親

にお尋ねするものです。質問をよく読んで.すべての項目について，議ちのないように答えて下さし、。

あなた(学生)または.お子さん(両車anについて

下の1.~項目のすべてにつ t\ -c(1)ハイ (21 トキドキ，タマニ (31イイエのいずれかで答え.その数字を仁コの中iζ書き入れて下さい。

またはっきり習慣化できたと思われる年齢がわかる事項には( )のrffiζ数'子を入れて FさL、。

1 食べ物iζ嫌いな物があっても食べましたか

2 食前に必ず手を洗いましたか

2ー l仁二コ(11ハイ (21トキi'4-.タマニ (31イイエ( .)歳ころ

2-2仁二コ(11ハイ (21 ~4- H..タマニ (31イイエ( )歳乙ろ
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3 大使の後.自分で紙が使えましたか 2-3仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ，タマニ (3)イイエ( )歳ごろ

4 自分の服の着脱はできま Uこか 2-4仁コ(1)ぺ (2)トキ凡打ニ (3)イイエ( )歳ごろ

5 衣服やおもちゃなど収納場所は決めていましたか 2-5仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

6 自分が着る服の組み合わせは自分でしていましたか 2-6仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

7 顔を洗ったり.歯をみがいたりするのは自分でしていましたか 2ー7仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

8 入浴時，自分で体を洗ったり拭いたりしていましたか 2-8仁二](1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

9 食事の時スプーンだけでなく.日時が持てましたか 2-9仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ，円ニ(制作( )歳ごろ

10. 食事の後.自分の食器は自分で運んでいましたか 2←!o仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ.タマニ (3)イイエ( )歳ごろ

11 使った道具.絵本などの後開削していましたか 2-11仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳ζろ

12 その時言われてからすること(片付けなど)が多かったですか 2-12仁二コ (])ハイ (2)トキドキ.タ 7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

13 家の中より外で遊ぶプiが好きでしたか 2-13仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ，タマニ (3)イイエ( )歳どろ

14 プランコやすべり台.シーソ など恐がりましたか 2-14仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ.タマニ (3)イイエ( )歳ζろ

15 ブランコやすべり台を工夫して滑ったりしていましたか 2-15仁二コ (l)ハイ (2)トキドキ，タ7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

16 道具で遊ぶ時.けがをよくした万ですか 2-16仁三コ (1)ハイ (2)トキドキ.タ 7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

17 家の中で折り紙や絵本を読んだり.絵を画く方が好きでしたか 2-17仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ，タ7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

18 ボ ルを使って{中間と遊ぶ乙出好きでしたか 2-18仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ，タ7二 (3)イイエ(

19 齢使って遊ぶζ出好きでしたか 2ー19仁二](1)ハィ ωトキドキ.タマニ (3).1イエ(

20 一人遊びが好きでしたか 2-20仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ(

21 同じ年齢の子と遊ぶ方が多かったですか 2-21仁コ (1)ハイ (2)トキ内タマニ (3)イイエ(

22 危険なことや.場所はわかっていましたか 2-22仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ，タ 7 ニ (3)イイエ(

23 遊びに行く此帰る時間は決めていましたか 2-23仁二] (1)ハイ (2)トキドキ，タ7 ニ (3)イイエ(

どあいさつ(おはよう.おやすみ，ありがとう.いただきますな 「一一一寸
24. ど)がよく言えましたか 2-24 し一~ (1)ハイ (2)トキドキ，タマニ (3)イイエ(

25 名前を呼ばれたらキチント返事をしていましたか 2-25仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ.タマニ (3)イイエ(

26 親や先生同~tまれた ζ とは.よく理解して行動していましたか 2-26仁二コ (1)ぺ (2)トキドキ.タマニ (3)イイエ(

27 幼児語でなく Eしい言葉で話しましたか 2-27仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ(

28 簡単な質問や応答.報告はできていましたか ト 28仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ(

29 絵本や童話を読んであげると筋がわかって吋 Uこか 2-29仁コ(1)ハイ (2)r 4-凡打ニ(制作(

30 なぜ.どうしてなどの質問が多かったですか 2-30仁二コ (1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ(

31 自分で体験したζ とを人にうまく話せましたか 2-31仁コ (1)ハイ (2)トキドキ.タマニ (3)イイエ(

32 人が話している時.黙って聞けましたか。 2-32仁二コ(])ハイ (2)トキドキ，タ7 ニ (3)イイエ(

33 絵本，師.紙芝居には興味がありましたか 日 3仁二コ(])ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ(

)歳乙ろ

〉成どろ

)歳どろ

)歳ごろ

)歳ζ ろ

)歳どろ

)歳どろ

)歳とろ

)歳どろ

)歳ζろ

)歳どろ

〉歳どろ

)歳ごろ

)t混とろ

)歳どろ

)歳どろ

34 闘や友達.外でのできどとを自分から進んで話したがりましたか 2-34仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

35 お母さん自身，何かの楽器を弾くことはありま七たか

36 お母さんとー絡に童唄を聞いたり歌ったりしましたか

37 何か楽総を弾くことができましたか

38. rthl1:好き嫌いを示すことがありましたか

39. 111111:合わせて散ったり，ハミンクしたりする/Jでしたか

40 音の~:j~ 、低いや強弱がわかりましたか

2-35仁コ(])ぺ (2)トキ同タマニ (3)イイ工( )歳どろ

ト 36仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

2-37仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ，タ 7 ニ (3)イイエ( )歳ζ ろ

2-38仁二コ(1)ハイ (2)トキ凡打ニ (3)イイエ( )歳とろ

ト 39仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ，タマニ (3)イイエ( )歳どろ

2-40仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タマニ (3)イイエ( )歳どろ
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41 空箱， リボン， f后等を使って何かを造る乙とが好きでしたか

42 おもちゃにすぐ飽きてしまう方でしたか

43 おもちゃプレゼントなと〉止められれば(求めれば)与えて(与え
られて)いましたか

44 買物iζ言って駄々を乙ねて困る乙と(倒らせること)が多かった
ですか

45 家の中で植物や動物lζ親しんでいましたか

46. 公園.遊間i也.植物園IC行くことが多かったですか

47. 動物園iζ行くことか多かったですか

48. 美術館.博物館iζ辿れて伐Eれられて)行くことが多かったですか

49 野外 (1[1. 川.海なと")IC述れtJiし(辺!れtUされ)て行く乙とが
多かったですか

50. 粘土制IJ工や折り紙紺l工などの制11工を長後まで作る方でしたか

51. 自分で物語を考えたり名前を付けたりして製作物を作る乙とがよ
くありましたか

52 その作った物を遊びlζ発展させていましたか

2-41 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ，タ7ニ (3)イイエ( )歳どろ

2-42 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ 7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

2-43 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.9<'=- (3)イイエ( )鎌どろ

2-44 仁二コ(1)ハイ (2)トキ i、キ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

2-45 仁コ(1)ハイ (2)トキドキ.9<'=- (3)イイエ( )歳どろ

2-46 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タマニ (3)イイエ( )歳ごろ

2-47 仁二コ(1)ノ、ィ (2)トキドキ.9<'ニ (3)イイエ( )歳ごろ

2-48 仁二コ(1)ハイ (2)トキド牛.タマニ (3)イイエ( )歳とろ

2-49 仁コ(1)ハイ (2)片山7 ニ (3)イイエ( )歳ζ ろ

2-50 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳乙ろ

2-51 仁二コ(])ハイ (2)トキドキ.タ 7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

2-52 仁二コ(1)ハイ (2)トキ内タ7ニ (3)イイエ( )配ろ

53 作品を辰後まで作り上げた時ほめて(ほめられて)いましたか 2-53 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タマニ (3)イイエ( )歳ごろ

54 円 脱出tM-包丁.トンカチ)は意識して使わせ 2-54 仁コ (1)ハイ(釦牛山7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

55 品川信託務長官の あるものを(大人の子日仁コ(1)ハイ (2)片山マニ (3)イイエ( )歳どろ

あなたの家では虫や動物を育てるために，子どもICtI!誌をさせ l一一一一寸
56. V(世話をし)ましたか 2-56 Lー--.1(1)ハイ (2)トキドキ，タ7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

57 空の背さや雲a 能 i挑める機会は多かったですか 2-57 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキj マニ (3)イイエ( )歳ごろ

58 家で植物を育て.観察した乙とはありますか 2-58 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.9<'ニ (3)イイエ( )歳ごろ

59 物の大きさや形の違いは分かっていましたか 2-59 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タマニ (3)イイエ( )歳どろ

60 雨のEIでもよく外叫たがる方でしたか 2-60 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ，タ7 ニ (3)イイエ( )歳どろ

61 物と数が一致して数えられましたか 2-61 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.9<'ニ (3)イイエ( )歳どろ

62 いつも決まった時間ICI人で起きられましたか 2-62 仁二コ(])ハイ (2)トキドキ.タマニ(3)イイエ( )歳ζ ろ

63 お母さんがいつも起こしましたか 2-63 仁二コ(1)ハイ (2)トキ同タマニ (3)イイエ( )歳ごろ

64 遊具を利用する!順番を守らせる(守る)ようにしていましたか 2-64 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキJ マニ (3)イイエ( )歳乙ろ

65 自分の物と他人の物の区別はできていましたか 2-65 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキj マニ (3)イイエ( )歳ごろ

66 日頃役割を与えさせて(与えられて)いましたか 2-66 仁二コ(1)ノ、ィロ)トキドキ.9<'ニ (3)イイエ( )歳ごろ

67 寝る時自分の服は畳む習慣をつけ(つい)ていましたか 2-67 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ，タマニ (3)イイエ( )歳どろ

68 先生やお母さん.友達との約束は守れましたか 2-68 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

69 して良い乙と.惑いことの副IJはできていましfこか 印仁コ(1)ハイ(加キド山ニ (3)イイエ( )歳どろ

70 いつも嫌がらないて保育問や幼稚園Ic行っていましたか 2-70 仁二](1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

71 邸時お母さんと同じ部屋で寝ていましたか 2-71 仁コ(1)ハイ (2)トキドキ，打ニ (3)イイエ( )歳ごろ

72 食事の時五IJはいつも決っていましたか 2-72 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキj マニ (3)イイエ( )歳ごろ

73. ~.M時必ず行先を言って出かけましたか 2-73 仁二](1)ハイ (2)トキ内タ7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

74 お手伝いをすると.乙ほうびか何かを貰う習慣がありましたか ト 74 仁二コ(1)ハイ (2)トキドキ.タ7 ニ (3)イイエ( )歳ごろ

75U議 2dZE53習を聞もらうと主人公になっ M日 5 仁コ日山)

7祁6 家ではいつも花耐カが亘飾つてある方でしたか 公日7祁6 仁二コ (ω1υ)いハぺイ (ω2)ト同キド件キ.9夕7下ニ (3)1創)1イイいエ( )鴻歳ζろ
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ソビエトのピオネールキャンプに関する研究

里見悦郎

{東海大学大学院)

ソビエトのレクリエーション。活雇通.組織.

1 0 まえがき

ソビエトにおける青少年の課外活動を考える

時、コムソモールを頂 点 に 整 然 と 組 織 さ れ に ピ

オネール、アクチヤブ リャータの児童、青少年

を対象とした課外活動組織を無視することはで

きない。特に 10歳から 15歳までの身体的、

精神的成長にとって重 要な年齢にある少年少女

を対象としたピオネール組織はソビエトの教育

制度とその思想の上でも、最も特出した組織と

見 ることができょう。

本研究の目的はソビエトの少年少女の課外活

動組織として知られ るピオネール組織が創設後

わずか 60年という短い期間に急速に成長した

要因について考察を加えるとともに、ピオネー

ル組織の活動の中でも最も大きな意義を持つと

されるピオネールキ ャンプについて、この西欧

諸国と異なったキャ ンプの形態がソビエトに発

達したその要因と必 然性について、ピオネール

組織の創設の歴史的 背景とピオネール組織の諸

活動を支える社会的背景について考察を加え、

ソビエトにおけるピオネールキャンプの意義を

明らかにしていくことにある。

高橋和敏

(東海大学)

遅れた国家であった。革命前のロシアは全国の

賃金労働者 1000万人のうち、 250万人が

婦人と氾童で占められ、 5-6歳の鬼童が 17 

時間前後のタ働を強制されていた。このような

児童は全体の 90パ ー セ ン ト に も の ぼ っ た 。 教

育を受けることができだのは、わずか 10パー

セ ン ト あ ま り の 子 ど も だ け で あ っ た 。 そ の 結 果 、

ロシア国民の 73パーセントが文盲であった。

当時のヨーロツパ諸国の文盲率はフランス 15 

パーセント、イギリス 8パーセント、ドイツ 7

パーセント、それと佑べるとロシアの文盲率は

き わ め て 高 か っ た 。 さ ら に 、 幼 児 の 死 亡 率 は 、

1 900年代 25 ，2パーセント、 1910年

2 7，1パーセントと高率であった。この背景

には、国民の多くが十分な教育を受ける機会も

与えられなかったために、最低限の保健衛生の

知識をも持つことができず、そのため、多くの

子 ど も た ち が チ フ ス な ど の 伝 染 病 で 生 後 間 も 無

く 、死んでいったのをロシア人は見てきたので

ある。今日、ロシア人が子どもたちに寄せる深

い愛情のその根源に、革命前なんら教育を受け

る こ と が で き な か っ た が た め に 、 彼 ら が 体 験 し

て きた悲劇を湾び繰返したくはないという固い

2・考察 決意がロシア人の中に生きつづけているためで

ソビエトの少年少女 の課外活動組織ピオネー はないかと思われる。さらに、このロシア民衆

ルは、現在 10歳から 15歳までのソビエトの の体験がロシア革命後、次々に出された教育政

周 章のほとんどすべて が 所 属 す る 巨 大 な 組 織 で 策に反映されることになった。

ある。殴米諸国を見渡しても、一国の児童のほ 1 9 1 7年 10月 25日のロシア革命の後、

とんどすべてが所属している少年少女の組織は ロシア国民の教育と保健衛生の知識の普及はソ

このソビエトのピオネール組織を模範として作 ビエト政権の最重要課題の 1つとなった。

くられた東欧等の社会主義国の組織を除いて、 1 9 1 9年 3月、ロシア共産免第 8回大会は

ほとんど例がない。 ソビエトの教育制度の基本的原則として、無償

この ソ ビ エ ト の ピ オネール組織の活動はソビ 義務制の学校教育の実施が決定された。さらに、

エト共産党の強力な保 護 と 労 働 組 合 の 援 助 に よ レーニンはこの年、赤の広場で青年と子どもた

って成立ってれる。次に、ピオネール組織創設 ちを集め、 「子どもの組織は共産主義者を教育

の歴史的背景を通して、ソピエトがピオネール する長適の方法である J(1) と演説した。同年

組織を創設しなくてはならなかった必然性とピ 1 2月 26日、レーニンは文盲綬絡に関する布

オネール組織の急成長の要因について考察する占 告に署名、 8歳 か ら 50歳までのソビエト国民

1 )ピオネール組織創設の歴史的背景 は ロ シ ア 諮 か 民 族 語 で 読 み 書 き が で き る よ う に

1 9 1 7年 10月 25日、ロシア革命の結果、 なることが義務づけられた。

レーニンの指導の下に共産主義を目指すソビエ 192 2年 5月 18日、ロシア共和国コムソ

ト社会主義共和国連邦 が 誕 生 し た 。 モール第 2国会議はレーニンの演説に応え、子

革命直前のロシアは当時の西欧諸国の中でも ど もの共産主義運動の単一組織「スパルターク

最も社会的にも、政治的にも、さまざまな面で 記念ピオネール組織 Jの創設を正誌に決定した。
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この年 の末にはピオネール隊員は約 4千人とな

り、さらにモスクワのハモブニキ区に初めてピ

オネール の家が創設された。

192 0年伐の初期に次々に打出した理想主

義的な教育政策{国家はすべての生徒に、食物、

衣服、学用品を無糾で提供する等)は第 1次世

界大戦によって荒魔したソビエトにとって、そ

の実施は不可能であった。

1 923年 8月、人民委員会は初等義務教育

を全国に導入する決定を行っていたが、 192

1年に は小学校の数は 7万 6千から 8万 2千校、

生徒数は 600万から 680万人と推定されて

いたが、 1922年 4月には学校数 6万 8千に

落ち、 同年 12月には 5万 5千校に、 19 2 3 

年 10月 には 4万 9千校、生徒数は 370万人

へと減少していた。

誕生したばかりのソビエトは西欧諸国の干渉

を 受け、さらに園内の 外 国 資 本 は 国 外 へ 撤 去 さ

れ、資本は不足し、農産物の生産も減少するな

ど 、 ソ ビエトは国家主主亡の危機にあった。この

ような状祝下において は、ロシア国民がソビエ

ト政権に期待していた教育政策も後退せざるお

えなかった。 1923年初め、人民委員会は教

育のすべての段階に授教糾を導入する決定を行

った。 この結果、共産主義教育の基本的原則、

無償の義 務教育は撤回 されることになった。

無償の義務教育の撤 回、それは世界で初めて

誕生した社会主義国ソビエトにとってたとえよ

うのない屈痔であったろう。この無償の義務教

育の撤回という事態に対して、ソビエトが取っ

た政策は、 1922年に設立されたばかりのピ

オネール組織の利用であった。すなわち、ピオ

ネール組織はレーニンの教えを将来のソビエト

の建設者となる若い少年少女に伝え、さらに、

ソビエト国民としての 自覚を持たせることであ

る。このピオネール組織は教育省管理下にある

学校制度とまったく別の組織であり、その指導

はソビエト共産免の下にあるが、ロシア革命後

ソビエト政権が立てた 無償義務教育制度が国家

財政上の問題で、その実施が不可能となった今、

ソビエ トの将来を担う子どもたちを集め、教育

を施すことができるのはピオネール組織を除い

てほかになかった。その結果、ピオネール組織

はレーニンの妻クループ ス カ ヤ ら の 教 育 学 者 の

後援を受げるとともに、共産免による強力な子

ど もたちの加入運動が進められた。すでに、 1

922年にピオネールの少年少女の活動の揚と

してモスクワに開設されていたピオネールの家

は 、レーニシの教えを 子 ど も た ち に 伝 え る 思 想

教 育の揚としての一面 と 子 ど も た ち の 義 務 教 育

を補う知的活動の揚としての面を合せ待つこと

になったと考える。現在、ピオネール組織はピ

オネールの家、あるいはピオネール宮殿と呼ば

れる総合施設を持ち、それらは芸術活動、スポ

ーツ、文学、歴史、数学、税学などの種々な分

野 のサークルを設け、子どもたちの関心に応じ

て、自由に参加し、その知的欲求を満足させる

揚を提供している。さらに、少年自然観察ステ

ーション、少年技術者ステーションなどより高

度な知識をピオネールの子どもたちに教える専

門分野別の活動拠点を設置し、そこには労働組

合から派遣された熟練労働者や税学者、あるい

は大学、研究所から教員が派遼され、子どもた

ちの指導を行っている。このような教育機関と

してのピオネール組織の役割が 19 2 2年の教

育政策の失敗が原因となって、新たに備わった

と考えられよう。

無償義務教育が実施されない以上、ソビエト

の 子どもたちの多くは義務教育を受ける機会を

奪 わ れ て し ま っ た 。 し か し 、 教 育 省 の 義 務 教 育

学校にかわって、無償の教育がピオネール組織

で実施されることになり、ピオネール組織への

国民の関心と理解は急送に高まったと考える。

それは 1922年のピオネール組織創設時に、

ピオネール隊員はわずか約 4千人であったのが、

翌 19 2 3年には 7万 5千人に急増した ζ とを

見ても裏付けられよう。 19 2 4年、レーニン

の死去によって、ピオネール組織はその名私を

レーニン記念会ソ連邦ピオネール組織と改めた。

1 9 2 6年 11月 12日子ども技術研宛所が設

立された。これはピオネール組織の教育機関と

しての役割が一層高まったために、ピオネール

の 課外教育施設での技術教育の指導法を研宛す

る ために設立された施設であった。この年ピオ

ネール隊員は 18 2万人と激増している。当時

も、子どもたちのピオネール組織への加入は法

的 な強制力を持つものではなく、子どもたちの

自由意思にもとずいての加入がな苫れていたこ

とを考えても、ピオネール組織の教育機関!とし

ての役割が子どもたちのピオネール組織への加

入の 意 欲 を 高 め る 一 因 と な っ た と 考 え る 。

この後、 1930年ソ連邦閣僚会議において

無償義務教育制度の実胞が決定された後、義務

教育学校は教育省の定めた義務教育カりキュラ

ムのみを教える揚となり、ピオネール組織は子

ど も た ち の 興 味 と 関 心 の あ る 分 野 の 活 動 の み を

教える揚とその役割は閥礁に分けられ、ピオネ

ー ル 組 織 の 教 育 機 関 と し て の 役 割 は 、 教 育 省 の

管理下の義務教育制度と互いに、その役割を締

い合うシステムへと発展していった。 1962 
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年にはピオネール組織 は 創 設 40周年記念を祝 ア 人 に と っ て 四 季 の 変 化 と は 自 然 界 の 巨 大 な エ

して、レーニン勲章が授与された。 19 8 0年 ネ ル ギ ー の 下 に 人 聞 が 置 か れ る こ と で あ り 、 そ

創設 60周年記念を迎えたピオネール組織は 1 の意味でロシア人は自然に支配されていると言

9 8 5年には全ソ逮邦に 2千万人の隊員をかか える。このような自然の支配の下に生きるロシ

える巨大な組織へと成長した。 ア人にとって自然とは支記者であり、その下で

このようにソビエトのピオネール組織が共産 は人間がいかに小さな葎在であるかをロシア人

免の思想教育機関としての役割のほかに、教育 は鶏世代にも渡って学び、さらに、それはロシ

省管理下にある義務教 育機関を補う役割を革命 ア 人の国民性に大きな影響を及ぼしたのであろ

直後の教育政策の失敗の 結 果 担 う こ と に な っ た う。

ことがピオネール組織が短期間に成長した要因 このようなロシアの自然といった観点から「ロ

の 1つとなったと考えられよう。 シア人の日常生活をみていると、教育や体制td.

どといったレペルでは説明できない性絡が浮び

2 )ピ オ ネ ー ル キ ャンプ あがってくる。驚くほどの忍耐力、度はずれの

ピオネールの活動の揚にはピオネールの家、 親切心と客好き、どうにもならないほどの自己

ピオネール宮殿、ピオ ネールキャンブ、少年自 主張、劣等感と貴族趣味などが自につく、これ

然研究者ステーション 、少年技術者ステーショ はみなきびしい自然のなかで生きなければなら

ン、旅行ツーリストステーション、鬼重音楽芸 ない人間の知恵やヨーロッパの文化から遠くへ

術学校等がある。いずれもピオネール隊員であ だてられた国の歴史が長い年月をかけて生みだ

る少年少女の自主的な 関心によってその活動が したものだろう J(2)と 恩 わ れ る 。 い ず れ に せ

選択できるように、そ れぞれの施設には種々な よ自然がいかに人間の生活や性格に影響を与え

サークル活動が用意されている。これらの施設 てきたかが察知できょう。しかし、この反面、

の運営 と管理は必働組合の支援と協力によって いかに人間の生活と性格に自然が大きな影響力

行われている。これらの種々なピオネール活動 を及ぼすかを知っているのはロシア人自身では

の中でもピオネールキ ャンプは特に重視されて あるまいか。ロシア人は春の到来と同時に、そ

いる。次に、ソビエト においてピオネールキヤ れまで家に閉込もっていた生活から、いっせい

ンブが重視されあ要因について、考察を加えて に屋外へと出る。老若男女関わず、人々はから

行きたい。 だ い っ ぱ い に 目 先 を 浴 び よ う と す る 。 野 山 へ と

ロシア人 の 生 活 鋭 、価値観、人生観を考える 木々のこずえから青々とした若築の吹き出るさ

時、ロ シ ア の 自 然 を 無視することはできない。 まを見に出かける。ロシア人はからだで春が来

ロシア人の生活にとっ て自然の及ぼしてきた影 たことを感じとっているのだろう。幼い子ども

響 力は我々日本人にとっ て 想 像 を 絡 す る も の が をつれ、森林へ木のこを取りに多くのロシア人

ある。 が出かける。これは帝政ロシア時代からのロシ

ロシアの四季の変化は臼本の四季の移り変り ア人の数少ない楽しみのーワであった。ロシア

の よ うに、おだやかな情緒のあるものではない。 人にとって、古来野外活動の意義とは、春とな

1年の内、 10月から 4月まで続く長く厳レい り、厳しい冬の猛威が去っているつかの閲に、

冬は日本のそれとは違い、ロシア人の生活すべ やさしい自然のふところに入り込み、身を委ね

てに厳しい制約を与える 。 ロ シ ア の 冬 は 10月 ることによって、自然の鼠を身心で受け取るこ

のある日、突然到来し 、ロシア人の生活のすべ となのであろう。ロシア人は長く厳しい冬を生

ての環境を一変してしまう。気温はある日突然 き、そして、それを迎える術としての野外活動

マ イナス 30度へと劇的に下がり~日の出は午 の大切さを身をもって代々受け継いできたので

前 9時、日の入りは午後 4時と日中の活動時間 は あ る ま い か 。

は大幅に 制限される。一方、ロシアの春は 4月 191 7年のロシア革命の後、清政ロシアの

突然到来する。またたく簡に春はロシアの町を 支聞から開放されたロシア国民の生活観と自然

席巻し、冬を追い出す。 10日もしない内に町 観はその後のソビエト政権の教育政策へも強く

の 中 から冬は消え、木々のこずえに若葉が吹き、 反映したと思われる。 1920年伐の教育政策

町中の公園には春の花々がいっせいに咲きほこ の失敗によって打ち出されたピオネールの教育

ろぷ、日本のようにお だ や か な 四 季 の 移 り 変 り 組織としての役割は共産主義の思忽教育とのー

の申で生活する我々日本人にとって四季の変化 体化へと進み、それは労働を通しての教育へと

は楽し みなものである。その意味で日本人は自 発展したと考える。 1920年から 19 5 0年

然とともに生きていると言える。しかし、ロシ 伐のソビエト国家建設期の資金、物資、さらに
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人事才の極度に不足した時代にピオネール組織が

教育の揚として見い出し たのは、正に、ロシア

の大自然に子どもたちの身を委ねさせ、その寝

か な自然の中で子どもたちの模範となるべき若

い青年労働者の指導の下に、子どもたちに共同

生活の揚を与え、自主的な労働活動を過し、将

来のソビエトを担う子どもたちに必要とされる

社会主義的な思想性と社会生活の原則を教える

ことであったのだろう。それは精神的にも、身

体的にも 成熟した模範的な青年男女の労働者を

ピオネール隊長として採 用 し 、 教 秘 書 の 上 で 子

どもたちが知っている知識としての模範的なソ

ビエト国民像に対して、自然の中で優秀な労働

者であり、現実にソビエトを担っている青年と

労働を通してふれあい、共 同 生 活 を 営 む こ と に

よって、少年少女と青年数働者との心に血のか

ょった交昔話をもたせようとしている。ピオネー

ルキャンプでの子どもた ちの活動と行事は当初

の 銭働活動中心から、子ど も た ち の 関 心 と 興 味

によって選択できるように種々な分野の活動が

用意されるようになった。各分野ごとに専門家

が労働組合から派遣され、ピオネールキャンブ

は子どもたちにとって、より自主的な活到を営

むことができる揚へと改善 さ れ て い っ た 。 一 方

、このピオネールキャンプ は 実 際 に ソ ビ エ ト の

社会を建設している労働者大衆が銭働組合を通

じて直接子どもたちとふ れあい、彼らが理想と

する人聞を育てることができる揚を提供するこ

とになった。この意味で ピオネールキャンプは

大人と子どもたちとの貴重恩疏通、交流の場とし

て重要な役割を果すことに なっ たと 考え る。

ピ オ ネール組織の活動は財政難のソビエト政

権の手から~働組合の手に移され、ピオネール

活動に必要な物資と人初はすべて労働組合の援

助によって提供され、そ の 後 ピ オ ネ ー ル キ ャ ン

ブの組織 は 強 働 組 合 が 地域の教育施設、文化・

身 体活動の施設を全面的 に 援 助 す る シ ェ フ (;後

援団体)制度となって確立し、現在にいたった。

このようにロシア人の 伝統的な野外活動と共

産主義の思想教育活動とがピオネールキャンプ

といて合体し、広く国民 の支持を受けることが

できたが放に、労働組合は毎年、多額の資金と

人材をピオネール組織に 投 資 し て き た 結 果 、 ピ

オネールキャンプをはじ め と す る 多 く の ピ オ ネ

ール の施設がソビエト全 土 に 普 及 し た と 推 測 で

きょう。

3 .まとめ

1 9 2 2年、わずか 4千人から始まったピオ

ネール組織は創設後 64年を経た今日、隊員数

は 2千万人に達し、ソビエトの少年少女のほと

んどすべてをその組織に抱えることになった。

正に、ピオネールはロシア革命以来 70年をか

げでソビエトが作り上げた巨大な少年少女の組

織と 言 え よ う 。

このピオネール組織のソビエト社会に果す役

割、さらにはその活動の 1つピオネールキャン

プの目的について、従来共産主義思想の教育組

織としての 1面が強調して説かれてきた。しか

し、本研究は従来の思想教育の角度からの考察

のほかに、ソビエトの教育史、文化史、経済史

の角度からピオネール組織の発展の歴史を見な

おし た結果、従来の思想教育としてのピオネー

ル 組織の解釈の外に義務教育を徳助せざるおえ

ない立場にあった歴史的必然性がピオネール組

織の急激な発達の一因としてとらえることがで

きるとの仮説を得た。さらに、義務教育の代用

的 役 割 を 果 す ピ オ ネ ー ル 組 織 の 活 動 の 指 導 を 経

済的破綻の縁にあったソビエト政権から、労働

組合が講負った結果、ロシア人の文化的、思想

的基盤であるロシア人の自然観がピオネール組

織の活動に強く影響を与え、それがピオネール

キャンブという大自然の申での強働活動を通し

ての思想教育というソビエト独自のキャンプ活

動の形態をとった思想教育のシステムが生まれ

た との仮説に至った。

本研究はソビエトのピオネール級織の活動の

1っピオネールキャンプについて、その脇立過

程を中心に仮説を立てるにとどまったが、今後

ソビエトの青少年の諜外活動とそれを支える社

会制度を朗らかにするため、さらに研宛を進め、

ソ ビエトのレクリエーション活動の宛明に努め

ていきたい。
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1尼重量ヰニャユ/τrCT:>孝R吾雪「白勺究IJ多罷 4こ問題 τ.，...ξ 〉一一石持多宅

一自主性診断検査<DT1 )からみた自主性の効果を中心としてー

野外教育・客観テスト・測定評価

1.はじめに

学校及び祉会の中で、野外活動{特にキャンプ)が盛ん

に行われるようになったのは、間利31年に、文部省から

[青少年野外活動の奨励についてJという通達が出されて

からである。

青少年を対象としたOrgani zed 何回p(集団で組織的に行

なわれるキャンプ)は、一般に教育キャンプと解され、

「総合教育の湯Jとしてその意義が重視されている。しか

し、我が固におりる教育キャンプの形式U、欧米等のキャ

ンプに比べ、比較的短期閣のキャンプが主流を成している

ことから、その耳目闘の中で教育効果の多くを期待するのは

不可能と思われる。また、 1泊2日から3泊4日といった

短期キャンプにおいて、どの鎌な効果がどの程度期待でき

るかについても不明である。ところが、短い日数のキャン

アにもかかわらず、今日までの閥、キャンプが粧会の申に

定着し、実ttされてきているということは、何らかの効果

を期待しているからに他ならない。
1) 

文部省より出された『教育キャンプ指導の手引』 によ

ると、 「教育キャンプは、{可にもましてキャンパーの自主

性と創造性の重んぜられるところ…jとされている。

また、キャンプに関する文献等において、自主性は、一

般に教育効果が期待できるとされτいることから、 「自主

性jに焦点を当て、研究の題材として取りあげた。

これまでの研究のうち、キャンプの効果としτ自主性を

客観的に捉えた研究は、訟田ら引の他ほとんど見あたらな

ぃ。ー 3)
怠本り は、キャンプの機能について、自信をもって行

動する 友人関係，自立性などに効果があるとしている。
、!)

井筒り は、観は子供の自主性が伸びることを期待してキ

ャンアに参加させている割合が高く、キャンプ終了3か月

後の調査では、参加者のうち、 27.1%の者の自主性が伸び

ていると報告している。ただし、これらの研究は、あくま

で緩からみたキャンアの効果として自主性を捉えたもので

あり、実際にキャンパーを被験者としたものではない。

しかし、仮りに親の判断が正しく、また、一般的な教育

キャンプにおいて、教育効果を得ることが可能であるとす

るならば、自主性の向上を判断するのに適切な客観テスト

をキャンパーに対して用いた場合、その結果は向上を示す

のではないかという仮説が考えられる。

したがって、本研究では、この点について検鉦するため

に、 3泊4日の青少年キャンプを事例に、キャンプが児童

の自主性に及ぼす効果を実際に参加児童を被験者とし、客

観的検査を媒介手段としτ測定・評価し、さらにその効果

馬絹進一郎 (日本体育大学}

の定着性について検討することを目的とした。ここで明ら

かにしたいのは、次の点である。

課題1) キャンプの体験学習を通しτ、参加児童の自主

性が向上するかどうか。

課題2) 仮りに向上が見られた場合、それは一時的なも

のか、ある程度持続的なものか。

n.研究の方法

1 .調査の内容及び方法

本研究は、キャンプに参加した児童に対し、自主性診断

検査を用いたものと、その父兄に対し、質閥紙を用いた調

査から成り立っている。

それぞれの内容・方法については、表1に示した通りで

ある。

なお、課題2)の検討にあたって砿、キャンプ終了時と3
か月後との悶に、児童置の自然的な発達に伴う要素が介入す

る可能性が考えられることから、あくまで「自然的な発達

の有無jを見ることを白的に、統制群としτ、キャンプ未

経験児童78名を設定した。

2.キャンプの繍要

A'Bキャンプの学習内容は、稲互に共通する部分が多

く、それぞれの学習内容が目標としている点は、頬似して

いる。

班編成は、学年・性別・過去の参加歴及び各人の健康状

況を考慮した上で、各M均等になるように縦割りの編成を

行い、 1班10名前後で構成された a

指導方法はA.Bキャンプともに、①実施主体{指導者}

の指導力を強調する方法、②参加主体(キャンパー}の自

主性にゆだね指導者は助言・徳助を与える方法によっτ展

開され、後者②の方法を強調した。

参加主体の自主性に重点を置いた学習内容は、両キャン

プ共に特に3日目を中心に設定された。

なお、 A・8キャンプは、日本キャンプ協会公認の上級

指導者がディレクターとして配置され、カウンセラーは、

日本キャンプ協会または日本余暇文化娠興会の指噂者賞績

を有する学生が担当し、指導にあたった。

3.父兄用調査用紙の内容

質問艇は、(1)キャンプに対する綴の期待、 (2)キャン

プの体験学習による影響の 2点から構成されτいるa 後者

は主にDTIの各カテゴリーについて、キャンプ後の傾向

を5段階評定法により調査した。
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雲隻 1 言周至皇正0') 1有毛~Nヒて3ワヲ2ま

児 童 に 対 す る 調 査 父兄に対する調査

調査時期 1.キャンプ実施前と実施後 2.キャンプ終了3か月後 キャンプ終了3か月後

1984年の夏期休暇を利用しτ実施された、 l)Aキャンアで被験者となった 5.6年生の Aキャンアで被験者となった 5.6年児童

「自然活動子供村:キャンアJ(日本余暇文 うち、キャンプ実fli前と実繕後におりる検査 の父兄、 92名園

化轟興会主催)に参加した、小学校 5ι年の の回答が有効であった児童92名。

調査対象 児童 145名ー その内訳は、 {実験群とする)

Aキャンア年生50名、 6年生50名 2)S小学校の 5年生44名、 6年生34名の2

Bキャンア年生26名、 6年生19名 クラス:計78名園 (統制鮮とする}

石川勤・藤原喜悦「自主性診断検査 (Dia- 1)実験M:DTIをキャンプ終了3か月後 キャンプ終了3か月後に、 DTIととも

gnostic Test of Independence:DTI) J (金 に郵送して実施した. {郵送法) に調査棄を開封しτ実飽した.

調査方法 子書房}を用い、キャンプ場到着時とキャン {質問組郵送法)

ア終了時の2回実施した。 2)統制i鮮:1回目のDTI実鈍から約3か

{キャンプ地にお付る集合調査) 月後に、再度実施した。(集合調査}

調査期間 1984if 7月 25日~8月 10日 1)実験群:1984年10月 25日~11月30日 1984年10月258~11月30日

2)統制群:1984年10月1日及び12月18日

DTI 配布数 145枚、有効回収数 134枚 1)実験群; 調査票配布数92枚、有効回収数50枚

回収率92.4% DTI配布数92枚、有効回収数52枚 回収率54.3%

回収数等 回収率56.5%

2)統制鮮については、

100%の回収率を得た(78枚). 

4.結果の処理についτ 表 2 被検者全体におけるキャンプ実施前後のDT!-得点の比較

(1)キャンプ実施前と実施後の検定については、検査に

よって得られた粗点{正答数}により、学年別・性別・被

験者全体について t倹定(値休の比較)を用い、比較検討

した。
5) 

さらに、粗点を rOT1 解説j に2毒づき、すべての項

目についてパーセンタイル{以下PR)として算出し、各項

目について30PR以下の者をA群、 40~60刊の者を 8 群、 70

PR以上の者をC群としτ分類し、 A群を各特性または自主

性の低い群、 BI~を中程度の群、 C群を高い群として、各

項目ごとにそれぞれを粗点により比較した。

(2)キャンプ実施後と実施3か月後の比較については、

(1)と陶様に処理した。

ill.結果と考察

1 .キャンプ体験が自主性に及ぼすE影響について

児童に対する調査のうち、キャンプ実施前と実施後にお

It る OTI 得点を比較した結果については、表 2~表 4 に

示した通りである。

キャンプは、教育効果の 1つとして自主性の育成に有効

であるとされτいるが、自主性を本検査に基づいτ分類し

た場合、キャンプを体験することによって、その構成要素

N=134 キャンプ実施前 キャンア実施後

M SD M SD 有意水準

1 自発性 14.66 4.14 :本

2.主体性 14.31 4.04 14.51 4.74 

3.独立性 14.65 3.91 15.43 4.33 キネ

4 自己主彊 12.78 4.23 13.89 4.51 *** 
5 判断力 13.90 3.90 13目 68 3.57 

6 独創性 15.72 4.58 16.19 4.71 

7.自律性 14.51 4.58 15.28 4.87 ** 
8.自己銃器l 14.47 4.54 15.30 4.66 * 
9 責任性 16.54 3.98 17.43 4.44 ** 
10 役割認知 16.12 4.17 16.60 4.29 

自主性 147.66 30.28 153.54 33.86 *** 
• P<.05 ..P<.Ol H ・P<.OOl

がすべて向上するわりではない。表2・表3からわかるよ

うに、主に(1)自発性~ (3)独立性， (4)自己主張，(7)

自律性. (9)責任性， (10)役割認知のような特性が向上す

るといえる。しかも、参加者全体が向上するのではなく、

A群のようにキャンプ参加当初の段踏で、各特性が低かっ

た者に伸び率が高いといえる(表4)。
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表 3 キャンプ実飽前と実施後のDTI-得点の比較

学年目11・性別・全体における有意差 ( t検定による)

5 年 :6 年男子:女子 i全体

1.自発性 *~ド ** :* 
2.主体性

3.独立性 :* :* i** 
4. 自己主~ i**:* :***i :*ネ*
5.判断力

6.独創l性

7.自律性 :* i** i** 
8.自己統制 :* 1* :* 
9.責任性 :** i* i* :** 
10.役割認知 * 

自主性 ***i* ***1** 1*** 
事 P<.05 事本P<.01 ••• P<.001 

低下を示した特性:女子-5 判断力(P<.05)

表 4 キャンプ実施前後のOTI-得点の比較

群別におUる有意差 ( t倹定による}

A 群 B a手 C 群

1.自発性 *** 
2.主体性

3.独立性 *** 
4.自己主彊 *** 
5.判断力 ** 
6.独創l性 * 
7.自律性 ** * 
8 自己統制 ** * 
9.責任性 *** 
10.役割認知 * * 

自主性 ***i** 
本 P<.05 場事P<.01 ・*本 P<.001 

低下を示した特性 :B群 -5. *'11断力(P<.05)

C3宇-5.判断力(P<.OO1)

しかし、総計項目である自主性については、 A務よりは

むしろB群・ C群に向上が認められていることから、キャ

ンプ実施前の段階において、自主性を中程度もしくはそれ

以上に備えていた者の、特に各人の低い部分にdヨりる特性

の伸長に、キャンプが効果的であったと推察される。

したがって、参加当初の段階で各特性が全体的に低く、

自主性がA群に属するような者については、必ずしもキャ

ンプが好t:嘗を及ぼしたとはいえない。このように、総合

的に自主慢が低かった者についτは、指導方法を中心に、

学習内容や日数等、つまりキャンプの質や量による検討を

加え、改善する必要があるといえる。また、一般的な教育

キャンプでは、効果4まあまり期待できないと考える。

学年別の効果に着目すると、 6年生よりは5年生に肉上

を示している特性が多いことから、 6年生に比べ5年生の

1iが、キャンプの体験を筒定的に受砂とめていることが推

察される。

また、男子は特に自己主張に、女子鉱自律仰な銃御l行動

に効果が認められた。

藤原則は、自己主張について「児童期にのいては、友人

集聞に向調しようとする傾向が強まるが、他方、学習や遊

びなどにおいτ他者に優越し、仲間から認られたいという

要求が強くなり、鏡争という形態で自己主援が現われるj

としτいる。このことから、グループ単位の活動や各種の

体験学留の場面が、自己主張の向上に彫曹を与えたものと

思われる。また自己続制について藤原円以、 「子供の発達

段階に応じて適度に成功休麟を持たせ自信をつりるように

養育することが、自己制御の順調な発達にとコて必要であ

るjとしτいることから、キャンプの各場面にBりる成功

体験や集団の規律を守ること、自分のことは自分の力でや

りぬくこと等を協調したカウンセリングが、自己続"J・自

律性に好影響を及ぼしたものと推察ーされる。

これまで£述べた自主性{各特性}の向上は、キャンパ

ー各人がキャンプ体験をもとに、それぞれの内省によって

捉えた結果と判断することができる。当然そこには個人差

や学年差が存在するものの、キャンアがきっかりとなった

変容に他ならないと考えられる。したがって、結果4こ示さ

れた有意差は、キャンプにおりる指導の効果またはキャン

アが有する独自性による効果{栂乗効果}と判断すること

ができる。

2.キャンプ体践によって得られた自主性の持続性

について

実験群について、キャンプ実施後と実施3か月後に宿り

るDTI得点を比較検討した結果、 5年生の自発性に低下、

責任性に向上がそれぞれ認められたのみで(P<.05)、6年

生，男子，女子.全体にのいては、有意差は認められなか

った。一方、統制群は、 6年生の自発性、全体の自律性に

関し発達が認められたが(P<.05)、それ以外の特性につい

ては、 3b¥月という過程では発達が認められていない。

すなわち、以上の結果より、キャンア終了時におりる自

主性の褒容は、検定結果からは一時的な効果ではなく、 3
か月聞は持続されていると雛測することができる。

また、 5~生の責任牲とA群の役割認知については、 3

か月後さらに向上が認められていることから、キャンプの

刺激がその後の日常生活に好影響を及ぼしたものと推察さ

れる。

3.親からみたキャンプ体験後の子どもの変容について

キャンプに対する線の期待及び参加させた厳大の理由に

ついては、回答が分散したが両者の上位に共通した項目が

みられた。特に重量加させた最大の理由については、 1伎と

円
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IV.まとめ

3泊4日のキャンプ体験は、キャンア参加当初におりる

キャンパーの特に低い特性を伸長することに、有効に繍能

したといえる。

総合的な自主性の向上は、参加当初に中程度以上の自主

牲を持ち合わせていた者でなげれば、期待できないといえ

る。

キャンプ体験によって得られた自主性は、キャンプ終了

後3か月聞は、日常生活の申においても持続されていると

考えられる。特に役割認知は、キャンプ後に効果が期待で

きる特性であることが雛祭された。

3位の項目の聞で差が認められていることから(P<.05)、

観は共同・協調性が量産われる、友だちができ，つき合い方

を覚える等を主な期待として、参加させていることが錐測

される。 3位以下の項目は、自主的行動が身につく、自然

の理解・.好心が襲われる、外交的な性織になる等であっ

た。また、これらの参加させた最大の理由について、 H%
-JT\..~fH'~ ...;~.~ "， nr~8) の観が効果を認めている。」の結果は、井筒らの研究 と

一致するところが多く、線は何らかの教育的意図を持って、

キャンプに子どもを参加させていることがうかがえる。

親がキャンプ後に、子どもの日常生活の観察を通して向

上を認めた自主性の特性について紘、表5に示したように、

役割認知のみといえる。

V.今後の標題

キャンプによフて得られる効果は、自然環境下におりる

体験学習の内容や指導者及びその指理事方法によるところが

大であると考える。しかし、本研究の範聞からは、自主性

に影響を及ぼした要因までは明らかにすることができなか

った。

また、参加時点においτ自主性が特に低かった者に、総

合的な自主性の向上が認められなかったという点も不明で

ある。

したがって、今後は以上のような点を究明するとともに、

観察法等の手法も加え、教育効果の検討を計りたい。岡崎

に参加者の能力に合わせたキャンアの在り方も倹討される

必要があると考える。

緩から見たキャンプ体験後の子どもの

自主性の変容について

表 5

D. K. 
2 

8 

2 

4 

10 

8 

4 

6 

4 

6 

0 

本 P<.05
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1.自発性 60 38 

2.主体性 48 44 

3.独立性 46 52 

4 自己主強 42 54 

5.判断力 38 52 

6.独創性 38 52 

7.自律性 36 58 

8.自己続事 40 50 

9.責任性 58 38 

10.役割認知 60ーが一一32

自主性 58 42 

数字は%を示す

1)文部省編 『教育キャンプ指導の手号IJ P.5 1956 

2 )松田誠一・飯田稔 「キャンパーの自主性育成に関す

る研究J 日本体育学会第34回大会号 P.605 1983 

3 )倉本満枝・飯田鶴・他 「キャンプ重量加者の縄線の意

識について j日本体育学会第34回大会号 P.682 1981 

4 )井筒次郎・他「子どものキャンプにおりる教育的効果

に関する一考察ーその学習内容の質と量について-J
日本体育大学助手会研究報告第2号 P. P61・71 1983 

5 )石川動。藤原喜悦共著 『自主性診断検査解説』

金子書房 P. Pl-17 1983 

『新・教育心理学事典』

金子禽房 P.315 

f児童臨床心理事典』

岩崎学術出版社 P.246 

注記・ヨ1m文献

向上した、やや向上した

変わらない

やや低下した、低下した

わからない を示す

なお、+は

±は
ーは

D. K.は

1977 

1983 

6}依田新監修

7)内山喜久雄監修
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4} 8 )井筒前掲書

その他の特性については、+と士の胞に差が認められな

かった。

役割認知については、子どもの自己評価においても、 3
か月後の諦査で向上が著しい特性である。

つまり、観は顕著に向上が見られた特性のみ効果を認め

ていることから、家庭場面に限定された親の観察には限度

があり、子ども自身の内省部分にかかわる傾向までは、通

礁に捉えることができないものと推察される。

したがって、主に家庭場面から捉えた親の野価と検査結

果の両者からキャンプの効果を検討するならば、特に俊郵l
認知については、キャンプの刺激が好影響を及ぼし、キャ

ンプ後の日常生活の中において、最も効果が期待できる特

性であると判断される。



キャンプ期間についての基礎的研究
一中学校教員の意識の分析一

0福 m 芳l'lIJ li 林正降 雨見彰
(大|坂体育大学) (大阪社会体育専門学校) (院1~!j保育専門学校)

学校キャンプ・キャンプlV1IllJ. ql学校教員

はじめに

知識偏重による詰め込み教育、受験教育などと呼ばれる現

在の教育環境が指摘される一方、「ゆとりある充実したj教育

の必要性がH呼ばれている。学校教育の過密なカリキュラムを

解消し、学習内容を豊かにするために自然のふところで{'I'11I1

と寝食を共にし、直接的な生活体験、学習がWJ待できる教育

環境として学校キャンプがあげられる。そしてこの学校キャ

ンプは、様々な野外活動を総合的に実践でトきる場としてとら

えられ、学校におけるレクリエーション活動の中で重裂な位

置をしめるものと思われる。

スキー・登山等をメインプログラムにした野外活動行事の

増加、文部省の自然教室雌進事業、セカンドスクール情処!な

ど、最近では、学校教育における野外活動の重裂性も改めて

見直されてきている。r，ili同は、デルファイ法を用いた小・ ιt，
学校における野外教育についての将米予測で、 1987年頃には

学習指導嬰領に野外教育が[9J文化され、 2000年頃には、多く

の学校が野外活動を取り入れていることを予測している。 1)

これらの活動をさらに拡充するための問題点として、プロ

グラム・指導者・施設・管坦!i而等が指摘されている。 2):n 

指導の現状として、実施校の教員にその企画・ iili営をゆだね

ている学校が多く、その成否は教員に負うところが大きいと

いっても過言ではない。また学校キャンプの実施lUJ問として

は、中学校の場合、種々予の理山で 1il'12日に限定されている

のが現状で、移動に大半の"年間を貨やし、実施プログラムも

野外炊事・ハイキング・キャンプファイヤーなどの画一的な

いくつかのものにかぎられている。飯Hlは、移動に費やすl時

11¥1、経費、子ども遠の環境への適応という点から 4iEI5日が

効*的な学校キャンプのJomnであり、アメリカにおいてはほ

とんどが4泊 5EJ で実施されているとしている 3) もう 1~

2泊でも学校キャンプのl!iJlllJを延長することが可能であれば、

その教育的効果・レクリエーション活動の拡充も今以上に望

めるものとおもわれる。そこでみ;研究の目的は、学校キャン

プのWlII¥Iを規定する裂回について、 I1'学校教員を対象とし、

その意識のWiから考察を加lえ、学校キャンプのJ~l間延長の可

能性をさくするとともに、キャンプのJYJII1Jを考える 1:での基縫

的資事ヰを得ょうとするものである。

方法

キャンプ則的1に影響をおよぼす要因23項目の 5段階評定得

点結果と、 Iであげた適当と考える泊数および5つの項目

との関連について有意差検定を行ない、比較検討した。 1

については、前凶行なった同様の調査結巣もあわせて考察

を加えた。 '1)なお、キャンプ期間に影響をおよ iます要因23

項目については、キャンプlUl問の長短を択一しその理11]に

ついて I~IIII記述で凶答されたものを盤理・再構成したもの

をJHいた。 1)

結果と考察

1 .適当と考える学校キャンプのil'J数として似たl!iI答は表

1に示した。

表1 適当だと考える泊数X期閉

2討'13日を適当としたものが61.3%と5分の3以上をしめ、

さらに1if'1を含め21[13日以内と刷答したものは、88.9%と全

体のおよそ9割におよんでいる oこれらは、自ijfi])の調査，1)(そ

れぞれ66.3%、85.2%) とほぼ同じ傾向を示していた。 I

泊の学校キャンプをおこなっている対象校がほとんどで、

その活動を基準としてお~1数を考えたことが推測される o

適当だと考えるiEI数と、性別、年代、教科、経験、好嫌

感についての比較は、|主11~5 に示した。なお X'検定は、

比較項目ごとに 1泊と 2ir'1、 2泊以内と 3il'l以上について

行なった。

図 1-1 回答者性別

リj性 98人 (67.5%)

図1-2 性別×泊数

J)J 1'1: 

k位
L 

X'検定結集 1i怠差なし

2 il'13 11 
61人

(62.2%) 

2ザ1311
28人

(59.6%) 

(1) YUJIJ (リJ~ι差)における比較では、有志差はみられな

大阪府茨み:lIilAJのIJ:I学校教員を対象に、学校キャンプJVJII¥J かった。これはがijf，，1の調資りと同様の結栄でトあった。

に対する怠識について、 fIlliJ紙による剥資を行なった。 j湖ft
"寺}切は 1985->1三ll Jl 20 日 ~12) JlO [lで、有効I"J答数(率)は、 図2ー 1 回答者年代

12校145名 (60.8%)であった。

分析の方法は、l.適当と考える学校キャンプのザl数と、

(ll'I't別(2)1.10代(3)釦当教科(4)経験(5)好嫌感との|其JJili 2.学校
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図 2-2

1.1'1211 
(263251165人3%I ) 1 20代 13人

30 f~ I 16人 2(52ifU1i%人3) 11 

40代| 7人 {270i1f6i8人3%1 ) 1 

50 f~ ， 4人 τ(7訂3ll3人訂%)l 

Pく0.05

(2) 年代における比較でみると、 30代以下の方が40代以仁よ

りも、 21"，以内よりも 371'1以上を，ぶ向している。前Mの調査

結果4)では、今回と同僚の差はみられないかったものの、 20

代の方が30代は上よりも、 2泊以内よりも 3iCl以上を志向し、

30代以下の}jが40代以上ょうりも 1inよりも 2it'1をi4i向して

いることがわかっている。これらのことから、←おいtl'代の)j

がより長いキャンプWJ間を;-.!.;I古lしていることが{司えよう。

図3-1

図3-2

5教科

(3) 担当教科とii'l数においては、主主g5教科(国語・数学・

理科・社会・~，ilDfH当者と芸術系教科初当省(音楽・美術i.

保体・他)とを比較した結果有怠な差はみらなかった。

図4-1 回答者引率経験

うlヰ:針験
ある133人
ω1.7%) 

経験少 l 経験様噌 ! 験多い
(11"1、 21"1) 1 (3川，lli，1.51"'-61"01 (1例以υ

46人 (35.1%) 日人 (42%) 版}人 (22.9%)

図4-2 引率経験回数×泊数

1.1'1211 
13人

(28.:~%) 

1汀1211
15人

(27.3%) 

1，1'1211 
8人

(‘必 7%)

X'検証:結*

2汗|以内よりも 3il'l以上を志向するー経験様準>経験多 Pく0.05

2泊以内よりも 3ii'1以上を志向する 経験標準>鮮験少 Pく0.05

(4) 今回は引率経験のみをとりあげた。平均経験回数:t0.5標

準偏差にあてはまるものを経験標準群、それ以 F、以上をそ

れぞれ経験少、経験多llf.として比較した。

2i(1以内と3ii'l以上を比較した湯合経験際司馬併が経験多Jn、

芸術品

2.1'1311 
57人
(64%) 

2，1'1 :111 
27人

(56.2%) 

少い
2 ，(1311 
30人

(65.2%) 

2前31下-
29人

(52.7%) 

石川 u 
21人
(70%) 

様準

多い

~ ;1'11;( 1 
3人

(:l.4%) 

4 ;I' I J-~-': 
2人

(ι1.2%) 

lil'l.111 
2人(.1.J~'..) 

I il'll:J. I 
2人同山，，)

4詞'H'1.1
t人

( 7 ・ ;I~.)

3.1'J4 11 
l人

(3.3%) 

少Jrfよりもいずれも千i:Q~に3泊以上を志向している。しかし経

験の多少というJ創!まにおいては関連は認められないでbあろう。

iiiil"lの訓1'inにおいても、 iJI率経験と泊数とのl具Jiiliには有

志な差はみられなかった。今li'1は分析できなかったが、キャ

ンパーとしての経験の多少、最長経験キャンプ期間の長短、

キャンプ論習会の参加の有無等が関与していることがわかっ

ており、今It'1の結以もそれらに起凶しているものとjぷわれる。

図5-1 キャンプに対する好嫌感

好 き い t~:~ き まあ五千Ifき

嫌い U目:山町 (55~2~ìω 

図5-2 好嫌感X;自!数
τ五百τ「一-

Ifき 1 19人
08..1%) 

1 iJ'J 21J 
H人

(H.l%) 

1 it't 211 
13人
(52%) 

たいへん幡い
3人
( 2 ~'，，) 

どちらとも

"えない

嫌 い

2 ;(1311 
起人

(，17.1%) 

2 ;(1311 
11人
(4.，1%) 

X'検定品823↓ミ

1 ii'1より 2ii'1を:t:liIJする好感ItY'>嫌感1IY' P <0.005 

1 ii'1より 2ii'1を，ぷIIIJする ~f!\Î\Ì ltf> 中!日Jfr干 P <0.05 

(5) キャンプ、野外活動の好嫌感をみた場合約70%の人が好

きという以!心;を示している。それに対して嫌いと答えた人は、

約17%であった。 1il'Iと2i(1の比』絞においては、好きと答えた

人のプiが、嫌いと答えた人より2泊3[3を志向している。なお

10%;1';準ではあるが、 2ìËI以内より 3i~1以上を志向する傾向が、

みられた。これらは、前回の調査結果りと同様である。

2.学校キャンプの期間に影響をおよぼす要因23項目に対す

る5段階評定の得点結果を、平均値の高い順から表2に示した。

表 2 学校キャンプの期間に影響をおよぼす要因

剛州 的 H 全体型 l~
1 証H(/) .:t1.'/元億五福逼瓦石l~ 一一一一一一一一一I布下正面n則3
iÌ雨明1丙↑[í~~:I) ，，]fF事前il'llll磁石H ー←一一一「而14.000T一同ミ
:ui函国副長二二二二二二一一旦u型国
l人取が事すぎて、さりに州11カ i切と門型j!lifJゆ坦埜坐工一型リ2坐:u旦蜘
E 証制予1師、亙配両面W:tj~Q ---指)1 3.875 1 0型6

6ーt;，-."汚江じて副長瓦雨下両'C，可証両両王正丙扇羽扇百五市汀 3.面n厄52

rlifH両面初百l右手以疋なる 二 型国型!U日笠
五t扇面E在 71副司]i，Ji'両日両奇写二.__  UllU豆~.Hー型
引而J吊)川司副玩ji-i(~三一:二二一二二二二ι」二ITTI坐!J旦27
i-6而耐:通函語肩幅E玩盃ιhツ己る (崎聞 3.ι517 1 J.:l却t愉泊悦2 

訂引n而幅幅両両品肩溺U扇瓦雨五描恥7石7干偏柄雨面E百正E一一一←一一一一「嗣3τ.4花面-ι灯一Ti厄函瓦
i函副}日|天頑匝j桶7頑扇t庇玄丙束如杭h可;瓦E汚主百扇支五干一一-一一一一一一一寸応n玄.'l函E函証TI芯J
i函副E引1
玩D可可五孤百函而両杭肝E干3嗣嗣函嗣珂l研'"矛五主同:否巧瓦高育~Jtl~二二二二二:三=二二二二亜]王空1主E
1I[E_~~~~fQ!~.t!!\1-二二二二一一二二一」叫 2型LI. 217
16過VJ阻 む 梢ωあるプログZきがfiえ主一一一一一一一一__  (_IDL~笠!l..!ニ笠
lり!型些些世型f竺主主主主←一一一 壬笠iり1旦
18 御成fi叫曲ヘuJ主障をきた環 3.220 1 Ll63 
191 '11似品ふ.um.1111岨:VIJ'.iえる (理 3.19也 0.973 
副'i函而1¥万副計扇子高玉 一一一一一←一一一寸扇了n~0õ6TI 面I----_._-----_._-------_._-----
fi1亙面市I)j厄持.1ill政両日涌H-夜子一 一一一一 面n耐91 0~989 
i許可uJ通語瓦雨H 一 一一一一一一一一寸町一五百T画面子
副一両而両面己記長下一一一 一一一一一一一面可玄罰iTo茄

J~ll lJjill欄の(耐) l1.m噂サイド"襲凶 (開) ，;!l，，~.勤曲 l'if f:専といった喧続的要l局、 U !l 1;、
IØ出目凶j之にともないえ}J~が間1\で主る i 似州当按l斗、(ì:)はキャンパ-t'I身ゆ主体的彊l持である叫

E
U
 

F
h
d
 



前闘の調査結よI!と同様、指導サイドの要I~が上位のほとん

どをしめており、それ以下は、目的的要凶、環境的要凶、 主

体的~凶が混在している。 20位以下は、その平均値からキャ

ンプJITHI¥]延長を阻害する要因と考えなくてもよいであろう。

なお平均3.00を下まわった 3つの項目は、順位は遵っている

ものの前mlの調査でも3.00以下を示した項目と全く同じであっ

た。また18位以下の平均値の比較的低い項日も前回と同じ項

目であり、そのほとんどが施設問題を除いた環境的要闘をi二

とする項目であった。

実施JVJIlOに影響をおよlます要因を、性別、年代、教科、経

験、好嫌J昔、適当だと考える泊数ごとに比較した結果を表 3

に示した、千i~'色:差のみられた項目には、あわせてそれぞれの

平均値も付記した。

(1) 性別(表 3-A)においては、環境的要閣に多くの差が

みられ、いずれも女性の)jがWJIIll延長を阻害する要素として

強く受けとめているようである。

(2) 年代(表 3-B)においては、環境的要因に多くの差が

みられ、年代が高くなるほど阻害型凶として強く受けとめて

いる。また指導的要困においても差が多少みられたが、年代

との関連はあまりないように思われる。

(3) 担当教科(表 3-C)においては、主要 5教科と芸術系

教科では、ほとんど差がみられなかった。

(4) 引率経験(表 3-D)においては、多少の差はみられる

ものの、全体として関連はないようである。

(5) 好嫌感(表 3-E)においては、環境的要凶に差が多く

みられ、いずれも嫌感を持っている者ほどl阻害要素として強

くうけとめられている。

(6) 適当と考える治数(表3-F)においでは、今後の学校

キャンプ1.1:JVI化の"1能性をみる治1:1味で1)、 2正l以内と 371'1以

上について、また、 2泊以内を適当としたものが約90%とい

う今回の現状をとらえた上で2)、 1泊と 27FJについて、 T検

定を行なった。

1)、 2ii'1以内と 37EJ以上の比較において、多くの要凶につい

て有志:差がみられた。目的的立~凶を除いて、すべて 2 i(1以内

と回答した者の方が阻害要因としてより強く受けとめており、

3713以上と回答したものの平均値は、指導的要因においての

み3.0以上を示し、他の要因については阻害要因と受けとめて

いない。

2)、1il'lと2irlの比較においては、目的的要因にすべて有志;

差があらわれ、 li[1と回答した者の、¥^均値はほとんど3.0を下

倒っており、 JVlI日i延長にともなうダ~*培をあまり期待、意識

していないようである。また指導的製凶については、 1il'Jと

回答した者はすべて平均値4点台でより強く阻害援凶として

受けとめている。

まとめ

以上のt占拠より、以下のことがわかった。

1.約60%の者が2iI=13 EIを、約90%の者が2泊 311以内を

適当なキャンプWII間として考えている。

2.適当なキャンプJVJHlJに影響をおよ lます製索として、年代

とキャンプに対する好嫌!~があげられる。若い年代のほうが、

またキャンプに対して好感を持っているものの)jが、より長

~ >)gllllJを''¥;;I，iJしていることカf明ら治、になった。

3.キャンプlUJIlIIの決定に影響をおよぼすものとして、指導

サイドの問題が大きな要因としてとらえられていることが明

らかになった。

4.性別、 11'.代、好嫌感の比較において環境的盟国に多くの

差がみられ、 :sdl:、 l向い年代、嫌感を持っている人ほどその

要因をより阿i省的なものとして考えていることがわかった。

5.より長いlVlIHJを志向する者の方が、キャンプ効*を期待

できる IJ的的~凶をより強く自覚しており、逆に主体的、環

境的要凶については、短いJVJllllを志向する者のプJがより高い

不安を持っていることがわかった。指導的製図に対しては、

両者ーとも不安を持っているが、その程度は短期間志向の者の

-;jカtよりμiいことカtわ均冶った。

中学校教員の意識を分析することにより、学校キャンプの

lPJIlIJに限lする基礎的資料を得たわけであるが、今後の課題と

して、調査対象の拡大、対象の属性等とキャンプlUJI首]の詳細

な分析があげられよう。また、学校キャンプの現状と問題点

をより正確に犯握し、指導サイドの問題点(校術、経験、専

門性、プログラム等)を解決していく方策を考えることも、

γ'校キャンプの長期化を|場るために重要な課題であろう。
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表 3 キャンプ期間に影響 を お よ ぽ す 要 因 × 性 別 ・ 年 代 ・ 教 科 ・ 経 験 ・ 好 嫌 感 ・適当と考える泊数

A 性別 B 年 f~ C 教科 D 経験 ※ l E 好 嫌 感 F適当と考える泊数
項 自

① ーサノ 心込 |③  占 i⑤ QJ y :;， 'J)②|① E ①②[ ①き|②③
因 男×女 2肘~x30. -IIl.5C代初却代 X10. :，o代刻。3O.10x50代 5教科×芸術系 経験少×標準 経験少×多 好き×嫌い 肘き×どtz主主峨いXど土25t2泊以 Fx3泊以上 li白x2 is 

教員のキャンプ経験、技術が要求される lLZ3.396/w:ごうw含:~!! 
五)4.266

指 準備活動が多忙になり31き受け手等に問 ①3.818 
ム l[!③(Z348298ほ6 芯〆*、

t①3.932 
ム

①4.085 
※1 題がおきる ②4.111 ③4.352 ②3.500 

導 指導者の人数が不足する ①4.062 ※※ 

②3.250 

的
人数が多すぎて、さらに期間が長くなると、 1⑤3.969 

ム
①3.834 、切※

①②43-.01622 5 ※※※ (D4.450ポ、※※ 
なかなか指導がゆさ届かない ⑤3.533 ③4.411 ③3.887 

要
プログラムとして何を行えば良いのかとい |都市 ~:、1 

①3.621 ①3.782 ※※ I ①4.125 
W 品

う教材面の不足、内容が品閣となる ⑥3.066 ②4.0 ②2.937 ②3.692 

教員の体力、意欲に品官置がおきる
CD3.775 ム エ4.13 ①3.968 ①4.375 ※※※ 

因 @4.083 ③3.745 ②3.437 ②3.786 

野外活動の専門家が.e，、要となる ①3.469 詰※ ①3.981 ※※ ①3.720 
ム

②4.021 ②3.444 ②3.187 

i他的教育活動への支障をきたす l釧 日1
④3.077 ム①3.007

ム|
①3.310 ※※ I ①3.臥)0

ム
④3.615 ⑥3.533 ②3.56 ③3.823 ②2.437 ②3.179 

環 時間外、超過勤務が問題となる ①3.3-16 wラ・、*ぞ ①3.145¥'"※I ③3.377 W3.378 
※ 

①3.651 ※※ ①3.925 
ム

②3.872 ②3.744 ④3.817 @4.0 ②2.687 ②3.529 

境|生徒の負担する経費面で無理である
心2.806来、*※ (D3.11! 、.〆.唆!!、. l③2.922 ②4.0 

ム
113.-125 ②2.708 ③3.647 ※③3.647 

!受人施設がィ、足すると思う
③3.295 ①3.090 汲※ i⑥3.26-1 必問i |④3.30-1 ム①3.291

W ・、 I 1 LP3 291 、%ノと Wうと・ *と

的
②3.680 ②3.622 ④3.846 ③3.833 ②3.96 ③4.352 

保護者の理解が憎られ壮い
①2.485 ※②2.44 ム①2.589

ム
③3.0 ③3.0 ②2.187 

要
事故がふえ責任問題等がふえる

①3.097 ①3.279 ※※ ①3.550 
※ ③3.705 ※※ ②2.625 ②3.157 

因 教職員の経費等、財政的に支障をきたす
③2.575 

※ 
①2.521 

ム
①2.875 

ム
④3.000 ②2.933 ②2.573 

利用場所の施設、設備の不備が問題となる ①3326 %Z%山 ・①3.254 ※③3.396 
ムi②3.829 ②3.633 ④3.743 

主 生徒の体力面で問題が出てくる ①3.854 ※※※ ①3.596 ※①3.850 
ム

体
②3.333 ②2.937 ②3.483 

的 生徒の意試が減退する
⑤2.514 

ム
①2.697 ①3.125 ※※※ 

要
生徒のJ巳ヤンプに対する資質、能力が必要

@2.815 ②2.250 ②2.505 

因
①3.346 

※ 
⑤3.515 

ム
①3.739 

※ 
①3.565 ※※ 

となる ②3.765 ⑥3.266 ②3.327 ②2.812 

天候の変化等、自艇の厳しさをより味わえ ①3.175 
※ 

目る ②3.ω6 

的
生徒の社会性や協力の精神に向上がみられ ①3.372 ①2.750 ※※※ 
る ②3.812 ②3.651 

的 適切豊富で余裕のあるプログラムが行える
①2.956 ※①2.956 

ム
①3.193 ※※ ①2.250 ※※※ 

②3.-19 ③3.4 喧4.125 ②3.617 

要 自然をより埋解し、愛好するように主る
②2.6 

ム ①~.!!~ ，長※※
③3.117 ②3.337 

因 教師と生徒、生徒間の相互理解がより期待 ⑤3.662 
ム ①2.ω。※※※ 

できる ②3.395 ②3.820 

※ l 経 験 多 × 経 験 少 有 意 差 な し
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レクリこに一一ション・エえキーの圭支争倍言平イ回 ιこ白眉マ章一る石ff多毛

金子和正{共栄学園短期大学}

レクリエーション・スキー 滑走姿勢技術評価形態評価滑走順番

緒論

スキーヤーの滑走に対し的確な評価を与えることは、スキ

ーヤーのスキー技術の向上を促すとともに、スキーに対する

運動欲求を高めるものとも考えられる。スキー技術の評価に

ついては、スキーが競技的であれば、時間・距離の計測によ

り客観的に評価することが可能である.

しかし、競技スキーに対しゲレンデ・スキーと言われるレ

クリエーション・スキーにおいては、その評価を滑走姿勢に

より、指導者や他のスキーヤーが形態的評価を行っていると

いうことから、評価の客観化は困難であるととが指摘されて

いる』リ¥

形態的評価については、他のスポ ツと同様スキーにおい

ても、その評価基準が明確化されてなく、指導者を中心とし

た上級スキーヤーの主観的評価によることが多いと考えられ

る。形態的評価においての最大の難点は、刻々と変化する運

動姿勢を評価するごとの難しさであると推察される。これに

ついて、医師einel))は、眼前の運動における瞬間的な印象分

析について.その信頼性は主観的な、また客観的な不完全さ

によって妨げられ、その理由として1)阪ではとても追えな

S大学のスキー教室に参加した、スキー経験日数約 1000

日 (S.A. J.指導員)~約 50 日 (S.A.J.2 級)のスキーヤ-

34名であった.

手順

34名の被験者に対し、スキー教室の第3日目の午前の滑

走前、及び第4日目の午前の滑走前に.上級スキーヤー (S

A. J. 1級)、中級スキーヤー (S.A.J.2級)、初級スキーヤ

ー (S.A. J. 3級)の各々 1名、計 3名のスキーヤーの滑走時

のビデオ・フィルムを見せ、表 1に示したスキー技術評価用

紙に各スキーヤーの技術能力について記入させた.技術評価

段階は左から右に 1~10 点を配した。評価項目については、

1.ストックワーク、 2.脚の曲げ伸ばし、 3.外向傾姿勢、

4. スキーの平行操作、 5. リズム、 6.総合評価の 6項目

である.

上・中・初級スキーヤ-3名の滑走順番は、1.*級→上

級→初級、 2.上級→初級→中級、 3.上級→中級→初級、

4.初級→中級→上級、 5.初級→上級→中級、 6.中級→

初級→上級の 6通りの組み合わせをとった.

結果の処理

いようなスピードをもっ運動、 2)極めて大きな空間的な広 評価項目の第 6番目の総合評価について、 3名の技術能力

がりをもっ運動、 3)全身の運動と四肢の個々の動きを同時 の異なるスキーヤーにおける、上級スキーヤーと中級スキー

に観察しえない運動等をあげている。スキー運動l土、このよ ャー、中級スキーヤーと初級スキーヤ一、初級スキーヤーと

うなMeinelの指摘する点を多〈含んでいるものと考えられる。 上級スキーヤーのそれぞれで、滑走願番の相違による両者間

一般に、ゲレンデにおけるスキーヤーの滑走姿勢の形態的 の差を検出するために t検定を行った.また、総合評価と他

評価は、評価されるスキーヤーに対し、その前後を滑走する の評価項目 1~5 についての関連を検討するために、総合評

スキーヤーとの、比較評価で行われているものと考えられる。 価との相関を求めた。

林.，はスキー技術の評価について、スキーヤー自身による 研究の限界

自己評価、相互評価が重要な役割を果たすことを指摘してい 本研究で実施したスキーの技術評価は、笑際のスキーヤー

るが、前述した観察者(指導者)によるスキーヤーの比較評 の滑走姿勢を評価したものでなく、ビデオ・フィルムを通し

価が、形態的評価においては重要であると類推される a との で観察者が行ったものであり、視覚イメージの点から限界が

ようにスキー技ー術の形態的評価は、様々な問題を含んでいる あげられる。また、ビデオ・フィルムのモデル・スキーヤー

ものと考えられる。 は、上・中・初級各守 1名ずつであり、スキー技術能力のー

本研究は、競技スキーに対して、一般的にゲレンデで行わ 般的上級、中級、初級を反映しているという点で、さらに、

れるスキーをレクリエーション・スキーとして捉え、その技 34名の被験者のスキー技術は一定でないと問時に.評価基

術評価について.評価対象となるスキーヤーの直前を滑走し 準も各々の被験者で、主観的基準がとられたととにも本研究

た技術レベルの相遣するスキーヤーの滑走が、スキー技術の の限界が指摘される固

形態的評価にどのような影響を及ぼしているのか、また、ス 結果及び考察

キー技術の個々の評価項目と総合評価にどのような関連があ スキー運動における技術評価は、運動技術における客観性、

るのかを検討し、今後のスキー技術の評価方法におけるー資 信頼性及び妥当性のある評価が、運動に対する学習者の興味

料を得ることを目的としている。

方法

被験者

を左右する5¥ と同じように重要な課題となっている.

今日のゲレンデにおけるスキー技術の評価方法の多くは、

指導者による観察評価であり、実際の技術評価場面において、

昭和 61 年 2 月 25 日 ~2 9日の4泊5日で笑施された、 指導者は、評価するスキーヤーを数名ずつ滑走させることに
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より、その形態姿勢の比較評価の方訟を用いていることが多 上級→中級→初級、上級→初級→中級の滑走順番の時であり、

い。之の点において、指尊者のスキ一段術に対する理解度は、 評価得点の平均は 5. 3であった。この値は長高得点の平均

スキー技術の評価場面では重要な要因となっているものと考 より約 1点、も低い値である.上級及び初級スキーヤーの、各

えられる.スキー妓術の相違する 2名のスキーヤーの評価は、 々の評価得点の忌高値と最低値の差が0.5点であったのに

観察者である指導者にとり、評価のためには比較観察できる 対し、中級スキーヤーにおいては約 1点であったことは、中

という観点から利点を含んでいると推察できる.すなわち上 級スキーヤ の技術評価は初級、上級スキーヤーの技術評価

級スキーヤーの後に滑走する初級スキーヤーについては、中 に較べ困難性を含むものとも考えられる.

級スキーヤーの後で滑走するよりも、両者閣の技術差を明確 表 3は総合評価について、 6通りの組み合わせにおける上

化できるものと考えられる。 級と中級、中級と初級、上級と初級スキーヤーについて、総

表2は、総合評価における上・中・初級スキーヤーについ 合評価得点の差について比較したものである。この表から、

ての 6通りの滑走順番の組み合わせに対する、それぞれの滑 いずれの滑走順番においても上級と中級、中級と初級、上級

走順番における、総合評価の平均得点を表したものである。 と初級スキ ヤーとの聞には、 O. 1 %水準で有意な差が認

表から滑走順番 1-3と4-6の技術評価は、各々 27日 められる。このことは、モデル・スキーヤーの技術能力の差

と28日の朝に数分間隔で実施したにもかかわらず、 上級. が明確であったものと考えられる。

中級、初級スキーヤーの総合評価得点は、滑走順番が異なる 表4は総合評価得点と、評価項目のその他の 5項目との相

度に各々変化している。上級スキーヤーの総合評価について 関について、滑走順番が 1の中級→上級→初級、 6の中級→

みると、愚も高い値は初級→上級→中級の願番の滑走時であ 初級→上級の 2つの滑走願番の組み合わせについて表したも

り、次に中級→初級→上級の順番で滑走した時で、総合評価 のである。

得点、の平均は各々 8. 5、8. 4と高い値を記録している. 総合評価と fスキーの平行操作Jの評価得点との関連につ

とのように上級スキーヤーは、滑走煩番が初級スキ ヤー いては、滑走順番が 1の中級→上級→初級の場合において、

の次に滑走することにより、形態的評価が忌も高い値を記録 上級スキーヤーでは有意な関係が認められなかった.中級、

するものと考えられる。一方、上級スキーヤ の総合評価が 初級スキーヤーにおいては、滑走順番の 1と6で、ともに各

低い値を示した滑走順番についてみると、中級スキーヤ の 々O.1 %水準で有意な相関が認められた.

後に滑走した場合及び、観察者において評価基準が明確化さ 「外向傾姿勢Jと総合評価との聞には.上級スキーヤーで、

れていないと考えられる最初の滑走時に記録されており、そ 滑走順番が 1の中級→上級→初級の時に 1%水準で、その他

の値はともに 8. 0であった。 のスキーヤーでは O. 1 %水準で相関関係が認められた.

初級スキーヤーの総合評価の高い得点は 3. 9、3. 8で 「リズムj との関係をみると、初級スキーヤーで滑走願番

あったが、この値はいずれも上級スキーヤーの後に滑走した が6の中級→初級→上級の場合に 5%水準で、その他におい

場合であった.このことは t級スキーヤーと初級スキーヤー では O.1 %水準で、総合評価との間に有意な相関が認めら

との聞に、中級スキーヤーが滑走していないことから、被験 れた。

者である観察者がスキー技術について、単に二者間の比較を f脚の曲げ伸ばしJと総合評価との聞には、初級スキーヤ

したことによるものと考えられる.初級スキーヤーの低い得 ーで滑走願番が6の中級→初級→上級の場合において 1%水

点は、上級スキーヤーの時と同様に、滑走順番が最初になっ 準で.その他においては O.1 %水準で有意な関係が認めら

た時であり、これは上級スキーヤーと同様の理自が類推でき れた。

る。さらに、中級スキーヤーの次に滑走した時にも低い値を 「スットクワークJとの関連については、初級スキーヤー

記録している。 において滑走願番が6の中級→初級→上級の場合において、

松下らいは運動観察能力について、運動未経験者は比較す 1 %水準で、その他においては O. 1 %水準で総合評価との

る運動の技術水準の差が小さい場合、十分な観察ができず、 間に有意な関係が認められた。

それゆえ技能水準の差を利用した師範を行う場合には、技能 以上のようなことから、スキー技術の評価において観察者

水準の差が大きいものを用いるべきであると指摘している。 であるスキー指導者は、スキーヤーの『スキーの平行操作J

とのことは、高い技術水準にある指導者は、小さい技術水 「外向傾姿勢J rリズムJ r脚の凶lげ伸ばしストックワ

準の差
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における技術の個々の評価は、総合評価と密接な関わりをも れの滑走願番においても、上級一中級、中級一初級、初級ー

っているものと推察される。観察者はスキーヤーが自分の眼 上級スキーヤー聞には O. 1 %水準で有意な差が認められた。

前に滑走してくるまでに、様々なスキー技術要素を分析しな 6)スキーの総合評価は、 fスキーの平行操作J r外向傾

がら、総合的なスキー技術能力の評価をしなくてはならない.姿勢J r脚の幽げ伸ばしストックワークリズム』等

あるいは瞬時に総合評価を行い、さらに個々の技術要素の の評価項目との柑関が高いことから、これらの技術項目の評

評価へと移行していかなければならない. 価がスキー技術能力の総合評価となっていると考えられる.

評価によってとらえられる基準は、フォーム、運動の流れ、

運動の軽快さと確実さである笥》とされているが.斜面を滑降

するスキーはスピードを含むことから、観察者は.そのスピ

ードでスキー技術を評価しているとも考えられる。すなわち、

スキーにおいてスピードがあるということは、スキー技術能

力が高いということを示唆しているとも推察され、上級スキ

ーヤーは初級スキーヤーに較べ、高いスピード能力を持って

いることから、観察者はスピードに対し高い評価を与えてい

るとも考えられる.さらに、スキーにおいては運動リズムも

技術の重要な要素となっている 10)I I )が、ウエーデルンのよ

うなリズミカルな運動に主体をおいたものでは、特に重要で

あると指摘されている">ーとのように、スキー技術の謂走

姿勢からの形態的評価においては、観察者は様々な評価項目

について滑降してくるスキーヤーを瞬時に分析しなくてはな

らない.

滑走傾番の違いにより、同ーのスキーヤーにむいて、評価

得点が異なることは、観察者がスキーヤ一同志の比較評価か

ら、形態的評価を笑節していることによるものと考えられる.

スキー技術の評価基準が明確化されていないにもかかわらず、

基礎スキー技能テストの受験者数は、年々糟加の傾向にあり

スキーヤーの多くが.これを自己のスキー技術能力の適切な

評価としてとらえている.)>ことを憂慮する必要のあること

が指摘される。観察者となる指導者は、スキー技術能力が同

一水準のスキーヤーを対象とした評価を数多く実施すること

により、的確な評価能力をつけるとともに、スキー技術能力

の明確な評価基準の設定が望まれる。

結語

競技スキーに対し、ゲレンデにおけるスキーをレクリエー

ション・スキーとして、その技術評価について検討を試みた。

初、中、上級スキーヤー 3名のモデル・スキーヤーに 6通

りの順番で滑走させ、そのビデオ・フィルムから 34名の上

級スキーヤーが技術評価を行った結果、以下の結論を得た。

1 )初、中、上級スキーヤーの滑走願番が入れ管わると、

各々のスキーヤーに対する総合評価も異なる。

2)上級スキーヤーは、初級スキーヤーの後に滑走した時

に、総合評価は最も高く、中級スキーヤーの後と最初に滑っ

た時が、最も低い値を記録した。

3) 中級スキーヤーは、滑走頗番が最初の時に最も高い値
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アメリカにおける野外教育の歴史と展望

星野敏男(明治大学)

OlJtdour Education Environmental Education Adventure Education llumanizing Environmental Education 

諸言

アメリカにおいてOutdoorEducatiunという言葉が教育

界も含めて広く一般に使われるようになってきたのは.

1950年代に入ってからである。これはそれまでのCamping

Educa tion. Schoo 1 Camp川 Eとよばれていたものが主に政策

的な理由によりOutdoorEducationとか Residentoutdoor 

Educa t ionという呼び名に換えられていったことが大きな

きっかけとなっている。当時Caropingという言葉は、サマ

パケイションの中で行われるレクリェーション的活動と

して受け入れられており、教育とは何ら関係を持っていな

いものと考えられていたからである。本研究は、このよう

せていくだろうと表明したのが1929年であったこと、

3. 1800年代から1930年までは、それまでのいわゆる組

織キャンプから学校キャンプへのゆったりとした流れの中

での移行期としてとらえることが可能であること、

4. Donald R. Ilammerman が彼の論文 . An Histor-

ical Analysis 01 the Sociocultural Factors that [n-

fluenced the Development of Camping Education .の中

で1930年代を Per i od 0 f Incepc ion としてそれ以前の時

代と明確に区別したこと、また、この区別を多くの研究者

が支持しているとと、など、以上のような理由があげられ

にさまざまな変遷を経ながら現従に受っているアメリカの る。

野外教育の歴史を燦ることにより、それがいつ、どのよう

に発生し発展してきたのか、また、指導者や時代の流れの 19JO年以前 一最初の学校キャンプー

中でどのように変化してきたのか、将来の展望をも含めて

明らかにしていこうとするものである. 現在アメリカの教育界で広〈行われている宿泊を伴った

野外教育とは何か、という用語そのものの僚念規定につ 野外教育 (Resident Outdoor Education )や.さまざ

いては笑に多くの定義がなされており、学術誌などの専門 まな機関で実施されている組織キャンプ (Organ ized 

書に定義された主なものだけでも17の異なった見解が発表 Ca即 ing と呼ばれているものの始まりは、一般には1861

されている。本研究では、これら多くの定義を包含したも 年に Freder ick Wi 11 iam Cunn によって始められた

のとして今でも広く用いられている、.Outdoor Education School Campingが最初のものであろうと言われてきたa

is education in. about.and fur the outdoors.'という しかし、厳近の研究では1823年から34年にかけてマサチ

定義を用いるものとする。 ユーセッツの Round Hill School において実施された

また、本論で扱う野外教育のE重史とl土、アメリカの学校 School Car耶 mgが野外教育のはじまりではないだろうか

教育の中で行われてきた、主に宿泊を伴うような野外教育 とも言われている。

の歴史であり、いわゆる組織キャンプや野外活動そのもの この二つの学校で行われたキャンプのうちどちらを野外

の懸史とは異なる。 教育のはじまりとするのかという点に関しては今もって見

解が分かれている。ここでは、との二つのキャンプに関し

野外教育の暦史 て、その特徴的な面だけを妓き出しておく。

ここでは野外教育の歴史を 1930年以前と以後の二つに大

きく分け、さらに1930年以降については、ほぼ10年俸にそ

の年代の特徴を述べる吊また、現在の野外教育の忠、怨的・

営学的パックボーンともなっている初期の指導者逮の考え

方についてもふれる。

Hl30年が野外教育の歴史の中でひとつの大きな区切りと

されるのは、次のような理由からである。

1. L. B. Sharpのドクター論文、 H Education and the 

Sumrner Camp-An Exper lment-H が刊行されたのが1930年で

以後の野外教育界に多大な影響を及ぼしたとと、

2. D irnock 8. Hend lyがその著書 CampIngand Charac-

tDrでキャンプの教育的効果を述べるとともに、今後学校

当局はますますキャンプを含んだ教育プログラムを発展さ

Ilollnd H i 11 Schoo 1 

賞I1始者の一人 J. Cogswe 11は熱心な徒歩旅行者で、数年

間ヨーロッパを旅行した後、その自然の美しさやハイキン

グを通して得られる心と身体の健康を多くの若者にも分か

ち与えようと考え。 1823年学校を創設する。彼の学校では

毎週土曜日の午後は12~16マイル(約20~25k m)歩き、

秋の感謝祭の週末には乗馬と徒歩を組み合わせがH60K m  

歩いたという。彼はまた、他物学や鉱物学に造詣が深く、

ハイキングの途中でその指導を行ったとある.また、との

学校はカリキュラムの一部として体育を取り入れおり、体

操の教師を雇ったアメリカで最初の学校であるとも言われ

ている o

The Cunnery Camp 

このキャンプは既によく知られているように1961年、
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Freder ick W. Gunnによってはじめられたものであり、今

でも最初のOrganizedCampingと言われているものである

当時多くの子供達は兵士になるととを望み、特に兵士のよ

うにテントの中で寝ることに強いあこがれを持っていた。

Gunn夫妻は1861年60人の生徒全員を 2週間のキャンプに連

れだした。幌馬車に荷物を積み、 2臼悶の行程でキャンプ

地についた彼らは、そとでボ トセイリンク、フィッシン

グ、徒歩旅行などをして過ごした。とのキャンプは1861年

から79年まで合計15回実施された。

この二つの学校で行われたプログラムは、いずれも、運

動、健康、自然観察、娯楽、といったものの目的のために

作りあげられたプログラムであり、それらが、はたして野

外教育と呼べるものであったのか、あるいは，いわゆる娯

楽としてのレクリェーションであったのかという点に関し

ては今もって論議が繰り返されている。どちらのプログラ

ムにもそれぞれ、体育学、博物学、あるいは今日言われて

いるレクリェーションやレジ.ャーといったものの要素がふ

くまれており、一慨に決めつけるととは困難である。

ただひとつ言えることは、この二つの学校で行われたプ

ログラムでは、現在アメリカの聖子外教育界でさかんに用い

られ、教えられているような環境に対するスチユワ ドシ

ップ (Ste附 rdshipof the Environment)や自然そのもの

に関する教育等は全く重要視されていなかったということ

である。

この二つの学校によって始められたキャンプを見てもわ

かるようlふ初期の野外教育とは、いわゆる野外活動であ

ったり、あるいはまた時期も夏期休暇中に行われたキャン

プの中だけに限られているだけであった。つまり、当時は

まだ普通のクラスルームの中に野外教育が取り入れられて

いたわけではなかった。また、教員にしても、野外での指

導に長けている者、よく訓練されている者は当時まだ少な

かった。

1930年以前に学校の教科の中に野外教育プログラムを取

り入れた学校は殆どなかったが、との閥、学校とは別に、

1861年の Gunnery Camp をきっかけに全米のあちこちで

いわゆる組織キャンプが活発に行われるようになってきた

YMCA、YWCA、ボーイスカウト、ガールスカウト等

がキャンプをはじめたのもすべて1890年から1912年のあい

だのことである。同時にプライベートキャンプやチャーチ

キャンプ(教会キャンプ)もともに大きく広まっていった

また、 1910年までには、それまでバラバラだったキャンプ

ディレクター協会がひとつにまとまり、現在のアメリカキ

ャンプ協会 (ACA)の前身である Camp Directors 

Outdoor Educationへと発展していった背景には多くの指

謀者の指導的基盤となった教育哲学や思想が深くかかわり

あっているととは論を待たない。

既に古くから、 Jレソ一、ペスタロッチ.スペンサーとい

った教育学者、哲学者が教育界に大きな影響を与えてきた

のは周知のととである。 19世紀の後半から20世紀の前半に

かけても特にその時代の野外教育の発展に影響を与えた教

育者は多数いた。その中でも特に.John delN旬、 William

H，Kilpatrick、L.B. Sharp 、L.H. Bailey、LouisAgassiz， 

William Gould Vainal、といった教育者逮を大きな存在と

してクローズアップすることが可能であろう。

そして、これらの教育者達はその後の野外教育への影響

を考えた場合、大きな二つのグループに分けることができ

る。すなわち、デューイ、キルパトリッ夕、シャープとい

うプラグマテイズムの恩忽に強く影響を受けたプラグマチ

ストグル プ(体験学習グループ)、とアガシス、ベイリ

イ、ヴ7イナルへと続く Nature Studyグループ、すな

わち自然学習グループである。後に野外教育の発展に大き

な影響をあたえたスミス、ドナルドソン、ハンマーマンな

どもこの二つのグループから大きな影響を受けたことはい

うまでもない。このふたつのグループの教育思想の流れは

今でもアメリカばかりか日本においても強〈流れているの

を感じとることができる。日本では体験学習としての野外

活動や野外教育が、アメリカからキャンプが伝わってきた

当時そのままに近い状態で定着していったのに対し、アメ

リカではこの自然学習グループの教育思想を背景とした野

外教育が特に1960年以降急速に発展、拡大し、さまざまな

様相を呈していくようになるのである.

スクールキャンプがオーガナイズドキャンプ・ムーブメ

ントの中から発展してきたものであることは論を待たない

この時期、すなわち、キャンプがいわゆる教育を目的に組

織されはじめた1800年代から1930年までの時期は、さまざ

まな組織キャンプにおけるプログラムを教育者逮がスクー

ルキャンプ・プログラムとして受け入れはじめた時期であ

り、ごの意味においては、時代的にごの時期を移行期とし

てとらえるととができょう。

この時期、野外教育はキャンプの中で徐身にその形を整

えていきつつあった。ただひとつこの段階で足らなかった

ものは、このようにさかんに行われるようになってきたキ

ャンプが、教育の目的とどのようなかかわりあいを持って

いるのかという、教育的なうらづけであった。つまり、キ

ャンプの効果を学校教育の目的とのかかわりあいから実証

し、再確認していく場や、そのための指導者といった条件

Assoc ia t ionとなって設立された。 が整っていなかったのである。との条件をやがて満たして

くれたのがDimock & Hendly の Carnping and Charac-

野外教育発生の思想的背景について terやscrna rd S. Masonの研究論文 であり.さらにまた

指導者としてもその思想とともに後の野外教育に最も大き

主にレクリェーショナルな活動を目的としておこなわれ な影響をあたえたし B.Sharpのドクター論文 Educa t ion 

た初期の野外教育であったが、それらが1930年以降になっ and the Summer Campであった。とうして時代は¥930年代

て CampingEducation School Camping そして へと大きな変化を遂げながら進んでいった。
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ただし、とれらの各種機関が主催したサマーキャンプに参

1930年以降の野外教育 加できたのは当時の中産階級以上の子弟に阪られていた.

つまり、当時のいわゆるオーガナイズドキャンプを経験で

1930年以降の野外教育の発展を歴史的にみた場合、その きたのは、ごく限られた子供たちだけであった。これに対

発展過程をいくつかの時代区分に分けて考えることが可能 し、スクールキャンプの場合は、貧しい家庭の子供たちゃ

である。区分のしかたは、研究者やその観点によりさまざ 黒人の子供たちなど誰でも参加できるという点に特色があ

まである。代表的な例としては、ティモック、ハンマーマ った。スクールキャンプが普及していくということは、と

ン、カークの区分、フィリスの指導者による区分、また、 りもなおさず一般の多くの子供たちにキャンプへの参加の

スミッセンによる研究の変遷から見た区分などがあげられ 機会が与えられていくということでもあった。当時は同じ

る。ことでは、とれらの先行研究をふまえた上で、野外教 ような内容を持ったキャンプであったが、組織キャンプと

育を教育界における新しいムーブメントそのものとしてと スクールキャンプの遠いはとの点にもあった。以後、組織

らえ、それが成長・発展-変化していく過程を特徴的ない キャンプとスクールキャンプはそれぞれ違った道を歩みは

くつかの時代に区分し検討していくこととする。時代の区 じめ、お互いに影響しあいつつもそれぞれ独自の変化.発

分と命名は以下の通りとした。 展を遂げていくこととなる。

1.発生期(1930~39) 2 .替蒙期(1940~49) 本論は、以後、現在アメリカの学校教育の中で用いられ

3.定着期(1950~59) 4 .転換期(l960~69) ている野外教育の原点となった SchoolCampingや

5. 多様化の時代(l970~79) Ca岬 ingEduca t ionの発展、変化を歴史的にとらえていこ

6. 人間化の時代(l980~ うとするものであり、いわゆるキャンプそのものの歴史を

論じているのではないことを改めて断っておく a また、 Y

1. 発生期(l930~39) MCAなど若手種の機関が主催したキャンプをととでは便宜

よ組織キャンプ、あるいはオーガナイズドキャンプと呼ん

この時期は野外教育としてのスクールキャンプが実際に だ。

実施されるよりもむしろ議論された時代である匂もちろん

いくつかの進歩的な学校ではキャンプ・プログラムを学校 2. 啓蒙期(l940~49)

教育の中に取り入れいるところもあったが、全体としてみ

ると学校教育のなかでキャンプを実施しているところは少 この時期は現在の野外教育の前身である Camp ing Edu-

なかった。しかし、先に述べたように、キャンプの教育的 cat ion や School Campingがさまざまな研修会、会議

効果に関する論文や著述などを通して.教育者逮のあいだ 等を通じてアメリカ東部を中心に各地へと広まっていった

ではキャンプの教育的効果が徐々にではあるが認められて 段階としてとらえることができる.そしてこの時期、野外

いきつつあった。特にしB.シャープの論文は関係者のあい 教育の必要性を説き、その啓蒙に大きく貢献したのが、

だで大きな反響をよんだ。彼の論文はデューイやキルパト L. s. Sharpと Julian Sumithの二人であった。ここでは

リックによって形づくられた教育の目標とキャンプとの関 全く別々にではあったが、同じ時期に活躍した二人の活動

係について分析を試みたものであった。当時の彼の考え方 を中心に述べる。

の中では、学校教育としてのキャンプを意識したものでは L. B. Sharpと Life National Carnp 

なかったが、彼はとの論文を通してキャンプがきわめて教 既に述べたように、 1930年代の後半までには、キャンプ

育的な要素を持っているものであるとの確証をもった。 を学校教育の中に取り入れることは、きわめて効果的、か

とは言え、この時期に行われたスクールキャンプは、こ つ価値あることであるという認識が徐々に学校教育関係者

れまでYMCAやボーイスカウトなどによって実施されて の中に広まりつつあったロまた、シャープが中心になって

きた伝統的なサマーキャンプに近いものであった。キヤン 実施していたライフキャンずには多くの教育関係者が見学

プ・プログラムとしては、自然観察、キャンプクラフト、 にくるようになっていった。

水辺活動、ハイキング、乗馬等であった。この頃のスクー かねてからキャンプの分野における本格的な指務者の養

ルキャンプの目標は、主に共同生活や労働体験などに中心 成やトレーニングの必要性を感じていたシャープは.1940 

がおかれていた。これは、生活教育という、当時教育界で 年、キャンプリーダー養成のための第一回ナショナルキヤ

流行していた教育哲学に大きく影響をうけてのものであっ ンプを開催することとなった。之のナショナルキャンプは

た。 きわめて有能なスタッフで構成されており、彼らはこのキ

一方、当時行われていたオーガナイズドキャンプ、いわ ャンプの内容を実にしっかりしたものにすると同時に.ス

ゆる組織キャンプとは青少年の健全な育成を目標にボーイ タッフの多くはその後長年にわたって野外教育の発展にき

スカウトやYMCA、教会などの機関が中心となって行わ わめて重要な役割をになうようになっていった。自然学習

れていたもので、集団生活や規律の重視とともにレクリェ で著名な W.G.Vinalなどもこのスタッの一員として活躍

ーションとしての野外活動が中心的プログラムであった。 した人物であった。
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1940年代を通じてとの6週間のサマーセッションは払境 運動によるととろが多い。というのも、ミシガン州では全

され、アメリ力、カナダのさまざまの地域から教育関係、 米に先駆けて州の教育法のもとで、学校が通常の授業の一

教会関係、そして、 Youth関係の指導者が参加した。参加 部としてキャンプ場を持ちそれを運営しでも良いというと

者は皆シャープの指導のもとにその理論と実践の両方を学 とが法的に認められたからで、あった。 1945年第二次世界大

びとっていったのである。 1942年にはニュージャージー州 戦直後のごとである。そしてこの教育法制定に至るプロジ

の要請により、シャープのもと、六つの州立カレッヂにお ェクトのディレクターとして大いに活躍したのが JuLian 

いて、忌初の教員養成コースのための野外教育集中授業が w. Smith であった。

開議されるまでに奈った。また、 1946年には教育局長や教 彼はシャープがナショナルキャンプを実施した同じ年{

員養成系の大学の教授、校長らを縮き 3日間の会議を聞く 1940年)に、 CLearLake Ca岬 において、初めての年間

など、ナショナルキャンプを積極的に国内に広めていった を通じてのスクールキャンプ・プログラムを開発していっ

これらの活動を通して、シャープはこの時期の野外教育に た。彼が開発していったコミュニティスクールキャンプや

おける第一人者として万人に認められるところとなった。 彼が中心となって主催したナショナルワークショップは、

また彼は、ナショナルキャンプのリーダーとしての役割 シャープのナショナルキャンプと並び、この時代における

を長年務めると同時に数多くの論文や記事をさまざまな機 野外教育の先駆けをなすものであった.彼の唱えた野外教

関を通じて発表し、キャンプ教育を学校教育の中に取り入 育については、既に我が固でも知られているが、この時期

れていくことを強く主張していったのである。 スミスが開発したコミュニティスクールキャンプは、主に

今でもよく引用される彼の主張に次のようなものがある 四つの大きな目標から構成されていた.労働体験、健康生

一室内(クラスルーム)において最も有効に教えることの 活、社会(共同)生活、レジャー活動であった。とはいえ

できるものは室内で教えられるべきであり、反対に、自然 多くの場合は、野外生活技術やアーチェリ一、フィッシン

の物や自然の環境を直後体験することによってより有効に グ、ハンティングなど、いわゆるレジャー、レクリエーシ

学ぶととができると考えられるものは、そこ (Outside ョン的活動がそのプログラムの主流を占めていた.シャー

the Schoo L)で教えられるべきである。ーというものであ プのナショナルキャンプと同じく、このクリアレイクキャ

る。これは、当初から彼が一貫して主張してきた学校教育 ンプには多くの教育関係者が集まり、スミスの唱えるコミ

の中でのキャンプ教育のすすめである。しかし、ナショナ ュ二ティスクールキャンプは一気にミシガン州全体へと広

ルキャンプを続けていくうちに彼の主張にもその内容にす がってゆき、州の教育法制定のための大きな原動力となっ

こしずつ変化があらわれてくる o 1947年に発表した記事の ていった。

中では、それまでどちらかというとキャンプのための教育 スクールキャンプや野外教育の分野において、シャープ

というような意味で用いていた Camping Educationを教 がリーダーとして既に高い名声を得ていた1940年代、スミ

育のためのキャンプ環境の利用、すなわち、キャンプ場面 スはその教育活動をミシガンの州のレベルまで押し上げて

を用いた教育としてとらえるようになっていったことが伺 いき、野外教育のさらなる発展のための土台づくりをして

われる a また彼は、この頃から Camping Educationとい いた。スミスの野外教育への貢献は1950年代に入り、さら

う用語とともに Outdoor Education という用語を多く に一層巨大なものとなっていく。シャープに代わるニュー

用いるようになっていった。 リーダーの出現でもあった。シャープのその独特のリーダ

Camping Educationや OutdoorEducation という言葉 ーシップ性が初期の東部アメリカにおけるキャンプ運動の

そのものを忌初に使いはじめたのは誰なのか明らかではな 中で傑出した個人的な影響力として認められているのに対

い。しかし、少なくとも、 CampingEducationという言葉 し、ミシガン州が急、速にアメリカ全土に対してその指導的

を定着させたのはシャープであり、さらにこの言葉を 立場を築きあげていったのは.スミスのほかに George

Outdoor Educalionへと変えていったのも彼である。彼は DonaLdsonや HughMas te rsというきわめてすぐれた野外

野外教育を、ひとつの教科に限らず、もっと大きな学際的 教育信奉者が一丸となって野外教育を押しすすめて

はL.s.シャープであるが、この野外教育が現在広くアメリ 貢献していくこととなる。

カでおこなわれているような野外教育として定着していく

にはミシガン州におけるスクールキャンプ運動、野外教育
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3. 定着1111 (l 950~59) 

この時期の大きな特徴としては、それまでのレクリェ

ション的なプログラムから、より学校カリキュラムに関連

を持ったプログラム (Curriculum Oriented Program) 

への移行期としてとらえることができる。さらにこのよう

な動きにともない、それまでさかんに使われてきたSchool

Campingという言葉も徐々に影をひそめ、代わりに、 Out-

door School，Outdoor Laboratory、School-in-the-Wood、

など、新しい用語も続々と登場してきた。もちろん、 Out-

doo r Educa t ionという用語がその主流を占めていたことは

言うまでもない。また、さまざまな野外教育関係の組織が

発足したり、学校キャンプ関係の規準が制定されるなど.

との時期はムープメントとしての野外教育がアメリカの教

育界にほぼ定着していった時期としてとらえることが可能

である。

1950年代に入り.スミスは野外教育界のニューリーダー

としてますますその頭角をあらわしてきた.この時期さか

んに設立されていった野外教育関係の組織のうち、特に銘

記しておかなければならないものにスミスが中心となって

1955年に発足した Outdoor Education Projectをあげる

ことができる。これは AAHPE R (A鵬 rican All ian-

ce for Ilealth Physical Education and Recrcationlのも

とに設立されたものであり、スミスはこのプロジェクトの

ディレクターであった。とのプロジェクトはAAHPER

の後援という当初の性儲からして、アウトドアーのレクリ

ェーション活動を推進するためのものであったが、多くの

野外教育関係の催し、ワークショップ、企画に対し、積極

的に応援し、次第に野外教育運動推進の中心的存在ともな

っていった。 1950年代のアメリカ野外教育は、スミスとと

の 0・E・Pを中心に動いていったと言っても過言では

ない。

現在、日本の各地で実施されている学校キャンプあるい

は林間学校などはヨーロッパなどからの影響も考えられる

が、 ¥940年代後半から]950年代にかけて、すなわち、戦後

すぐにかけてのアメリカのとの時期の影響を強く受けたと

とも事実であろう。日本において、学校キャンプがその後

アメリカのように野外教育として大きく発展・変化してい

かず、ある一定の形を保ったまま定着していった背景には

さまざまな要因が考えられる。勿論、当時日本のキャンプ

に影響を及ぼしたものが、 YMCAやボーイスカウトなど

で行われていた、いわゆる組織キャンプからのものであっ

たことにもよるが、それとは別に、当時アメリカにおいて

野外教育運動推進の中心人物であったスミスの考え方、あ

るいはまた、それを受け入れる円本の側にも、その後の日

本の野外教育、特に、キャンブを決定づけていくような何

らかの要因があったのではないかともおもわれる。以下こ

の点についてすこし触れてみたい。

スミスの考えた野外教育は基本的に Educationin thc 

Outdoors と Education for the Outdoors に分けて考

えることができる。 OutdoorEducationという用語がシャ

ープによって定着させられてきたことは既に述ベたが、と

の OutdoorEducation をより広範囲な意味を持ったもの

として解釈していったのは、スミスが厳初であったろうと

思われる固

しかしながら、彼の発表した記事や著作などを見ると、

広い意味で解釈されていた野外教育の中でも彼が最も強調

していたものが、 OutdoorSkillの発達やレジャー教育の

必要性を説くことであったととがわかる。もちろん、彼が

ディレクターであった o . E • P (Ou tdoor Educa t io 

ProjectlがAAHPERIこ属していたこと、また、この、

プロジ.ヱクトのスポンサーがいくつかのスポーツ用品メー

カ であったことなどもこの0・E.Pの持っていた性絡

的な背景として考慮に入れておかねばならないであろう。

さらにまた、組織キャンプや学校キャンプがアメリカか

ら伝わってきた当時の日本では、キャンプはどちらかとい

うと体育の分野の中ですすめられており、スミスの考える

Outdoor Skillの考え方はさらに日本流に解釈されていっ

たと見ることができるのではないだろうか。スミスの考え

るカリキュラムとの関連の中でのスクールキャンピングの

うち、日本では、それまでの歴史的背景や文化的背景、あ

るいは、後のスポーツ緩興法の影響などにより、キャンプ

の中でも特に野外生活の体験や野外生活技術の修得、ある

いは、体育的活動といったものに重きが置かれたキャンプ

が広まっていったものと忠、われる a

アメリカでは、このあと60年代に入り、スクールキャン

ピンクが野外教育として、カリキュラムとの関連の巾で大

きな変化をとげていくのに対し、日本では、飯ごうすいさ

ん、登山、ハイキング、オリエンテーリング、キャンプフ

7イアーといった、ある一定の形を持ったキャンプや林間

学校といったものが、カリキュラムとはかなりの距離をお

いたところで定着していくこととなる.

この時期、すなわち1950年代は、アメリカにおいて野外

教育が定着した時代であったが、反面、野外教育の出発点

となった組織キャンプとそこから派生してきたスクールキ

ヤンピングとの間に厳も大きな編たりができた時代でもあ

った。との頃までには、スクールキャンピングは既に組織

キャンプから独立し、独自の道を歩み始めていた。スクー

ルキャンピングが、レクリェーショナlレなプログラムを少

なくし、カリキュラムに関連したプログラムを開発してい

ったのに対し、いわゆる組織キャンプは依然として共同生

活を基本とした野外生活や、レクリェーション活動、すな

わち、アーチェリ一、フィッシング、ハンテイングに重き

を置き、学校カリキュラムに関連したプログラムは殆ど織

り込んでいかなかった。この50年代は野外教育が定着して

いった時代であったが、それでもなお、カリキュラム中心

の野外教育をしていくのか、キャンプ中心の野外教育をし

ていくのかというととが指導者のあいだで大きな問題とし

て論じられていたことが RobertBrimm (1959l の論文な

どからも充分伺うことができる e

no 
po 



4. 転換期(l960~69) 5・ 多織化の時代(l970~79)

これまでの時代に較べると、この60年代から70年代初頭 60年代の大きな転換期をむかえたあと、さまざまな方向

にかけての野外教育の動きをひとつの言葉でくくるのは多 に発展していった野外教育は.70年代に入ってますますそ

少困難である.強いて言えば、自然資源や自然環境に対す の傾向を強めていった。野外教育という概念に対する新し

る人聞の責任性が関われた時代、あるいは、野外教育から い考え方や、教育の場として自然を利用する場合の新しい

環境教育への転換期としてとらえる之とが可能であろう。 利用の仕方の出現など、もはやひとつのラベルでその傾向

これらを考慮しごとでは転換期としてとの時代を扱うこと を言い表すことは不可能に近い状態となっていった。多様

にした。 化の時代と言うよりも、むしろ乱立の時代とでも言ったほ

Eco logy (生態学)や Conservation(自然保護)とい うが良い程、野外教育の扱う対象はあらゆる分野へと広ま

う言葉がぜ外教育分野に限らず、さまざまな人々によっても っていった。

てはやされたのもこの時代である。また、野外教育よりも しかしながら、このような多様化の中にあっても、なお

さらに大きな概念として Environmcntal Education 環 この70年代の野外教育の傾向を二つの特徴的な流れの中で

境教育)という用語があらわれたのもこの時代であった。 とらえることは可能である。 EnvironmentalEducationと

Env i ronmen tとは、森とか湖、海といったある特定の自然 Adventure Educationの二つである.

つまり.Nature とか Outdoorsだけを指すのではなく、 ①Environmental Education 

それらをも含めて、都会.郊外、太陽、エネルギー、そし 60年代から急速に広まっていった環境教育の動きは、 70

て人類まで、我々をとりまくありとあらゆるものを指す言 年代に入っても依然として野外教育の主流を占めるもので

業として使われている舗とにかく、この60年代から70年代 あった。しかもこの扱う対象は、かつての40年代.50年代

にかけては我々をとりまくあらゆる環境 (Envi ronmen t ) の頃とは較べものにならない程多くのものを扱うようにな

が国家的規模で取りざたされた時代であった。 った。伝統的な自然観察に類したものから、生態学、自然

野外教育のための各種の施設が各地に燥発的に増えたの 保護はもちろんのこと、エネルギー問題、都市問題、さら

もこの時代である.時の大統領 John r.Kennedyの声明( には人種問題など、我身をとりまくあらゆるものを対象と

1963)もさることながら、厳も、強くこの傾向に拍車をか するようになっていった。小学校における 3泊4日からー

けたのは、 1965年、教育委員会によって制定された、 ES 週間程度の宿泊野外教育 (ResidentOutdoor Education ) 

E A Title m (Elementary and Secondary Education は、既にこの時期までには、ほとんど常識と言っていいほ

Act )と呼ばれる野外教育やキャンプ教育に対する特別法 ど学校教育の中に織りとまれていった.このような学校行

金の制度で、あった。 1966~から 67年の 2年間のあいだに、 事は依然として野外教育という言葉で言い表されていたが

野外教育を含む89のプロジェクトに対して 500万ドル( その扱う対象は、いわゆる自然環境から、人口問題、公

当時の日本円にして約18億円)が援助されたというーさら 害、交通問題など、トータルとしての環境問題を扱ってお

に1969年、月面からの地球の姿がテレビ画面を通じて由民 り、内容的には、すでに Envi ronmen ta 1 Educa t ion (環境

の前に放送されるに及び、ー惑星としての地球を見直そう 教育)と呼んだほうがふさわしい内容となっていった。

とする気濯や、地球の自然に対するスチュワードシップ SteveVan Matreの唱えた Acc1 ima t iza t ionや Accli-

S tewa rdsh ip )といった意識が高まり、それにつれて、野 matizing、さらには Sunship Ea r th が野外教育の新しい

外教育も実にさまざまな方向へと枝分かれしつつ、その内 試み、アプローチとして新風をまき込んだのもこの時期で

容・プログラムにも大きな変化が生じていった. ある。これは、個人と自然との関係を人間の五感をフルに

また、多種多様なプログラムの発展と、それにともなう 活用して.より直後的に肌で感じとっていこうとするプロ

用語やマニュアルの出現は、ごの時期を象徴する現象であ グラムであり、野外教育の指導原理ともいうべき直後体験

る帥特にパッケージ・プログラム (Packaged Programs) を改めてみなおそうとするものであった。とのプログラム

とよばれる指導者のための野外教育マニュアルや指導ハン は現在もなお1よく応用されており、さらに発展して
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への思いやり、あるいは、学校、家庭、社会といった、生

活をとりまくすべての環境にたいする関心へと移行させる

ことができる.j というものである。

OBSのアメリカ八の上陸を契機として、野外教育場面

ではもちろんのこと、一般のキャンピングスクールなどで

も、バックパッキング、ロッククライミング.登111など、

克服型のプログラムが提供されるようになってきた。また

野外教育関係の施設などでも新しく、チャレンジコースや

ロープコース、イニシアティプコースなど、アドベンチャ

ー的な要素を備えたコースや、仲間の協力を要求されるよ

うなコースを、その施設の中に保有するところが多くなっ

ていった。

このような、アドベンチャープログラムや、 Accliroa t i-

zat ionプログラムがこの時期急速に広まっていったのは、

先の60年代の転換期からこの70年代の多様化の中で、それ

までの野外教育が、あまりにも理科教育化しすぎていった

ための反動とも受け取ることができょう。アドベンチヤー

プログラムにせよアクラィマティゼーションプログラムに

せよ、これらはいずれも直後体験を重んじたものであり、

かつてL.B. シャープが唱えた Learning Processes や

Learning by Doingといった野外教育の原点に今一度立ち

戻ろうとしているかのようにおもわれる.これら、直機体

験を重んじた野外教育プログラムはその後70年代後半から

80年代にかけて ExperientialEducationとして、 Envi-

ronmental Educationとはまた別な形として、新しい方向

に発展していった。

G. 人閥化の時代(l980~

意思決定能力を向上させるような野外教育プログラムに対

しても強い関心が持たれはじめている。 70年代からさかん

に用いられるようになってきたイニシアティブプログラム

ニュ ゲーム、アドベンチャープログラムなども言い換え

れば.人間教育のためのプログラムであり、その意味にお

いては、このようなプログラムの出現は現在の傾向の先駆

けをなすものであったと言うととができょう。このような

傾向はいずれもあまりにも多機化しすぎた野外教育への反

省とも受け取ることができるが、一言でいうならば、アメ

リカの野外教育が今再び自然の中での直後体験とそれに伴

う "Learning Processes. という原点に立ち祭ろうとして

いる、と言うごとができるのではないだろうか.

日本では、今もって、 f野外教育すなわち野外活動であ

り、ある特定の野外活動プログラム、例えば、ハイキング

歌、ゲーム、キャンプ・ファイア一等、ある一定のプログ

ラムを消イじしさえすれば結巣的に野外教育になる。』とい

った考え方が椴強く残っている。このような旧態依然とし

た考え方や実施方訟を変えない限り.日本の野外教育に今

最も欠けている環境教育の要素を加えることはもちろんの

こと、レクリェーショナルな行事としての性格から日本の

野外教育が脱皮することは困難であろう.

野外教育とは、本来、自然の持つ教育的価値を自覚した

教育の一方法であり、当然、野外活動はその教育目的に応

じたプログラムのーっとなるべきものである。野外教育に

は、さまざまな教育目標があげられているが、これら一つ

ーつの目標や目的を充分吟味した上で野外教育のためのプ

ログラム理念を確立していくことが我が国の野外教育に課

せられた急務ではなかろうか。

日本でも近年、アドベンチヤープログラムやイニシアテ

レクリェーショナルな活動としてのキャンプが、教育の ィブプログラム、さらには、アクラィマティゼーシヨンプ

対象として考えられるようになってから既に百年以上が経 ログラムなど、アメリカの新しいプログラムをどんどん吸

った。この閥、 CampingEducation.School Camping.uut- 収し.新しいキャンプや野外教育を展開していこうとして

door Education.Environmental Education.Experiential いるところが唱えてきた。とのような傾向に加えてさらに

Educat ionなど、さまざまなHI語の出現とともに野外教宵 環境教育的要素やプログラム理念の確立がすすめられてい

の方法やその内容も大きな変化を遂げてきた園 くならば、近い将主任、一見.まわり道をしてきたとも思え

1980年代、すなわち、現代の野外教育を論ずるには、ま るほど、ありとあらゆるものを吸収し、取捨し、そして再

だまだ時を待たなければならない。しかしながら1990年代 ぴ原点に戻ろうとしているアメリカの野外教育と、原点そ

あるいは211世紀へと時代が移っていった時、将来の野外教 のままとも言えるような古い型の中で、惑いものを捨て、

干著者逮はこの80年代にどのようなラベルを貼るであろうか 良いものを伸ばそうとしてきた日本のキャンプを中心とし

70年代の多様化の傾向を受け継ぎつつ、 80年代に入り、 た野外教育とが、再び、融合する時がやって来るかも知れ

ある程度安定してきたかに見えたアメリカの野外教育であ ない。

ったが、ごと数年、また新しいうねりが、押し寄せて来つ まとめ

つあるように思われる。Ilmoaniz ing Env i ronmen tal Edu- 本論は、アメリカにおける野外教育!の歴史的変遷を、主

ca t ion と言われているものがそれである.日本的に意、訳 に時代区分のrl1でとらえ、その時代の特徴的なことがらや

するなら、人間化の野外教育とでも言えようか。 ζれは、 その考え方の変化について論じたものであるーしたがって

今までの野外教育プログラムのなかに、さらに人間関係ゃ いわゆる組織キャンプや野外活動そのものの康史を論じた

社会性を発達させるよなプログラムをより強く織り込んだ ものではないu また、本論では、野外教育に関する研究の

ものである。その意味においても、野外教育プログラムの 歴史や初期の指噂者たちの哲学にまで充分な考察を加える

人間化ということができょう。特に、個人主義の発達した ことはできなかった。とれらはいずれも今後の議題とした

アメリカにおいては、今、グループでの問題解決能力や、 い。
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「 レ ク リ エ ー シ ョ ンJIζ対するイメージの研究

一ーとくに大学生の事例比較を中心11:一一

高橋 ffp 川向妙子

(国際基督教大学東海大学)

イメージ レクリエーション指導 若者

I.研究の目的

近年、若者の意識は大きく変化してきているといわれ

る。いわゆる「新人類jなる造語も生まれるにいたり、

多様化とともに、従来までの人並み志向の常識を越えた

感覚で生活を律しているといわれている o。それぞれが

直感的に感じた感覚を重視し、それによるライフスタイ

ノレの形成がみられるようになった。一方、社会全般につ

いても、企業にみられるイメージアップを中心とした CI

運動(CorporateIdentity)、商品のイメージづくりなど、

現代の若者11:焦点、を合せた 7 ーケッテイングが展開され

ている。

このようなことは、個人の抱いたイメージが、その人

の行動と極めて密接な関係を有していること、および主

観的なイメージが、その人の行動や活動11:大きな影響を

与えている乙とを意味している。そ Lて、 ζ の傾向は今

後ますます強くなる ζ とが推測される O

レクリエーション lζ関しても同様な乙とが言えよう o

すなわち、レクリエーション iζ関する概念規定が多くの

学者によってなされているが、Dそれが一般人のレクリエ

ーション行動と必ずしも一致するとは恩われない。むし

ろ、直感的 lζ抱くイメージ 11:左右されると思われる o 従

来まで、レクリエーション lζ対するイメージを的般に把

握する研究はあまりみられなかった。その;意図のもとに

なされたものには、高橋が実施した事例が見られる029990
本研究は、同じ大学における研究事例をとりあげる乙

とができたので、尚橋の追跡、研究という意味を根l底lζ お

き、現代の若者のレクリエーションに対するイメージの

実態をとらえ、あわせて約20年前のイメージと比較検討

しようとするものである O

したがって本研究のねらいは次の通りである。

(1) 1986年度入学生のレクリエーションiζ対するイメー

シの一般傾向の把渥。

(2) 1968 i]二度入学生との比較。

II. 研究の対象

1986年度、国際基管教大学の新入生、男女 387名、お

よび 1968年度 238名の新入生を本研究の対象とした。

その内容は表 lのとうりである。

1986年度入学の学生については、表 21ζ年齢，m成を示

した。友子が 6書IJと多"0年齢締成の特徴を見ると、男

子において19歳以上の者が多く、彼等を受験線人の経験

者とすれば、約 6害IJが ζ れに該当する。女子は反対に約

7割が18歳である事から、現役で入学してきているもの

といえる。

表 1 対象者数

表 2 '86年度新入生年齢構成

年首¥的IJ 男子(出) 女子(%) 合計(%)

18 歳 53(36.3) 116(68.9) 219(56.6) 

19 歳 70(48.0) 64(26.6) 134(34.6) 

20 歳 17(11.6) 9( 3.7) 26( 6.7) 

21 歳 5( 3.4) 2( 0.8) 7( 1.8) 

22歳以上 1( 0.7) 。 1 ( 0.3) 

146 241 387 

II1.研究の方法と内容

l 実施用法

'86年についても '68年と同様「自由辿:fI!法Jカ⑤ iこよ

り、イメージの測定を行った。

1 )刺戟語 rレクリエーションJ
2 )時間 2分間

3)回答方法:flJ紙記入法

4)制限 :反応訪を名詞、形容詞のみに指定した。

ド!日年度とも、本学入学後 4月第 2週目において、 l直ち

に凶答用紙を配布し、口答 11:て指示を与えた。

過去の経験と深く関わり、複雑でしかも本人の「構えJ
11:よって左右されるイメージを「自由述恕法J11:より、

単 11:分析、比較する乙とには難があると言われているが宅

その事柄の特徴を端的に表すという利点、及び '68年の

調査と比較する目的から ζ の方法を実施した。

2 分析の内容

(1) '86年度入学生における反応語の分析。

I~'] 橋の行った 5 項目の分類 lCりを用い、第 l 反応語、及
び第 3反応語まで、をまとめ検討した。

<5項目の分類>

感情反応→ 楽しみ、愉快、明るいなどの反応語とし

てあらわれたもの。

叙述反応→ 休養、健康、遊びなど、説明的反応語を

表したもの。

n
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種目反応+ キャンプ、卓球など活動の種目をあげたもの。

共在反応→ 山、海、椅子など活動と共にあるもの。

印象反応→ 笑い、輪、和など活動lζ伴う印象反応語

として上げたもの。

(2) イメージの一般傾向

再構成したイメージは、元のイメージ iζ近いものが表

わされるという観点から11)、前述の 5分類をもとに、反

応語上位 5種から一般傾向を見た。

(3) '68年との比較

反応語の分類とイメージの一般傾向による各年度の比

較をすることにより、その関連性を明らか忙し、 '86年の

特徴を明らかにする。

N.結果と考察

1. '86年の反応語傾向分析

'86年の第 l反応語、第 3反応語までに分けて検討し

h 

，~。

端的なイメージをとらえるには「第 l反応語Jを見る

ことであるが、詳しく全体をみるために「第 3反応語ま

でJの傾向もまとめた。

表 3、表 4はそれぞれ「第 1反応語j、 「第 3反応、語

までJをまとめたものである。

表 3 第 l反応語における傾向

ゴ下q
'86年入学生

男子(%) 女子(%)

感情反応 21(14.2) 39(16.2) 

叙述反応 48(32.4) 63(26.1) 

種目反応 48(32.4) 97(40.3) 

共在反応 20(13.5) 28(11.6) 

印象反応 9( 6.1) 14( 5.8) 

その他 2( 1.4) 。
148 241 

表4 第 3反応語までの傾向

づ?q '86年度入学生

男子(%) 女子(%)

感情反応 46(10.6) 90(12.8) 

叙述反応 105(24.1) 118(16.7) 

種目反応 152(34.9) 299( 42.5) 

共在反応 70(16.1) 117(16.6) 

印象反応 55(12.6) 80( 11.4) 

その他 7( 1.7) 。
435 704 

」

第 l反応語については、男女共、種目反応、叙述反応、

感情反応が約 8害IJを占めているo 特に、スポーツ、ゲー

ム等の種目反応、が多く見られる。

男女別の傾向としては、男子が種目反応と叙述反応で

全体の 6割以上を占め、女子では種目反応のみで 4害IJ以

上を越えている。男女共、個々の活動の場iζ対するイメ

ージが主であることは、種目の選択が指導上の重要な要

素であることが確認される。また、男性lζ叙述反応が多

い乙とから、知的なイメージが多い乙とを物語っている

といえよう o

第 3反応語までを見ると、男女共、 1位種目反応、 2

位叙述反応、 3位共在反応であり、イメージの同一化が

見られる。価値観の多様化の時代lζ おいて、同一化傾向

を示している ζ とは興味深い。

2 イメージの一般的傾向

反応語の上位 5種までを表したものが表 5、表 6であ

る。

表 5 第 l反応語のイメージ(上位 5種)

順位 '86 

男子 女子一一一一

人数 人数!

1位 遊び 26 遊び 30 

2位 楽しい 14 楽しい 28 

3位 キャンフ。 5 ゲーム 17 

4位 フJレーツパスケット 5 娯楽 8 

5位 ハンカチ落し 5 遠足 8 

表 6 第 3反応語までのイメージ(上位 5種)

III員位 '86 

男子 女子一一一

人数 人数

1位 楽しい 31 楽しい 55 

2i了t 遊び 31 遊び 48 

3位 ゲーム 14 ゲーム 43 

4位 息抜き 12 キャンプ 22 

5位 キャンフ。 10 フォークダンス 17

フノレーツノぜスケット 10 

第 l反応請について多少のパラつきが見られるものの、

第 3反応語まででは、ほぽ同様な傾向を示している。

男女共、 「遊びJr楽しいjが常IC::上位!C::位置し、種

日がそれにあbく。

女子K r娯楽J、男子iζ は[息抜きj と叙述反語が入

っている ζ とは、前述の反応語の分類の傾向と考え合せ

て見ると、注目したい点である。

表 5、表 6をもとに一般的イメージを再構成してみる

と次のようになる。

<第 1反応語による一般的イメージ>

!)J子-. レクリエーションとは遊びであり、キャンプ

lζ11¥かけたり、フルーツパスケットやハンカチ
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落しをする楽しいものだ。

女子→ レクリエーションとは遊び、または娯楽であ

り、キャンプ 11:出かけたり、ゲームやフォーク

ダンスをする楽しいものだ。

<第 3反応語までによる一般的イメージ>

男子→ レクリエーションとは遊びで、キャンプにIII

かけたり、ゲームやフルーツバスケットなどを、

息抜きのためにする楽しいものだ。

女子→ レクリエーションとは遊びであり、キャンプ

InUかけたり、ゲームやフォークダンスをする

楽しいものだQ

3. 各年度の傾向比較

(1)反応語による比較検討

・68if:、 '86年のそれぞれ 5分類した反応語の割合につ

いて第 1反応語、第 3反応語まで(表7)について比較

検討を行った。

表 7 反応語の傾向比較

N 
'68器 '86 

男子% 女子児 男子同 女子拓

第
感情反応 (2) 30.4 (1) 47.8 (3) 16.2 (3) 16.2 

叙述反応 (3) 16.0 (3) 7.8 ( 1)32.4 (2) 26.1 
1 

種目反応 (1) 32.8 (2) 32.1 (1) 32.4 (1) 40.3 
反

共在反応 13.6 (3) 7.8 13.5 11.6 
JIS 

印象反応 4.8 2.6 6.1 5.8 
きロ五ロ

そ の他 2.4 1.9 1.4 。
第 感情反応 (2) 22.3 (2) 28.2 10.6 12.8 

3 叙述反応 13.4 (3) 15.9 (2) 24.1 (2) 16.7 

反 種目反応 (1) 33.1 l1l32.1 ( 1)34.9 ( 1)42.5 

ID 共在反応 (3) 18.6 12.3 (3) 16.1 (3) 16.6 

白さ五口 印象反応 7.3 9.7 12.6 11.4 

迄 その他 5.3 1.8 1.7 O 
」一一一一一一一一一一

母 '68年高橋による12)( )内は各項の順位

第 l反応語 11:ついては、両者共、感情反応、叙述反応、

種目反応がほぼ 8苦IJを占めている O

‘68年IC比べ、 '86:11'では男女共、感情反応が減少し、

叙述反応が尚くなっている O 特lζ女子』ζ 乙の傾向が強く表

われている。

指導者の指導内容によって左右されると考えられる感

情反応が減少し、，客観的江評価と見なされる叙述反応が

増加してきたことは、イメージが認識され、定着してき

たことを不していると言えるであろう。

第 3反応語までについては、 '68fドと比べても種目反

応の第 l伎は変わっていないo その他については、感情

反応が減少し、叙述反応、共在反応が '86irの男子を除

き増加し、 1位種目反応、 2位叙述反応、 3{立共在反応

と男女の差はなく、イメージの傾向の回定化が縫認でき

る。

また、加えて活動と共にある共在反応の増加はレクリ

エーション活動に参加する機会が20年前IC比べ、増加し

ている乙とを意味するものと恩われる。今後、指導ICつ

いては、なお一層の検討、充実を図っていかなければな

るまいo

(2) イメージの一般傾向の比較検討

'68 :11:、'86年のそれぞれの反応語を上位 5極(表8、9)

で再構成したものを以下 lζ 述べる。

く第 l反応認による一般的イメージ>

'68 !)}子→ レクリエーションとは遊びであり、フォ

** ークダンスなどのダンスをしたり山へハイ

キング lζ 出かける楽しいものだ。

』王子→ レクリエーションは余般においてスポー

ツやキャンプであるいは芝生でフォークダ

ンスをする乙とで、楽しくて好きだ。

'86 !H子→ レクリエーションとは遊びであり、キャ

ンプ11:t!1かけたり、フルーツバスケットや

ハンカチ落しをする楽しいものだ。

女子→ レクリエーションとは遊び、または娯楽

であり、キャンプ11:tJ:lかけたり、ゲームや

フォークタンスをする楽しいものだ。

<第 3反応語までによる一般的イメージ>

'68児子→ レクリエーションとはハイキンクやフォ

H ークダンスなどのダンスを女性と一緒11:す

る楽しいものである。

女子→ レクリエーションとは遊びであり、余暇

11:おいてハイキング、フォークダンス、ゲ

ームなどを行う楽しいものだ。

'86男子→ レクリエーションとは遊びであり、キャ

ンプに出かけたりフルーツバスケットなど

を、息抜きのためにする楽しいものだ。

女子一歩 レクリエーションとは遊びであり、キャ

ンプICHIかけたり、ゲームやフォークダン

スをする楽しいものだ。
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表 8 反応語のイメージ比較

同
'68 ** 

男 子 女 子

楽しい 24 楽しい

第 2 遊び 8 キャンプ

3 ハイキング 7 フォークタ'ンス

反 4 フォークダンス 5 スポーツ

JIS 5 ダンス 5 芝生

三日五<1 UI 5 好き

余暇

第 1 楽しい 46 楽しい

3 2 ハイキング 27 ハイキング

反 3 フォークダンス 14 フォークダンス

応、 4 女性 14 ゲーム

三"五口 5 ダンス 12 余暇

遊び

** '68年i高橋による12り

第 1、第 3反応諾まで両者1(::おいて、種目の途いはあ

っても、 '68年It:比べ '86年では男女共「レクリエーシ

ョンは遊びであり、楽しいものだ」という概念がはっき

り山ているo

第 l反応語では、 '86年では「楽しいJr遊びJを除

くものは種目反応が中心て・あるが、両年ともはっきりし

た傾向は見いだせない。

第 3反応語まででは 3位、および 4，5位まで男女共

同様の傾向が見られ、乙れを総合すると、 '68年では「レ

クリエーションはハイキング iζ/J¥かけたり、フォークダ

ンスをしたりする楽しいものだJとなり、 '86年iζは「レ

クリエーションは遊びであり、キャンプ It:tl¥かけたり、

ゲームをしたりする楽しいものだJとなるo 種目が変っ

てきた乙とに加え、 「遊び」という説明を加え、より詳

しいイメージとなってきている。

181:1::の聞にイメージの傾向が国定化し、より明確なイ

メージが確立してきていることが伺えるo

V. まとめ

以 L 大学生のレクリエーションに対するイメージを

1986年度学生、および 1968年度学生との比較について

考察してきた。 ζ れらを通してまとめられる乙とは次の

通りである。

1. 1986年度学生の特徴

1)男女差がイメージにおいて見られない。

1986年度学生のイメージは、男女共ほほ同織の傾

向を示す。すなわち男女の平均化がイメージの上It:

も表れているといえよう。

'86 

男 子 女 子

44 遊び 26 遊び 30 

6 楽しい 14 楽しい 28 

6 キャンフ。 5 ケ。ーム 17 

4 フルーツバスケット 5 娯楽 8 

4 ハンカチ落し 5 遠足 8 

4 

4 

60 

21 

12 

12 

10 

10 

楽しい 31 楽しい 55 

遊び 31 遊び 48 

ゲーム 14 ゲーム 43 

息抜き 12 キャンプ 22 

キャンフ。 10 フォークターンス 17 

フノレーツノイスケット 10 

2 )イメ ジの固定化が見られる

イメージにおいて種目反応が多いことは当然であ

る。しかし「楽しさ J r遊びj という叙述反応がみ

られることは、現代の情報量と関わりがあるのでは

ないかとおもわれる。

2. 1986年度および 1968年度学生の比較

1) 1986年度学生のほうが叙述反応が多くみられる。

乙れは、現代の感覚重視から見るならば、予想外

のことと言えるが、別な視点からみると、それだけ

レクリエーションへの理解が深くなってきたとも考

えられる。

2 )いずれも種目反応が多い

レクリエーションと聞くと、実際ILtllてくるのは

過去あるいは現在において経験し印象に残っている

活動が多くなる。このことは当然とも言えるが、そ

れだけ活動穣臼の重要性を示していると言えよう。

3) 1968年度男子学生では、「ダンス系Jr女性」など

のイメージが強L、。しかし 1986年度男子学生は「遊

びJr!息き依きJなど、理由ずけがなされている。

4)友子学生においてはイメージの上iζ年度差があま

りみられない。

これらの乙とから、今後レクリエーション指導上考え

なければならないことの一つ It:r男女差がなくなってき

たJ乙とがあげられよう o 現代社会の風潮ーモノセック

ス、中性化、見交雇月l機会均等法、女性管理職の地方日な

ど が、レクリエーションの分野においても大きく影響

を受けざるをえな L、。また、現代の若者は自己の感覚を

重視していると言われるものの、レクリエーションのイ
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メージにおいては、あまりその傾向は見られない。乙れ

は社会生活を営む上で、他人と関わる状況においては、

他人並(人並み)の心も依然として残っているとも言わ

れている乙とと関連があるのではないだろうか1の。

今回は、行動と密接IC関係していると言われているイ

メージを端的にまとめて指導のポイントを探ろうとした

が、今後の課題として、イメージの多様化、そしてライ

フスタイルの多様化が進んでいる現状の中で、レクリエ

ーションのイメージが固定化してきている乙との評価を

ふまえ、社会の変化、個人の意識といった幅広い洞察を

怠ることなく指導の内容、方法を考えてゆく必要がある

であろう o

〔引用文献〕

(1)博報堂生活総合研究所 分衆の時代

日本経済新聞社 1985. 1 pp 78~80 

(2) 江橋慎四郎他 レクリエーション概論 現代レクリ

エーション講座 1 ベースボールマガジン社

1974 pp 34~60 

(3) 飽戸弘 イメージの心理学潮出版

1970. 10 pp78~80 

(4) 高橋 和敏 レクリエーション IC関するイメージの

研究(第 1報) 第 4回レクリエーション研究会発

表抄録 1968 

(5) 高橋 和敏 レクリエーション IC対するイメージの

分析 レクリエーション研究 1972. 7 

(6) 吉田他 消費行動の調査技法 丸善KK
1969. 7 pp 45~50 

(7)吉田他前掲(5) pp 66~69 

(8) 名東 消費者行動の研究 東洋経済新聞材

1974 pp 30~34 
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学生生活における RE-CREATION行動に関する研究

一一一一一 N 大学理工学郎の場合一一一一一一

。阿部信博 川井昂 吉本俊明 津村博 斉藤虎征 岩田惇 小川貰

学生生活 Re-creat ion 快 不快

1. はじめに

近年.大学の大衆化が進んできた乙とは周知の乙とであ

る。乙乙数年進学率が横ばいの状態からわずかながら減少

する傾向 1<::あるとはいえ，大学や短大K在籍する学生が同

年令層のおよそ 35% 1<::なる。それだり 1<::.大学生の人間像

は極めて多彩なものと恩われる。
8】

1980年 1<::神戸大学で行われた調査では，大学進学の目的

のなかに「クラブ活動やレジャーなど学生生活をエンジョ

イするため 1 と答九下いる学生が20泌であった(二舷まで

の重複選択回答)。京都大学の昭如 55年度入学省のうち，

進学の最も強い動機として「大学生活をエンジョイするた

め J と答えた学生がおよそ 3 必あった。そして~II戸大学の
調査のなかで.人生の送り 1jの希望に「金や名誉を考えず

に自分の趣味 Kあった暮らしをしたいJと答えている学生

が 12泌あった(二肢までの重後選択問答)。また. 8i 97 7 

年経済企画庁の大学生の進学動機についての報告によると.

「幅広い豊かな教養の修得J. r専門的な知識や技術の封

得J. r学生としての自由 If!j聞をもっ ζ とJの三つが辰も

多く選ばれ. r学生としての自由時間……Jを選択した学

生が男子で 43.8必，女子で 58.4%いる(三項目選択回答)。
8) 

さらに. 1980年日本リクルートセンターの報告による女

子学生の場合では. rもっとも充実感や生きがいを感じる

とき」の問いに対し. r勉強・ゼミナールJと答えた者が

14.3 %. r人との交流j が 53.7% .趣味・レジャー J

が 22.2%. rクラブ・サ クノレ・同好会活動J が 9.1%

となっている。

上記の調 I盗・報告 Kよっても，現代学生のなかで. ~I 山

時間をもち，それを趣味やレジャー 1<::充てる乙とに幸術感

や充実感を覚えるという者がかなりの割合をしめる乙とが

うかがえる o

現代の学生は，かつてより，無気力，しらけ世代などと

いわれてきたが，併せて安定志向，遊び志I;'J. 荘、事主義な

どいろいるに評されている。現代の社会の盟かさ，価値の

多機化は"より高い価怖をめざして，物事1<::まじめに深く

関心をもち.情熱をもやす"といった生き方を希薄lζ させ

ているものと思われる。
8) 

S • 7 ロイトは，人間を，基本的 1<::は無意識のなかのも

のを含 め，諸欲求を充足する乙とにより快"を得よう

と行動するものとみている ctJ，tへの意志)0 A .アドラー

は，フロザトの快楽原却に納得できず，人聞は，より優れ

たものになりたい.他人の上に立ちたい，支配したいとい

った欲望を強くもち. r権力への意志Jをもつものとみて

いる。さら』ζ. V. E.フランデノレは.快楽への意志.権力へ

の意志は人Il日存在のそれぞれの契機にすぎないとして，人

(日本大学)

Prnは究極的1<::は f意味への意志Jをもっ存在であるとして.

自己の生命を意味あらしめようとするのが人間であるとみ

ている。
2) 

図ー 1は生きがいの年令的変化を示したものであるが.

生きがいは年令によって変化している乙とがうかがえる。

乙れは，快楽
図-1 生きがいの年令的変化 (男性)

への怠志.権力
40-44設

への意志.意味

35-39蔵への意志が人間

の精神の発達lζ
30-34蔵

問対応し.また外

25-29歳界iζ適応してい

るととなどKよ
-24歳

る変化と考えら
18-19法

れる。しかし.

大学生にあたる

年令まではおおよそ 4人に 1人が遊び志向をもっているこ

とが布えられ，安定と適応を求めがちな現代青年がほんと

うの生きがいを感じているかは疑問である。大学生時代が

E.H.エリクソンのいうモラトリアムJUlである乙とは間違

いないと思われるが，モラトリアムをどういう意味内容で

とらえるか，また.悩み苦しんでアイデンティティを問う

ζ とも大学生にとって重要な乙とと考える。

本研究.では，忠まれた学生生活を享受しているようにみ

える現代学生の日常生活のなかから，学生心型の一川面を

ー. tJ.:: ..“不快"の観点からのぞき，具体的 Kどのような行

動lζ"快"句不快"を覚えるかをあきらかにし，学生の志

向をさぐってみたい。
10ゆ
哲学事典 Kよれば快"は環境の様相iζ対する受容

(不快は拒絶)の態度であり，ゆえに快は，好み立み，

求め，獲得し.維持永続させようとする対象または状況に
7) 

結びっく槻念であるとしている。 さらに広辞苑 Kは， ζζ

ろよいこと，心Kかなう乙と，面白い乙と.とある。

乙のような.Hみ，匂1み，求め，心Kかなう ζ となどの

行動lζ よって人IlliはRecreatされるものと考えられる。

しかし， 乙のような路上高の様相は，設定されたRecreation

のための特定の場面 1<::限らずとも，日常生活のなかで.美

しい，感じがよい.好き，美味しい・・-といった"快"の
7) 

絞験が得られるはずである。つまり. r仕事や勉強などの

疲れを，休養や娯楽 1<::よって精神的・肉体的K回復する ζ
s) 

と。またそのために行う休養や娯楽J. r余暇 1<::任意で参

加できる活動であり， ζ れらの活動への参加は個人的な楽

しさ.あるいは満足感によって動機づけられているJ• と

いった Recreat ionの純念からすれば，睡眠や食事，授業
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を受げる ζ となど Ir:よって得られる"tk .が Recreation

の範践と Lて考える乙とは無理であるうが.学生生活の幅

広い行動のなかで得られる"快"が Re-creal.ion とし

ての意味をもつものではないかと考えられるのである o

2 調査の方法

昭和 59年 5月及び昭和 60年 5月 ILN大学理工学部 1年生

259名を対象に表一 1のような調査用紙(一部)による

189項目についてのアンケート調査を行った。調査項目の

内容は，腿 1111;.食事.通学，談話，コンパ，授業.勉強.

買物，読者.家事，天候，サークノレ活動，芸術作品や映画

・音楽の鑑賞，テレビ・ラジオ. p喜好などに関してである。

表一 l 調査用紙と回答の方法

①快 不快の程度は右のスケールのようになっています.

例えば.設問の状況が非常に快を感じるなら.スケーJレの

5をOで囲んで下さい.

② わからない項目については回答しないで下さい.

表 2 授業

不快 どちらとち 快
いえない

大学での専門科目の授業 51 人 154 人 54 人;
19.1 % 59.5 % 20.8 % 

大学での一般教養 83 153 22 
(体育を除<> 32.2 59.3 8.5 

大学での体育理論 69 151 32 
26.1 60.9 12.4 

大学での体脊実技 18 64 115 
1.0 24.9 68.1 

表-3 勉強・相手の有無

一人で黙々と勉強する

友人と勉強する

(2) 勉強について(表-3， 4， 5) 

勉強は自宅や図書館でやることに快を感じるおが多く.
ト一一→一一一→

2 
1~ 不ど
常快 い ち

←一一一一-t
5 

快非
を 常
感惑に
じじt~
るるを

逆 IL喫茶底やサークノレ室，教室では不快を感じている人が

でに でえら
あ不 あなと
る快 るいも

1. 夜の睡眠

2. 休日(日.祭日等}の昼寝
2 3 4 5 

2 3 4 5 。3. 授業中のうたた寝
2 3 4 5 

4. 休み時間中のうたた寝 ' 2 3 4 5 
a 5. 電車，パスの中でのうたた寝

2 3 4 5 
， a t 6. 自由時間中でのうたた寝

3 
1. 一人で黙々と朝食をとる

4 5 

3 
8. テレビを見ながら朝食をとる

4 5 

2 3 4 5 

集計は「非常に不快である Jと「不快である j は「不快j

Ir:. r非常 Ir:快を感じる Jと「快を感じるJは「快Jとし

てまとめ. rどちらともいえない j と 3段階に分類した。

a 結果と考察

(1) 授業について(表 2 ) 

授業 IL関しては体育実技以外は快の傾向はみられず，一

般教養については不快が快よりも多数をしめている。 ζ れ

は，はじめ K述べたように進学の動機や目的を専門科目 Ir:

重点を鐙いている乙とや，主化系学生と理工系学生の違い

などによるものと恩われる。本調査対象が I年生である乙

表-4 勉強・場所

不快 どちらとも
いえない

自宅 30 人 142 人
11.1 % 55.3 % 

友人宅 63 144 
24.6 56.3 

図書館 41 134 
16.0 52.1 

研究室 49 148 
23.4 10.8 

サークル室 14 126 
35.1 60.9 

教室 56 115 
22.0 68.6 

喫茶底 85 126 
34.6 51.2 

表-5 勉強・何かをしながら

不快

音棄を聞きながら 51 人
19.9 % 

テレビを見ながら 106 
41.1 

ラジオを聞きながら 83 
32.4 

おしゃべりをしながら 113 
44.1 

快

85 人
33.1 % I 

49 
19.1 

82 
31.9 

12 
5.1 

7 
3.4 

24 
9.4 

35 
14.2 

どちらとも
いえない

別人
34.0 % 

108 
42.5 

112 
43.8 

105 
41.0 

多い。乙れは喧

騒を嫌っている

ためと思われ，

ζ の ζ とは，お

しゃべりやテレ

ビをみながら勉

強するととにも

不快を感じてい

る人が多い乙と

からもうかがえ

る。しかし. 1 

人で然々と勉強

する乙とにも不

快を感じる人も

多く.音楽を聞

きながら勉強す

快

118 人
46.1 % 

40 
15.1 

61 
23.8 

38 
14.8 

とから. f受業や勉強 Iq刻しては進級とともに意識が変化し， ることに快を感ずる人が多いことなどから必ずしも 1人静

快，不快の受けとめ方も変わってゆくものと惟察される。寂のなかで勉強するととが快とはいえないと身える。
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(3) 読書について(表-6 ) 

表-6 読書

不快

専門書・テキスト 89 人
34.8 % 

一般教養のテキスト 103 
40.1 

体育理論のテキスト 110 
43.5 

文芸作品 13 
28.5 

SF小説 45 
18.4 

推理小説 31 
14.6 

自伝 10 
21.1 

スポーツに関する図書 11 
6.1 

旅行に関する図書 8 
3.1 

趣味の図書 2 
0.1 

新聞・雑誌 4 
1.6 

マンガ 4 
1.6 

どちらとも
いえない

133 人
52.0 % 

136 
52.9 

134 
53.0 

101 
41.8 

95 
38.8 

81 
32.0 

134 
日.0

100 
39.2 

82 
31.9 

24 
9.3 

65 
25.4 

41 
18.3 

快

34 入
13.3 % 

18 
1.0 

9 
3.6 

16 
29.1 

105 
42.9 

135 
53.4 

49 
19.4 

138 
54.1 

161 
防.0

233 
90.0 

181 
73.0 

206 
80.2 

iζ 文芸作品や自伝に対しては快を示す者は減少し.テキス

ト類に関しては不快を示す者が多い。しかしテキスト類に

関しでも快を選択している者が存在していることも見逃せ

ないと考える。

(4) 談話 11:ついて(表ー 7，8 ) 

談話の栂手 11:ついては友人との談話 iζ非常1ζ高い割合で

快を示し.次いで家族との談話 11:快を示す者が多くなって

いる。先生との談話では飲酒をしながらの場合に快を感ず

る者が多くなっているが ζ れはアルコールによって普段で

はうかがい知れない教師の姿がみられる乙とや，筒じ立場

11:近いと ζ ろで語れる ζ となどによるものと考えられる。

談話の内容についても友人と語る乙とでは全てに快を感ず

る者が多くなっているが，家族との談話では学問研究や自

分の将来 IL関する談話 11:ついてはどちらともいえず，先生

との談誌においても自分の将来に関しての談話では快を感

じる者が多いものの，学問・研究においては快の傾向がみ

られる程度である。レジャーやサークル1Lfl，!1しては家族や

先生との談話 11:も快を感じる者が多く，学生の快楽志向が

うかがわれる。

(5) 音楽♂映画の鑑賞について(表-9 ) 

演歌.日本民謡 ILは不快を感じ，映画や他の音楽につい

ては快を感じる者が多くなっている。特に映画とポピュラ

ーやロックの音楽項目についてより高い割合で快を示した。

若者の風俗を物語るものと推察される。

(6) 芸術品の鑑賞について(表一 10) 

趣味の図書や 7 ンガをはじめ，雑誌，旅行，スポ ツ等 前述の音楽・映画の鑑賞と同様.日舞，書道などの日本

比較的軽い気持ちで読めるものに快を感ずる者が非常11:多 的芸術 11:は不快を示す者が多いが洋画 11:は快を示す者が多

く.さらに SFや推理小説などに興味を示す者も多 b、。逆 く，彫刻には快の傾向がみられる。

表一7 談話の相手・飲食

友 人 家 族 先 生

不 快 どちらとも 快 不快 どちらとも 快 不快 どちらとも 快
いえない いえない いえない

喫茶・軽食を 1 人 幻人 233 人 11 人 118 人 117 人 55 人 112 人 58 人
とりながら 0.3 % 8.9 % 鈎.7% 6.1 % 46.8 % 46.4 % 24.4 % 49.8 % 25.8 % 

飲酒をしなが 2 25 227 26 115 101 38 m 102 
り 0.9 9.8 89.4 10.7 41.5 41.1 16.6 38.9 44.5 

---'-一一一ーーー

表-8 談話の内容と相手

友 人 家 族 先 生

不快 どちらとも 快 不快 どちらとも 快 不快 どちらとも 快
いえない いえない いえない

学問研究に関 36 人 114 人 105 人 62 人 148 人% 40 人 52952人% 
101 人 14 人

して 14.1 % 44.7 % 41.2 % 24.8 % 59.2 16.0 % 43.2 % 31.6 % 

自分の将来に 17 118 117 42 149 61 39 120 73 
関して 6.7 46.8 46.4 16.7 59.1 24.2 16.8 51.7 31.5 

異性に関して 1 50 208 73 1:16 42 46 136 50 
0.4 19.3 80.3 29.1 54.2 16.1 19.8 58.6 21.6 

レジャーに関 。 28 231 10 132 112 40 111 15 
して 。 10.8 89.2 3.9 52.0 44.1 17.2 50.4 32.3 

サータルに関 7 93 138 18 177 40 35 132 61 
して 2.9 3四l 58.0 7.7 75.3 17.0 15.4 57.9 26.8 

71レJてイトに 2 99 154 22 180 48 40 157 36 
関して 0.8 38.8 60.4 8.8 72.0 19.2 17.2 67.4 15.5 
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表 9 音楽・映画の鑑賞

不快 どちらとも 快
いえない

クツンック白~ 40 人 119 人 91 人
15.6 % 46.5 % 31.9 % 

ジャズ 38 121 91 
15.0 41.6 31.4 

ロック 30 58 168 
11.7 22.1 65.6 

ポピュラー 4 39 213 
1.6 15.2 83.2 

演歌 135 16 44 
52.9 29.8 17.3 

日本民謡 149 85 17 
59.4 33.9 6.8 

西洋映画 2 32 225 
0.8 12.4 86.9 

日本映画 8 58 193 
3.1 22.4 14.5 

表 10 芸術品の鑑賞

不快 どちらとも 快
いえない

日本画 58 人 121 人 66 人
23.1 % 50.6 % 26.3 % 

洋画 34 104 113 
13.5 41.4 45.0 

書道 81 135 35 
32.3 53.8 13.9 

彫刻 50 129 70 
20.1 51.8 28.1 

民芸品 68 123 60 
27.1 49.0 23.9 

生活芸術品 51 136 57 
(ハンドクラ 7 ト} 22.8 54.4 22.8 

日 舞 105 121 11 
44.3 51.1 4.6 

(7) テレビを見る(表ー 11) 

特集番組.スポーツの実況，バラエティショウ， ドラ 7

表一 11 テレビを見る

不快

ニュース番組 16 人
6.2 % 

歌謡番組 21 
10.5 

ドラマ 17 
6.6 

劇嶋中継 65 
25.8 

パラエティショウ 22 
8.6 

クイズ番組 25 
9.1 

スポーツ教室 28 
11.1 

スポーγの実況中継 19 
7.4 

語学教室 104 
40.8 

教養講座 101 
40.2 

特集番組 13 
5.1 

社会番組 44 
17.3 

政治・経済番組 76 
30.0 

表 12 ラジオを聞く

不快 どちらとも
いえない

ニュースを聞く 36 人 155 人
14.0 % 60.1 % 

交通情報 55 168 
21.7 66.1 

クラシック音楽 61 114 
23.9 44.7 

ポピュろー音套 7 52 

どちらとも
いえない

130 人
50.6 % 

101 
41.6 

90 
35.0 

143 
56.1 

19 
31.0 

96 
31.1 

146 
51.1 

12 
28.1 

133 
52.2 

126 
関.2

16 
29.1 

128 
50.4 

125 
49.4 

+主

61 人
26.0 % 

31 
12.2 

80 
31.4 

197 

快

11l人
43.2 % 

123 
41.9 

I印
58.4 

44 
11.5 

154 
ω.4 

138 
53.3 

19 
31.2 

165 
64.5 

18 
1.1 

24 
9.6 

161 
65.2 

m 
32.3 

52 
20.6 

る。逆Ir:英語，

寄IN;.交通情

報などを樹く

ζ とに不快を

示す者が多く.

乙ζでも現代

学生の勉強ぎ

らいと.興味

の問題も勿論

クイズ番組，歌謡番組，ニュース番組，スポ ツ教室，社 | 2.1 I 20.3 11.0 |かかわる ζ と

会番組の Hltiで 快を感じる者が多く，辺 iζ語学教室，教養講 |歌謡番組 I 26 I 15 I 154 であろうがあ
10.2 29.4 60.4 座，政治・経済番組，劇場中継の順で不快を感じる者が多 l lU.L. iる程度腰を据

くなっている。乙れは前述の読書における傾向に似ている |英語 ~Q . 1~ • ~l ^えて話しを聞
1 35.4  52.4 12.2 

と思われる。テレビを見る時間帯や家族団らんという乙と _ ._1 ¥__く乙とを嫌う
|スポーツの実況 38 1 105 ¥ 113 

を考えればテレビが真剣 iζ 教養や情報を得るメディアにな 14.8 41.0 44.1 |傾向もうかが

り 得 な い 場面もあることがひとつの要因である ζ とも考え |容度 q1 I 11 d d7 える。

られ，身近な情報や安易 iζ 受け入れられる番組 IC快を感じ

るといえる。また，スポーツの実況中継に快を感ずるのは (9) 買い物について(表ー 13) 

うなずけるが，他の教養講座 IC比べてスポーツ教室にも快 どの項目 ICおいても数字のうえでは快が不快をうわまわ

を感ずる者が多く.現代の学生がスポーツ lζ 高い関心を示 る割合を示している。食事の材料や専門書・テキストを賀

している ζ とを物語るものと考える。 う乙と Ir:快を感じる者が不快を感じる者よりもやや多い程

俗) ラジオを聞く(表一 12) 度 であるがその他の項目では快を示す者が多 L、。乙れは買

前述のテレビを見るのと同様，ポピュラー音楽，歌謡番 物 好きをあらわしているものと考えられ，特ICスポーツ用

組， スポーツの実況，ニュースを開くなどIL快を感ずる者 品 ， セ ー タ ー や ジ ー ン ズ ， あ る い は ス ウ ィ ッ チ ひ と つ で 燥

が多く，クラシック音楽を聞く ζ とに快の傾向がみられ 作出来る電化製品の買い物がコンパ・パーティの材料や日
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用品・雑貨の買い物よりも高い割合で快を示しているのは，

現代学生のスポーツ好きや 77 ツション性を物語るもので

あるう力主。

表 13 貰い物

不快 どちえらなとも 快
b 、む、

食事の材料 50 人 123 人 72 人
20.4 % 印.2% 29.4 % 

コンパ・パーティーのた 20 97 129 
めの材料 8.1 39.4 52.4 

日用品・雑貨 22 124 112 
8.5 48.1 43.4 

衣類{セータ.ジーンズ 16 11 164 
など) 6.4 28.3 65.3 

専門書・テキスト 44 160 55 
11.0 61.8 21.2 

趣味の図書 5 関 204 
1.9 19.3 18.8 

新聞・雄総 8 110 139 
3.1 42.8 54.1 

電気製品{テレビ.7.テ 3 52 加4
レオなど) 1.1 20.1 78.8 

スポーツ用品 4 74 115 
1.6 29.2 69.2 

(10) その他について

ζ れまで，掲載した表について述べてきたが，乙れらの

他 iζ. 睡眠，通学.サ クノレ活動.食事，コンパ.晴好品，

家事，天候等について概説してみたい。

睡眠 ICついては，休日の昼寝，伎の睡眠 IC快を感じてい

る者がおよそ 4人中 3人いるのに対して，不快と答えてい

る者が 100人中 8- 9人の割合で存在している ζ とは健康

面で注目しなければならないと考えられる。また，授業中

のうたた寝が休み時間中や電車・パスのなかて‘のうたた寝

よりも快の傾向が高かった乙とは，授業中のいねむりに対

してうしろめたさを感じる度合が低い ζ とのあらわれと思

われる。

次 IC通学では，通学の手段として一般的な徒渉.電車，

パスについては快と答えている者がおよそ 11-15%.不快

と答えているのが 40-41勉あって，通学者のかなり多くの

者が通学手段 IC関しては不快を感じているといえる(調査

対象者の 79.6労は屯車，パスのいつれかを利用し，また徒

歩と答えている)。自分で乗り物を.al転して通学するもの

では，自家用車，オートパイ，自転車の順で快と答えてい

る者が多い。通学手段としてはかなり多くの学生が不快を

感じているが.ウォーク 7 ン等で音楽を聞きながら通学し

た場合には快と答えているのが 49.6%あり，不快と答えて

いるのが 13.9%であった。しかし.語学テープを聞いたり，

テキストを読んだりして学習しながら通学する乙とについ

ては不快を感ずる者が非常に多く，新聞や雑誌を読んだり，

ラジオをききながら通学することには不快を感ずる者が多

い。また，友人と通学する ζ とには快を感じている者が多

くなっている。

サークノレ活動 iζ 対しては，実際の活動をやっているとき

に 63.4形と最も多くの者がtkを示し，発表や対外試合lζ

43.8 %.活動の準備に 33.7%. ミーティングに 2B.l %の

者がそれぞれ快を示している。逆 IC後片付けには不快を感

じている者が多くなっている。

食事については朝食，昼食.夕食 lζ 限らず I人で黙々と

食事をとる乙とには不快を示す者が多く(不快 39%.快7.1

箔)，友人や家族と話しながら食事をとる ζ とには快を示

す者が多い(友人との食事が 80.2%，家族との食事が 59.8

% )。食事の場所についてはレストラン(外食)や自宅で

食事をとる乙と IC朝，昼.夕食 tζ 限らず快を示す者が多く，

さらにキャンパス内での昼食や友人宅の昼食と夕食でも快

を示す訂が多くなっている。また，テレビを凡ながらやス

テレオを聞きながら食事をとる乙と K快を感ずる者が多く，

テレビを見ながら夕食をとるととにもっとも l白い割合で快

を示している。家族とテレビを見ながら夕食をとる乙とが

かなりのウエイトをしめていることがうかがえる。ラジオ

を聞きながら食事をとることは快.不快どちらともいえず.

専門書・テキストを見ながらの食事では多くの割合で不快

を示している。

コンパについては，クラス.サークル，仲間，中・高校

の同窓会等のコンパ¥cおいては当然の乙とと忠われるがす

べて快を感ずる者が多く，特に仲間同士のコンパについて

は 89.6%の高い割合を示し，中・高校同窓会コンバが

85.5 %.クラスコンパが 63.8%の順となり，サークノレのコ

ンパは最下級生のためか 53.6%とこのなかでは低い割合で

あった。

次 10書好品 ICついては，掛を飲む，タパコをすう，コー

ヒー・紅茶を飲む，コーラ・ジュースを飲む，ケーキ・チ

ョコレートを食べる，の項目のなかで，タバコをすう以外

はすべてに快を示す者が多く.特 ICコーヒーやコーラを飲

むことに 80応以上の高い割合で快を示し，次いで酒を飲む

が 70.5形，ケーキ・チョコレートを食べるが 59.8%とな
9) 

っている。しかし，空腹感や体調などによって，乙の快の

書1]合は変化するものと考えられる。タバコを吸う ζ とICつ

いては 49.6泌が不快を示しているものの 31.5彪の者が快

を示しており，タバコを普段すっている者とすわないもの

の比準が ζ 乙iとあらわれたものと推察される。

家事では食事の後片付け，草花の手入れ，庭木の手入れ.

2主のまわりの消婦などには不快を示す者が多く，食事の準

備.家・部屋の清掃はどちらともいえない結果であった。

天候は， I情れている日 ICは 92.9%.暖かい日 ICは 76.0%

の省が快を示 L.雨の臼 ICは 72.6%.曇っている日には

37.89￥，暑い日 ICは 52.5妬，主主い日 iζ は 55.6% .風の強

い日には 62.4%の者が不快を示している。

4. 結び

今調査から. N大学理工学部学生の志向や文化の一端を

のぞくととができたが日立ったI.J.についてまとめてみると.

先ず勉強を嫌う傾向にあり.なかでも教養志向に之しい
8) 

(専門志向が高い乙とではない)0 1982年!坂「アルバイト
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内占 j によると，職業的知識・技術の修得.授業の熱心度，

クラブ・サークル活動などから 11米の学生を比較してみる

と明らかにアメリカの学生は勉強タイプであり，日本の学

生は遊びタイプであるという。製閃として様々な背奈が考

えられるが乙 ζ では言及をさけたい。いわば快楽志向にあ

る学生が多いと考えられ.今阿の調査では|随所 ICζ うした

傾向がうかがえた。

次1<::.友人とのかかわりあいを非常に重視している乙と

がうかがえる。大学生は行動範聞も広くなり.新しい友人

を見つけて別の世界をのぞくこともあり，そして人生観な

どを豊かにしていくものと思われるが.乙うしたことを家

族や教師よりも友人により多く求めていると考えられる。

さらに.日常のいろんな協 1mで音楽とのかかわりを望み，

非常1<::音楽好きである。しかし，音楽をじっくり聞くとい

ったものではなく，テレビの歌謡番組やポピュラー，ロッ

クなとを何かをしながら気軽 IC聞くといった傾向であり.

音楽を聞くというより音楽があるといった音楽とのかかわ

り方がうかがわれ，本当の白楽好きであるといえるかは疑

問である。

読者についても格調の高い荘厳さよりも.気軽 IC読める

趣味やスポーツ等に関する(スポーツを好む傾向が強い)

図書 IC興味を示 L. 7 ンガを好んでいる。

買い物からは現代学生のファ y ション性の一端ものぞか

れた。

これらの乙とから今研究で得られた乙とは，学問志向が

低く，いわば学生生活の本質的な乙とよりも副次的なクラ

ブ・サークノレ活動，音楽 . 7ンガ等の軽い読書，ファッシ

ョンなどに快を求める傾向にあり，それ ICよって快を感じ.

Recrea tされていると考える。はじめに述べた V.E.7 ラ

ンデルの説を適用するならば人生の過渡的傾向といえるだ

ろうか。しかしその過渡期にとどまり，そ ζIC自己主張.

アイデンティティを求めてしまうと仮定(現代のキャンパ

スには多分 ICζ うした雰問気が感じられると思われるが)

するならむなしさも感じないではない。調査対象が I年生

であった乙と，調査の l時期，大学のJ受業.あるいは学生心

狸の深胞にふれる設問のしかた等を考慮、L.今後検討を加

えたい。
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日本庫生協会 設立までの経緯

キーワード 日本厚生協会、世界厚生会議、厚生省、厚生運動

はじめに

本研究は日本レクリエーシヨン協会の前身である日本厚生協

会設立までの動きについて史的に概観する.とくに、日本厚生

協会設立は厚生省殻置.及び世界厚生会議の動きがひとつのカ

ギと考え、との二点からとのテーマへのアプローチを試みる.

厚生省設置までの動きに関しては、設置の背景、陸軍省第一

次、第二次新省設置案に触れる.世界厚生会議については第一

回世界厚生会諮(ロサンゼルス)第二回世界厚生会議(ベルリ

ン)の動きを主として概観する.

厚生省設置

厚生省は1938年 (S1 3年) 1月11日陸軍の支持によ

って設立された.陸軍の意図は壮丁体位の向上という時局の要

請にあった.陸軍備の新省設置の理由として、壮了体位の低下

について、次のような記事がみられる徴兵検査に!>げるい

はゆる不合格者(丙・丁種)の槽加は、大正十一年より同十五

年までの聞は、壮丁千人につき二百五十人平均の不合格者を出

したが、昭和二年より悶七年までの間では、不合格者の数は三

百五十人平均に叡増し、さらに昭和十年現在では四百人平均に

なっている. (中略}さらに近視自民の増加は甚だしいものがあ

る.J 1と伝えている.

とのような状況のなか近衛内閣は1937年 (S1 2年) 6 

月4日成立した.陸軍は近衛内閣を支持する条件として体位向

上を目的とした新省を設置する約束をとりつげた

新省の殻置については体育関係者も陸箪の杉山陸相に賛怠を

表している国民体力の低下に最近一大関心を有ったものに

軍部がある.最近のニュースによると杉山陸相が此れが対策と

して衛生省創設の要を説き援に首相や内閣の賛意を得て特別議

会に早くも具体業を作成し、所要経費を要求し得るやう取り運

ぶ意気込みであるといふ.との動から我等は賀行力に富む箪部

の代表杉山陸相の提案に賛意を表する露である.J ・以上概観

してみると、厚生省設立はE匿の意図によることがよく理解でき

る.それは人的資源の増強と鍾勢な人的戦力の養成にあった.

新省設置案

陸軍より新省設置に関する案が二回提出された.第一次案は

陸軍省医務局長小泉毅彦(後、厚生大臣)らによって昭和11 

年秋結核対策と国民の体力向上のための主務官庁を設置構忽を

もち『衛生省J案を作成した.衛生省は官房と 9局、 35藤か

ら構成された。局の名称と事務内容をみてみる.

1.衛生局一公衆衛生並びにその施設及び国民衛生教育に関

する事項を管掌する.

2.体力局一国民の体力向上改善並びに施設の箇家的統制に

関する事項を管掌する.

3.学務局一学校衛生並びに保育に関する事項を管掌する.

4.業務局ー産業衛生能率増進及び生活資源の静動態に関す

日 本 大 学

津村博

る事項を管掌する.

5.社会局一労働及び社会に関する事項を管掌する.

6.保険局一保険に関する事項を管掌する.

7.交通局ー交通衛生並びに生活資源の鼓還に関する事項を

管掌する.

8.移民局一移植民衛生並びに環境風合に関する事項を管掌

する.

9.民事局一医療並びに運用に関する事項を管掌する.‘

衛生省案は内務省をはじめとする各省からの不備を指摘され

た.陸軍は第一案を引きさげ‘ 1937年 (S1 2年)6月1

5日第二案 I保健社会省j案を政府に提出した.保健社会省は

官房の外7局33隷より構成され、局の名称と主な事務内容は

次の通り.

1.衛生局一公衆衛生並びにその施設に関する事項を管掌す

る.

2.体力局一国民体力の向上攻善並ぴに施設の国家的統制に

関する事項を管象する.

3.保育局ニー学校衛生並びに保育に関する事項を管掌する.

4.生活合溜局一業務及び環境の衛生生活の合理化及び移住、

移植民の新環境服合に関する事項を管掌する.

5.医事局ー医療並びに運用に関する事項を管掌する.

6.社会局

7.保険局‘

保健社会省(仮称)設置要綱は 1937年 (S1 2年) 7月

9日間議で決定した.との要綱は衛生省案と比較しでわかる通

り局の変更が認められる.衛生省案にみられた学務局、交通局

は保健社会省案では姿を消している保健社会省{仮称)鍛

置要綱J (昭和12年7月9日閣議決定)の局についてみてみ

ると陸軍第二案保健社会省案と比較してわかるように5局とな

っている.局の名称と事務事項は次の通りである.

一、国民福祉ノ増進及国民体位ノ向上ニ関スル事項ヲ司掌セ

シムル為保健社会省ヲ設置スルコト

二、保健社会省ニ大臣官房ノ外左ノ五局及ー腕ヲ置夕方針ナ

Jvコト

労働局

(ー}労働条件ノ改善ニ関スル事項

{ニ)労働厚生ノ向上ニ関スル事項

(三}労務需給ノ調整ニ関スル事項

社会周

(一}社会施設ノ刷新拡充ニ関スル事項

{ニ)救護、救療ノ普及ニ関スル事項

(三)母性、乳幼児ノ養護及児童ノ保護ニ関スル事項

体力局

(一)体育運動団体ノ続制及指導者ノ養成ニ関スル事項

(二)図民体力向上施設ノ拡充二関スル事項

(三)国民体力ノ検査ニ関スル事項
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衛生局

{ー}環境衛生及環境ヘノ適合ニ関スル事項

{二)住宅ノ改良及供給ニ関スル事項

{三)栄養ノ改普及食品ノ取続二関スル事項

医務局

(一)医業制度ノ改善ニ関スル事項

(二)国民的疾病ノ防滅ニ関スル事項

{三}伝染病ノ撲滅二関スル事項

保健社会省{仮称)で管掌される事務は文部省、内務省、逓

信省、商工省、大蔵省などから移管された.とくに体力局に限

ってみてみると、学校体育関係以外の事務は主として文部省、

内務省などから移管された保健社会省設置要綱ニ関スル閣

議諒解事項J (昭和 12年7月9日閣議決定)の二項をみてみ

ると、学校以外で実施される体育活動は保健社会省の所管とな

ることがわかる.以下次の通りである.

二、文部省所管体育運動及学校衛生ニ関スル事項中

{一}左ノモノハ之ヲ保健社会省二移管スルコト

1.社会体育指語事者ノ養成{学校組織ニ依ラザルモノ)

2.青少年体位調査勉ニ体力検査

3.学校伝染病予防、学校診療其ノ他疾病ノ予防治療

4.学生生徒児童ニ関スル一般的ナル栄養ノ指噂

5.社会体育運動

イ、男女青少年団体其ノ他一般国民ニ対スル体育運動

ノ指導奨励助成

口、全国的社会体育運動団体ノ指噂奨励助成(学生生

徒児童ヲ以テ銀総セル団体ヲ除ク)

ハ、地方的社会体育運動団体ノ指理事奨励助成(学生生

徒児童ヲ以テ組織セル団体ヲ除ク)

二、国際的体育運動施設ノ指導助成{学生生徒ヲ以テ

組織セル団体ヲ除ク)

ホ、其ノ他ノ社会体育運動事業ノ奨励助成

ヘ、学校所属以外ノ運動場、競技上、体育館、武道場

ノ施設指導

6.国民体育館

保健社会省は直ちに設置されるかのように見えたが、生命保

険移管問題で、商工省と逓信省の反対にあい、約6t月遅れ1

937年 (S1 2年) 1 2月29日官制の正式決定がなされた.

官制の正式決定までの閥、保健社会省という名称について議

論がなされた.枢密院で『社会』という名称が不適当であると

いう委員、あるいは他省なみに二文字を希望する委員、また『

保健』という名称が『保険』と混同されまぎらわしいとし、協

議の末『厚生j を適当と認め政府に勧告した

ζ うして、厚生省官制(勅令七号)は 1938年 (S13年)

1月11日の官報で公布され即日施行された.厚生省は官房の

外、 5局から構成されていた.局の名称と体力局の事務事項は

次の通り.

第二条厚生省ニ左ノ五局ヲ置ク

体力局

衛生局

予防局

社会局

労働局

第三条体力局ニ於テハ左ノ事務ヲ準ル

一、体力向上ノ企画二関スル事項

二、体力向上ノ施綾ニ闘スル事項

三、体力調査ニ興スル事項

側、体育運動ニ関スル事項

陸軍の新省設置の第一、第二案さらに修正を重ね、厚生省管

制決定までに至った.とこで見落としてならない事実がある.

それは省、局の名称が変わっても体力局と衛生局は一貫して存

在した.ここに壮丁体位向上を新省に期待した陸軍の意図カ1伺

える.

世界厚生会議

第一回世界厚生会議

1932年 (S7年) 7月23日より 29日までロサンゼル

スで第一回世界厚生会議 (FirstWorld Recreation Congress) 

が開催された.アメリカのレクリエーション也会 (National 

Recreation Association)から外交ルートを通じて文部省ヘ、

またアメリカ YMCAから日本YMCAへ第一回世界厚生会踏

に代表を送るよう招待状が来た

日本からは、日本YMCA総主事斉.悠一、 YMCA体操揚

導者柳田享、日本水泳選手間先発連絡員白山源三郎、日本陸上

競技連盟会長岸清ーらが出席した.岸は会鎌 (Genera1 Sess i 

。ns)で rRecreationin JapanJ 8というテーマで報告した.

この会議のスローガンは..Play uni tes the na t ions"即ち『

遊戯は各国民を結合するJであった会議の緩題は次の通り.

①成年者の厚生 ③家庭遊戯 ③宗教団体の厚生 @学校に

於ける厚生訓練 ⑥放訴後の学校設備の利用 ⑥遊戯栂空地痩

得の各種方策 ⑦厚生と都市計画 @地方島村に於ける厚生

@社会纏殺としての厚生 ⑩講義、接地演説、討論、説書の利

用 ⑪ハイキング.キヤンピング、登山、其の他の戸外運動

⑫アマチュア音楽家演奏ー管弦楽、合唱、祭種、バンド ⑮民

衆スポーツ ⑭厚生を目的とする芸術運動一造形、塑像、絵画言‘

彫刻、手芸 ⑮厚生問題に関する質疑応答・@厚生を目的とす

る演劇 ⑫厚生と失業 ⑮厚生と都市行政sι11

第2回世界厚生会議

1936年 (S1 1年) 7月23日-30日ドイツのハンプ

ルグで第2回世界厚生会議が開催された.日本からの出席者は

オリンピク視察員白山源三郎、東京市主事磯村英一それに江戸

ハンプルグ領事であった。会議のスローガンは "Kraftdurch 

freude鴨『喜びを通して力八』であった.会議日程は次の通り

である.

第1日、開会日{主なる発言者)

ルドルフ・ヘス(ヒトラ一代理)、ロパート・ライ(ドイ

ツ労働戦線指通事者)、バイエ・ラツール{国際オリンピッ

ク委員長}、チャメル・オテン(ナチス党スポーツ指通事者}

第2日、舞踊と民富島

野外音楽に加えて、国防軍と労働奉仕団(アルバイト・デ

インスト)によって編成された音楽隊の行列

第3目、国民スポーツデー

との日のプログラムは、国家社会主義間体のレクリヱーシ

ヨンが合まれた.
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第4日‘ ドイツデー

軍楽隊の演奏、労働奉仕団の行列、ドイツ各州民代表の行

列、そのスローガンは『民族は自己のために灘技するJ

第5目、青年図デー

ヒトラー青少年団のキャンプ実演、同上スポーツの実演、

相撲.鋳型撮り等

第6目、団体デー

労働奉仕団体の実演、ナチス実智隊.貌衛隊、戦車隊の訓

練見学、向上の行進、厳馬訓練等

第7目、国防団体デー

保安警察の出場

第8目、閉会日

ドイツ宣伝相を歓迎する.日

以上第1閥、第2回世界厚生会議の内容を比較してみると、

両者には政治的聞きが顕著であった.第1回会議の内容は民主

主義をペースにしたレクリヱーション活動、会議のテーマが取

り上げられた.しかし、第2回会畿の場合は、当時のドイツの

政治状況を反映して軍国主義的色診の強い大会であった.両会

議のプログラムを見てもわかる通り前者は個人に立脚したプロ

グラム内容であった.これに反し、後者はむしろ団体グルー

プで実施する実演などがプログラムの多数を占めていた.また、

主席者、会議の演者に限ってみても第1閥会織の揖合は体育、

レクリエーション関係者が顕著であった，それに反し、第2回

会訟の場合は政治家、 E巨人が目立っている.

第4回世界厚生会議日本開催

第1回、第2闘世界厚生会議まではオリンピックの特別組織

委員会の一組織であったオリンピックとレクリエーシヨン

の両者は車の両輸の如く、相伴わなげればならない。』とのス

ローガンで第 1回世界厚生会縫はロサンゼルスで開催された.

しかし、第2閥会議ではごのスローガンを改め、オリンピック

から独立することになった.世界厚生会議がオリンピックから

独立するごとに関し磯村は、 F今日に於ては国際オリンピック

の元老ラツール伯をして、ベルリン大会中に、 『最早オリンピ

ック委員会が世界厚生会議の特別委員会に援助を与ふる必要な

しことを放快とし.又会は国際オリンピック委員会の期待せる

以上のことを世界厚生会議はなし又将来なし得ることを確信せ

りJと云はしむるに至った..D 13と書いている.そして国際評

議委員会が設けられ、国際厚生会議会長にアメリカのG.T.カ

ーピ一、事務総長にドイツのA.マンタイが蔵任した.

世界厚生会議はオリンピックから独立した組織となったので、

4年ごとの閲催をせず、開催等については岡会議の総会で決定

することになった園従って第2閏世界厚生会議で2年後の19

38年 (S1 3年)第3回世界厚生会議をローマで開催するこ

とを決定した.ドイツ滞在中磯村はA.マンタイと第4闘世界

厚生会議日本開催について会談をした.当時皇紀2600年を

記念して東京でオリンピックを関徹するととはすでに決定して

いた.会談の内容は次の4項目についてであった.

一、 1938年6月のローマ大会に臼本より必ず正式代表を送

ること

二、 1938年6月のローマ大会に可成開催都市より見学者を

送ること

三、東京市に開催不可能の場合は他の都市を選定しローマ会議

に報告すること

問、ローマ大会後マンタイ縛士は日本を訪問第4回大会の準備

につき相談すること H

以上を協議し、 1937年 (S12年) 5J.1帰路ニューヨー

クのG.T.カーピーを訪ね、 1940年 (S15年)第4回世

界厚生会話東京大会開催の諒承を得た.そして、 G.Tカーピ

ーより覚書を与えられ、その一節に東京大会開催について、 f 

事務総長マン担イ博士との会談を確認し余の出来得る限りの御

助力を約束なすことを(中略)伝えられたし』と書いている.

依って、磯村・マンタイ会談の4項目に闘しては、国内の関係

方面八伝えられた.

オリンピック東京大会組織委員会の中でレクリエーション調

査委員会設立の動きがみられた.会合の内容は次の通りである.

r6月25日 満鉄ピル内エトワールに於てレクリエーショ

ンに関する打合会開会将来組織委員会内に『レクリエーション

調査委員会Jを設置し度き旨打合せり.出席者は左の如し.

内務省都市計画課 北村枝師

文部省 岩原体育線長

東京市 草間秘書課長

YMCA 

YMCA 

YMCA 

YMCA 

大日本体育協会

事務局

事務局

日本厚生協会設立

R. L.ダーギン

村尾理事

カウフマン線

竹内娘

白山氏

久保聞事務局長

西四辻、大国 J 15 

1938年 (S1 3年) 1月11日厚生省が設霞された.直

ちに第1図有志歓談会が聞かれ、とれが評議会に発展し、悶年

4月日本厚生協会が設立された.

同協会設立に関わりをもった人は、 rR. L.ダーギン、磯村

英一、草間時光、井下消、白山源三郎.吉阪俊歳、権問保之助、

伍堂卓雄、栗本義彦、末広厳太郎、斉藤惣一、河合良成下村

宏、三綱達郎J同等の名前がみられる.

日本厚生協会の目的、事業内容について、同協会会則第一家

から第三章までみてみる.

第一章名称及事務所

第一条 本会ハ日本厚生協会ト称ス

第二条 本会ハ事務所ヲ東京市麹町区大手町一了目厚生省ニ置

ク

第三条本会ハ必要ニ応ジ支部ヲ設置ス

第 二章組織

第四条 本会ハ本会ノ趣旨ニ賛同参加スル団体ヲ以テ組織ス

本会設立後本会二参加セントスル団体ハ評議員会ノ承

認ヲ経)¥1コトヲ要ス

第三章目的及事業

第五条 本会ハ国民生活ヲ刷新シ特ニ餓暇ノ普用ニ依リ心身ヲ

錬磨シ情操ヲ陶冶シ以テ国民ノ健全ナル心身ノ保全ヲ

図ルコトヲ目的トス

第六条 本会ハ前条ノ目的ヲ達成スル為友ノ事業ヲ行フ
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一、関係団体ノ連絡協調ニ関スル事項

二、国民ノ健全ナル心身保全ニ関スル研究及奨励ニ関スル

事項

三、世界厚生会議二関スル事項

四、其ノ他本会ノ目的達成ノ為必要ナル事項

日本厚生協会設立当時事務所は、会則第二条のように厚生省

体力局体育課に置き、常時三名の有給戦員がいた 17これは同

協会会員IJで規定されていないことであるが、協会の理事長は省

内の所管の局長がなり、常務理事はその課長が説任することに

なっていた。同

会員については、会員tl第四条で定められているように団体会

員のみ認められていた.日本厚生協会発足当時の加盟団体は、

f東京、京都、大阪、横浜、神戸、名古屋の六大都市、日本旅

行協会、日本観光連盟、日本文化中央連盟、日本山岳会、日本

基督教青年会、日本基督教女子青年会、日本児童遊劉協会、大

日本紡績迎合会、大日本海洋少年団、大日本体育協会、大日本

連合青年図、大日本連合婦人会、大日本武徳会、全国産業団体

連合会、大日本少年団連盟、大日本女子連合青年問、線道館、

公属緑地協会.国立公園協会、惨国少年間協会、協調会、勤労

者教育中央会、奨健会、修養図司生命保険会社協会J19などで

あった。

日本厚生協会設立間もなく、 1938年 (S1 3年) 6月2

6 日 ~7 月 3 日迄ローマに於て第 3回世界厚生会議が開催され

るにあたり、磯村・マンタイ会談の協議事項通り~の人選が決
定し、派遣された.

厚生省体育課長

大阪市清掃謀長

東京市記念事業部

村悶五郎(日本厚生協会代表)

山崎豊(開催都市代表)

富田滋

組織委員会嘱託 保科胤日

まとめ

厚生省との関係

厚生省は 1938年 (S1 3) 1月設置され、そして日本厚

生協会は同年4月設立した.同協会の事務所は厚生省内に置か

れたととをみても、また『厚生Jという名称を用いたととも、

さらに厚生省局長が協会の理事長に、課長が常任遡事に就任す

ることも偶然の一致ではない.このことからみても、厚生省の

影響は大きいと言える.

日本厚生協会会則第六条目的の第一項に f関係団体ノ連絡協

調二関スル事項』という項目がある.これは f保健社会省(仮

称)設置要綱J (昭和 12年7月9日閣議決定)の事務事項『

体育運動団体ノ統制・・・Jとある.ここに両者の事業上の一致

点がみられる.さらに日本厚生協会会則第六条目的と厚生省官

制体力局の事務事項を比較してみて、両者に事業上の関連がみ

られる.ごのことから日本厚生協会は厚生省の外郭図体として

の性格が十分伺える.

以上の結果からみて厚生省の存在が日本厚生協会設立を容易

にした要因と言えよう.

世界厚生会議との関係

日本厚生協会は第1回、第2闘世界厚生会議に出席したR.

L.ダーギン、白山源三郎、磯村英ーら、また厚生運動に関す

る中央機関の必要性を主張した先駆者の努力によって波立に至

ったわけであるが、協会設立の決定要闘は 1940年 (S1 5) 

日本で第4回世界厚生会議開催の決定である.磯村・マンタイ

会談の協議事項にもある通り日本は. r①第3闘世界厚生会議

(ローマ)に正式代表を派遣しなければならないごと、 ②開

催都市を決定し、そとから代表をローマ八派遣しな付ればなら

ないこと、 ③第3回世界厚生会畿終了後A.マンタイを日本

側で受け入れねばならないことJの3項目を実行しなければな

らなくなった.とのため、事業を実施するための中央機関設立

が急務となったものと考えられる.

要するに、日本厚生協会設立の直接の動機は第4回世界厚生

会議日本開催の為の受皿として発足したものと言えよう.

引用文献
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4. r厚生省二十年史 P.94~95
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女子従業員のレクリエーション参加と職場環境認知

O増田 慧 田中鎮雄 小{芙里知子 今野守 武田正司

(日本大学日本大学日本大学日本大学日本大学)

フィジカルレクリエーション，体調感，職場環境認知.

女子従業員

I 目的

今日の企業における機械化，自動化，高速化などの技術

革新の発展は，労働形態を変えたばかりでなく人間関係ま

でも変えてしまった。その結果，従業員にさまざまな不適

応現象が現われてきているE;このような状況が，従業員11司

人の問題にとどまらず，企業全体の問題としても重要な意

味をもたらしていることはいうまでもない。従業員の福祉

やコミュニケーションの促進さらに経営上の立場から，健

康・体力っくりを中心とした積極的健康管理の推進が強〈

叫ばれるのもこのためて・ぁぷ;このような現実を重視した

われわれは，従業員のスポーツ・レクリエーション参加と

職場生活との関係の研究に着手したのであった。

すなわち. (1)従業員は，健康管理の 1っとして運動・ス

ポーツ志向性をもっているこよ (2)運動・スポーツ志向性

は，職場や地域のスポーツ行事参加などのスポーツ・レク

リエーション行動を促進するこ2-(3)このことが従業員の

健康感.体力感，休調感を改善する傾向にあること1およ

び(4)体調の良好なものは，職場環境を好意的に認知する傾

向にあるこ31)などを示唆したのて"あっ♂)

上述のわれわれの研究は，いずれも男子従業員について

調査分析したものであったし女子従業員に関するこの種

の研究は事実未開拓の状況にある。しかしわれわれは，

女子従業員に関するこの穫の研究を，男子従業員について

のデータと短絡的に比較分析しようとは考えていない。す

なわち，女子従業員には，女性としての生理学的特性のほ

かに，従業員が比較的若い年齢層に集中していること，職

域・職種などが限定されていること，スポーツ・レクリエ

ーション行動に関しでも，男性とは具った社会的背景をも

っていること，および運動・スポーツへの志向，体力，技

能，スポーツ経験などに，女性特有の傾向が存在すること

などの現実をふまえながら研究を進めなけれは、ならないと

考えている。

これらのJx子従業員に関する特例t事怖を考慮しながら，

男子従業員のスポーツ・レクリエーション行動とその機能

などにみられる諸傾向との差異をいくつかの視点から分析

し主題の解明に当ろうとするのが本研究の目的である。

E 方法

1)調査対象:的岡県浜松市 S自動車会社男女従業員

2)調査方法:質問紙調査

3)調査時期J:昭和59年 7月

4)サン7"ルの縞成

有効回収数:1015 (男子806. 女子209)

有効回収率:67.7% (男子80.6%. 女子41.6%)

上記サンプルのうち，女子従業員と男子従業員との比較

分析を試みるため男女とも分析するサンプルを30歳未満に

限定した(表 l参照)。

表 1 サンプルの構成

区よぞ811 男 女|

20歳未満
88 

(25.1) 

263 
20-29歳

(74.9) 

351 

( )内%

5)質問紙の構成

(1)基本的属性に関する項目

(2)スポーツ参加形態に関する項目

(3) r健康J 等の自己評価に関する項目

(4)健康管理方針に関する項目

(5)職場環境認知(WES)に関する項目

なお， WES(WorkETironment Sealt)iI，Moos，R・H・

によって作成され，浅井らにより臼本語版が発表されてい

る。本研究では，浅井らによる日本語版を一部修正して使

用した。

E 結果と考察

1 .健康管理方針，スポーツ参加形態，身体に|刻する自

己評価における性差

表 2は，健康管理方針，スポーツ参加形態および身体に

関する自己評価について性差を検討したものである。

健康管理方針についてみると，男女に共通して運動・ス

ポーツを健康管理法のひとつとして認めているものが多い

ことが理解できる。

次いで、，規則正しい生活を心がけているものや食生活に

注意しているものが比較的多くみられ，特に，女子lこ規則

正しい生活志向性の強いことがわかる。

スポーツ参加形態についてみると，男女ともに職場のレ

クリエーション行事である「スポーツ大会」に参加したも

のが多くみられる中で職場スポーツクラフ'所属j，r健

康マラソン大会参加Ij，r駅伝大会参加]j，r 1也域スポーツク

ラブゃ所属」および「地域スポーツ行事参加」のいずれの項目

においても，女子は男子より消極的な傾向を示している。

身体に関する自己評価についてみると， 9j女とも健康感
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表 2 健康管理方針・スポーツ参加形態・身体に関する自己評価の男女比較

健康管理方針 ス ポー 、y 参 1m jf~ 態 身体に関する自己評価
Jfi 

;f動・ス 食事に住 規1!IJj[L くすり 職場スポ 職場行 lJ~ 地域スポ 地峨スポ 健康の 体力的 体調の
ポーツ志 い生活志 ビタミン ーツクラ 健康7 ラ駅伝大会スポツ ーツクラ ーツ行事

目 意ー
剤等依存

ソ/大会 自己評価 自己評価 自己詳価!iiJ 向 プ所柄 参加 害IJII 大会参加lプ所属 参加1

リj
212 159 161 209 133 77 104 232 86 113 100 92 146 

60.4 45.3 45.9 59.5 37.9 21. 9 29.6 66.1 21.5 32.2 28.5 26.2 41.6 

f立
91 74 101 115 44 21 13 106 17 39 42 ?H 62 

51. 7 42.0 57.4 65.3 25.0 11.9 7.4 60.2 9.7 22.2 23.9 15.9 35.2 

判ド ** 司院本 ホ*司ド キキホ * 判ド
x' 

3.626 0.503 6.220 1.663 8.734 7.752 33.578 1. 756 16.422 5.751 1.589 7.240 2.717 

および体調感では同様な傾向を示しているが，女子の体力

の自己評価は男子よりも明らかに低い。

以との結果:から，女子従業員の特徴をみるとき，女子従

業員は!Jj子従業以と同じ割合で)llil直JJ・スポーツを健康管理

法のひとつとして認めていながら， J.Jt災のスポーツ参加形

態は，その多くが職場のレクリエーショナルなスポーツ行

4J:(.を中心としている{頃向がみられ，競技性の強L、1T41l-また
はクラブ参加1は比較的低調な傾向を示し，体力の自己評価

*1:11 制IIlfJのイ{岩本準(*: 5% *キ:1% * * *・ 0.1%)

は男子従業員に比べて低いことが指摘されてよいであろ

) 0 

表 3および表 4は，健康管理方針，スポーツ参加形態お

よび身体に|則する自己評価のそれぞれの項目をクロス分析

した結決である。表中の数字l:io係数を意味しており，相

|立iの布kt水準も付記されている。これらの表の詳細!な分析

考察はりIjの機会にゆずることとし今回は太線枠内に注目

して考祭を進めることとする。

表 3 項目聞の絹関マトリックス 一男子従業員の場合

l健康管理方針| ス ポ ー Y 参加形態 |身体に関する自己評価

項 目 町1F引恥|山lTAilT町市斗子ゴ明官官雨量|体力感|…|体調感

ハ

り

一

ハ

U

E

Z

A

U

 

泊

一

本

市

始

。

一

本

5
一

0

1

*

0
↑

0
 

ω
一
本

ω
本
川
町
一
本
布

。

一

本

2

*

2

一

*

1

1
一
市

O
一

*

O
一
本

O

ツ

一

志

一

泊

↑

ー

す

一

一

日

仁

生

一

〈

ポ

一

I

い

一

ト

，

、

一

切

-

一

，

一

少

白

川

;

一

l

一

刈

一

ン

存

l

l

一

い

れ

一

山

l

一
、
、
依

動
向
一

l
z

一

一

州

内

一

タ

等

迎

志

一

食

一

規

志

一

ビ

り

健

康

管

理

方

針

一一

1.000 

0.054 1.000 

*本 キキホ
0.149 0.274 1.000 

* *ホ 本** **本
0.212 0.249 0.227 1.000 

* 本* *本本
0.088 。130 0.167 0.212 

ト一一一
本 本キ本 本事事 ホホ*

0.128 0.298 0.217 0.223 

* ** 事事

0.132 0.153 0.102 0.145 

** 
0.149 0.091 0.053 0.057 

職場スポーツ
スクラブ 0.28410.00310.071 10伽

ポ 職
場

住tl;~? ラソン 。。小 d~ωI (J.~1O 
ス
ポ *** 

、y 駅伝大会 。出 ω11I O.O](i I 0.024 ，) 
j妥~ミ' 

行事 スポ ソ大会

1m 
。目281I 0.083 I 0.055 I 0.109 

地域スポーツ 本** *ホ キキ
IfJ 1';ラプ 0.258 。.147 0.140 I 0.043 
岳地域スポーツ 牟ネ*

11 ;1五 0.234 10.083 I 0.039 I 0.028 

1.000 

* *本
0.586 1.000 

司ド 事事場
0.110 0.227 I 1.000 

事事 *キ*
oー173 0.10210.32711.000 

** キ
0.152 0.106 0.089 11.000 

事事

0.043 I 0.099 0.194 1 0.0731 1.000 

z引|他脱感I0.~241 0.0041 0.0141 0ω 

両| 体力感I~ ~ ~_ I ~ ~~. I ^ ~__ I 
す 1" .~， 10.12510.12110.07510.029 

る

~I 巡動不足感 10ω71 0附 10.10310.03310叩 10.05810脳 10附

話| 体調感
Io\~31 0.0561。山jAllOLIO069100601rl:(}

数'i φ{嘉数

*印。相l期的有意水準(*・ 5%*本 :1%市** : 0.1%) 
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表 4 項目間の相関マトリックス 一女子従業員の場合一

健康管政方針 スポ ーツ参加l 形態 身体に関する自己評価
Jft 目 運動スポ 立'1'に 組制iELぃ ビタミン 職場スポ 位wマフ

町i司〈す

ヅ;~(lIJ 任立 ~.Ij再 ιI"J リ 1争1kfl ーツ7ヲプ ソ〆λ;会

辿 jj)J・スポーツ

健 dιJIJJ 1.000 

康
食事に注意 *** 

管 0.270 1.000 

型t胤 1111正 Lい生活 本** *存率

方 ;-t.IIIJ 0.271 0.501 1.000 

車十 ビタミン剤・〈す
り等依存 0.108 0.009 0.024 1.000 

職場スボ y 羽齢

スクラフ〆 0.190 0.093 0.020 0.117 1.000 

ポ ij~ 健康7 ラソン
本*

ま品 0.215 0.034 0.034 0.100 0.030 1.0uO 
|ス

ポ * * ッ l
駅 伝大会

0.056 0.020 0.020 0.023 0.013 0.231 
ソ

央~ 行 本*本 本
* * スポーツ大会

力11
0.285 0.037 0.004 0.031 0.174 0.227 

I塩f点スポーツ 本*
形 クラプ 0.201 0.006 0.029 0.036 0.033 0.058 
態

I也I卓スポ ソ 本*
jf jJ' 0.050 0.044 0.072 0.101 。目039 0.226 

体身 健 hl! 感 0.114 0.009 0.105 0.016 0.139 0.000 

本* ホ*本
関す 体 力 感

0.203 0.102 0.029 0.088 0.251 0.080 

る 本当幹
自 運動不足感

0.200 0.021 0.063 0.017 0.000 0.107 己
評
lu1i {本 調

M"10.04G 0.047 0.130 0.087 0.069 0.015 

表 4に示す女子従業員の傾向を表 3の男子従業員の場合

と比較してみると，運動・スポーツを心がけているものは，

食事に注意し規則正しい生活を心がけているものが多い

ことが男子従業員と同様に認められるο しかし女子従業員

の場合は，運動・スポーツ志向の有無に関係なくビタミン

剤・くすりへの依存傾向を持っていることに注目しておき

たい。

また表 4から実際のスポーツ参加i形態との関係について

みると，女子従業員は，男子従業員よりも全体的に φ係数

がダウンしていることに気付く。この{頃向は，女子従業員

の場合，競技性の強いスポーツに対する消極的傾向のある

ことを一層明白に示すものとして注目しなければならない

のである。

さらに，女子従業員の「巡動・スポーツ志向」と「身体

に関する自己評価」との関係についてみると，運動・スポ

ーツ志向の強いものは， I可じ女子従業員の中でも相対的に

体力の自己評価が高<，運動不足感かー少ない傾向にありな

がら，健康感・体力感のレベルでは必ずしも高くない点が

指摘される。

スポソ J也J，&スポ 地域スポ
駅伝土全 健康感 体力感 運動不足感 体調感

A 会 -'，7ラプ ，lf'l' 

1.000 

0.096 1.000 

キ
0.019 0.187 1.000 

本割幹事 本ホキ
0.098 0.294 0.335 1.000 

調除

0.0.¥6 0.074 0.178 0.022 1.000 

本**
0.055 0.068 0.068 0.030 0.412 1.000 

0.071 0.102 0.114 0.112 0.044 0.057 1.000 

* キキ*
0.019 0.105 0.162 0.021 0.396 0.037 。131 1.000 

数'i・φ係数

*I:P:制!期的有志水準(*: 5% *本 1%ホ** : 0.1%) 

一方，表 4にみるとおり，女子従業員の場合，男子従業

員に比べて職場内の競技性の強いスポーツへの参加!に消極

性を示しながら，彼友たちの地域スポーツクラブ参加と体

制感のよさとの問に関述性が認められる点に注目すべきで

あろう o 企業内のレクリエーショナルスポーツ活動参加に

加えて，同じ性絡をもっ地域スポーツ活動に参加すること

が，女子従業員の体調感を好転させる傾向のあることを示

l安している古通らである。

2.体調!惑と職場環境認知との関係における性差

表 5と表 6は，体制f誌と職場環境認知との関係を示すも

のである。体調良好群(r~I'1哲 lこ体調がいいJ ，どちらか

といえば体調がいい方だJ) と，そうでない若手 (rどちらと

もいえないJ，あまり体調がよくない方たム「非常に体調

がよくないJ)とに分けて， WE  S90項目とクロス分析した

結果から干J意差の認められた項目が列挙されている。
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表 5 r体調」の自己評価と WESとの関係 一男子従業員の場合一

[司
体 W~ M泊R、

どちらともいえない

項 目
JI常に体調がいい

あまり体調がよく

父ι一‘
どちらかといえば ない方だ どテスト

体調がいい方だ 非常に体調がよく
ない

11:事そのものは，本当にやりがいのあるものである。 はい 99 (67.8) 108 (52.7) * * 

仲間意識が強くない。 いいえ III (76.0) 134 (65.4) * 

職場には，活気があふれている。 はい 84 (57.5) 89 (43.4) * * 

余分な{:J:!l主をさせることは非常に難しい。 いいえ 58 (39.7) 60 (29.3) * 

概して，職場のひとびとは，感じたことを率直に表現している。 IHミ 91 (62.3) 101 (49.3) * 

他人のかげ口をいう人がいるので問題が起きる。 いいえ 120 (82.2) 144 (70.2) * 

上役は，従業員に対して恩lこ着せるような口のききかたをする事が多い。 いいえ 126 (86.3) 156 (76.1) * 

上役は，従業員からの批判を'xけないようにしている。 いいえ 101 (69.2) 118 (57.6) * 

従業員は，気がねせずに昇給を要求することができる。 IH、 49 (33.6) 47 (22.9) * 

上役は，従業員に極端なJYj待をかけすぎている。 いいえ 122 (83.6) 143 (69.8) * * 

従業員は，自分自身で決断できるようにすすめられている。 はい 72 (49.3) 79 (38.5) * 

問題が生じたとき，上役は，従業員自身で解決するようにすすめる。 はし、 51 (34.9) 50 (24.4) * 

従業員li，{J事に直銭関係しないことでもいろいろ学ぶようにすすめられている。 はい 112 (76.7) 121 (59.0) *キ*

lJ支は，定期的に従業員の将米計画の目標について話し合う。 はし、 52 (35.6) 51 (24.9) * 

従業員たちは，仕事を来すために多大の注意を払っている。 はし、 128 (87.7) 151 (73.7) * * 

ここは，能率のよい11:~I~rf'心の職場てーある。 はい 83 (56.8) 94 (45.9) * 

多くの仕事をなしとげることれ職場にとうて重要なことである。 はし、 118 (80.8) 133 (64.9) * * 

従業員は，一生!皆、両lì1~lJいている。 はし通 136 (93.2) 174 (84.9) * 

仕事をする上でいつも圧迫を感じる。 いいえ 104 (71. 2) III (54.1) * * 

のんびりする時間がない。 いいえ 65 (44.5) 51 (24.9) 本** 

仕事のノルマを維持していくことはむずかしい。 いいえ 62 (42.5) 59 (28.8) * * 

諸手当に関して，従業員は十分に説明されている。 はし、 67 (45.9) 63 (30.7) * * 

きまりや方針がたえず変っている。 いいえ 96 (65.8) 158 (77.1) * 

会社の万量|や規則に従うようにきびしい要請がある。 いいえ 69 (47.3) 75 (36.6) * 

新しい迷ったアイテアがいつも試みられている。 l土L、 66 (45.2) 61 (29.8) * * 

この職場は，自分の新しいアイデアを ~Jミか、せるところである。 はい 83 (56.8) 83 (40.5) * * 

変った方法は，あまり重視されない。 いいえ 85 (58.2) 78 (38.0) * * * 

同じ方法が，かなり長時間もちいられ続けている。 いいえ 47 (32.2) 28 (13.7) * * * 

いろいろなことに対する新しいアプローチは，めったに試みられなL、。 いいえ 81 (55.5) 86 (42.0) * 

これからも，全てのことはあまり変りそうもない。 いいえ 48 (32.9) 44 (21.5) * 

照明は非常にすばらしい。 はい 44 (30.1) 38 (18.5) * 

そろそろ職場のインテリアは新しく t財，主がえする必要がある。 いいえ 48 (32.9) 47 (22.9) * 

部屋の換気はきわめてよい。 はい 59 (40.4) 56 (27.3) * 

( )内%

*1:[1 :キ111期の有意水準 (*:5% **・ 1% ***0.1%) 
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表 6 r体調」の自己評価と WESとの関係 一女子従業員の場合一

回
{本 設司 感

どちらともいえない
項 目

非常に体調市川、い
あま 1)体調がよく

火ι」
どちらかといえば ない方だ

体調がいい方だ 非な常に体調がよく
L、

仕事そのものは，本当にやりがいのあるものである。 はい 37 (59.7) 48 (42.1) 

職場の雰囲気!;J:.人間i床に欠けている。 いいえ 54 (87.1) 76 (66.7) * * 
上役は，従業員の提案を常にその人の功績として十分認めている。 はし、 46 (74.2) 65 (57.0) * 
ここは，能率のよい仕事中心の職場てーある。 はい 37 (59.7) 50 (43.9) * 
仕事をする上でいつも圧迫を感じる。 いいえ 50 (80.6) 72 (63.2) * 
時間に追われることはない。 はし、 17 (27.4) 13 (11.4) 

三七従業員には，通常筈IJ当られた仕事の詳細か言足明されている。 IH、 49 (79.0) 64 (56.1) 

従業員は， しばしば自分のやるべきことを正確に理解できない。 いいえ 46 (74.2) 65 (57.0) * 
従業員が遅刻した場合には，残業してその分をうめ合わせすることができる。 はし、 20 (32.3) 19 (16.7) * 
時々，仕事場が暑すぎることがある。

この職場の建物は，モダンで美しい。

机やいすなと引の備品が，いつも便利なように配置されている。

部屋の換気はきわめてよい。

男子従業員の場合についてみると，表 5から明らかなよ

うに，体調良好群とそうでない群との聞には. W E  S90項

目中33項目に有意差が認められ， しかも，これらの項目す

べてに体調良好群の方が好意的に評価するという結果が得

られた。これを具体的にみると，体調良好群は仕事そ

のものは，本当にやりがいのあるものである J. rこの職場

は，自分のアイデアを生かせるところである」など従業

員たちは，仕事を来たすために多大の注意を払っている」

や「従業員は，一生懸命倒~~、ている」など. r 1'11間意識が

強くなし、他人のかげ口をいう人がいるので問題が起き

るJ などの否定，および「照明は非常にすばらしい」や「部

屋の換気はきわめてよい」などの「働きがいJ. 仕事への

取り組み方J. r人間関係J. 物理的環境」等に関する諸項

目に好意的な反応を示しているのである。

上述のような男子従業員の職場環境認知の傾向に対して，

女子従業員の場合は，表 6から明らかなように. 13項目に

有意差が認められる。すなわち体調のよさを認める女子従

業員は仕事そのものは，本当にやりがいのあるもので

ある J. ここは，能率のよい仕事中心の職場である J. 職

場の雰囲気は，人!日i味にあふれている j および「机や持子

などの備品が，いつも使利なように配置されている」など

の項目に対しでも好意的に反応するものが多くみられ，仕事

へのモラールの高さ，人間関係の良好さを認め，物理的環

境に対する認知にまで好意的な反応を示すなど，男子同様

体調良好群の方が職場環境認知に好ましい傾向を示してい

いいえ 9 (14.5) 3 ( 2.6) * * 
IH、 8 (12.9) 3 ( 2.6) * * 
IH、 36 (58.1) 44 (38.6) * 
1，):い 21 (33.9) 19 (16.7) * * 

( )内%

*印・ fUI羽の有意水準(*・ 5% * * : 1 %) 

る点が注目される。

要約

30歳未満の男女従業員(男子351名，女子176名)を対象

にスポーツ行動等，体調感等，および職場環境認知につい

て調査分析を試み，次のような知見を得た。

(1)従業員は，男女とも過半数の者が自己の健康管理の一

環として巡動・スポーツ志向性をもっており，女子では同

じ目的で規則正しい生活志向が目立つ。

wしかしスポーツ参加の実態をみると，男子が全般的

にスポーツ活動に積極性を示しているのに対して，女子の

場合は，レクリエーション的スポーツ中心ないしはスポー

ツ行事参加型であることが特徴的であるといえよう o 特に

女子の場合には，企業内のほかJ也域のスポーツクラブへの

参加者に体制J惑のよい者が多く認められる。

(3)巡動・スポーツ志向は，男女とも体力感の高さと結び

っくが，概して女子の体力感は低い。

(4)体制感の良好な者についてみると，性差は認められな

がらも男女とも職場環境認知がよく，従って職場によりよ

く適応していることが推察される。

以上のことから，女子従業員に対するレクリエーション

的スポーツの推進は，彼女らの健康感・体調!感を高め.ひ

いては職場環境認、知を改善することによって職場への適応

を促進する傾向のあることが予測される。今後この仮説を

検証すべ〈研究を発展させたいと考えている。
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妥 長崎 契・ スオき一一ツラt ーータベζースo::>t肯李反τJ--ーピス0::>主見ヰ犬と詫架足亘

o ~lt 口泰雄 池田勝 (鹿屋体育大学〉

データベース、余暇・スポーツ.情報サービス

1 .はじめに

情報化社会の進行は.科学技術に関わる専門家集団だけ

でなく、余暇・スポーツの研究者、指導者およびプラン

ナーをはじめ.一般のスポーツ愛釘者にまで影響を及ぼす

ようになってきた.ニューメディアの発達と共に情報化が

進み、新聞.雑誌、テレビなどのマス・メディアだけでな

〈、コンピュー夕、ファクシミリ、被写機.ワープロ等が

毎日吐き出していく情報量は膨大なものになっている.例

えi王、 1970年から 1980年までの 10年聞に、私た

ちの社会の情報総量は2.34倍‘テレビだけなら 170
倍、週刊誌で5.2倍にも培えた(新、 1986).余

暇・スポーツに関する情報も例外ではなしマス・メデ 4

アによるスポーツ番組、記事等の噌加はもとより、録近で

はキャプテン・サービスのようにビデオテックスを使った

情報サービスも現われるようになってきた.

現代はまさに『情報の洪水』という言葉が示すような状

況になってきているが、真の意味での情報化社会とは大量

の情報が存在する社会ではない.滑JIIら(1984)が指

摘したように"高度の情報処理が万人によって行なわれ得

る社会でなければならないまたデータベースの出現

は、情報伝達の歴史において扇期的であるといえる.すな

わち、伝統的な筒・報の"送り手"と"受け手"ではなく、

利用者が働きかける(検索する)ことによって、情報の

"送り手"にもなるからである.

さらに、余暇・スポーツ科学の専門研究者としては情報

提供者(Inf町田tionProyider， IP)としての役割が期待

されている.誤った健康やスポーツの方法に関する情報が

氾濫する中において、今程‘科学的研究に基づいた、わか

りやすい情報が求められている時代はないであろう.

このような情報との関わりは‘決して専門研究者だけで

なく、余暇・スポーツ行政の担当者や民間団体の指導者に

まで拡がりを見せている.巣立体育館や社会体育行政機関

においては、スポーツ情報センターを開設するところが増

えてきた.スポーツ振興は、これまでのエリア・サービ

ス、プログラム・サービスとクラプ・サービス(字士、 1 

976)だけでなく、情報サービスが中心となるような時

代に入りつつある.

余暇・スポーツ科学に関する文献データベースの重要性

については、改めて記すまでもないが、欧米における余

暇・スポーツ科学に関する動向については、第 14倒大会

で報告した(山口、池田、 1984).本研究は‘わが闘

の余暇・スポーツデータベースの内軍事とシステムを調査す

ることによって、余暇・スポーツ科学に関する文献データ

ベースの開発の基礎資料とするものである.

本研究の分析視点は、次の3点である.

1)データベースとしての内容

2)情報サービスの方法

3)データベースの畿能性と必要性

-94一

n .研究の方法

上記の目的に期して、炊のEつの研究方訟を用いた.

1)文献資料の収集分析

2)現地調査によるヒアリング調査

ヒアリング調査は、 1984年 5 月 ~1986年7月にか

けて、データベーヌ関連企業及び公共セクタ一等に対して

実施した.

m.わが国の余暇・スポーツデータベースの現状と問題点

わが国の余暇・スポーツデータベースには、書誌情報や

妙録を収録した文舷データベースと、公共センターや営利

法人が情報サービスを行っている案内データベースの2つ

がある.ここでは、文献データベースと案内ヂータベース

の2つに分けて、モれぞれの現状と問題点を検討する.

1 .文総データベース

1) E DMA R S: (Education Docu・entationManage-
aent and Retrie，al Syste・教育研究文献検索システム-

UTOPIA) 
岐阜大学教育学部副首鼠カリキュラム開発センター (CR

DC)が開発した教育研究の文献倹索システム.日本体育

学会の協力で、体育学の文獄情報がフ 7イJレされている.

内容は、"体育の科学"を始めとする体育関係雑誌と紀

要.及び日本体育学会発表の情報が合まれている.抄録は

インプットされておらず、書誌情報である.

検索は、 5つの要素〈標題、索引語、著書発表畿閥、発

表年度〉を組み合わせることができる.現在、データは岐

県大学だけでなく、筑波大学のUTOP1 A (Uni刊 rsity 
of Tsukuba Online Processing of Infor回 tion)データ

パンクにフ 7 イルされており‘筑波大学学術情報処理セン

ターにユーザー登録すれば電話回線を通じて利用すること

ができる.また、スタンドアロン型パツコンによる検索方

法も可能である.

2) J 0 1 S 

(日本科学技術情報センターによる科学技術文献データ

ベース〉

日本科学技術情報センター (J1 C S T)が開発した本

格的な科学技術文献情報速報のデータベース版.主要50
余ヶ闘の科学技術情報を漢字ヂータベ}スで提供してお

り‘ CAB(長学文献〉やMEDLINE(医学文献)も

合まれていることから、悔外のスポーツ科学、レクリエー

ションの情報もアクセスできる.海外データベースだけで

なく、園内医学文献ファイルも収録されている.タイト

ル、抄録‘キーワードが和文で表示され、和文データベー



スとして画期的であるといえよう.現夜‘大学図書館のレ

ファレンス・サービスにおいて径録しているところが増え

ている。

3) TOOL-UP: Tokyo University Online 

Union List of Periodicals 

(東京大学学術維誌総合目録〉

学術雑誌(人文・社会科学‘自然科学)の書誌情報デー

タベース. 1982年から、東大大型計算機センターを通

じて全国の大学図書館、研究者にオンライン・サービスが

行われている.

4) TULIPS 

(筑波大学図書館蔵書検索システム〉

筑波大学図書館の蔵省(約57万冊〉のオンライン検索

システム.東京教育大学体育学部の図書もファイルしてい

るので、余暇・スポーツ科学の書誌情報としては大規綾な

データベースである.一般利用には、筑波大学学術一情報セ

ンターと附属図書館への利用申論が必要である.検索は、

日本言語はカタカナ入力欧文はアル77ベット入力で行う.

5) NEEDS-IR 

(日本経済新聞社の新聞・雑誌記事ヂータベース)

日本経済新聞社および日経マグロウヒル社の刊行物を中

心に、潟外の新聞・錐誌の翻訳版や経済・産業に関する雑

誌記事索引も収録している大容量のデータベースである.

電話回線によるオンライン検索が可能であり、レジャー産

業、スポーツ産業の動向を分割1する有力な情報源である.

上記データベースの他に、全国の大学図書館を結ぶ文献

情報センターが、 1986年4月にオープンされ‘書誌情

報のネットワークに参加しており、この全国ネットワーク

が完成すれば、レフ 7レンス・サービスの効率化とスピー

ドが期待できょう.

2 .案内データベース

1)神奈川県スポーツ情報センター

(神奈川県立体育センター内にある公共スポーツ情報サ

ービス)

1984年9月に、神奈川県立体育センター内にオープ

ンした.情報内容は、県内のb量殺‘教室、イベント、街導

者、団体等に関してであり、約2万件の情報を77イルし

ている.検索五法は‘電話と窓口訪問で、オンライン・

サービスは行っていない.一日平均約34件の利用があ

り、問い合わせ内容は施設(約37%)が最も多く、続い

て団体、行事、指導者の願である.施設に関する問い合わ

せの中では、プール、テニスコートに関するものが約51却

を占め、社会体育における水泳、テニスのニーズの高さを

反映している.公共セクターとしては先駆的な情報サービ

ス縫関であり、スポーツライブラリーや健康体力相談の

コーナーも設置されている.

2)繊浜市スポーツ情報センター

(財団法人横浜市スポーツ娠興事業団による公共又ポー

ツ情報サービス)

横浜市スポーツ情報センターは. 1985年9月に横浜

新都市ピルに開設された.前記の神奈川県立情報センター

をモデルにして設立されたもので、横浜駅東口にある横浜

民
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新郷市ピ、ル(繊浜モごう)9階fti民フロアーの A 角という

地理的に利用しやすいn位置にある.情織内容は施設、

サークル、指導者、イベント等で、約 1万4千件の情報を

コンピュータにファイルしている.検索方法は電話と窓口

訪問で、フ 7クシミりを使って、空き情報の提供と利用申

し込みの交付を行っている点がユニークといえよう.

儲綴サービス以外にも、ビデ才ライブラリー、展示、ス

ポーツ医事相談、ライプラリーを設鑑しており、 ー日当た

り平均来所数は2300人と非常に多い.またスポーツ情

報の問い合わせは、窓口 439臣、電話57%であり、地理

的好条件にある来所者の多さを反映している.問い合わせ

内容は、やはり施設に関するものが多く全体の63%‘次

いでサークル 15%となっている.情報サービスだけでな

く、利用者の多いデパートで、展示やスポーツ相談コー

ナーを充実させたことが成功の鍵といえよう.

3)大阪市スポーツ情報センター

(財団法人大阪市スポーツ振興也会による公共スポーツ

情報サービス〉

大阪市スポーツ情報センターは、 1984年に開設され

た.一日当り平均約40件の問い合わせがある.情報はコ

ンピュータにファイルされておらず、データベースとはい

えないが.施設、教室、指導者‘悶体、行事に関する情報

内容を提供できる体制lになっている.教室に関する問い合

わせが最も多く約56%、次いで施設約27%となってい

る.

4)キャプテンCharacterAnd Pattern Telephone 

Access Infor回 tionSyste・
(NTTの文字図形情報ネットワークシステム)

NTTが閥発したビデオテックスによる文字凶形情報

ネットワークで、専用端末かテレビにアダプターを銭統

し、電話l副総によりアクセスできる.情報には、無料情報

と右一料情報の2つがある.情報内容は.スポーツ、娯楽・

趣味、敏行・観光や健康情報もフ γイルされている.ス

ポーツ・ニュースもリアルタイムでインプットされてお

り、健康・余暇・スポーツ・鋭光に関するオンライン情報

サービスとしては‘わが闘で厳大規模の情報量である.

5)東京テレガイド

(営利法人東京テレガイド社による飲食・貨物等に閲す

る案内データベース)

東京テレガイド社によるショッピング、飲食サービスに

関する案内データベース.北米標準方式 (NAPLPS)

のビデオテックスを用いた文字図形情報データベースで、

部内の街頭や各所に端末畿が設置されている.検索料は無

料で、 1Pからの広告料で運営している. 1日平均の利用

者数は約7f人と推定され、 20代、 30代の利用者構成

比が高い.

6)院長健康余暇開発情報システム

(鹿屋市による健康・余暇に関するデータベース)

1985年に、鹿屋市は通産省から『ニューメディア地

区Jの指定を受け、凶際健康余暇開発情報システムのプレ

実験中である.ニューメディア指定地区の中でも、健康・

余暇情報データベースはユニークである.縞桜内容は、健

康、スポーツ、余暇・生涯教育‘地域情報に関するもの



で、 1989年の完成予定である.NAPLPS方式のビ

デオテックスを採用しており.篭話回線による才ンライン

検索が可能になる.

IV.鹿屋体育大学スポーツ科学文献情報システム (K1 S 

S)について

これまで検討してきたように、わが国において余暇・ス

ポーツに関する案内データベースや図書館の書誌情報に関

するデータベースは徐々に整備されてきている.また、欧

米ではSIRCやSIRLSのような余暇・スポーツ科学

に関する専門的なデータベースが開発されてから 10年以

上経過しており、大学図書館や研究者側人での利用が広〈

普及している.しかしながら‘わが国では機外のデータ

ベース利的に関しては強い関心を示してきたが‘余暇・ス

ポーツ科学に関して独自に開発された文献データベースは

皆無で、わずかにEDMARSに収録された体育学文獄

フ7 イルのみである.このような背景の中で、唯・の国立

体育大学である鹿屋体育大学は、わが箇の余暇・スポーツ

科学に関する情報システムの開発を期待されているといえ

よう.

国際的にみても、余暇・スポーツ科学の専門高等教育機

関は情報提供者としてだけでなく‘システム開発の中核と

して、各国において重要な役割を果たしている.カナダの

ウォータール一大学 (SIRLS).西ドイツのケルン体

育大学 (Sportdoku.entation ) .イギリスのパーミンガ

ム大学(SportDoruentatioD )‘アメリカのコロラド大

学 (TRIC)やカリ:オォルニア大学サンタパーパラ綬

(ISPEDS)を始め、オーストラリアのグラツ大学や

東ドイツのライプチッヒ国立体育大学‘中国の北京体育学

院にも情報センターがあり、スポーツ科学の発展に重要な

役割を果たし、高い評価を受けている.

データベース産業の最近の動向の 1つは、全情報型デー

タベースが出現し‘今後大きな発展が予測されることであ

る.全情報型データベースとi士、全文{フルテキスト)

データベースと経済データや科学技術データを合む定型情

報データベースの2つのタイプがある(高橋、 1985)• 
これまでの文献データベースは、書誌司自データベースが多

〈、膨大な不定型な情報を検索するツールとして脚光をお

びているが、技術的には従来の索引誌の延長上にある.こ

れを改良したのが、文献抄録を合んだSIRLS、SIR

CやJOISである.文献データベースのユーザーの立場

からは、抄録だけでな〈、さらにフルペーパーが欲し〈

なってくる.しかし、研究論文のフルペーパーを全て磁気

テープにインプットするのは大変な作業であり、図表入力

などを考えるとほとんど不可能に近い.モこで、これらの

ニーズと欠点を解決できるのが光ヂ4スクフ 7イルの導入

であろう.これは文書をスキャナで走査しイメージ情報

として蓄積するもので、光ディスクが大容量であることか

ら、文書プ 7 イルのコンパクト化に有効である.コン

ピュータの外部メモりとして扱い、その入出力をオンライ

ン化すれば、これまでにない全く新しいタイプの文献デー

タベースの検索システムを開発することができる.

このような新しい文献検索システムを導入して、わが国

独自の文献データベースの開発を目ざすのが、関 1に示し

た鹿屋体育大学スポーツ科学文献情報システム (K1 S S 

Kanoya Infor圃 tionSyste・ODSport Sciences )で
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ある.鹿屋体育大学はその地理的条件から、特に東南アジ

ア地域でのスポーツ科学情報の中心としての役割を果たす

ことが国際関係畿関から強〈期待されている.それゆえ、

データベースには.わが国のスポーツ科学文鍬だけでな

く、中園、シンガポール、縁関、タイ、マレーシア等のア

ジア諸国の文献情報をフ γ イルすることが望まれる.この

ためには、英文キーワードによる検索方訟を導入する必要望

があり、和文・英文両用のシソーラスを作成しなければな

らない.働率的な検索には、特にこのνソーラスの作成が

鍵であり、学際的なプロジェクトチームにより進めること

が必要になると考えられる.

V.結論

本研究で・丸余暇・スポーツに関する文献データベース

と案内データベースの内容とシステムを調査、検討した.

文献資料分析とヒアリング調査により 11のデータベース

の内容、検索システムと敏能性・必要性を検討した結栄、

次の4点が明らかになヲた.

まず第・に、社会体育の現場や市民生活レベルにおいて

案内情報のニーズが高〈、公共セクターや常利法人におい

てモのシステム化が進んでいる.社会体育分野で1;1:.特に

施設の主情報に対するニーズが高〈‘今後t主簸裁の予約も

可能な検察システムの確立が課題となるだろう.公共セク

ターによる情報サーピスでは、神奈川県と繊浜市が先駆的

であるが.スポーツ人口が増えつつある今日、地方公共団

体による情報サービス機関の聾舗は社会体育行政として必

要不可欠となって〈ることが予測される.

第二に、これら公共セクターの情報サ}ピス樋llUにと守

て、今後の課題は中央情報センターと市町村あるいは地区

拠点とのネットワーク化であろう.中央情報センターは‘

関連縁関、部局でバラバラに行われている情報サービスを

一元化する役割を担うているが、地区の体育館や行政機倒

をネットワークすることによって、組織の合理化と施設利

問の効率化が促進されるだろう.情報のネットワーク化が

進むζ とにより、これまで局住地区を中心としてきたコ

ミュニティ・スポーツが、情報ネットワークを議費量とした

新しい形態へと広がりを見せることも予想される.さら

に、中央→地方というこれまでの情報の捻れが、地方→金

属へという情報伝達の逆転現象が起こり‘地域の交流が一

段と進むという状況が出てくると思われる.

第三点i主、これからの文献データベースの情報検索シス

テムl主、利Jfj者が容易にかつ柔軟に検索を行えるシステム

の槻発が望まれる.スポーツ科学情報を必要とするユー

ザーは、研究者だけでなく、スポーツ縄目団体や専任コー

チや市民スポーツレベルの社会体育指導者.さらにはいわ

ゆる健康スポーツ産業関係者にまで拡がってきている.民

間スポーツクラプの成功の A つの鍵は、科学的知識を持っ

たインストラクターの資質の向上であり‘新しいスポーツ

科学と現場のギャップ告と埋めるためには、研究者とコ)

チ・指導者が共通の用請を使い、コニュニケーションを深

めることが大切である(11.1口・深代、 1 985) .それゆ

え倹索システムは、これまでの科学文献データベースのよ

うに、英文による被維なトレーニングを要するものではな

しユーザーが縞末織の凶耐に表示される和文のガイダン

スメッセージを確認しながら、対話形式で操作できるもの

が望ましいといえよう.情報の価値は、ユーザーが自ら選



択・操作し、検索したものを利用できるという双方向性に

ある時、はじめて生きてくるからである.

最後に全情報翠データペ}スの必要性と重要性が強いこ

とと、効率的なデータベースの繊築の鍵は、適切なシソー

ラスの作成のE点である.一般的にデータベースを利用す

ることは、研究の大幅なスピード化を進め、研究成果の質

的向上も期待できる.しかし、データベース構築作業は膨

大な手間と財源が必要とされる.わが国における独自の

データベース機築には‘余暇・スポーツ研究者だけでな

く、関連学会を挙げての協力体制が望まれる.
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o b弘.悶宗彦〈鹿巌体育大学) 世 戸俊男 (大阪YMCA体育研究所〉

プログラム経営‘ライアサイクル理論、マーケティングヘ l 
応用研究 l 

1 .緒言

わが闘の社会体育は近年急速な発展を見せ、 70年代後

半に始まった総合的な健康づくりをめざすフィットネス・

プームの隆盛は.幅広い年齢層の人々が新たに体育・ス

ポーツ活動に参加するきっかけをつ〈った.このような社

会の動きは、民間・公共の両部門において体育・スポーツ

施設に対する需要を喚起し、数多〈の社会体育範設が設立

された.

モの結果、社会は公共の体育・スポーツ施設1.:1"4し、で

きるだけ多くの人々に体育プログラムを提供し.住民サー

ビスの厳大化を図ることを求めるようになった.そのー

方、民11日資本は収益性の高い体育プログラム経営を行なう

ことによって、最大利益をあげることに企業努力を集中し

ている.いずれの場合においても.利用者のニーズを適確

に判断し、それを満たすことのできる体育プログラム経営

が求められ、そのために科学的視野に立った体育プログラ

ム経営が望まれるようになってきた.

本研究は、体育プログラム経営の分析に製品ライフサイ

クル (ProductLife Cycle)理論の適用を試み.モの有効

性を考察するとともに、プログラム経営に対する戦略と対

応策を例示することを目的とする.データは、大阪のある

YMCAプランチ(以下Kプランチとする〉の、過去 14 

年閉め社会体育プログラム参加者数を用いた.

II .ライフサイクル理論のレクリエーションプログラム経

営への応用

ライフサイクルの考え方i主、本来の生物界でのライフサ

イクル現象の他に、シュぺングラー (Spengler.0 )やト

インビー (Toynbee.A)によって文化形態学的研究に用い

EXTENSI 

られたり、工業製品1)を始め科学活動のライフサイクル2)

を分析するためにも飼いられてきた.モの中でも特にマー

ケティングでこの考えが応用されることが多く.犠r<な製

品や事業が分析の対象となり、経蛍者はその段階を知るこ

とによって‘その段階に適切なマーケティング、生産、技

術などの経営の議機能の対応策を講じてきた.り

このような考えは.体育プログラム経営にも応用するこ

とが可能である.製品や事業とi時織に.体脊プログラムに

もライフサイクルが存在し‘モの各段階における経営戦略

と対応策は相違するであろう.このためライフサイクルを

い〈つかの段階に分類し、プログラムが位鑓している段階

を偲握することによってその段階の特徴と対応策を知るこ

とが可能になる.

製品ライフサイクルの理論を録初に公共レクリエーショ

ン事業の分析に適応した Cro・ptonとHensarlingl主、ライ

ブサイクルの考えは事業の趨勢を凶を用いることによって

観覚化し、将来の変化の予想を容易にする点において布効

であると述べている.4)HollardとCro・rptonlままた‘ライフ

サイクル理論を体台・レクリエーションプログラム経蛍の

分析に応JfIし、これをプログラム・ライフサイクル(以下

PLCとする)と呼んだ 5)

般に PLCは、図 Iに示されるようなS字型の幽総を

描き.モの段階t主導入期、成長期、成熟期、飽和湖、モし

て衰退期の5つに区分される.導入期はプログラムが地級

住民に紹介される時期であり、広告や宣伝の費用がかかる

ため、この時期に多〈の収益を期待することはできない.

また初期の参加は将来のプログラムの発展にとってきわめ

て望主要であり、彼らの印象の良し悪しがその後のプログラ

ムの成否の鍵となる b)

成長期はプログラムの効用が認められ、参加者数が，包速

に噌加してい〈時期であり、収益面でも相当の改善が期待

される.HOllardとCro・pt聞によれば、 PLCの導入期と成

長期は、 (1)プログラムの日新しさ、 (2)参加の容易

さ、 (3)阿越の競合プログラムの存在‘ (4)広告や宣

伝、あるいは培成におけるプログラムの認知度、そして参

加者に求められる (5)技術レベルや (6)用具やウェア

の費ばといった要因によって影響を

受ける.)) 

成熟期では参加者数は増加し続け

るものの、そのスピードは鈍り始め

ることが予想される.この時期に

は、同種のプログラムを提供する他

の商業資本が参入し始め、市場内で

の競合が始まる場合が多い.これは

製品ライフサイクルの場合も!司械で

あり、競争企業が増加し、その問で

激しい市場占惚率鉱大蔵争が行なわ
れる 8)

飽和期ではこれ以上の新しい参加

者は望めず、プログラム参加者数は

飽和状態になる.この時期を過ぎる

と表退期に入るのであるが.ここで

柱怠すべきことは、果たしてこの時

期が本当の飽和状態なのか、それと

も単なる停滞(stagnant)の状態であ

10τRooucnON MATU肉
.¥，TIO州

成建期
信和期

TA・(E.QFF SAτURAτ100 

導入m 成長期

z
d

‘‘-u-LF
，hd
‘‘u
o
g幽
g
Z
3
z

話
相
ロ
再
検

t延長) DECLIHE 

衰退朗

1¥‘ 

、、、，eTRlFICATI。“
¥ ¥{化石化}

l 、¥~
1 
¥ OEATH (死亡}

TI・.. 

図 1 PLCの段階 (Howardと Crompton.1980. p.180より作成)
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るかという点である.もし単なる停滞ならば、プログラム

参加者は‘指選考やプログラム内定主を変更したり、施設に

手を加えることによって再び噌加し始める可能性がある.り

衰退期になると‘プログラム参加者数は減少し始め‘参

加者は技術レベルの異なる他のプログラムに移行したり、

プログラム自身に新鮮さを覚えなくなり参加を中止する.

この時期にはプログラムそれ自身の中止が大きな課題とな

る.衰退織にはまた、プログラムがひじように熱心な一都

の参加者により続けられるという現象も出現する.これは

化石化現象 (petrificationphenoaena )と呼ばれ、主催

者側は通常廃止する方向でプログラム運営を行なう 10)

以下ではPLC理論に実際のデータを適用し、プログラム

参加者数の推移の構造を検討し、同時にプログラム経営の

ための戦略と対応策を示唆してみたい.

m.PLCによる分析

図Eには、 Kプランチが事業を開始した 1971年から

84年までの、 (1)幼児体育、 (2)少年体育. (3) 

ユース・スポーツ、モして (4)育成体育の4つの体育プ

ログラム参加者数の推移が‘それぞれ異なる折れ線グラフ

によって示されている.図2によれば、ピークは異なるも

のの.ユース・スポーツを除〈他の3つのプログラム参加

者数は、 73年から 75年を袋にして減少し始めている.

ユース・スポーツは、 74年、 81年、モして84年に参

加
山
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図2 Kブラシチにおける4つの体育プログラム参加者数的推移

加者が一時的に減少したものの‘その数は増加傾向にある
ことがわ古ミる.

次に個々のプログラムに対し、 PLCを用いた分析を試

みた.ここで重要なことは、すべての体育プログラムが図

1で示されるようなS字型のライフサイクルを描くわけで

はないということである.これは魁品ライフサイクルにお

いても同織であるように‘プログラムが導入期を経ないで

最初から急成長を始めたり、導入期から成長期を経ないで

すぐ成局期への入ってしまう場合も考えられる.

ライフサイクルの各段階がどこで始まりどこで終るかと

いう判定にli.統計的判定方法と定性的判定方法のEつが

あるが、本Nf.究では定性的判定方法をmいてライフサイク

ルの段階を把握した.Kotlerが述べているように‘この方

法では各段階の始まりと終りは、ある程度まで恋意的判断

に委ねられる 12>本研究のPLCでは、各プログラムに

対する年度ごとの総参加者数の増加率あるいは減少率が明

催になった時点を各段階の区切りとして用いた.

1 .幼児体育

幼児体育のPLCは‘導入期、成長期を経て参加者が急

激に増加していき. 75年~7 8年に飽和期を迎え、それ

以後減少の傾向を見せ、現在は衰退期にあると判断できる

(図 3) • 84年度の参加者は、ピークにあった75年に

比べ約半数となっているものの、それでも 300名近い幼

児が参加している.参加者数減少の要因は、 (1)幼児人

口の減少、 (2)地域内に新設された複数のスイミング・

プール、そして (3)地域の幼稚箇の終国時間が延長さ

れ、それがプログラム開始時制と合わなくなった‘という

3点に契約される.これ以外にも幼児体育がひじように稀

少価値であった70年代初めに比べ、近年同種のプログラ

ムが普及してきたことも理由のひとつに挙げることができ

ょう.

衰退期にあるプログラムへの対応策としては‘サービス

受益者である幼児と‘モの保護者である裁のニーズの変化

を適縫に読み‘プログラム内容や指導者を変えてプログラ

ムの活性化を図ることが、ひとつの方法として考えられ

る.あるいは今後、クテス殺や参加者数を総小させたり.

対象を低年齢化して新しい顧客(クライエント)を探しな

がらプログラムの延命を図る方法も可能である.
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2.少年体育

少年体育は導入期から成長期へと続き、 75年度には

ピークを迎えたものの‘その後成熟期と飽和期を;iRぴ趣し
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て衰退期に入ったと判断することができる(図4)• 84 

年度に一時的に場加したもののPLCは下降を続けてお

り、会員数も最盛期の3分の 1以下に減少した.これは.

このプログラムの持つ、体育の苦手な子供に運動のきっか

けを与えるという才一ルラウンドな性格が、利用者のニー

ズに合わなくなったところに原因があると考えられる.具

体的な対応策としては、少年体育プログラムの緩少・中止

を検討し、成長期にあるユ}ス・スポ}ツに経営努力を集

中していくことが望ましいと考えられる.

3.ユース・スポーツ

ユース・スポーツは少年体育と異なり、サッカ一、バス

ケットボール、体録‘クラシックバレーといった特定のス

ポーツ種目の技能やルールなどの宵得を目的としたプログ

ラムであるく図5).このプログラムのPLCI主.図5よ

り3つの小さな変則的なライフサイクルを合むライフサイ

クル複合型13) のパターンを持っていることがわかる.

ユース・スポーツは.Kプランチにおいて唯ひとつ成長を

続けている体育プログラムである.このような成長期にあ

るプログラムに関しては、モれが成熟期、飽和期に入った

時の対処方法を考えておく必要があろう.すなわち製品ラ

イフサイクルの場合と同じように、成長期のプログラム

は‘他の競合サービスの出場やプログラムの新鮮さの喪

失、あるいは流行の変化等の要因によって参加者数が減少

する危険性を常にはらんでいるからである.以下では、

Kotl町によって提示された‘成熟期の製品に対する 3つの

基本的戦略を体育プログラム経営にあてはめ、モの独自の

戦略と対応策を考えてみたい‘)

第 lの戦略は『市場修正j と呼ばれ、プログラム担当者

は常に新しい顧客を見つけ出す可能性について検討しなく

てはならない.具体的には滞在需要を抱える地域に対する

出張サービスや、地域センターの設立などによって新しい

市場を開拓する方法がある.これは鶴岡がサービス産業の

特徴のひとつとして挙げるように.異時点閥、異空間聞に

おけるサービスの移動は不可能であるという理由からで、

15) 特に体育プログラムの新しい市場の開拓には.潜在需

要を抱える地域までサービスの拠点を移動することが最も

効果的であろう.

第 Eはプログラムの特性を変え.モれによって新しい参

加者を獲得したり、現在の参加者の参加頒度を増加させる

ための『プログラム修正』が考えられる.たとえば、不人

気の指導者を変えたり、施設の改築・改装によってプログ

ラムとモれをとりまく環境の寅を向上させてゆく方策があ

る.あるいはプログラムの強調点を変えたり、それの持つ

付加価値を高めることによって、プログラムの差別化を進

めていくことも可能であろう.たとえば.エアロピクス・

ダンスの強度を段階別に分けたり.プログラムの強調点を

変えることによって参加対象の年齢帽を広げるといった、

プログラムの差別化が試みられるべきであろう.

第 31主「マーケティング・ミックス修正』と呼ばれる戦

略で、マーケティング・ミックスのー要因、あるいは復数

の要因の変更を通してプログラム参加を促進、刺激するや

り方である.一般にマーケティング・ミックスの縫成要素

には、製品 (product)、場所 (place) .プロモーショ

ン (pro・otion) .価絡 (price)の4つが用いられる

が、 Boo.sand Bi tnerl主体育・レクリエーション経蛍を合

むサービスの分析には、これに参加者 (participants)、

物理的環境 (phJsicaI e，idence )、モしてサービス提供

のプロセス (processof de I i四円)の3因子を加えるこ

とを提唱している 16) 具体的な畿略としては、価絡(参
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加費用)の操作や新しいプロモーション方法の開発によっ

て新しい顧客の柱意と関心を喚起したり、指導者や従業員

の応援態度を研修によって、向上させ、サーピス提供のプ

ロセスに改善を加えていく方法が考えられる.

3.育成体育

育成体育とは、青年・成人を対象としたウェイト・ト

レーニング、ジョギング、ストレッチ体鎌、サーキット・

トレーニングといった基礎的運動と.パドミントン‘バ

レー・パスケットポールといった各種スポーツ活動が組み

合わされたプログラムであり、平日の午後7時から8時半

まで行われている.育成体育は14年度を境に衰退期に入

り、 18年度に参加者数はピーク持の約4分の 1にまで減

少した〈図6).それ以後の衰退の速度はひじようにゆる

やかであり、典型的な化石化減少が出現したと考えられ

る.

衰退期にあるプログラムへの経営戦略としてt士、継続か

燐乗のEつの方法が考えられる 1/) 継続戦略ではこれ

までどうり同じ対象に同じプログラムを提供し続け‘プロ

グラムの白書E消滅を待つことになる.、また思い切って現

行のプログラムを廃棄するか、それに代る新しいものを開

発していく方法が考えられる.特にKプランチが事業を行

なっている私鉄ターミナル耳目の 1日の乗降客は、過去 14

年間に8倍強に噌加しており‘ 1]) 青年・日記入という対象



の潜在市場はひじように大きい.モれゆえ、これらの人々

のニーズを的確に犯握した新しいプログラムの開発を進め

ることと、同時にプロモーション努力を怠らないことが重

要な経営戦略となる.

IV.統計的判定訟の可能性

本研究ではひじように簡便な方法として、ライフサイク

ルの変動を25意的判断によって各段階に区別してきたが、

統計的判定方法では、一般にロジスティック曲線、ゴンぺ

ルツ曲線、正規確率曲線の累積曲線、そしてジグモイド曲

線といった数学的成長曲線をライフサイクルにあてはめ‘

モの変動パターンを凝る方法が試みられている.図7は少

年体育のグラフに成長モデルの判定によく用いられるロジ

スティック曲線をあてはめた例で、よく見ると 80年以後

成長がわずかながら鈍くなり‘成熟期にさしかかりつつあ

ることがわかる.このことより PLCの段階を統計的綴拠

をもって判定することが可能になるわけである.

しかしながら、上に述べた数学的成長曲線の大部分は変

曲点をただひとつしか持っておらず、季節やプームに左右

されやすく‘複合ライフサイクルが多く見られる体育プロ

グラムの分析にはあまり有効ではない.実際、現実との整

合性の高いライフサイクルの変動パターンを完全に解き明

かすことのできる、議維な『非線翠』モデルを導き出すこ

とは現在の数学的解析方法では.ほとんど不可能である.

それゆえ、ライフサイクルの判定には、あらゆる理論を加

味した総合的な判断が必要であり‘パラメーターを制限す

ることによって、近似の幽線をあてはめる統計的判定方法

i土、かえって現実との整合性を失わせてしまう危険性を

持っているといえよう.

V.結論

本研究では、合理的かつ科学的な体育プログラム経営の

ためのライフサイクル理論の応用を提唱し、同時に実際の

データを用いて分析を試みた. PLCの有効性i士、まず

第 1にその簡便さにあるといえようo PLCでは結栄が図

式化され、参加者数の噌滅の傾向をひじように簡単に杷握

することができる.第2には、図式化によってPLCがど

の段階にあり‘そこでどのような経営戦略が必要であるか

を経営する側に知らしめて〈れるという利点がある.実際

にKプランチの体育プログラムを分析した結果. 4つのプ

ログラムのうち 3つが衰退期にさしかかり、ここでがIらか

の対症疲法がなされない限り、体育プログラムが縮少、あ

るいは廃棄されるであろうことがわかった.モの結果、様

々な対応策が示唆されたが‘これはPLCが把握されるこ

とによって初めて可能になったのである.

PLCを有効に活用するためには、 『サービス財Jとし

ての体育プログラムの特性と、参加者、物F理的環境、そし

てサービス提供のプロセスといったサービス財に特有の

マーケティング・ミックスの理解が必要である.また、将

来の体育プログラムの科学的経営をより確かなものにして

ゆくために、今後、多くのケーススタディによる知識の集

約と、集約された知識を現実問題に照らし合わせ適確な意

志決定のでき経営センスと科学的知識の活用のできる人材

の育成が望まれる.

i 3 

年度

回7 ロジヱテA'!/ヲ自主旦によるPLC自分析〈少年鉱育〉
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高齢者の健康・レクリエーション教室参加とその効果

O小俣里知子 田中鎮雄 増田慧 今野守 武田正司

( 日 本 大 学 日 本 大 学 日 本大学日本大学日本大学)

「健康・レクリエーション教室Jr参加効果Jr高齢者」

目的

わが国における人口の高齢化が急速に進むなかで，高齢

者に関する深刻な諸問題が指摘ぷ，国や公共団体などに

よる種々の施策とともlf，高齢化社会対策が各機関におい

て総合的に研究開発されていることは周知のとおりである。

特に高齢者の健康っくりと社会参加のニーズにこたえて，

ゲートボールをはじめ各種スポーツ， レクリエーシーヨンが

推進されてきたことが注目される。このような動きを反映

して，体育学会， レクリエーション学会でも，これら高齢

者のスポーツ参加等に関する議IA)長が試みられるようにな

ってきた。

上述の状況をふまえて，われわれは r高齢者健康指導

教室J の社会教育的機能に注目し，その第f'義を昨年の学

会大会で発表した。すなわち，当該教室参加者の参加動機

を各人の身体的，心理的，社会的様態との関係から分析す

る方法により r健康指導教室」参加者の参加動機はかな

り具体的複合的な要素から成り，その意味で極めて個性的

であることを報告したのであった。

今回は，昨年度参加動機を分析した参加者について，参

加(達成)動機の実現過程をはじめとする諸効果を，事例

的追跡的に調査分析した結果について報告する。

方法

調査対象:静岡県沼津市厚生年金休暇センターで開催さ

れた「高齢者健康指導教室」参加者41名のうちの 7名。詳

細は次のとおりである。

1) r高齢者健康指導教室J (以下「教室J という)

Is，国の高齢者福祉事業の一環として実施されたものであ

る。

2) 調査対象 7名は，昨年度の学会大会で報告された

12名の「教室」参加者のうち，最終調査に協力した者であ

る。

調査期間:昭和60年 6月~昭和61年 1月 (r教室」開設

期間)。なわ，第 1回の調査は「教室」開設当初に実施され，

指導過程における面接調査ならびに参与観察を経て最終調

査(質問紙法)は，昭和61年 1月に実施された。サンプル

の構成は表 lに示すとおりである。

平均年齢

( )内ホーム入居者

質問紙の構成:最終調査は厚生図作成の質問紙によるも

のであるが，下記の質問項目から構成されている(今回の

研究で分析した項目にはOを付したL

1 .基本的属性。

2. r教室」の情報経路と参加動機。

③ r教室」参加に伴う生活及び保健行動の変容。

④ r教室」参加に伴う心理的変化。

⑤ r教室」参加に伴う体調の変化。

⑥ r教室」参加に伴う啓蒙行動等。

⑦ r教室」修了後の運動志向等。

調査結果は臨床例の報告にならい 7事例について，関

連生活及び保健行動の変容を追跡的に分析する。

結果と考察

1. r教室」参加者 7事例の分析

〔事例 A氏 (83歳)の場合〕

A氏 (83歳)の場合 r教室」参加者の中で最も年齢が

高いにもかかわらず生活意欲もあり，老化の兆候も少なく，

健康状態が良好な例として注目された。しかし「教室」参

加後まもなく家庭での作業中に腰を痛め，欠席せざるをえ

なかったが，その後復調し再び「教室」に戻ってきた。 A

氏の場合は腰痛の回復過程において「教室」で学習した知

識や実践を積極的に活用し，それらが生活化，日常化され

て効果をあげた事例であるとみることができる。具体的に

は，関節運動や歩行・ランニングを毎日行うこと，栄養の

バランス・摂取量の加減をすること，規則正しい食事をす

ることなどが配慮された。このようなA氏の生活改善努力

が生活意欲を高めたばかりでなく，家族の健康志向を強め

たことは見逃せな Lミ。
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表 2 (事例 1)A氏(男.83歳)の場合

「教室」参加前 「教 室」参 加 i表

仕 事の内容 花壇管理 花壇管理

0栄養のバランス 0食事の内容(献立や材料)に注意することが多くなった。

食事への配慮
0過食要注意 O食事の量を加減することが多くなった

0食事を規則正しくとることが多くなった

0間食を減らした

運動 実施頻度 週 3回・ 50年間

体操・柔軟 ときどきゃった 0毎日20分以上やる

歩 や 走 ときどき 10分-30分ゃった 0毎日30分-1時間やる

スポーツ実施状況 していない 0毎朝 6時全身関節運動

0時々もの忘れ 0睡眠時間が長くなった

老化の 兆 候 Oかぜをひきやすい 0"民りが深くなった

Oのどがかわく on要痛が良くなった

0首・肩のこり・筋肉の痛みが良くなった

l 健 康 状 態
0神経痛・手足のしびれ等が良くなった

0風絡をひきにくくなった

O食欲が出てきた

既 往 症 な し

0気分がめいりやすい 0憂うつになることが少なくなった

O気分が動揺することが少なくなった

0神経質なところが少なくなった

O人の立場で物事を考えることが多くなった

生 i舌 意 欲
0協調性が身についた

0物事に積極的にとりくむことが多くなった

Oてきぱきと物事をかたづけることが多くなった

01，可んでもよく考えることが多くなった

0人の先に立って働くことが多くなった

O人と広くつきあうことが好きになった

O身体の動きが軽くなった

身体的変化 0持久力がついた

0柔事た性がついた

0友人.f'I'聞ができた

生活・保健行動 0規則正しい生活をするようになった

の 変 白廿昼マ
0積極的に体を動かすことが多くなった

0家族も健康に注意することが多くなった

そ (1) 他
0健康になり勇気ができた

0健康の維持に自信ができた

通 院 回 数 3ヶ月に l回通院 通院していない(体調が良くなり必要がないと判断)

啓 蒙 11" 現U 話をして逐lWJするようにすすめた10人 運動を始めた 1人

， of:本カをつけたい

0健康状態を知る

O トレーニング方法を知る

幾多， 力日 動 機 0栄養の知識を得る

0老いを感じたくない

0仲間づくりのため

0運動・スポーツに興味がある

ηa 
n
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〔事例 2 Uさん (71歳)の場合〕

Uさん (71歳)の場合，当初からA氏と同様に健康状態

が良好な例であるが r教室」参加に伴い以前からの歩行

やランニングに加えて毎日進んで体操をするようになって

いった。この日常的な体操実践の効果が実を結んで「腹筋

が10闘できるようになったJr手すりなしで階段の昇り降

りができるようになったJ と体力が向上したことを報告し

ている。さらに「孫の家に行く回数がふえたJr乗り物を

利用する回数が減った」など、日常生活行動を意欲的なも

のに変えていったのである。

表 3 (事例 2) Uさん(女， 71歳)の場合

「教室」参加前 「教 室」参 加 後

仕事の内 容 野菜づくり 野菜づくり

食事への配慮
0塩分ひかえめ 0間食を減らした

O塩分をひかえている

運動実施頻度 していない

体操・柔軟 やっていない 0毎日10分位やる

歩 や 走 毎日30分-1時間ゃった O毎日30分-1時間やる

スポーツ実施状況 ゲートボール週 2回・ 6年間

老化の 兆 候 な し

健康 4犬 態
良好 0首・肩のこり・筋肉の痛みが良くなった

0風邪をひきにくくなった

既 往 症 S20 肋膜

0憂うつになることが少なくなった

0気分が動揺することが少なくなった

0劣等感を感じることが少なくなった

0人の立場で物事を考えることが多くなった

生 j古 意 欲
0協調伎が身についた

0物事に積極的にとりくむことが多くなった

Oてき I!きと物事をかたづけることが多くなった

0楽天的なところが多くなった

O人の先に立って働くことが多くなった

0人と広くつきあうことが好きになった

身体的 変 化 O身{卒の互理jきカ苛主くなった

生活・保健行動
0友人・仲間ができた

の 刷3ζ、 伝砂着v、 0規則正しい生活をするようになった

0積極的lこ{本を動かすことが多くなった

0健康の維持に自信ができた

0孫の家にいく回数がふえた

そ の 他
0乗り物を利用する回数が減った

O手すりなしで階段の昇り降りができるようになった。

0腹筋運動が自分で10固できるようになった

0気分転換が楽にできるようになった

通 F完 自 主主 2週間に 1回 1ヶ月に 1回(体調が良くなり必要がないと判断)

啓 蒙 ff 動 話だけした 8人運動を始めた人O人

01卒力をつけたい

0健康状態を知る

重Yま 方自 動 機
Oトレーニング方法を知る

0栄養の知識を得る

O老いを感じたくない

0運動・スポーツに興味がある
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〔事例 3 0氏 (70歳)， Kさん (59歳，資料割愛)の

場合〕

も日常のスポーツの実践が健康増進に役立つていることは

言うまでもないがこのような場合 r教室」参加に伴ういち

じる Lい体力の向上は認められないことが多い。しかしな

がら，家族の健康志向が高まるほか，食生活の改善や交友

関係の拡大，さらに集中力や物事への積極的な取り組み姿

勢が身につくなどの効果が認められることは注目に値する。

O氏， Kさんの場合についてみると，両者とも以前から

運動及びスポーツの実践者であることが表4から理解でき

る。 O氏は 5年前からゲートボールを日課としている。 K

さんはテニスや卓球を週 6日実施してきた。いずれの場合

表 4 (事例 3)0氏(男. 70j議)の場合

「教室」参加前

仕 事 の 内容 な し な

「教 室」参 力日 後

し

特になし O食事の内容(献立や材料)に注意することが多くなった

食事への配感 0食事の盆を加減することが多くなった

O間食を減らした

運動実施頻度 していない

体操や柔軟 毎日10分位やっていた 0毎日 10分位やる

歩 や 走 ときどきやっていた Oときどきやる

スポーツ実施状況 ゲートボール毎日・ 5年間

老化の兆候 時々もの忘れ

健康 状 態 良好 0変らない

既 往 症 な し

生 j舌 意 欲 あ り 0人と広くつきあうことが好きになった

身体的変化 0変らない

生 活 ・ 保 健行動
0友人・仲間ができた

の 変 n全h主p、 0積極的に{卒を動かすことが多くなった

0家族も健康に注意することが多くなった

そ の 他 な し

通 院 回 数 通院Lていない 通院していない

啓 蒙 行 動 話だけした 2人運動を始めた人 O人

参 加 動 機
0健康状態を知る

0体力をつけたい
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〔事例 4 T氏 (64歳)の場合〕

T氏の場合「教室J 参加者の中で特に健康状態が良くな

い例であった。表 5にみるように fせき・たんがでる」

たJr通じの回数が減った」などにみられるように，参加

当初の身体の不調感がかなり解消されたことが理解できる

のである。 T氏にみられたこのような「教室」参加メリッ

トは，運動の必要性を特に強く認識させるものと考えられ

る。事実，運動の必要を仲間や友人15人に話したところ，

「動惇・息切れがするJ rねつきが悪いJ r身体のふしぶし

か1高むJr胃の具合が悪い」などの症状を訴えていたほか，

重い神経痛lこ悩まされていた。 T氏の「教室」参加動機が

神経痛を治すことにあったことも事実である。「教室」参

加後のT氏の体調の変化をみると「神経痛が全くなくなっ

15人全員が運動を始めたという T氏による報告は，彼の積

極的な啓蒙行動を示すばかりでなく，運動に対する価値観

の変容を明確に裏付けるものとして見逃すことはできない。

表 5 (事例 4) T氏(男. 64歳)の場合

「教室」参加前 「教 室」参 力日 後

仕事の内容 内戦 内 職

「特になし O食事の内容(献立や材料)に注意することが多くなった

食事への配慮
0食事の量を加減することが多くなった

0食事を規則正しくとることが多くなった

0間食を減らした

運動実施頻度 していない

体操や柔軟 やっていない Oときどきやる

歩 や 走 ときどきやっていた Oときどきやる

スポーツ実施状況 ゲートボール週 3回・ 3年間

老 化 の兆候 な し

Oせき・たんがでる 0腰痛が良くなった

0動惇・息切れがする 0首・肩のこり・筋肉の痛みが良くなった

健 康 状 態 Oねつきが悪い 0神経痛・手足のしびれ等が良くなった

0体のふしぶしが痛む 0風邪をひきにくくなった

O胃の具合が悪い O通じの回数が噌えた

既 往 症 な し

0年をとっていくことを気にす 0憂うつになることが少なくなった

る 0人の立場で物事を考えることが多くなった

生 1舌 意 欲 0協調性が身についた

Oてきぱきと物事をかたづけることが多くなった

O人の先に立って働くことが多くな 4た

身体的変 化 0身体の動きが軽くなった

生活・保健行動 0友人・仲間ができた

の 変 信t勺r 0積極的に体を動かすことが多くなった

そ の f也
0神経痛をなおすため参加した

0健康の維持に自信がついた

通 院 回 数 通院していない 通院していない

啓 蒙 行 動 話をして運動するようにすすめた15人 運動を始めた人15人

失多， 加 動 機
O トレーニング方t去を生日る

0仲間づくりのため
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〔事例 5 N氏 (79歳)， Mさん (66歳，資料割愛)の場 意図したものであり，予期以上の成果をあげた事例である

といえる。 Mさんの場合も，日常生活が改善され，体力の

向上に伴って生活意欲も積極的になるなどメ教室」参加の

効果は著しい。

合)

N氏， Mさんはいずれも身体の不調感を訴えていたが，

特に，高血圧，狭心症などの持病を持っていたN氏の「教

室」参加i動機は，医師の指示に従って高血圧の運動療法を

表 6 (事例 5) N氏(男， 79歳)の場合

「 教 室 」 参 加 前 「教 室」参 力日

仕事の内容 軽作業 軽作業

食事への配慮 特になし 0変らない

運動実施頻度 していない

体操や柔軟 ときどきやっていた Oときどきやる

歩 や 走 毎日10分-30分やっていた 0毎日10分-30分やる

スポーツ実施状況 していない

0階段の昇り降り少し不自由

老 化の兆候 O長い間の立位少し不自由

O長い間の坐位少し不自由

O尿の出が悪い o睡眠時間が長くなった

0疲れを感じる 0眠りが深くなった

Oのどがかわく 0腰痛が良くなった

健康 状 態 0首・肩のこり・筋肉の痛みが良くなった

0風邪をひきにくくなった

0食欲が出てきた

0血圧が下がった

既 往 症 S58.高血圧狭心症

0年をとっていくことを気にす O憂うつになることが少なくなった

る 0気分が動揺することが少なくなった

01申車圭質なところが少なくなった

0人の立場で物事を考えることが多くなった

生 I舌 意 首大
0協調性が身についた

0物事に積極的にとりくむことが多くなった

後

Oてきぱきと物事をかたづけることが多くなった

0楽天的なところが多くなった

0人の先に立って働くことが多くなった

O人と広くつきあうことが好きになった

0頭の働きが良くなった

身体的 変 化 0身体の動きが軽くなった

0持久力がついた

生活・保健行動の変容 0友人・仲間ができた

そ の 他 o健康の維持に白信ができた

通 院 回 数 2週間に 1回 2週間に 1同

啓 蒙 11' 動 話をして運動するようにすすめた 2人 運動を始めた人 2人

Oもっと健康になりたい

0健康状態を知る

来y 加 動 機
0栄養の知識を得る

O老いを感じたくない

0体力をつけたい

0運動・スポーツに興味がある
L一一
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2. 教室」修了者による組織化と継続学習の動向

以上みてきたような「教室J 参加に伴う諸変化の認知li，

運動に対する価値観を変えるとともに運動の必要!惑を一層

強化させたものと考えられるο 事実，参加者のほとんどが

「教室」修了後も運動を毎日続けていきたいと決意してい

るのである。しかもこれら修了者の有志グ同ルーフ。による同

窓会が結成され，自主的に活動を行っていこうとしている

点を見逃してはならない。この活動内容は，会員相Eの親

陸を深め教室」参加によって習得した運動・スポーツ

に殺しみ，講師をまねいて話を聴き，定期的に健康・体力

診断を受けるなど，自己の健康管理に努め，多彩なプログ

ラムへの参加を計画していることに注目したい。このよう

に「教室」修了者の組織化が計画される一方，家族をはじ

め近隣の高齢者や友人にまで運動の重要性について語り伝

えているのである。このような「教室」参加者にみられる

啓蒙行動によって，地域の高齢者が運動・スポーツに興味

をもつようになるばかりでなく教室」そのものへも関

心を示すようになる事実に注目したい。

結論

以上のように「高齢者健康指導教室」参加に伴う諸効果

について 7事例の追跡的分析を試みた結果，次のような

知見を得た。

1) r教室」参加に伴う体調の好転，体力の向上などは，高

齢者の自信の強化につながり.積極性，協調性，思いやり，

社交性を高めるなどの，副次的機能が認められる。

2) r教室」参加をとおしての健康っくり，体力っくりは，

参加者自身の運動の必要感を一層強化するばかりでなく，

身近な仲間の運動実践や，プログラム参加を促進するなど

その波及効果には計り知れないものがある。
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一一一高齢者スポーツの在り方とその方向性について一一一一

山本英毅(日本福祉大学) 藤田匡肖(三重大学) 鈴木文明・中島豊雄(名古屋大学)

西垣完彦(愛知県立芸術大学) 寺沢猛(鐙矯技術科学大学) 坪凹暢允(名古屋学院大学)

l:図説一(中京短期大学) 山本秀人(日本福祉大学)

高齢者スポーツ・スポーツ振興・スポーツ観の転換

はじ め に

昭和61年7月に発表された厚生省の r60年簡易生命表I
によると、日本人の平均寿命はさらに延びて、 k性は 80.

46歳、男性は 74.84歳になったという。 r人生80年時代 l

が定着し始めたとみなされるが、一方では予怨される年金

や医療・福祉の費用増大の問題が取りざたされ、福祉見直

しの弱Jきも急である。 61年度には、老人医療費が上がり、

年金制度が改正されるなど福祉水準の切り下げを心配する

声は高い。

証言い所にシワ寄せがないよう、両齢者がいきいき暮らし

ていける長寿社会を構想することは政治的課題であり、そ

のための社会保障制度の確立を急がねばならない。しかし

同時に、健康で、いきいきとした老後を迎えるために、一

人ひとりが努力することが重要であろう。 r高齢者の幸福

追及の第一条件は健康の確保である iとする科学技術庁資

源調査会.，や、国民健康会議の慢性的に具合のよくえよいと

ころがあっても、普通に社会生活を営む「病気と共生する

健康J観への転換の提言U などは、社会負担桜減のための

政策的色合いが濃いように思われるが、病気とか寝たきり

の期闘を短くして生涯を終えたいとの願いは万人のもので

あり、健康確保の努力はそれなりになされてきたといえよ

う。むしろ、老化研究の遅れlこ問題が感じられる。

高齢者の調査研究は、副回3)Iこよれば1960年ころから主

として貧困や疾病、身体的障害iこ悩む老人、家族を対象に

、その予防・解消をめざしてはじまったという。それが

高齢化社会iこ向かって、しかも人口構造の急激な高齢化の

中で、 「人生80年jにふさわしい個々人の生きがいや社会

保障負但といった観点から、ライフスタイル全体の問題と

してとらえられるようになり、高齢者の運動やスポーツに

ついての研究も注目されるようになってきた。また、 i副総

者のスポーツ振興についても、医療費節減とのかかわりか

ら関心を集めたりしたが、多くはゲートボール中心の施策

iこ終始しているのが現実である。

1-高齢者スポーツと言えばゲ←トボールjというー律の

お仕着せ的な発想ではなく、柔軟で多様な取り組みがなs
れてしかるべきであろう。マスターズ大会の隆盛は恵まれ

た体力、健i長それに一定水準の技術があれば、年令を越え

た取り組みが可能なこと告示している。 1-あの人は}.lIJ、か

つて選手だった人だからjと特別祝するのではなく、 1-i還

婚祝いiこ新しいスポーツを始めませんかJと気軽に戸が掛

けられるような、またそれを受け入れられるような状侃を

っくり出していくことが重要と考える。たしかに、力fI緑川

が危俣する r60代や70代の老人にとって、ゲートボールや

水泳のような比較的おだやかなスポ←ツなら向いているこ

とはよく理解できるが、マスターズ陸上の 100mや三段跳

ぴ、砲丸投げなどのように激しい筋肉や骨へのショックそ

与える孫自が果たして老人の健康保持にふさわしいものか

どうか|という問題は、早急に解明されなければならない

しかし、ここで重要なことは、これからも社会の主人

公として生きることが求められる高齢者にとって、高齢者

のみを切り離した諸胞策、たとえば高齢者のためのスポー

ツ教室とか胞設づくりが、本当に有効であるかどうかの聞

い直しをすることである。大橋が5'、今後の高齢化社会に

は「一般のあらゆる成人に対して開放している学習や文化

、スポーツなどの諸活動が高最古者をも包含する積極的な環

境づくりへと鉱大させていく必要が生じてくるJと述べて

いるように、高齢者が若者と共に参加できるスポーツ条件

を聞い直しの中で明らかにすることが必要であろう。

現在、人生50年時代の生活観や社会観の切り換えの必要

があると同様に、スポーツ鋭も転換を迫られている。たと

えば、生涯体育という視点から昨今の学校体育が問い直さ

れ、余裕ある学生時代lこ好きなスポーツをみつけ、得意な

スポーツ分野を開拓し、生涯にわたってスポーツを楽しむ

ことが追及され始めた。生涯体育ということばが示す理主裂

は、いくつになってもスポーツを愛好し、実践しながら学

び続けることにあろう。しかし、その理想と現実との隔た

りは大きく、高齢者スポーツ振興の方向は必ずしも見えて

いない。

筆者らは、昭和59年度より「高齢者スポーツに関する社

会学的研究jに取り組み、これまでに高齢者の生活の諸相

をはじめ、スポーツや運動に対する意識や実態を明らかに

し、高齢者のスポーツ活動を成立させるための諸条件を究

明してきた。

今同は、高齢者スポーツの振興に視点をあてた「中・高

年者の生活とスポーツiこ閲する調査Jを実施し、研究をす

すめてきた。本稿では、この調査結果から主として年齢別

の考察奇行い、高齢者スポーツ振興の在り方とその方向性

について明らかにしようとした。

研究の方法

1.謝貸方法:質問紙による配票調査法(市の委託する統

計調査員iこより配布・回収したが、一一部面

妓聴取を入れた。)

2.調査時期:(昭和61年2月

3.調査対象:三重県名張市の50滋(男 356人、女 318人)

55歳(男 320人、友 278人)

60滋〈男 311人、女 329人)

65歳(男 150人、友 239人)
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10歳(男 124人、女 228人)

15滋(ラl100人、女 148人)

の住民の中から、各年齢、男女それぞれ50

名告主主準lこ、 fi干の地域性を考慮した系統

抽出法によって抽出した 601名。

有効副答数は死亡、転長j先不明、 MI身、
liil答距否などもあり長終的に 496、有効[ol
収率82.5%であった。

調査内容と標本の特性

本研究では、スポーツは連続的iこ志向されそして実践さ

れるとの立場から、対象をi当紛者のみにしぼらず、高齢者

iこ近践する50歳、 55段、 60歳のいわゆる[実作 lといわれ

る者も含めて謝告を実施した。みj資内容と標本の特性は、

表 1-41こ示す通りである。

表 1 調査

結果と考察

1 ~t:.活諸相

(J)余暇時聞について

rQ]齢者I古i有の問題のひとつとして無為時間増の問題があ

げられるが、平日及び休日における余暇時聞はどの位ある

のだろうか。

平日では2-4時聞が段も多く、加齢tこ伴って機大して

いる。}t;Hについては 5時間以上が6tl刊を占め、年荷台によ

る差は平u科大きくない。(表5. 6) 

(2)健尿・体力について

[一病息災|侠!な健隊観が叫ばれるようになったが、病

気・病弱とか体力iこ自信のない人を含めでスポーツや運動

を定石ーさせていくことが大切で、あろう。 いずれの年齢でも

、7割以上が[無病息災jか|まあまあ健康な方Iと副答

している。体力についての自信も、 70i設を除くと 6割以上

内容

F 1 性 Q7 過去のスポーツ経験 ゲ Q12 ゲートボールの関心

2 年齢 S.Q 運動経院の度古い ~ 11 13 ゲートポールの経験

基 3 屠住地
ス

8 スポーソクラブへの所圏 14 ゲートボール町魅力

健 4 学歴

ポ

9 艶，むにやっているスポーツ
)" 

15 ゲートボール鶴1ノ

事 5 収入のある仕事 i 】o 1輔のス川和程度

項 6 居住形態 S.Q その目的・理由 喜 16 生きがい・はり合い

7 余暇時間 11 ぜひやってみたい・続けたいスポーツ
事仕

17 ポ yクリ死の畳付止め方

8 眼入 18 仕$と幸暇

健 Ql 健康状態 行事 19 スポー Y軍施の想定

康 2 体力の自信 戸、 20 ゲートポールへのかかわり

体
σ3 23 スポー Y行事への参加

21 高齢期スポーツの可能性3 運動制緩{医者より}
高

力 4 日頃の健庸法 22 高齢期にやってみたいスポ-"j

費 2 爆本向性別年齢別構成

略

、ミ空 田才 55 同 65 70 75 計;

N 53 44 46 36 37 39 
(521515)| | 男性

(%) (20.8) (17.3) (18.0) (14.1) (14.5) (15.3) 

N 44 38 47 44 36 32 加|
女性

{拓} (18.3) (15.8) (19.5) (18.3) (14.9) (13.3) (48.6 

N 97 82 93 80 73 71 4弼 l

計
(%) (19.6) I (]6.5) (18.8) (16・1l[(14. 7l (14.3) (100) 

費 3 学歴 葺 4積当主
% 、三語教膏 程度韓7 

l制中日 君主
実 自

掠従軍事者
草(の熊職 書吉} むを

t 

事事主E 
茸 σ〉

語語 度言 家 1~ 

50歳 97 羽 9 52.6 16.5 16.5 7.2 却 9 忽.7 3.1 
年

55綾 82 お.8 51.2 19.5 15.9 9.8 35.4 29.3 6.1 

田章 93 45.2 47.3 5.4 17.2 12.9 19.4 41.9 3.2 
酎

65置 80 51.3 32.5 10.0 12.5 10.0 13.8 58.8 2.5 

70瞳 73 56.2 30.1 8.2 9.6 16.4 0.0 71.2 1.4 
耳11

75揖 71 国 3 28.2 9.9 8.5 8.5 1.4 76.1 5.6 

性 男性 255 42.4 39.6 15.3 22.4 4.7 26.7 31.4 3.1 

書'1 女性 241 44.8 43.2 7.9 4.6 17.0 8.7 65.6 4.1 

針 4笛 43.5 41.3 11.7 13.7 10.7 17.9 48.0 3.6 

注;葺中NA，DKを除いてあるので(%) ~ 100に主ら主い。以下問じ.

要 5 平目的余眠時間 費6 休日田幸眠時間

% % 妬

h亡I 時間湖来

2 5 8 

時間満未

2 5 8 

時間凶上

t 時間
4 7 4 7 

E 自 自 時間
回

上

50鍍 97 23.7 59.8 13.4 3.1 10.3 35.1 35.1 19.6 
2手

55緩 82 1119.5 52.4 22.0 6.1 9.8 お 3 32.9 28.0 

団自E 93 17.2 47.3 25.8 9.7 11.8 30.1 32.3 お.8
嗣

伍綾 80 13.8 却 8 23.8 23.8 12.5 28.8 28.8 30.0 I 

珂揖 73 6.8 28.8 21. 9 42.5 8.2 21. 9 24.7 45.2 
別

75曜 71 14.1 16.9 23.9 45.1 14.1 12.7 23.9 49.3 

性 男性 おS 18.8 43.9 12.9 24.3 8.6 20.0 28.2 43.1 

>>11 女性 241 13.7 40.2 30.7 15.4 13.7 34.4 32.0 19.9 

計 4蝿 16.3 42.1 21.6 却.0 11.1 27.0 到。 31.9 

1
1
 

4
B
A
 

1
i
 



費 7 健康状鐘 %葺a 体力4二ついての自信 %書9 医者からの運動制値 %膏10 心がりている健康法(復畳画書} % 、丈 少雪-錨しt;量号方z な
誌かど 主が 同" 

大
ag b " " 由白る書 少し量J かれで4きZ 置動L けれ 童 睡 適

楠事tこLなら、 則正現し活
遍つ

も、

" 
つ

なリ直勤d1bb E j 

なて • 眠 当 ゃっ

商圏 aZb E 1) た

置働で

ある げ L ‘L、
守 や な タ L

4〈E 
がばれよ

制的さ い
てと吾 パむ

いと方z σ3 " " 
な IH、 噌 体 連

だわ 生で T 。 も、 コ
方 方 る . る ，‘ L‘ 置い いわ 聾 聾 動 主 を

50. 97 36.1 54.6 7.2 1.0 17.5 厳;.0 12.‘ 3.1 回 4 15.5 3.1 n 1 59.8 52.6 41.3 39.2 22.7 34.0 10.3 

2手 55. 82 25.6 57.3 15.9 1.2 9.8 国 5 31.7 o I 45.1 45.1 4.9 o I 65.9 69.6 24.4 34.1 32.9 34.1 13.4 

令

帥. 93 32.3 61.3 3.2 2.2 21.5 57.0 16.1 4.3 

白血E 80 25.0 62.5 8.8 3.8 11.3 65.0 17.5 6.3 

前 70. 73 8.2 63.0 19.2 9.6 6.8 49.3 27.4 13.7 

75. 71 22.5 46.5 16.9 12. 7 21. t 羽 4 包.5 14.1 

性 男性 255 26.7 57.3 10.2 5.5 15.3 曲 o 17.3 6.3 

制 女性 241 24.9 開 1 12.4 3.7 14.5 53.1 24.5 6.6 

E十 4蝿 25.8 57.7 11.3 4.6 14.9 珂 7 20.8 6.5 

が「まあある方」と自己評価している。性差も小さい。

医師から、 「あまり運動してはいけなLけあるいは「ま

ったくいけない lといわれている者は、 10段、 15歳では4

人iこl人と多い。自由に遂動できる者は50歳が80.4%とず

ば抜けており、加齢とともに減少している。しかしながら

、なぜかめ歳の大きな体力の落ち込みが目立つ。

心がけている健康法としては、多いものから順に①休養

をとる、②栄養iこ気唱とつける、@崩事にこだわらない、が

あげられている。しかし、 「適当な運動jをあげた者は、

50歳の41.3%が長高で、他の年齢では半減している。性差

はほとんどない。(表 7~jO)

(3)生活の「生きがいJと「ポックリ死|観

高齢者の直面するさまざまな生活障害は、意欲の減退と
表11 表12

64.5 30.1 4.3 1.1 64.5 69.9 11.9 40.8 37.6 28.0 14.0 

56.3 35.0 6.3 2.5 63.8 62.6 17.6 55.1 31.3 23.8 7.5 

31.5 38.4 17.8 8.2 63.0 79.4 17.9 39.6 23.3 35.6 16.5 

42.3 31.0 14.0 8.5 56.3 77.5 18.3 31.0 お 4 35.2 14.1 

57.3 31.4 7.8 2.7 55.7 64.7 26.3 39.2 27.5 29.4 23.2 

52.7 32.4 7.9 3.3 69.3 71.0 18.2 41.1 羽 7 34.0 1.2 

55.0 31.9 L竺 3.0 62.3 67.7 22.3 40.1 29.1 31.6 12.5 

深くかかわっている。;Wi齢者が、ふだんの生活の中で I生

きがLリや[はり合い lを感じる者の割合は高く、 81;1Jの
者が持っており勾:齢差、性差はほとんどない。

またマラソン中のポックリタEを例にあげ、その受けとめ

方を問うてみた。 10歳、 15歳で「気の毒だが幸せかもしれ

ないj、 |うらやましい、自分もあやかりたい jというよ

うなポックリ死iこ対する肯定的反応がs創をこえ、老人の

後雑な心境をのぞかせている。(表11、12)

2 スポーツや運動の好嫌と活動の実態

(I)スポーツや運動の好嫌

スポーツ参加を規定するともいわれる[する Iスポーツ

の好嫌度については「とても好きj、 「どちらかといえば

生きがいに マラソン中由

部ポフクリ亮についてついτ % 葺 13 する』スポーツ町好措置
表14 スポーソ番組記事的視聴置

% % 

h 
も も

悲し し

Zも主盆? 語主

つ つ
ぃ不aなe 

かあ

て て
た毛主 きらL、

也、 Z注
と

い め

る 也、 る 色、 kピ
輝てとも君

どちり い ちどり ちど勺 い
と よい

とさ明り aまb聞ど~ り
主い

て 見〈たり
くた

織ち

12 
見り

か iえt で か ぽえ たす 見た伝し たし

と好 も盆 と蝿 し、 聞ける
りな

き も、 L、 11'、 聞い

回世 97 86.6 10.3 18.6 30.9 調 1 5.2 5.2 民璃 97 21.6 34.0 34.0 9.3 1.0 47.4 37.1 13.4 1.0 

55 82 89.0 3.7 20.7 2U  37.8 3.7 8.5 
a事

6.5 国 93 84.9 6.5 詑 6 却】 31.2 3.2 
令

65 80 78.8 16.3 17.5 28.8 41.3 1.3 2.5 君。
B.2 70 73 83.6 13.7 17.8 20.5 41.1 11.0 

75 71 76.1 18.3 9.9 19.7 53.5 8.5 2.8 

2事 話.殴 12.2 37.8 39.0 8.5 1.2 45.1 39.0 13.4 2.4 

回. 93 15.1 お.9 47.3 6.5 3.2 41.9 34.4 19.4 4.3 

闘
因縁 回 12.5 21.3 51.3 13.8 1.3 45.0 28.8 20.0 5.0 

70. 73 11.0 21.9 41. 1 15.1 6.8 47.9 I 28.8 20.5 1.4 
gll 

75歳 71 12.7 19.7 n.7 14.1 2.8 46.5 29.6 15.5 5.6 

性別
男性 255 84.7 11.4 16.9 珂 2 37.3 4.3 8.6 

女性 241 82.2 10.8 19.5 22.0 4己7 6.2 2.5 

性 男性 255 16.1 29.8 43.1 7.5 2.7 59.6 29.0 9.4 2.0 

gq 女性 241 12.9 24.9 41.9 14.5 、2.5 30.7 37.8 24.9 4.6 

量す 4田 83.5 11.1 18.1 26.2 39.9 5.2 5.6 u 4蝿 14.5 27.4 42.5 10.9 2.6 45.6 33.3 16.9 3.2 

表 15 置勘クラブ町加入
% 表 16 加入クラブ町種目名(祖散l!iI寄}

妬

ト亡
入 入

てっ つ
て

、、 ，、
る な、、

日直 97 18.6 78.4 
年

551置 82 8.5 87.8 

下 ゲポJト. 

謡漏民り
畳山 ハ

鋼 l' ゴ 野 ソ ，可 T 4医
ド '" 

フ レ

N イ 通 eー、、 フ 理 ト ス 理

キ ;.. "' ポ

J ト
グ ノ '" '" 

5011 18 。 11.1 16.8 5.6 5.6 16.7 16.7 44.5 11.2 16. 7 11.1 

年
5511 7 14.3 14.3 14.3 。 o 1 14.3 28.6 o o 1 14.3 o 

6011 自 5.4 89.2 
酎

国a置 80 11.3 81.3 

回. 5 。 o 却ー。 o o 四 o 。 o o 。 。
鵬

日歳 9 44.4 。 o 。 。 。 o o o 1 11.1 11.1 

7011 73 12.3 84.9 
gll 

7511 71 7.0 78.9 
70. 9 n.8 11.1 。 o 。 o o I 11.1 o o 。

gll 
7511 5 100.0 o 。 。 。 。 。 o o o 。

性 揖性 おS 12.2 84.7 
性 男性 31 32.3 6.5 13.0 3.2 o I 16.2 16.1 25.8 。 6.5 3.2 

gll 女性 241 9.1 82.2 gq 女性 認 31.8 9.1 4.5 。 4.5 o o 。 9.0 13.6 9.0 

計 4岨 10.7 I 83.5 
計 53 32.1 7.6 9.5 1.9 1.9 9.5 9.4 17.0 3.8 9.4 5.7 
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表17 表18
鼎心にやっているぜひやりたい 車問ぜひやりたい種目名

種目的有無 略 覆 目 的 有 無 略 {複数図書}

N 
あ な ;， な

1:Z 
歩 毘

tす 調

歩 踊

る 、、 る も、 lt 。}

回調E 97 23.7 71.1 40.2 51.5 39 17.9 12.8 

年
弱 82 13.4 78.0 42. 7 50.0 35 却 0 2.9 

60 93 
令

9.7 81. 7 31.2 52.7 泊 17.2 3.4 

g~ 
65 80 17.5 76.3 28.8 63.8 23 8.6 。
70 73 15.1 80.8 加.5 68.5 15 26.7 6.7 

i|男女市性性¥| 2加7日Hl1U11 32 ¥1 7札tt4H14215.U a 

73.2 11 36.4 18.2 

市 52.5 103 18.5 1.9 

66.0 49 却 3 16.3 

計 哨 11 15.3 刀 2 11 30.6 59.1 152 19.1 6.6 

好き」と答えたltは合わせて42.9%で、 50歳の55.6%から

75歳の32.4%へ力[1齢とともに漸減している。

スポーツ記事や昏組の視醐支については、各年齢そろっ

て高く(fよく凡たりするJ45.6%、 Iときどき見たりす

るJ33.3%)、とりわけ男性の視聴度は高い。年齢差はほ

とんどなく、 |みるスポーツjの定石ーぶりをうかがわせる

ものがある。(表13、J4)

(2)スポーツや運動クラブへの加入

スポーツや巡到Jクラブへの加入状i5W:、50成 (18.6%)

が段高で以下55歳(8.5%)、60歳 (5.5%)と漸減して

いる。しかし、 60成 (11.3%)、 65成C12.3%)と再び高

まるのはゲートボ←ルiこ取りMlみ始めたことによる。(表

15、16)

(3)現在のスポーツ夫総状況と今後の意向

現イ玉、熱心にやっているスポーツや連動の有無について

「あるJと答えた者は15.3%で、クラブ}J[]入率をそれぞれ

の年齢で 5%程上[り|っている。

今後「ぜひやってみたいjあるいは「ぜひ続けていきた

いJスポーツや運動が「あるJとする者は30.6%で、現在

のクラブ加入率と比較するとその割合は2倍にもなる。}J[I

齢による漸減傾向が顕著であるが、 10践で20.5%、75歳で

15.5%の者が{ぜひやりたいJと積極的であり、受けunの
条件磐備によってスポーツ参加を尚めうる可能性をしめし

ている。

また実施希望極目の第一伎は、ゲートボールとゴルフで

% 

ポ 霊UJ 皐，ラq・ コ 野 ソ ア 属医 水 ，< ゲ

ウ フ レ

。J ，キイ、 ，. ポト
ポ

ポト

J 
ニグ， シググ フ 理 ，. ス 理 i孟 J. ，. 

o I 28.2 17.9 43.6 10.2 20.6 5.1 12.8 15.4 7.7 2.6 

14.3 22.9 12.2 21.5 5.7 8.6 20.0 8.6 11.5 o 1 20.0 

3.4 20.6 6.8 27.5 。3.4 3.4 13.7 10.3 o I 34.4 

3.4 34.7 8.7 17.3 。 o 8.6 17.3 8.6 o I 43.4 

o I 13.3 13.3 。 o 6.1 o 6.7 6.7 o 1 40.0 

o 。 。 。 o 。9.1 18.2 。 o I 54.5 

6.8 25.2 10.7 36.8 5.9 13.6 9.7 9.6 13.6 o I 25.2 

o 1 18.4 16.4 4.0 。2.0 6.1 18.3 4.1 ι1 28.5 

4.6 23.0 12.5 26.3 4.0 9.9 8.6 12.5 10.‘ 2.0 お 3

4人に l人が希望している。しかしながら、加齢に伴う種

tlの好みは対照的である。ゴルフは年齢の低い程、ゲート

ボールは年齢の1 i. IJい程~~It;向が強い。その他授山やハイキン

グ (23.0%)、)Jよけ歩けC19.1%)、かけ足やランニング

(12.5%)、卓球(12.5%)、水泳 (10.4%)、ソフトボ

ール(9.9%)、テニス(8.6%)など多様な種目が希望

されている。年代目IJでは、若い程希望種目が多く、 i両年齢

iこはるNゲートボールとiJ;<U-J.t;;け巡動iこ|根られていく傾向

がある。(表11-19)

(4)ゲートボールについて

両齢者スポーツの代名詞ともなっているゲートポールで

あるにもかかわらず、よく経験している者はそれ程多くな

い。また、ゲートボールへの関心の度合いも低く、ゲート

ボールiこ絞り込んでいく高勝者スポーツの在り方iこ疑念を

抱かざるをえない。(表20、21)

3 ~i:j紛即Iを迎えた時のスポーツや運動の予怨

高齢者の{中間入りをしたと;t[l定して、 50歳、 55歳、 60歳

の者に(1)その時、スポーツた運動をすると思うか(2)ゲ

ートボールを始めるか (3)l、ろいろなスポーツを楽しむこ

とができると思うか(4)仕事から解放されたらやってみた

いスポーツやi!ll動があるか、について両答を求めた。結果

の概要はおよそ次ぎの通りである。

(J)尚齢}切になってからのスポーツ実胞の忽定では、 f 

大いにやるJ(18.0%)、 I少しはやるJ(44.9%)とι
費20ゲートポールヘ的関心 %葺21ゲートボールの経駿 % たおーが6ぢlJ以上を[tjめる。年飾差ーでは年の低い崩程、性差

尽に
大 IJ・ あ 主 き 11 ヵ・ 大 1

ん主
では男性のJjが[する jとした割合が両い。(表22)も、 ま

り

;， d; な

る る L、

50撞 97 3.1 10.3 42.3 

55 82 3.7 12.2 57.3 
2手

60 93 3.2 19.4 36.6 
者

65 80 6.3 13.7 33.8 
耳l

70 73 旦5 13.7 37.0 

75 71 12.7 9.9 23.9 

性 男性 255 7.1 12.9 43.1 

耳1) 女性 241 3.7 13.7 34.4 

計 4岨 5.4 13.3 38.9 

く
や σ3 
" 噂E 少

な
と

し

、、 、な、 ぬる

41.2 91.8 3.1 

23.2 87.8 6.1 

32.3 87.1 5.4 

37.5 81.3 5.0 

34.2 71.2 9.6 

42.3 69.0 14.1 

31.8 81.2 7.8 

38.6 83.4 5.8 

35.1 82.3 6.9 

な

あ

る

。
o 

o 

2.5 

4.1 

5.6 

己o

1.7 

1.8 

も、
Lこ

あ

る

。
1.2 

1.1 

3.8 

5.5 

2.8 

2.7 

1.7 

(2)ゲートボールについては、 「その年になったら始め

たいJ(13.2%)よりもれ、くつになってもやらないJ( 
17.3%)とした者のえiが多い。しかし、 fi也tこすることが

ない lとか r;}..;付き合いで始めるかもしれない!とする者

が59.9%と多い。このことは尚齢者スポーツの貧凶は状況

からすると、両齢者だからゲートボι ルに関心があるとい

うのではなく、災臨するスポーツとしてゲートボールしか

あげられないとみた方がよいと考えられる。(表23)

(3)雨量検lUJを迎えた時iこ、いろいろなスポ」ツや巡動が

できる可能性について、 50歳・ 55歳ではそれぞれ7f.l%、
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聾24
高齢者になってもいろ

聾22高齢者の仲間λりをしたと 聾23'"齢者向仲間λけをしたと んなスポ ソができる

きスポ-'Jをやると思うか きゲートポールを抽めるか と思うか

% % % 

弘之
文

少し '" 全〈 aも自由そ ufsa 二
のかるも倉付おき

やら揖つ そ 車 思
も‘ s t二 U ') 

やb めた隼に 鎗ばaれo スポi 
な4二 ね

思やるとう

や
予 いな σ3 

わ 号 い

いとE
かる がツ

も‘

だろう てるっ
4与

ヲ
償で

た も@ 他 う 、、
写

50・97 18.6 52.6 22.7 4.1 10.3 27.8 43.3 12.4 乙1 71.1 25.B 

者 笥膚 昭 19.5 到。 お.2 6.1 19.5 お.6 29.3 初'.7 2.4 70.7 23.2 

制 田直 93 16.1 32.3 34.4 6.5 10.8 20.4 32.3 19.4 3.2 57.0 30.1 

性 男性 143 23.1 49.0 Z乙4 4.9 14.0 32.2 32. 2 16.1 2.8 74.8 21.0 

別 女性 129 12.4 40.3 31.8 6.2 12.4 16.3 38.8 18.6 2.3 56.6 32.6 

針 272 18.0 44.9 26.8 5.5 13.2 24.6 35.3 17.3 2.6 66.2 26.5 

表25高齢者になって仕事から解聴されたと

きやってみたいスポーツの有鰭 葺26やってみたいスポーソ橿目

時

除三
'" な

る ‘旬、 ~ 
年 切雌 97 53.6 指.1

隼 国庫

令 笥膚 82 剖 5 34.1 
令 白血

g~ 回. 93 37.6 調 7 別 回.
性 男性 143 53.8 35.0 性 男性

gq 女性 129 45.0 38.0 
別 女性

針 272 49.6 36.4 
計

70.7%、また60由美では57.0%が肖定しており、これからの

高齢者スポーツの発展を示唆している。(表24)

(4)仕事から解放され、自由時聞が卜分とれるようにな

った時、とくにやってみたいスポーツがある者は、 50/長代

では5割lをこえ、 60歳でも4ttJ近L、。(表25)具体的tこ上

げられた種目は、第 l位がゲートボール(34.0%)、 2位

がゴルフと登dl・ハイキング (28.2%)、次いで歩け歩け

運動、テニス、卓球、水泳、ランニングと続いている。先

Iこ述べた、現紅やってみたいスポーツ種目と同様な傾向が

求められているが、年齢差はそれ程大きくない。(表26)

4 これまでのスポーツや運動の経験の度合い

高総者スポーツの紅り方と発展の方向を展望する時、重

要なことは各年代のスポーツを連統的にとらえることであ

る。それは、過去におけるスポーツとのかかわりの度合い

が、高齢期のスポーツ実施iこ深くかかわっていると考えら

れるからである。

図 1は、それぞれの種目についての経験の度合いを確か

め、 [少しゃったことがあるい 「うまくないがまあまあ

である J["かなりできる、得意である j者の割合いを示し

たものである。

ゲートボールと歩け歩け運動の2種目については、年齢

の高まりに伴って経験の度合いが高まっている。ところが

、その他の緩目については、逆に年齢の高まりに伴って経

験の度合いが漸減し、かっその傾向がきわめて顕著である

。ゲートボールと歩け歩け運動は商船期スポーツ振興の二

大施策ともいうべき存在であろうが、他の種目とに大きな

52 

咽

35 

n 
58 

135 

% 

ゲ さ伝 民 百 量 ゴ ソ テ ... 水

フ

ト
It I1 J、

ト
イ J J. 唱

司区 さ修 踊

" 
ポ

〆グ J グ
t i. lす ') フ i. ス 球 i承

32.7 11.5 且7 26.9 9.5 38.4 5.7 9.5 11.4 7.7 

25.0 10.4 4.2 27.1 6.3 20.9 8.4 18.8 12.6 10.5 

48.6 25.8 。 31. 4 5.8 22.9 5.7 5.7 8.6 8.7 

35.1 15.6 1.3 28.6 7.8 40.3 11.7 13.0 10.4 11. 7 

32.7 13.7 6.8 27.5 6.9 12.0 。10.3 12.0 5.1 

34.0 14.8 3.7 28.2 7.4 28.2 6.6 I 11.8 J 11.0 I 8.9 

断絶がみられる。現在の高齢者は、スポーツ無縁世代だか

らとか、高齢者に適したスポーツが他にないからという理

111で、過去のスポーツ経験とは無関係にゲートボールとか

歩け歩け運動だけが推奨されることは、高齢者スポーツの

発展につながらはいのではなかろうか。

まとめ

I認知のようtこ、総理府の[体力・スポーツlこ関する[lt論

調貸JIこよれば、加齢とともにスポーツの実施率は低下し

ている。このことは、年をとれば体力や気力、活動)Jが低

卜するという実感からも、また手i病率や受療率が増加して

いる事実からも、容易に納得するところであろう。

しかし同時に、スポーツをしない悶ニtlJの I金がない J[" 

忙しいJ1時闘がえnリを認めながら、経済的余桜と自由

時間が確保される高齢期iこは I年だからJ1体力がないか

ら」とスポーツや運動から離れていくことも認めてしまっ

ているように思われる。

m論調査のような横断的研究の結果のみから、スポーツ

参加者が加齢とともに離脱していくと結論づけていいのか

という傘回ら 6)の指摘や、海老原7)の過去にスポーツを実

施していた者l主連続的iこスポーツを指向し実際におこなう

意欲を持つという「連続説Jの布効性の指摘は、高齢者ス

ポーツの在りえiを鋭く問うものと言えよう。

I年寄りの冷や水」のことばに端的iこ示されるように[

スポーツは若者のものという伝統的なスポーツ観iこいまな

おrl'l・高年者は縛られているのが現状であろう o 若fi'のス

ポーツと高齢者のスポーツが別々に存在してしまうのであ
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s・8

l開 ;fLLl

②歩lt歩け運動 (~民謡踊リ ④ボウリンデ

③登山 ⑥スキー ⑦コJレフ ⑨ソフトボール

⑨バレーポール ⑩テニス ⑪卓球 ⑬バドミントン

図 1. これまでのスポーツや連動の経験程度

⑬水泳
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る。ゲートボールや歩け歩It巡動が、高齢者スポーツ振興、

策の切り札として位置付けられ、それなりの成果をあげて

きた。しかし同時に、高齢者スポーツのイメージを歪めて

きた事実も見逃すわけには~、かない。 r ゲートボールを始

めるほど、年をとっていないJとか「老人呼ばわりは不愉

快jとつっぱったり、逆に無為に時を過ごすような人々を

も巻き込める、多様で柔軟な高齢者スポーツの在り方が追

究されなければならない。

このような視点で、調査の結果をまとめ、これからの高

齢者スポーツを考えてみたい。

1)中・高年者の健康・体力状況は、加齢とともに低下す

るが、高齢者のスポーツ活動tこダメージそ与える程のもの

ではない。

2)スポーツの愛好度は「するJrみる lスポーツともに

高い。加齢iこ伴う愛好度の低下は小さい。

3)スポーツをする目的.f1t!自に、技術の向上、記録への

挑戦を上げている者は皆無に等しい。ゲートボールにみら

れる勝利指向は一部のエリートのもので大衆的に支持され

るものではない。しかし、これからの両齢者スポーツは、

できる喜びゃうまくなる喜びが共有できるものが追求され

るべきと考える。

。ぜひやってみたいとか、続けてやってみたいと思うス

ポーツや運動があるとする者の割合は、 50代で約405話、 60

代約30%と漸減しているが、スポーツ参加の現実からすれ

ばこの値は高い。これに応えられる条件整備が課題となろ

つ。
5)高齢者のスポーツを代表していると思われるゲートボ

ールの経験者は意外と少ない。しかし、ゲートボ←ルの魅

力はそのゲーム性よりも社交性tこあり、社会関係からの孤

立傾向にある高齢者にとって大き江魅力金持っている。多

様なスポーツの中iこ、ひとつの選択肢として位置付けてい

くことが重要と考える。

6)生きがいは8割以上の者が持っており、))[1齢に伴う減

少傾向は小さい。生きることにはずみをつける生きがいと

してのスポーツが期待されよう。

7)美しく老いるとか、寝込まないことへの願望は、だれ

もが持っていよう。スポーツ中のポックリ死を肯定的に受

けとめる者はi高齢程多く、 70歳代ではら知lをこえる。高齢

者の複雑な心開状態を示すところでもあるが、スポーツの

爽やかな受けとめとも身えられよう。

8)~ 、わゆる 'n]齢者予備軍ともいえる 50政代と 60歳の人は

、幾つになってもいろいろなスポーツや運動を楽しめると

考えており (50歳代71.1%、60歳代51.0%)、高齢期に達

した、自分がスポーツしていると怨定した者は6割強と多

い。スポーツ実践に怠欲的な姿勢そみt!る彼らに、射実iこ

どのように働きかけていくかが問題となろう。

9)過去のスポーツ経験は、中-ia年全体としてあまり高

くない。しかし、加齢による差は顕著で、ゲートボールと

歩け歩け運動は高年程尚く、それ以外の種目では若年程高

い。このことは、高齢者スポーツの振興策の成果とも受け

取れるが、過去のスポーツ経験と高齢者スポーツとの断絶

の大きさを意味する。高齢化の進行iこ伴う過去のスポーツ

経験の変化に着目し、高齢者スポーツを、多様な社会のニ

ーズと地域の実態iこ即していくことが重要と考える。

付記

この研究'i、昭和59-61年度文部省科学研究費総合研究

(A) r高齢者スポーツiこ関する社会学的研究 その現

状と高齢化社会iこ即した在り方について J (代表者:

藤田匡肖)の一部である。
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コミュ‘ニティ・レクリエーーシ田ン主舌頭力箆留と

日手信生生三主舌陸野町〉隠司-uf主にィコし、て

0海老原修{東京大学教育学部) ・横山文人(筑波大学体育科学系〉

コミ 1 ニティ・レクリエーション、コミュニティ、範棟、レクリエーション・コミュニエティ

緒言

コミュニティ・レクリエーションをコミュニティとレク

リエーションを結ぴつけた合成造識としてとらえるとき、

その活動にコミュニティの要件がそなわっているか否かは

基本的な問題となろう.

コミ且ニティは、 R.M.マッキーパーによる縫起以来、

生活圏繊〈農村祉会学〉、人間生態学論(都市社会学〉、

千士会計画論、地域槍カ構造の視点より、多〈の研究者によ

って究明されてきた古典的な研究課題である.と同時に、

今日においても、その概念や構造ならびに計画などについ

て鎗織がなされている現代的な研究課題でもある.

コミュニテイの定義や要件について、一義的な回答が得

られないなかで、松原1)は、コミュニティを、 r地域社会

という生活の婦において、市民としての自主性と主体性と

責任とを自覚した住民によって、共通の他械への帰属意織

と共通の目標と役割意織とをもって、共通の行動がとられ

ようとする、その態度のうちに見出されるもので、と〈に、

生活環境を等し〈し、かつ、それを中心に生活を向上せし

めようとする共通利害の方向で一致できる人々が作り上げ

る地域集団活動の体系が、コミュニテイの発現形態である.

J と定義している.そして、その構造上の要件として、次

の4つの意味が含まれていることを指摘しているの.

(1)範域性 (territoriali旬、地理的規定要件)

一定範域内での人々の定住の生活集欝が、コミュニティ

たらしめる基底条件となるが、この範域性という特質には、

土地をもとにした、ないしは土地への共属の認識を支えに

した社会というように、人間社会における「地域性J (10 

cality)という性格をも伴っている.

(2)社会的相互作用性 (social interaction、相互作用

的規定要件)

コミュニティを規定する第2の要件は、一定の地理的範

囲内に生態学的な人々の集者干があり、地域性を認識した人

々の関には、生活上になんらかの相互連測があり、個人の

不特定多数の日常的な生活欲求(あれやこれやの欲求〉が、

それらの相互連関を通して充足されている点に求められる.

こうした日常的な生活欲求充足上の相互作用のからみ合い

は、長年の聞に、なんらかの特徴的な慣習のパターンを生

み出す.すなわち、 「相互作用性』ないしは「共同性Jで

ある.

(3)社会的資源 (social resources、施設体系的規定要

件)

前期の 2要件を結びつける要件、すなわち、人々の生活

上の相互述関を一定の地理的範劉内で果たさしめている条

件としての、 r社会的資源』、と〈に「生活環境施設の体

系』である.人々の定住の生活は位会的にいって共通の生

活環境施設の利用を通して、一定の地理的、空間的な範囲

の上で充足されているものと考えられ、コミュニテイは、

これら諸施設が組合わさって、体系化された樋合ととらえ

ることができる.

(4)コミュニテイ感情 (COI圃unity sentilent 、態度的

規定要件)

第3の要件としてあげた施設に媒介された生活利容の共

通性がテコになって、同じ土地に共属するという感情が呼

ぴ極まされて、人々は共通の生活防衛や維持や向上という

目標に向かつて活動を展開させようとするが、こうしたコ

ンセンサス{合意)のなかにコミュニティの存在を見出そ

うとするのが、第4の規定要件の設定の仕方である.

社会の変動、交通・通信・情報体系の発達は、伝統的、

牧歌的なローカル・コミュニティの存在を次々に打ち捜し

て、人々の生活の空間を拡げ、共同体的秩序や地域連帯を

失わしめた.そうした『地域性』と「共同性』というコミ

ュニテイの規定上の伎が弱まるにつれて、逆に、もしコミ

ュニテイが存在するならば、あるいは、コミュニティを存

在せしめなければならないとすれば、それを人々の心のな

かに、態度のなかに求めようということになる.すなわち

コミュニティの態度的規定である.

問題の設定:研究目的

筆者らは、これまでに、コミュニティ・スポーツについ

て、図 1に示すような枠組を援起してきたの.これは、行

政側と住民側の2方向から、コミュニティ・スポーツをと

らえようとしたものである.

行政主義型/パ 11 範 続 性九
ミュニテ4・ぐ (21 社会的相互作用性こλ 時::i:i蝿

スポーア \司31 社会的資源/~、Aで
(41 コミュニティ感情

図1.コミュニティ・スポーツの枠組

すなわち、各種のスポーツ・レクリエーション教室、健

康・体力づ〈り教室などが、地域社会のなかに行政側より

導入されて、それをコミュニテイ形成の契軽量にする渇合{

コミュニティ形成のための戦略的手段としてのスポーツ・

レクリエーション活動4))と、既成のコミュニティにおい

て展開きれる住民の自主的なスポーツ・レクリエーション

活動に分けられるのである.
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そして、前者の行政主導型コミュニティ・スポーツは、 クリエーション活動と交通手段の関係を表わしている.全

範域性と社会的資源がすでに決定されてサービスされる点 体では、 『自転車で』が59.1%と過半数を占めており、次

に特徴が求められ、この活動を通して、社会的相互作用性 いで「自家用車で』が21.8%、 「徒歩で』が13.3%の順に

やコミュニティ感情を喚起することが期待きれ策定されて なっている.

いる.これに対して、住民主導型コミュニティ・スポーツ

は、すでに範域住、祉会的相互作用性、コミュニティ感情 表1.レクリエーション活動と交通手段の関係

1. Z 3 4 s を内在している地域社会のなかで、社会的資源を自

ら作り出す、あるいは行政側に要求するという方向

性を持つ活動ととらえてきた.

しかしながら、政策的視点より、より地域千士会に

密綾したプログラムを策定するにあたっては、当該

コミュニティの社会的特性、たとえば、都市 .A村、
市街部・住宅部・ 8農村部、商業地待・工業地帯・農

業地穆・漁業地僚など、さらには、スポーツ・レク

リエーションの種目や内容などと地域社会との関連

について検討することが重要であり、いい換えれば、

スポーツやレクリエーションの展開されるコミュニ

i出、動許¥容¥¥F交通手¥段

徒

歩

で

自

伝

車

で

，、. 自 オ

事
ト

ス 用 ，< 
調E イ

で で で

L パレー ポール ( n=108) 10.2 70.4 0.9 13.9 4.6 

2. 軟式テニス ( n= 40) 10.0 45.0 2.5 

3 硬式チェス (n= 45) 2.2 35.6 o 44.4. 17.8 

4. パ Fミントン ( n= 87) 18.4 64.4 2.3 13.8 1.1 

s卓 理 ( n = 64) 23.4 56.3 。 15.6 4.7 

6 黄容体操 ( n= 92) 12.0 63.0 2.2 21.7 1.1 

ティ{スポーツ・コミュニティ、レクリヱーション・コミ

ュニテイ)と日常生活が営まれるコミュニテイの関連につ

いて考慮されるべきと考えられる.とりわけ、コミュニテ

イ・スポーツやコミュニティ・レクリエーションの範械に

関して、学校体育施設を社会的資源の核としたときには、

その範械を市町村小・中学校通学区域に設定してきたが、

在会的資源を中心としたレクリエーシ百ン・コミュニテイ

と日常生活を営むコミュニテイが重層的な広がりをそれぞ

れが持ち、同時に結節約な広がり持つ可能性が指摘されて

おり 5)、改めて、コミュニテイ・レクリエーションの純械

について、さらには、レクリエーシ E ン・コミュニティと

コミュニティの関連について検討される必要があると考え

られる.本研究では、コミュニテイ・レクリエーションの

範械の設定上の問題点を明らかにし、さらに、レクリエー

シ司ン・コミュニティとコミュニティの範械の関係につい

て検討することを目的とした.

研究方法

合

本研究では、 1983年千葉県粕市において実施した研究調

査『柏市教育計画樹立のための基礎調査報告書一祉会体育

とスポーツ活動の現状と課題J (柏市教育計画研究委員会、

1985)めのなかより、家庭婦人スポーツ団体と学校体育施

設開放事業利用団体を対象とした調査結果を用いる.と〈

に、コミュニティ・レクリエーションの範域の設定に関連

する、活動内容、利用施設、交通手段、地域特性などの項

目を取り出して研究資料とした.なお、活動内容は、表 1

と表2が示すように、バレーポール、軟式テニス、硬式テ

午ス、バドミントン、卓球、美容体操であり、本研究での

レクリエーション活動は、身体活動を伴ったレクリエーシ

ヨン活動(フィジカル・レクリエーシ坦ン}を意味する.

論議

表 11主、家庭婦人スポーツ団体におけるフィジカル・レ

計 ( n=436) 13.3 59.1 1. 4 21. 8 4.4 

活動内容別にみると、バレーポール、バドミントン、美

容体練、卓球では、 「自転車で』がそれぞ'れ70.4%、 64.4

Z、63.0%、56.3%と高い数値を示しているが、これに対

して、軟式テニスと硬式テニスはそれそ'れ40.0%、35.6%

と低い数値となっている.この自転車利用の数値に、徒歩

利用のそれを加算すると、バレーポール(80.6%)、バドミ

ントン(82.8%)、卓球(79.7%)と80%前後の数値となる.

一方、 「自家用車でJでは、軟式テニス45.0%、硬式テ

ニス44.4%であるのに対して、バレーボール13.9%、バド

ミントン13.8%、卓球15.6%と、テニスの数値の約3分の

1となっている.

このような交通手段の結果より、それぞ'れのレクリエー

シ日ン活動の範械の広さを推定し、相対的に比較すると、

バレーボール、バドミントン、阜軍事は、自転車や徒歩で集

まることが可能な広さの範械を持つのに対して、軟式テニ

スや硬式テニスは、自家用車利用の数値が示すように、パ

レーポール、バドミントン、阜王事に比べて、より広い範械

を持っと考えられる.

また、美容体操については、 『徒歩でJ12.0%、 『自転

車で J63.0%とその合計75.0%は、バレーボールなどに単

ずる数値を示すが、同時に、 r自家用車でJ21. 7%とバレ

ーボールなどよりも高い数値を示す.したがって、その範

械は、バレーボールなどの範城より広〈、テニスよりも狭

い、中倒的な広きであると推定される.

きて、表 1では、交通手段より、それそ・れのレクリエー

ション活動の範械を推定したが、 ζのコミュニティ・レク

リエーシ Hンの範械は、社会的資源と密接な関係にあると

考えられる.表 21立、コミュニテイ・レクリエーションの

祉会的資源と考えられる体育・スポーツ施設とフィジカル

.レクリエーション活動の関係を表わしたものである.全

体では、公共体育・スポーツ施設42.4%、近隣センター・

地区体育館30.6%、学校体育・スポーツ施設25.1%となっ

ているが、レクリエーション活動ごとにそれらの数値は異
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なっている. 通手段と利用施設の結巣を示すかもしれないのである.

軟式テニス、硬式テニスでは、公共体育・スポーツ施設

がそれぞれ92.旬、 91.1%を示し、一方、バレーボールで 範

は学校体育・スポーツ胞設78.5%、バドミントンでは近隣

センター・地区体育館78.2%と、いずれの場合も高い数値

が示すように、レクリエーション活動の展開される施設が 域

限定的、固定的であることがわかる.

表2.レクリエーション活動と利用施設の関係 施 設 数

|X  
1. Z 3. 4 

企ス 露地 学ス 民間 ポス
其'" 陵'"
体 t t E 

体 l 同 t
宵 ツ " 体 ツ 体宵 y 

タ育 育瞳控-車E 1館 .霊
l バレーポール ( 0=107) 3.7 17.8 78.5 o 

Z 竜文式テ=ス ( 0 = 42) 92.9 2.4 o 4.8 

3. 硬式テ:~ {由=45) 91. 1 。 。 8.9 

.. バドミントン (n= 87) 19.5 78.2 2.3 。
5. • iIt ( D= 62) 38.7 24.2 37.1 o 

‘員 容体蝿 ( n= 91) 64.8 33.0 。 2.2 

合 計 ( 0=434) 42. 4 30.6 25.1 1.8 

前記4つの活動は、主として単一の体育・スポーツ施設

を利用するのに対して、卓球と美容体操では複数の施設を

利用していることがわかる.車擦は、公共体育・スポーツ

施設38.7%、近隣センター・旭区体育館24.2%、学校体育

・スポーツ施設37.1%と3種類の施設をほぼ鈎等に利用し

ている.また、美容体操では、公共体育・スポーツ施設64

.8%、近隣センター・地区体育館33.0%と2種類の施設を

利用していることがわかる.

表 lおよび表2に示した交通手段と利用施設を、各レク

リエーション活動の範域に関連づけて検討すると、公共体

育・スポーツ施設を利用する軟式テニスと硬式テニスでは

自家用車やオートパイがその交通手段として用いられ、一

方、学校体育・スポーツ脂設や近隣センター・地区体育館、

を利用するバレーポールとバドミントンでは、主に自転車

や徒歩を用いることが推察される.また、美容体繰では、

公共体育・スポーツ施設を利用する削合に応じて自家用車

やオートパイを用いると推察され、卓球においても、美容

体操でみられる施設と交通手段の関係と問機の傾向を示す

ものと考えられる.

図2.範械と施設教の関係

さらに、この施設数を決定する要因としては、当該レク

リエーション人口、開放置寺閥、単位時間数などをあげるこ

とができるが、原則的にはレクリエーション人口に対する

施設数の比であると指摘できる.したがって、図2の繍輸

を、施設数/レクリエーション人口{レクリエーシ冒ン参

加者 1人当たりの施設指数)と置き換えることも可能であ

る.

これまでは、家庭婦人スポーツの結果より、コミュニテ

イ・レクリエーシ冒ンの範域について検討したが、次に同

ーの施設を利用した場合についても検討することにした.

表31ま、学校体育施設開放事業利用団体の利用時に周い

る交通手段を、社会的地域特性別に示した結果である.全

体では、表 1と問機に自転車52.9%、自家賄事27.9%、徒

歩14.9%の願になっている.

表3.地域別にみた学校体育・スポーツ施設への交通手段

lkて
B 2 3 4. 

健 自 自 オ

伝 車
自伝

用 ，トs 車
で

で
車 イ
で で

市 街 栂 ( 66) 9.1 69.1 22.7 9.1 
3邑

周辺住宅郎 ( 58) 25.9 67.2 5.2 1.7 

周辺局地郎 ( 47) 21.3 59.6 17.0 2.1 
瞳

島 村 師 ( 37) 。10.8 86.5 2.7 

合 It (208) 14.9 52.9 27.9 4.3 

一一
これらの関係より、コミュニティ・レクリエーションの 地域別にみると、周辺住宅部、周辺団地部がそれ苧れ自

範械について検討すると、テニスは市全体を範械とし、パ 転車67.2%、59.6%、徒歩25.9%、21.3%と同じような結

レーボールとバドミントンは小・中学校通学区械を範械と 果を示している.これに対して、農村部では、自家用車86

し、そして、車軍事と美容体操はその中間の広きの範械を持 5%と、他の3地域とは全〈異なることがわかる.

っと推定されるのである. さらに、市街部では、自転車利用が59.1%と周辺団地部

この場合、節減を決定する要因として、当該レクリエー の59.6%と同じ数値を示す.しかしながら、前者では、徒

シ百ン活動の施設数をあげることができる.すなわち、学 歩9.1%、自家用車22.7%であるのに対して、後者では、従

校体育・スポーツ施設の数li公共体育・スポーツ施設のそ 歩21.3%、自家用車17.0%と異なっている.

のよりも明らかに多いので、その純械はより狭〈なる(図 以 tに示したように、交通手段から各地域ごとの範城を

2) .たとえば、テニスコートを学校で利用することが可 推定すると、その範域の広さは周辺住宅部、周辺団地部、

能になれば、バレーボールやバドミントンと肉じような交 市街部、農村部の瀬に狭〈なっていると考えられる.すな
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わち、同ーの類型になる学校体育・スポーツ施設を利用す

る場合でも、範械の広さはその社会的地域特性によって異

なると考えられる.

松原7)は、コミュニテイ形成の方法上の問題点の第 1と

して、コミュニティ地区の範囲、すなわち、範域性の問題

をあげている.そこでは、適合的なコミュニティ地区の範

械として、 『小学校区J もし〈は『中学校区Jないしはそ

れに準ずる広がりに求めている.同時に、範械内のオプテ

イマムな人口規模を想定する場合に、人口と面積の関係よ

り、都市型コミュニテイと農村型コミュニテイに 2分し、

コミュニティ形成の範械の基準が、前者では面積、後者で

は人口規模であるとしている.

すなわち、表 3に示した交通手段より推定されたコミュ

ニティ・レクリエーションの範械と地減特性の関係におい

ても、松原の指摘する都市型コミュニティと農村型コミュ

ニティの特徴を認めることができるが、さらには

この2つのコミュニティに中間型コミュニティを

加えて設定する必要があると考えられるのである.

いい換えれば、学校通学区域の設定と同様に、当

該地域の人口と面積、つまり人口密度によって、

学校体育・スポーツ施設を社会的資源に想定した

湯合のコミュニテイ・レクリエーションの範棋を

決定できると考えられよう.表3に示した結果よ

り、以上の論議に沿って、範械と人口密度の関係

を図示すると、図 3のようになろう.

¥ 
農村部

fJa I ¥ 
市街部

¥ 
械 | 周辺団地部

¥ 
周辺住宅部

¥ 

人口密度

図3.範域と人口密度の関係

関連せしめるか否かという基本的な問題と関わるからであ

る.

江橋8)は、祉会体育が展開される場として、 (1)職住近接

型、 (2)職住分離型、 (3)職住一体盤、 (4)住レクリエーション

-体型の4類型を示し、日常生活の営まれるコミュニティ

(地域社会)や職織の関係を示しながら、同時に、レクリ

エーションの展開される地域プログラムや職場体育などの

レクリエーション・コミュニテイとの位置関係についても

言及している.

この考え方に準製して、本研究で取り扱ってきたデータ

より、レクリエーション・コミュニティとコミュニティの

関係を示したのが図 4である.社会的相互作用性やコミュ

ニテイ感情に関わる指標を用いてコミュニテイの範械を推

定し、レクリエーション・コミュニティとコミュニティの

位置関係を考えれば、このような 4類型が縫示できょう.
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3) 点柄引位以(I) 4) 亜胤措置範域 (II) 

円卜
凶 4.レクリエ ション・コミュニテイとコミュニテイの関係、

~レクリエーション活動l剖と日常 ~tf81剖の関係~

すでに家庭婦人スポーツ団体の調査結果より、レクリエ

ーション・コミュニティの範械には、市町村全体を範械と

するテニスに例示された、広域レクリエーシ日ン・コミュ

以上のように、コミュニティ・レクリエーションの範域 ニテイ、バレーポールやバドミントンのような学校区域程

の設定に際しでは、コミュニティ・レクリエーションの種 度の広がりを有する居住域レクリエーション・コミュニテ

自特性に関わる要図書手(施設数、参加入口、施設数/参加 ィ、さらにその中聞の広がりを持つ、卓球や美容体操にお

人口など)とその活動が展開される地域の特性(市街節、 いて推定された、中間域レクリエーション・コミュニテイ

周辺部、農村部など:これらは人口密度や就業}JIJ人口など を設定した.

と関連すると推察きれる)の2つの視点より決定されると したがって、このレクリエーシ日ン・コミュニテイを図

考えられる 4にあてはめると、 4)重層型範械(11 )は、広域レクリエ

これまで示してきたのは、コミュニティ・レクリエーシ ーション・コミュニテイにあてはまることになろう.つま

ヨンにおける範域住と社会的資源についてであったが、さ り、レクリエーション・コミュニテイは市全体であり、日

らに外的基準としてより重要なことは、コミュニティ・レ 常生活聞はそれより狭い範械で蛍まれると考えられるので

クリエーションの範械とコミュニティの範械の関係である. ある. また、 3)重層型範城(1 )は、バレーポールやパ

なぜならば、それぞれの活動掴械の関係は、コミュニティ ドミントンにみられた学校区域のレクリエーション・コミ

の要件を充足する上での残る要件となる社会的相互作用性 ュニテイを表わし、たとえば、レクリエーシ昌ン?コミュ

とコミュニテイ感情をコミュニテイ・レクリエーシ aンと ニテイを小学校区域とし、コミュニティを中学校区域とと
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らえることができょう.

さらに、農村部における学校開放事業による活動は、 2)

分離型範械という、レクリエーション・コミュニティとコ

ミュニテイが分舷する関係に、もし〈は、 1)援会型範械に

あてはめることができょう.この分離型範械というカテゴ

リーには、都心部のスポーツ・レクリエーション活動、す

なわち、職住分隊型の人々によるフィットネス・スポーツ

や積場レクリエーシ冨ンなどが含まれる.

また、1)接合型範械には、表3に示した市街部の活動、

あるいは、表 1や表2に示した卓軍事や美容体燥の活動もあ

てはまるものと考えられる.

まとめ

本研究では、コミュニティ・レクリエーションの範繊の

設定上の問題点を明らかにし、さらに、レクリエーション

・コミュニティとコミュニティの関係について、千葉県相

市で実施した家庭婦人スポーツ団体と学校体育施設開放事

業利用団体に対する調査結果を研究資料として検討した.

コミュニティ・レクリエーションの範械の設定について

は、基本的には、(1)施設数と位)参加入口によって影響され

るが、実際的には、 (3)レクリエーシ自ン活動内容と(4)当該

レクリエーションの利用施設数によって決定されていると

判断される.

また、コミュニティ・レクリエーションの範械とコミュ

ニティの範械については、社会的資源と範繊の設定によっ

て決定されるレクリエーション・コミュニティと従来の研

究や社会的相互作用の広がりより推定されるコミュニティ

の関係を 4類型する試みが提示できた.すなわち、図4に

示す、1)接合型範域、 2)分般~~範棟、 3)重層型範域( I )、

4)重層型範城(11 )である.

今後の課題としては、日常生活の展開8れるコミュニテ

イの範械を、レクリエーシ田ン・コミュニティと問時に調

査することによって、図4に示した 4類型の検証をあげる

ことができょう.
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1)松原治郎、コミュニテイの社会学、 pp25、東京大学出
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京大学出版会、 1983
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検討一、レクリエーション研究 第8号:41-50、1981
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ニニュー一色.7-ーで?ニノド OJ省民可王宝竪f:.lHこ立:;~~r る;印1話主z 白勺
竪予 タ ト レ ク リ エ ー シ ョン <D三足怠主主とそ丘〉立王将11

O 杉尾邦江 (株式会社プレック研究所〉

New Zealand ，創造的野外~'JIJI-~ョン， Parks & Recreation，New Zealand の~'JIJIすョ:;ti政組織，Environmental Trai 1，110醐eGardening 

1.はじめに 都市自I~と住宅地との境界地域lこ雨海岸を結ぶ Town beltと
して緑地を保留した。また、 Ounedins市においては、市内
及びm外の街区ごとに、それぞれ Townbellとして緑地が
ベルト状に保留され、今日これらが公園・レクリエーショ
ンスペースとして活用されてい忍。

a方、H14J年、 0伽avidTannockはニユ一ジ}ラン Fド.の主
要な産Z業Eを支える広大な放牧地のグリ一ンは、 1広よく
民のスボ}ツやレクリヱ}シヨンlにこ活周されるべきである
と述べvてEいる@更に、長も価値あるレクリヱ}シヨンは、
Gardening (庭づくり〉であり、庭づくりによって、人間
は最も純度の高い喜びを得ることができ、精神をリフレッ
シユさせるものであると述べており、ニュージーランドに
おける、創造的レクリエーション活動として、 110冊eGard-
ening ~最も高く評価している。

このように、ニュージーランドの公園・レクリエーショ
ンは、現在では広く原始的環t意地域、広大な牧草地・海岸
地減は勿論、都市公i説、さらに私的空間1を含めて、積極的
lこレクリエーション活動を展開している。
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2.歴史的背景

ニュージーランドは開国の歴史も浅く、人口も少ない。
〈開国開拓が始まって百数十年、人口は約 330万人〉これ
までその国土はよく保全されてきたと言える。優れた自然
景観地峡は、 NationalParksとして、アメリカに次いで1世
界でも早くに指定され、積極的な景観資源の保全と更にこ
れらを活用した野外レクリエーションやスポーツを発展さ
せてきた。公園やレクリエーション空間としての都市の緑
地は、開拓時代の初期段階で既に、母国イギリスの都市計
画手法を導入して、保留に努めている。すなわち、 Auck卜
and においては、 domain・公園という形で、大面積の緑地
が保留され、南島のChristchurch市では、公園・ガ}デン
・都市広場として、更に Townbellの構銀のもとに、巾の
jよい並木のある大巡りが面並置された。 Wellington市では、

3.ニユ}ジーランドにおけるレクリヱーション地方行政
システムについて

ニュージーランドのレクリエーシヨン空間、資源の確保
は、先に述べた様lこ開拓、都mの雄投と岡崎lこ、者s市計画
によ :>T保留された。これによョて、今日多大なレクリヱ
ーション活動を可能にしている。また、ニュージーランド
のレクリヱーションが効果的に行われている事は、優れた
レクリエーション行政システム及び fニュージーラン下公
闘・レクリエ}ション行政協会(New Zealand Institute 
of I'arks and Recrealion Ad冊inistralionInc.:NZ 1 P 
RA)による支援に起凶していると考えられる。

[3 -1]レクリヱーション行政システム
ニュージーランドのレクリエーション行政は、地方行政

が、その主体を成している。地方行政は、 CITVCounci Iと
いった 独特な行政単位を形成しており、レクリエーショ
ン行政システムは、図のとおりである。
市長の下に、公闘レクリヱーション市議会が設置され、

その下lこ公園レクリヱーシヨン局長が配され、ここで公園
及びレクリエ}ションの総ての業務が総泊されている。従
って、_.つの局の中で、公邸・レクリエーションのハ}ド
・ソフト、9.':(こコミュニティ・学校各梯団体のレクリヱー
ション活動まで所管されている。

ネ目前島1"41
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[3 -2]レクリエーション行政を支援する組織
更に、レクリエーション行政を支援するため、公園・レ

クリヱーションに係わる地方行政官、政府関係者、ナショ
ナルパーク、森林・環境保全の専門家、大学、研究機関の
研究者、民間人から成る NEWZEALANO INSTITUTE Of PAR-
KS ANO RECREATION ADMINISTRATION INC.(N Z 1 P RA) 
が組織され、ニュージーランドのレクリヱ}ション及び公
園、環境にfMIする研究、教育(公園・レクリエーションに
係わる行政官や関係者に対する教育)及び情理利用者の教
育・普及活動等が行われ、一層の成5裂を上げている。

4.ニュージーランドの都市空間における創造的野外レク
リエーションの事例

A I bert Park (訟の地点

l羽整備に関する意見を聞く等、工夫をこらしたプログラム
としている。 5つの公闘のうち、 3公園の Worksheetを
以下に紹介する。

-125一

(1) Albert Park Enviromnental Trai I 
① 公鼠のある場所を、先住民も移民者も同じ目的で

使用した。その理由は?
<Ji 1880年代の公園の、ある天気の良い日曜日の午後、

この公闘を人々はどのように利用し、楽しんでいた
か、その様子を想像して、誌に書くか、訟にj値いて
みよう。。J ニュージーランド原産の植物名を上げよ。

④ 公園に設置されている、ビクトリア女王等の像に
ついてどう思うか、撤去したり、別の場所に移動さ
せた方が良いと思うかどうか。

@ 新しく公園を鉱張するためには、古い昔の2震を倣
去しなくてはならない。多くの人逮はその保存を望
んでいるが、あなたはどう思うか?その理由は?。公園管JID事務所のコテイジを簡単にスケッチして
みましょう。あなたは、この小屋が好きですか?そ
れとも、みにくいとJ思いますか?
f~ Loうようにこの AlbertParkでは、公闘をリフレ

シユさせることに対世る、市民の声を聞く等、公園管
JlIHζ向けての努力も同時に図られている。

(2) ¥Jestern Springs Envirοnmental Trai I 
¥Jest巴rnSprings は、 i誕地・池を主体とした自然風

区一式公園で、水鳥のサンクチユアリーともなっている。

(ゅの地点

Western Spr i ngs 



ここでの¥Jorksheetは、①池の水の問題、(話)
水性植物Lこ関する生態的問題、植物の遜移、③水
烏や植物の鋭察を、スケッチをする事によコて行
う事、④水鳥の繁殖に関する鋭察、⑤ニュージー
ランド原産槌物の環域への適応性、⑥シダ植物の
成長過程をスケッチすること、⑦ニユ}ジーラン
ド原産の植物を縞秘することの必要性とその理由。
これらの設問のように、池をめぐる湿地の生態

系を学習させることを意闘している。
(3) Auckland 00聞ainChi Idren's Nature Trai I 

ドメインは、オークランド市内の最も大きな公
園で、中にはオークランド最大の戦争記念i専物館、
観賞用温室ガーデン、クリケットフィ}ルド、庭
園、サンクチュアリ一等がある総合公園である。

ここに設置されている子供の為のネイチユアト
レイルは、観察ポイントとルートが設定されてい
るだけで、特別に樹路等が設遣されているわけで
はない。バンフレツトに観察ポイントとル}トの
入った全体マップ、それにポイントの解説がなさ
れており、これによって、セルフガイ下で利用す
るものである。
ここでのポイントは、(1)まず rl也jl~について』

で、ドメインの地形的成因を学習する。それは、
Fメインの中心の最も高い場所にあるi毒物館のi立i重か
ら、 Fメイン全体のi也形を概鋭し、ドメインは火山に

¥Jeslern Springs平面図

(
イ
い
め
民
に
〈
し
ゃ

l
の
違
せ
た
見
の
は
よ
伝
圏

一
メ
し
定
移
更
ク
入
り

m
痩
の
さ
し
も
そ
で
る
、
、

タ
ド
新
を
i
@
ツ
導
か
「
花
と
宙
常
化
れ
境
部
せ
は
せ

}
②
、
事
の
。
ダ
ら
わ
向
だ
境
観
変
こ
環
谷
ば
で
さ

レ
。
後
る
等
る
ド
か
で
〈
い
環
く
く
て
然
、
学
こ
賞

ク
る
争
す
た
い
て
バ
ト
ン
継
の
泌
さ
せ
白
地
を
こ
級
。

「
い
戦
と
し
て
ラ
ツ
ス
デ
け
ま
怠
大
載
⑤
凹
境
、
を
る

る
て
の
凶
入
、

J

マ
ロ
ラ
}
受
ま
注
、
に
。
や
環
ン
物
い

い
っ
と
公
導
な
、
一
イ
ガ
を
の
、
べ
ト
る
部
息
デ
総
て

て
な
族
を
を
に
は
ヨ
を
ル
紛
然
て
比
ツ
い
谷
生
二
一
五
し

め
に
リ
こ
烏
叫
慨
に
て
等
マ
伝
白
い
に
レ
て
る
の
ガ
協
夫

ど
う
オ
こ
水
る
〉
め
態
一
の
の
つ
首
フ
し
い
物
}
の
工

と
よ
マ
が
に
す

ω初
生
オ
国
辺
に
、
ン
と
て
動
タ
下
を

を
る
民
者
こ
習
山
山
を
、
フ
英
同
物
が
バ
う
れ
生
ン
ン
と

跡
す
住
住
こ
学

P
ス
生
④
、
、
動
闘
を
よ
さ
野
イ
ラ
こ

痕
察
先
移
に
を

α
マ
摘
。
闘
は
や
庭
百
六
せ
全
や
ウ
一
る

の
鋭
、
の
め
史
加
や
の
る
庭
て
物
の
写
さ
保
生
@
ジ
め

そ
を
て
ら
た
燈
〈
〉
池
い
口
十
八
い
Mm
ら
の
識
・

Mm
二

高

、
等
し
か
の
と
ド
仙
、
て
国
つ
、
れ
北
回
認
誕
の
る
ユ
を

れ
』
と
バ
猟
括
的
ン
山
又
し
英
に
せ
こ
、
、
保
ま
い
ニ
心

さ
け
史
ツ
狩
生
ポ

d

、
明
、
幻
闘
ば
、
を
ら
、
ま
て
、
開

成
い
山
師
山
口
、
の
ク
訂
と
説
削
庭
学
又
等
が
を
の
し
な
の

形
向
山
の
一
に
逮
ツ
日
乙
く
川
る
を
。
位
な
の
然
に
的
へ

て
ひ
ン
ヨ
耐
火
者
ダ
陶
た
す

ωあ
い
る
過
せ
も
白
う
統
芸

e0 
・恥S
，
 

n
ノ

白
l
v

、，
W
イ

l
f
 

'
t
z
 

h
H

、J
P
-
u
d
u
 

込
れ
M
p

n
H
P
L廷

。“刷剛・・-

A
u
a
'
 

仇

H
a
P
E
 

A
U
中
』

n
H
 

t

q

鍋

0
・w

l
r
 

心

k
u叫

P
L
4
E
U
 

u
u

。“
A
H
M
N
 

Shak巴speareRegional 
f'ark の掲示tili

Shaliespeare Reg i ona I 
Park の海岸嵐長
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以上、オークランド市の公闘の中tこ設置されている環境
教育トレイルについて若干の事例を紹介したが、身近な公
闘にテーマを見つけ、少しの工夫で公極i利用の質を高め、
レクリエーション~通して、知的創造性を議い、ニューシ、
ーランドの文化と)f~史と環境について、常lこ泊!解と親しみ
の機会を用窓している。

[4 -2]牧場の公園化とその利用
ニユ}ジーランドは、都市近郷tこ、更に野外lこ鋭しむた

めの Regi ona 1 Parks Net ¥lorl<を持っている。オークラン
ド近'泌には、およそ11箇所の RegionalParksを設置し、
Christchurch Garden Con- Chrislchurch Gard昨日 Con 
test 工場泌門優勝の庭 t.est. 住宅部門
r1if誌に親しまれている。それぞれ地域の探境の特1'1を生か
した地域自然公園であり、事1])討の主休、は、ハイキング、ト
ラッピング、ピクニック、水泳、ボート、キャンピン夕、、
サーフィング等であるが、中には特別に、ファームウオー
ク (Farm¥lalks)というのがあり、牧草地を公園化してい
る。
その例として、シェイクスピア・リージョナルパーク(

Sh，¥kespeare Reg i ona 1 Park)について紹介する。この公国
は、面枚約 376ha、オークランドより5(jkmの位置にある。
最初の農場公辰!として治定され、泌水浴、ピクニックが楽
しめ、更にファームトレイ 1(.，が公i必内lこ整備され、成I易風
景を楽しみ、農場経営を学ぶことができる。また、海岸iこ
面しているため、ニュージーランドの海岸の自然槌生を学
習する事もできる。ここの公凶の特徴は、 9500頭の羊と、
1600践の牛を飼育しているが、これらの牛は売却され~ま
でストックされているものである。又、ここでは、羊およ
び、牛の品種の保存lこも努め、全て放し飼いされている。こ
のt草場公園の目的は、
①家畜の磁の保存
②牧場経法
③牧場経常への知識、教育、持;袋、お>>-
④海岸の臼然値生の保存
⑤レクリヱーション
以上のような目的は、 1941年 [)avidTannockがニュージ

}ンドの広大な牧草地長多くの人迷の多桜なレクリエーシ
ョンLこ利用されなければならないと提唱した事lこ始まると
思われる。このように産業教育と飽場経沼を行いながら、

Chrislchurch Garden Con 
t.est 住宅自IWl t> 
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レクリエ}ションと調和させている。又、これらのリージ
ヨナルバ}ク (Regionalf'ark)tこは、レンジャーステ}シ
ョンが投法されており、数々の利用沓脂導として、ガイド
ツアー等各磁のサービスが行われている。身近な環域tこi1J
iti的レクリエーション資源をみつけ、更に開拓時代からの
l怒史、先住民族の文化の保存、ニュージーランドの原生な
n然に愛悩をi主ぎ、それらについて殺しみ、学び、守り育
てる事が~;に公園、レクリエーションの重要なテーマとし
ている事は興味深い。

[4 -3Jニュージーランドにおける、最も書IH主的レクリ
エーション活動としてのホームガーデニングの実態〈停l島
クライストチャーチ苛iの事例〉
(t)it;ームガーヂニングのレクリエーシヨンとしての意義
J ・ブノワニメシャン(Jacques seno i st-門e'chin)は、

彼のおr:;~f r人間の庭Jで、 r/j'!の創造は余暇によって、も
たらされる表現の長i奇のものであり、人類がその地上への
H~現以来、世界中lこ木や花lこ飾られた空間を造り続けて来

た議を桝くものであり、ある絡の文明において、偉大なる
)jn~J芸術は、抽象的ではなく、臼然それ臼{本の要素を用い
て、~{~話の概念を表さんとする望みに結びついている。』
と述べている。又、 『これらを生み出す余蝦とは、無為や
怠惰ではなく、それはずばぬけて創造的な状態である。 j

と説いている。又、先lこも述べたように、 19111年に David
Tannocl、の言明も同様、ガ}デニングこそ人間の忌も高い
喜びを得る事ができるレクリエーションであるとしている
悦に、ニュージ}ランドにおけるホ}ムガーデニングは、
純iめて高い水準に到達し、個人のレクリエーションから住
環慌の美観を形成し、更に、都市のアメニティを高めるに
主そっている。アメリカ及びニュージ}ランドのホームガー
デ二ノの限史は、開拓附1'1';(こ始まる。 wr.j!を飽かる家庭の主
財が、菜i品lと薬草等を育てた事に始:J;る。
従って、古い時代lこiさられた、すぐれたホームガ}デン

は、~iIl人の作品によるものが多い。
しかし、現在では、ニュージーラン Fのホームガーデン

は多阪な階層に愛好され、とりわり、定年後のシルバーエ
イジの人法の主要なレクリエーション活動となっている。
ì~jg:i クライストチャーチrtiT(;t、これらのホームガーデニ
二ノゲの活動をー嵐i認め、 j活発なものにしている方策として
側めてユニ}クなガーデンコンテストを挙げることができ

(2)クライストチ十一チ市のガーデンコンテストの実態
ガーデンコンテストは、クライストチャーチ美化協会が

す:Hi~・実施している。協会は、 1897年に創立して以来、ク
うイストチャーチが諮りあるガーデンシティとなる~tこ努
力して来たボランティアの団体である。各種の美化活動を
精力的に行〉ているが、特にこのガーデンコンテストは、
極めて':tlい成果を得ている。ガーデンコンテストは、一般



の家庭の庭以外に、事務所、工場、病院、アパート、商業
建築、ホテル等の庭の1也に、道路が合まれる。春期及び夏
期の2回行われ、綿密なコンテストの規定が定められてい
る。審査員は、約20名程度、協会員であり、全てボランテ
ィアである。田I中の応募したガーデンを見てまわり、審査
し、最終的には、市長を交えた審宣会によって優勝者が決
定される。これには市の公園、レクリエーション局がサポ
ートしているが、あくまでも支援の形であり、全ての主体
はこの市民のボランティア団体の美化協会である。審査の
ポイント及びコンテストの理念は町の美銭形成に寄与する
事にある。従って、道路から見て美しく、魅力的である事
が最大のポイントとされているので、審査はiJ!;tこ道路から
観察する事によって行われる。
次に、コンテストの縦則の ~gllを記す。コンテストは、

次のおよそ20部門で行われる。その内容は、
① ANDRE¥IS CUP : ;春のガ}デンが対象。道路tこ面していな

くても良い。
② H.M.TAILOR CUP (NOVICE):初心者が対象。道路に面し

ていなければならない。今迄、コンテストに入賞した1li
のない人が対象。 j欠の年には好きな~門に応募できる。

③ H. T 11.LMAN CUP :道路に面していて住宅の縫築後3年以
内の廃。次の年からは、好きなクラスに応募できる。

④ DACRE印P:集合住宅の底。
⑤ IIACK CIJP 公共交通機関によコて管理されている道路

に面している廃。
⑥ DOsSON CIJP 周囲に対して援も効果的であった庭。
⑦ IIERBERT CUP : 60フィート以内の道路にl厄した庭。
@ SLSOEN CIJP : 60フィート以上の道路に面した庭。
⑨内cMASTER CUP :規定外。道路lこ面していなくても可。
⑩ IIALSIl TROf'IIV : 30才以下の若い人の家の庭。この人質

者は、このクラスtこ再度の応募はできない。

ω1I0I.JMI¥N TROPIIV :アパート部門。
@ IIATLlNG CUP:研究所、工場、商業建築の庭。
⑬I)Al.l.EV CIIALL刷 GE1別PIIV: 企業、事務所、娯楽施設g~

門。
⑭ JEFFERIES TROPIIV:ホテル、モーテル、宿泊施設部門。
⑮ GOIIER CIIALLENGE CUP :クラスに関係なく最も優れた庭

に与えられる。
(jJi) RUSKE CIJP :最高作品、部門の中で巌も高い得点を得た
1ftの中から、特別に全復査員によって推薦される。

(lJ) RI(‘CARTON IIORK I NGMEN' S CLUB CIJP : 1)カートンワーキ
よノグクラプの周辺にある艇で、乙のクラブから見られる
ぷも魅力的な駐。

⑩ CIIR I STCIIURCIt BEAUT I fV I NG ASSOC I A T I ON TROPItV :過去
の入選者で、入賞時の成績を維持している庭に与えられ
る。

以上の部門ごとに、以下の境目について、それぞれの得点
配分が異なる。得点の耐分は、下記の巡りであり、受に、
かん木類tこは、ニュージ}ラド原産維の植裁が必要とされ
ている。審査は、春期は 9月 -11丹、~lIJH;t 2月の第一日
舵口とされており、審査の結果、与えられるトロフィー及
びカップには、 『貴11"の肢が我がクライストチ十一チrt1の
美化lこ多大の貢献をした事な貧します。 Jと記されている。

デザインとハーモニー
花(--年事・多年草)
樹木及びかん木
国会t立体jと管理
之主且立挫挫
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5.考察及、びまとめ

国土総耐績
人口
人口密度
国立公園爾積
総公園面積

ニュージーランド
2611，000 sqksls 
3.3 sli 11 ion 
12/sqkm 

21，500sqk剛
65，700sqklll 

(保全地域を含む〉
公園利用者 3-5嗣i11 io日

日本
372，000 sqkms 
120 mi 11 ion 
323/sqkm 

20，000sqk剛

52，000sqlim 

600聞i11 ion 

(1)我が固とニュージーランドとでは、図上面積や公園l面
積は同じに近い。自然環境も非常に似ている。しかし、人
口は、日本はニュージーランドの約40倍、公l剥利用者は約
20018'と極めて高い。従って、ニュージーランドでは、日
本に比べ、良質のレクリエーション資源と、良好なレクリ
ヱーシヨンサービスを国民が手金出来忍事は、当然と思わ
れるが、このニュージーランドの極めて高い水準のレクリ
エーシヨン活動を行っている背民とその要因としては、レ
クリエーション行政の理組的なシステムにある。レクリエ
ーション行政は、公同・レクリエーシヨン局が、全ての業
務を所管する事によ 1て、幼E与の良い行政を実行する事が
可能となる。また、レクリエーション及び公凶行政に拡わ
る行政但当者、教育関係者、氏悩i人より成るニュージーラ
ンド・パークアンドレクリエーション行政学会 (NewZea-
land Insli lute of park and r巴creationAdminislralion 
Inc.: NZ 1 PRA)を組織し、騒々な研究・教育活動を
行な 7 ている。更に、市民レベルでは、ボランティアとし
ての各種団体の自主的活動も活発で、同時に行政が、力強
く支援している。
(2)次に院Ufi時代の初期段階から、レクリエ}ションのた
めのパークシステムを確立し、土地・緑地の保留に努めた
事、良き指導者によるレクリエ}ションのコンセプトがI明
確化していた事。
(3)ニュージーランドの原生な日然の保全に努める、愛謙

心を育成した$。
(11)ニュージーランドの歴史、先住民の文化Lこ対する関心
と教育に努めている事、員.IJち、創造的レクリエーションと
しての身近な公闘での環境教育プログラムlこ、その思A;!lを
反映させている事。
(5)母国英国の園芸妓術を更にi認め、 J 般市民のレクリエ
ーションとして、ホームガーデニングを定着・普及させ、
併せて、老人の良き余暇活動としても効架を上げ、更に都
市崇鋭の美鋭形成に寄与している事。

参考文献
(1) A lIistory of PARKS & RECREATION 
(2) Guidel ines for Park and f<ecreation Adlllinislr-

ation in New Zealand 
(3) Albert Park Environmental Trail 
(II)¥J巴sternSprings Environmental Trai 1 
(5) Aucldand Oomain Chi Idren's Nalure Trai 1 
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者I王子n0匡 語 の 利 用 毛 主fによる

言平11函主与4こ M ちFとう萄汗多宅

一一一船橋市内二公園の比較から一一一

0小 川 賞 斉藤虎征 菊地君男 阿部信博 朝倉徳雄 津村博

都市公園 スペース 縁 自然

1.調査・研究の目的

わが国における高度経済成長に伴う環境破壊は日常生活

へも影響を及ぼし，生活空間としての総合的な人闘の生活

環境の整備や保全は立ち遅れているといわざるを得ない。

環境庁の調査では f校内暴力は緑地の少ない都市周辺に

発生率が高い」とされ.東京農業大学造園地被・植栽学研

究グループの実験によれば. r自然の縁が多いほど疲労の

回復が早く.注意力や集中力が高いJという結果が出てい

る。さらに，神山は「義林浴は自律神経の働きを高めるJ

として. r自然Jと「縁Jの必要性を強調している.過去

の日本の都市には. r原っぱ」や「鎮守の議J. r屋敷の

林」といった「自然」や「緑」が身近に存在していた。し

かし現在では.自然のある静的スペースやスポーツ・レ

クリエーション活動にも対応できるような動的スペースは

著しく減少した。また，住民の価値感の変化や多織化の進

む中で，コミュニティの形成の場としての多目的スペース

も要求され.生活環境基盤施設として公園の需要はますま

す高まりつつある.

本研究i丸現在の生活環境下に既存する公蘭施設の内容

を分析し.その利用状況および利用者による評価について

調査を実施し，公園の性格や利用者の期待などを把握する

ことによって，主にスポーツ・レクリエーション的見地か

ら公園施設のあり方に対する具体的提案の基礎資料を得ょ

うとするものである。調査の対象とした公園は.それぞれ

特徴を持った住区に設置された 2公園を選んだ。いずれの

公園も児童公園としの性格を持つものと思われる。

2.公園の概況

(A公園)

名称 「夏見台中央公園」 図. 1. 2 

所在地 千葉県船橋市夏見台4丁目

交通 船橋駅より新京成パス10分，徒歩 2分

設置年 昭和30年12月

面積 約 0.32ha

付帯設備 ベンチ]2，ゴミ箱 6，便所 L水のみ

場 2.鉄棒 2，ぶらんこ aすべり台

1.コイ Jレトンネル1.シーソー 2，

チェーンジャングル L 砂場1.

樹木(数種)約20

国鉄船橋駅の北方約 2.5kmに位置し，戸建住宅や小規模

の商応などが混在する中心にある。当公園は，広さや施設

の内容からみて児童公園といえるが，付近にはさらに小規

(日本大学)

模の児童公園と「街かどスポーツ広場Jが設置されている。

図. 1 

図.2 A公園の周辺

(B公園〕

名称 「海神二丁目公園J 図. 3， 4 

所在地 千葉県船橋市海神町2丁目

交通 船橋駅より京成パス10分，徒歩 5分
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設置年

面積

付帯設備

昭和53年12月

約 0.21ha

ベンチ 6.ゴミ箱 2.鉄棒 2.ぶらん

こ 2.すべり台1. ドラム缶トンネル

10.ジャングルジム1.砂場 L

樹木(数種)約20

国鉄船橋駅の西南西約 2kmに位置し，付近にはおよそ

300世帯の高層住宅と戸建住宅がある@また，各種の中小

会社の建物(事務所，工場，倉庫)や工事・運般用の駐車

混が混在しているのでかなり雑然とした雰囲気であり，さ

らに隣接する道路の交通量も多く騒音が大きい。

凡例

汁〈 7'ランコ Eヨ背付ベンチ

己申 すべり台 匿翠 モルタ-"ノH1レ益t£ 

一 鉄路 4揺 どみかご
図.3 B公園の施設 困 ンヤンクジJレム 国 砂場

仁二コ ドラムかん く〉 水飲み場=コ

眠、 Qf院議制 !& 照明灯

ζ" ・':~ーー J 一
芝生

図. 4 B公隠の周辺

3.調査方法

(1)調査日時

A公園 昭和60年10月10日(祭). 10月20日(日}

B公園 昭和印年 9月22日(日). 10月10日(祭)

①午前 9時30分~正午 ②午後 1時-3時30分

(2)観察調査:出入り口からの入函者の行動を観察，記録

した。

(3)アンケート調査:13才以上の入国者を無作為に選ぴ質

関紙に回答を求めた。

(4)アンヤートの概要

(A)利用者について

性別，年齢，職業住居，交通子段，住居から

公固までの所要時間，同伴者，過去の利用回数，

来園の理由，公園の混雑度.公園に対するイメ

ージ，公闘に対する期待，実施したレクリエ

ーション活動など。

(B)利用者の公園に対する評価について

公園のスペース.清潔さ，樹木の数，樹木の配

列，草花の種類，草花の配列，虫の種類，虫の

数，鳥の種類，鳥の数，芝生のスペース，芝生

の状態，遊具の種類，遊具の数，遊具の配列

(間隔).ベンチの数，ベンチのデザイン.ベ

ンチのサイズ，ゴミの数，ゴミ箱の配列，ゴミ

箱のデザイン，ゴミの処理状態， トイレの数，

トイレの清潔さ， トイレの広さ， トイレの配色，

トイレのデザイン，出入り口の数，出入り口の

場所，水道の数，水道の配置，公園全体の配置

など。

(Bの設闘に対しては. r十分であるJr不十

分であるJ rどちらともいえない」の3つのス

ケールを設けて回答を得た。}

4.結果と考察

表1は，観察による性別および年齢層別入国者の概数を

示したものである。年齢層の判別は.観察者の主観的判断

によった。

年齢層からみると両公園とも小学生，幼児が多く，児童

公園としての性格をうかがうことができる。 A公園では中

年層の男性の利用が比較的多くみられたが，これはA公園

の周辺に商底とともに食堂なども点在し，昼食後や仕事の

合闘の休息といった利用がみられたためである。また，中

・高校生の男子や青年の利用も多くみられたのは.A公園

には，待ち合わせの場所としてあるいは通りがかりにちょ

っと立ち寄るという都市公園の雰囲気があることを示して

いると思われる。 B公園では，近接する高層集合住宅の主

婦層が，子守りをしながら過ごしている姿が多くみられ，

その他の年齢層の利用は少なかった。このようにp 公園付
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近の環境や後述する公溺の性格などによって.利用する性

別や年齢層にそれぞれ特徴があるといえる。

表.1 観察による入園者の概要
{人数}

A 公 園 B 公 園

男 女 iIt Z 男 女 言f Z 

幼 児 74 62 136 23.4 53 52 105 33.5 

小学 生 118 81 199 34.2 91 57 148 47.3 

中高校生 31 8 39 6.7 。2 2 0.6 

青年 29 4 33 5.7 3 。
中年{主婦を含む) 51 67 117 20.3 18 34 52 16.6 

老年 18 39 57 9.8 2 

合計 321 261 582 166 147 313 

{通り抜けを含まない}

表.2 行動の観察
{人数)

A 公園 B 公園

男 女 言十 男 女 it 

自転車乗り回し 74 33 107 31 21 52 

ぷらんこ 91 142 幻3 39 65 104 

コイ Jレト yネJレ 12 15 27 

ドラム缶 5 2 7 

鉄棒 12 14 26 15 29 44 

すべり台 24 26 50 44 49 93 

:/-ソー 22 30 52 
チェーンジヤングJレ 17 17 34 

ジヤングJレジム 38 27 65 

サッカーポール遊び 49 。49 29 5 34 

野球・キャッチポール 65 2 m 26 。26 

パドミントン・テニス 13 6 19 。。。
なわとび 4 2 6 。3 3 

体操・ジョギ Yグ I 2 3 。。。
かけっこ 34 27 61 12 9 21 

砂遊び 47 29 76 30 28 58 

その他の各種遊び 56 18 68 14 21 35 

紙飛行機・竹とんぼ 7 。7 4 。4 

子供のお守り 32 46 78 12 27 39 

散歩 34 29 臼 10 9 19 

犬の散歩 9 9 18 I 2 

ベンチで休む 80 74 154 9 7 16 

談話 20 40 60 5 6 11 

飲食 18 11 29 。。。
読書 3 4 7 。 1 

植物採集 。2 2 3 3 6 

虫とり 。。。3 2 5 

あみ物 。l 。Q 。
通り妓け 97 178 275 6 9 15 

一一一L一一

表2は，観察による入国者の主な行動内容を示したもの

である。 A公園では，幼児のぶらんこ，小学生の自転車乗

り回しなどの動的行動が目立つ半面，ベンチで休む.子供

のお守りといった中年層の静的行動も比較的多くみられた。

また. r通り抜け」が多く，公園を生活道路の一部として

利用するなど行動様式の多様さが観察された.

B公園では.ぶらんこ，すべり台，ジャングルジムのよ

うな遊具を使った動的行動が目立つているが，散歩やベン

チで休むなどの静的行動が非常に少なかった。これは，公

園の雰囲気あるいはオープンスペースなどの全体的なレイ

アウトについて一考を要するものと考えられる。例えば，

ドラム缶トンネルなどの利用は極めて少なく.スペースを

無駄にしているといわなければならない。

公園の評価4こ直接かかわることではないが，両公園に共

通してぶらんこの利用が最も多かったが.その利用の仕方

は，幼児期には男女の差はみられないのに対して学齢に逮

した年齢層では女の子の利用が増加し，男の子はより活動

的なキャッチボールやサッカーボールを使った遊びを好む

傾向が銀察された。

観察によって在闘時闘をチェックした結果では，母親と

子供の在国時闘が一番長く.A公園で平均44分. B公園で

30分であった。各年齢層でもA公園の在国時間が長く，全

体の平均:で約11分の差が認められた。このことは，前述し

た公園全体の雰囲気江どの差が反映しているものと思われ

る。

表 3 性別 {人数)

表. 4 年齢

表. 5 住居の種類 (%) 

表 3-5まではアンケート回答者の内訳である。性別で

は.A公園ではある程度男性の回答も得ることができたが.

B公園では男性の回答は少なく，全体として女f生からの回

答が3分の 2を占めた。

年齢別では. 21-40才台の年齢層が全体の80%を超えて

おり，やや偏った年齢構成となった。
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住居は.A公園が戸建住宅街の中心にあること. B公園

が高層の集合住宅に隣接していることを反映していると思

われる。

~に，来閣のための交通手段についてみると.A公園で

は徒歩 (59%).自転車 (28%).車・バイクなど(13%)

と多少変化があるのに対して. B公園では 100%徒歩によ

る来園であった。これは. B公園でのアンケートの対象者

の多くが主婦層であったことによると思われる。

徒歩での所要時闘では. 1~10分と答えた者がA公園の

58%に対してB公園では88%あった。 A公園では. 1l~20 

分および21分以上要した者もそれぞれ21%あったが. B公

園ではすべての者が20分以内の来園者であり，近くの高層

住宅に居住する人たちの利用度が群を抜いて高いことを示

している。

同伴者は.A公園では家族が65%.次いでひとりで21%.

友達13%. B公園でも，家族16%.ひとりで12%.友達 5

%とほとんど同様の結果であり，両公掴とも家族づれでの

利用が主であることがわかる@

過去 1ヶ月聞における利用度についてみると，両公園と

も10回以上と答えた者が半数を越えており.初めてと答え

たのはA公園の13%だけであった。両公園ともかなりの頻

度で利用されているといえる。

来園の理由について，該当する項目にいくつでもO印を

つけさせる方法で問答を求めた結果.A公園では，広くて

安全，近い，息抜き・休息などの項目が多く. B公園では，

近いと答えた者が圧倒的に多く，さらに，子供の遊びと答

えた者もかなりの数に逮した。入園理由は公園の評価に関

係する重要な要素と思われるカ<. A公園は多様な評価を受

けており. B公園のように単に近いという入国理由では不

十分のように思える。

公園の混雑度に対しては. rちょうど良いJと答えた者が

いずれも約8割に達しており，まずまず適性な混雑度であ

るといえる。

公園に対するイメージでは.A公園の回答者は広場，遊び

・運動をあげており. B公園では縁，自然，花，あるいは

静かさや空気のうつくしさをあげている。住環境や身近に

ある公園の違いによってイメージするものに変化があるこ

とがわかる。

公園に対する期待については，イメージの実現を望むの

が当然であって.A公園では動的活動が安全に行える広々

とした空間を期待し. B公園では自然の豊富な，清潔な環

境，静かな雰関気を望んでいる。比較的騒音の多い雑然と

した環境にあるB公園周辺の住民が，安らぎの場として公

圏に期待するところは大きいと窓われる。

実施したレクリエーション活動の種類をみると，両公園

とも「子供のお守りJという回答が一番多かった。 r子供

のお守り」が母親にとってレクリエーションであるかどう

かは意見の分かれるところであろうが，義務観念にとらわ

れた行動としてではなく，より積極的に子供と活動すると

いう意味でレクリエーションの一端としてとらえてもいい

のではないかと考える。公園は，幼い子供たちの社会経験

の場として重要な役割を果たしていることは明らかである.

次いで.A公園では散歩のような比較的静的なものが多く，

B公鼠ではかけっこ，おにごっこ，かくれんぼや遊具を使

った遊びなど子供たちの活発な活動が目立った。

表.6 A公園とB公薗の評価の相違

項 目 l'の値 P 

公園のスベース 12.532 *羽臨海

公留の清潔さ 26.039 判脚本*

公園内の樹木の種類 5.617 本

公園内の樹木の数 12.236 *** 
公園内の樹木の配列 0.187 

公園内の花の鍾頬 2.363 

公園内の花の数 1.142 

公園内の花の配列 0.291 

公園内の虫の種類 0.590 

公園内の虫の数 0.183 

公園内の鳥の種類 4.335 * 
公園内の鳥の数 1.604 

公図内の芝生のスペース 1.邸4

公圏内の芝生の状態 0.015 

公園内の遊具の種類 9.849 *本

公園内の遊具の数 10.177 *本

公園内の遊具の配列{間隔) 4.325 * 
公園内のベンチの数 2.809 

公園内のベンチのデザイン 6.115 * 
公園内のベンチのサイズ 0.035 

ゴミ箱の数 5.889 判ド

ゴミ箱の配列 3.010 

ゴミ箱のテ'ザイン 0.919 

ゴミの処理状態 5.349 * 
トイレの数

トイレの清潔さ

トイレの建物の大きさ

トイレの建物の配色

トイレの建物のデザイン

公園の出入り口の数 0.694 

公園の出入り口の場所 2.256 

公閣内の水道の数

公園内の水道の配置

公園内全体の配置 0.009 

* P<.05 * * P<.OI 本本* Pく 001

公園に対する評価の相違についてぜ検定した結果が表6

である。

公園のスペースについては.A公園とB公園で明らかに

評価の相違がみられた。 A公闘では十分と答えた者が63%

あったが. B公園では十分の11%に対して不十分と答えた

者が40%に達した。しかし. B公園では.混雑度で「ちょ
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うどよい」と答えた者が81%もあることから，スペースに

対する評価は公園全体の面積ばかりではなく，オープンス

ペースのレイアウトによってもかなり影響を受けるものと

思われる。すなわち. B公園においては.すべり台が広場

の中央付近に設置されていることが全体に対して圧迫感を

与えておりレイアウトの改善で評価も変わることも考えら

れるのである。設計者は，より年少者の利用を考慮したも

のと思われるが，公園におけるオープンスペースの重要性

を考えるならばレイアウトに一考の余地があるといえる.

公園の清潔さについては，十分と答えた者がA公園では

37%. B公園では14%であった。これは満足できる状態で

はないと恩われるが，特にB公園では計画的な管理，整備

の必要性がうかがえる.

公園内の樹木の種類 (A公留の十分である60%に対して

B公園33%)や樹木の数 (A公園の十分である64%. B公

園21%)でも差がみられたことは，樹木の種類や数が公園

評価として重要なファクターであるということができる。

しかし，両公麗とも樹木の種類や数にほとんど差はなく.

むしろ面積との対比でみるならばB公園の方カt樹木の密度

は濃いといえるにもかかわらずこのような評価を受けたの

は.設置年数の長いA公園では樹齢の古い樹木が多く.う

っそうとした緑の環境を現出しているからと思われる。

公園内の樹木の配列.花の種類や配列，虫や鳥の種類や

数などの項目では，わずかに鳥の種類でB公園の訴備が高

かった程度で，特に相違は認められなかった。

芝生のスペース.状態についてもその評価に差はなかっ

たが，両公園とも不十分という回答が70-80%を占めてお

り.こうした面での整備が望まれるところである.

公園内の遊具については，種類，数，配列{間隔)など

いずれの項目でもA公園の十分であるという回答が50%を

超えたのに対して. B公園では，どちらともいえない，不

十分であるを合わせるといずれも80%を超えている。これ

は.A公園にはB公園に設置されていないシーソーが2基

設置されてあることや，ぶらんこの利用者数に対する設置

数 (A公園 6に対して8公園 2)の差， 10本のドラム缶の

無駄などが起因するものと考えられる。

ゴミ箱やベンチの数，デザイン，サイズなどについては，

ベンチのデザインでA公園(木製で座りやすい}では十分

の回答が33%あり. B公図(プラスチック製で破損がある)

では不十分の回答が39%あった。雨公園とも，どちらとも

いえないの回答が40%以上あったことから，ひと工夫する

ことによって高い評価カ鳴られることも考えられる。ゴミ

箱の数でも.A公園は50%の十分であるという回答を得て

いるが. B公園は.どちらともいえないと不十分を合わせ

て50%を超えている。

ゴミ箱の中のゴミの処理状態では.A公園{自治会によ

る週l回の清掃)が十分であるの回答が18%，B公園(市

の管理により月 l回の予定だが確認できない)では 6%.

不十分の回答はA公園で36%. B公闘で75%あった。この

ことから，両公園ともゴミの処理に関しては十分満足のい

く評価を得ているとは言い難し特にB公園での改善が望

まれるところである。

トイレや水道については，一般的に評価の低い事項では

あるが， A公園に対する評価は「不十分であるjという回

答がいずれの項目でも60%を超えていた。 B公園にはトイ

レの設備がないために評価の相違を検討することはできな

いが，水道の設備と掲示板は破損状態のままであり，いず

れにしても高い評価が得られるとは思われない。 トイレや

水道の設備が整備されていないというのは，公園としての

最低条件さえ満たしていないといえるし.また，たとえ設

置されていても数やスペース，清掃などに対する配慮がな

されなければ十分な評価は得ることができないと思われる。

もちろん利用する側のマナーの悪さも指摘できることであ

って.利用者の公園4こ対する意識の改善も問題となろう。

出入り口の場所や数，公園全体の配置などについてはい

ずれの公闘でもある程度の評価があり差はみられなかった。

5.まとめ

本研究弘船橋市内のふたつの公園について施設の内容，

利用状況および公園に対する評価を調査した.結果は次の

ようにまとめられる.

(l)観察調査結果

①調査期間中の入園者の概数は.A公鴎で男性 321名，

女性 261名，合計 582名. B公園では男性 166名.女

性 147名，合計 313名であった.

②両公園とも，小学生，幼児の利用が最も多く.次いで，

A公園では中年層の男性. B公園では主婦が多かった。

大人の利用者に違いがみられたのは，公園付近の環境

や公園の性格の相違によるものと恩われる.

③A公園では各年齢層による行動の多様さがみられた.

B公園では子供の遊具を使った動的な行動が目立つた。

@両公園闘で在国時間に差がみられ，平均で約11分A公

闘の方が長かった。

(2)アンケート調査結果

①来闘のための交通手段，所要時間で明らかな違いがみ

られたが，これは. B公園でのアンケート回答者の多

くが主婦であったことによるものと思われる。

②両公爾とも家族での利用が多く，利用頻度ではーヵ月

10回以上と答えた者がいずれも半数を超えた。

③来園理由は， A公園では広くて安全，近い，休息など

が多く， B公園では近いと答えた者が最も多かった。

@公園に対するイメージ.期待では， A公園では動的活

動が安全に行える広場を. B公園では，豊かな自然と
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t青滋で静かな雰囲気をあげており，これは，回答者の

住環境や公園の現況などが影響しているものと恩われ

る。

③公圏内での活動内容では雨公園とも子供のお守りが最

も多く，次いで.A公園では散歩のような比較的静的

な行動が多いのに対して. B公園では遊具を使った子

供の動的な活動が目立った。

⑥評価に相違がみられたのは，公園のスペース，清潔さ，

樹木の数，遊具の種類や数などであり.A公園では比

較的高い評価を得たのに対して. B公闘では「不十分J

とした回答が多かった。

以上，船橋市内のふたつの公園について，その施設の内

容および利用者による評価を比較しながら検討を試みたが.

今回はアンケートの回答者に偏りがあって断定的な結論を

導き出すまでは至らず結果を報告するに止まらざるを得な

かった。今後.観察調査の徹底と質問内容の充実，対象者

の選別などに検討を加え，さらに調査・研究を継続したい

と考える。
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一一一白州町営尾自の議キャンプ混の場合一一

O朝倉徳雄永嶋正俊津村 1専川井昂吉本俊明菊池君男岩田惇

{ 日 本 大 学

キャンプ場施設利用状況評価

1.はじめに

近年，余暇時間の増大に伴い余限に営まれる野外活動の

成長はめざましいものがあり，特に，広大な自然の中で行

われるキャンプは自然志向の高まりもあって.ますますそ

の需要を拡大していくものと思われる。

2.キャンプ場の概況

名称 町営尾自の森キャンフ・場

所在地 山梨県北巨摩都白州町白須

経営主体

営業開始

交通わが国のキャンプは，学校教育，ボーイスカウト， YM 

CAその他の団体によって，組織的・計画的に運営される

組織キャンプとして，あるいは仲間や家族などで楽しむレ 施設

クリエーションのためのキャンプとして発展してきた。そ

れに伴い数多くのキャンプ場が設置され，その数は 2，500

ケ所近くにも及ぶといわれている。

しかし，これらのキャンプ喝の施設の内容については著

しい格差のあることが指摘されている。充実したキャンプ

は.キャンプ場の施設・設備の内容によって大きく左右さ

れることから，本研究弘昭和56年林業構造改善事業の一

環として，自然林の中に設置された町営尾自の窓キャンプ

場の利用状況および評価について調査し現状を把握する

ことによってキャンプ場のあり方について具体的提案をす

るための基礎資料を得ょうとするものである.

白州町役場

昭和56年

中央本線韮崎駅から山梨交通パス30分

で白州町，徒歩15分

面積

施設内容

・管理棟/木造平屋/400{

3，2ω0{ 

-バンガロー/丸太造り 00人用 5擁

/ (6人用) lOt車

/ (5人周 10棟

・テント ( 5人用 10張

-テントサイト/林間平地/800{

・便所/木造モルタル/250{x 1棟 (男子周大小各

3，女子用 4)

舗易便所/リース/2練

・シャワ一室/木造平屋/550{

図.1 絡設の配置
)11 

練

場

板

理
事
置
内

管
炊
物
案

-
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J
v
n
t
u

ー

2.バンガロー(10M)) 3.バンガロー(6入m> 4.バンガロー(5人用)
6.使jifr 7.シゃワ一室 8.7ズマヤ
10.テントサイト 11.キャンプ77イヤ一場 12.駐車場
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{シャワ-4基}

-共同炊事場/ブロック平屋/400{

x 3棟 (水道の蛇口 8ケ所が 2

棟， 10ケ所が 1棟，かまど12ケ所

が 2棟， 10ケ所が l棟)

・アズマヤ/木造平屋/90{x 5t車

・キャンフ.ファイヤ-l易 800{x 2 

・駐車場 L 4860{ 020台)

配置 図一 l

収容人員 210人

開設期間 5月~lOJJ

管理体制

-管理方法 民間人に委託

-管理者数 3名(うち 2名臨時}

・給水 簡易水道

-排水 分涜式{し尿はくみ

とり.他は放涜)

・ゴミ処理 焼却，埋没，~出

周辺の状況

-遊歩道:キャンプi易から駒ヶ岳神

社まで45分，日向111まで 2時間30



分のハイキングコ}スが整備されている。

-河川い日本名水百選に選ばれた尾白川がキャンプ場

の横を流れており，ヤマメやサワガニが生息し，魚

つり，水遊びができる。

-登山:甲斐駒ヶ岳(標高 2.965m).日向山(標高

l，659m)がある。

-駒テニスセンター(アンツーカーキャンプ塚か

ら徒歩15分。

-樹木:クヌギ，アカマツ，カラマツ，ヒノキ，クリ，

シラカパ，タラ，ハギ，ヤマサンショウ，ウリカエ

デなど。

-野草・草花:ウツギ，パライチゴ，オタ"7キ，ガク

アジサイ，アヤメ，ホタ Jレプクロ，スエカズラ，ワ

ラビ，キノコなと了。

・小鳥・小動物・昆虫:ウグイス，ホトトギス，キジ，

カッコウ，カケス，ムクドリ，コジュケイ，キツネ，

タヌキ，ウサギ，テン，ムジナ，クワガタ，カブト

ムシ，カミキリムシ，チョウ，セミなど。

3.方法

(1)調査期間

昭和59年 7月上旬-9月上旬

(2)調査対象

中学生以上のキャンプ場利用者を無作為に 263名選んだ。

(表一1)

(3)調査方法

キャンプ場の利用者にアンケート用紙を配布して回答を

求めた.アンケート用紙の配布および回収は管理人に委

託し，来場時に配布して退場時に回収した。

(4)調査項目

A.利用者について:職業，キャンプ経験の有無，属す

るグループ，クソレープでの立場，住居，利用した交

通機関，キャンプ場選択の理由，宿泊期間，宿泊の

方法，実施したレクリエーションの種類など。

B.キャンプ場に対する評価について:テント内のスベ

ース，テント内外の清潔さ，テントとテントの間隔，

バンガロー内のスペース，バンガロー内外の清潔さ，

バンガローとバンガローの間隔，炊事場のスペース，

炊事場の清潔さ，炊事場の使いやすさ，水道の蛇口

の数，水道の水質，かまどの使いやすさ，かまどの

数，ゴミ箱の数，ゴミ箱内のゴミの処理， トイレの

清潔さ， トイレの数， トイレのスペース，キャンプ

ファイヤ一場のスペース，キャンプファイヤー場の

使いやすさ，キャンプファイヤー壕の閥橘，駐車場

のスペース，駐車場の利用しやすさ，管理棟のスペ

ース，管理棟からの情報提供，管理棟の機能，管理

人の親切さ，管理人のキャンプに関する知識，バン

ガロー・テントサイトから炊事場・トイレ・キャン

プファイヤー場・駐車場・管理棟までの距離，自動

販売機の数，樹木・草花・野草などの数，野外レク

リエーション活動に利用できる樹木の数，小鳥・小

動物の数，河JIIの水量，河川の水質，河川の水遊び

に利用できるスペース， レクリエーション工芸に利

用できる河川の涜木・石・岩石などの数，魚つりの

場所，登山・ハイキンクeコースの道しるべ.登山・

ハイキングコースの歩きやすさ，オリエンテーリン

グの場所など。

(Bの設闘に対しては. r十分であるJrどちらと

もいえないJr不十分であるJのスケールを設けて

回答を得た)

4.結果と考察

表 lは，アンケート対象者の内訳を示したものである。

社会人が46.8%.大学生が35.7%.中高校生が17.5%であ

った。なおB これらの対象者の83.7%は当キャンプ場を初

めて利用する者であった。

表.1 7ンケート対象者の内訳
表2は，利用者のキャン

プ経験の有無についてみた

ものであるが，利用者全体

%1の約80%が経験者であり，

特に社会人はその90%が経

験者であった。

経験年数は. 5年未満が全体の63.6%であったが，社会

人の場合は約50%が 5年以上の経験者であり，そのうちの

表.2 キャ ;/7程験の有無

表.3 属するグループ

中・高 N=46 大学 N=94 祉会人件123全体枠制

H Z N z N z H Z 

緩業 。。56 59.6 。。56 21.3 

他人 2 4.3 。。。。2 0.8 

家族 10 21.1 。。3自 24.4 40 

友達 5 10.9 。。16 13.0 21 8.0 I 

ボーイスカウト 。。 1.1 17 13.8 18 6.8 

ガ-Jレスカウト 。。 1.1 3 2.4 4 1.5 

子供会 。。。。13 10.6 13 4.9 

戦克のサークJレ B 17.4 7 7.4 2 1.6 17 6.5 

教会の集い 11 23.9 23 24.5 20 16.3 M 20.5 

その他 10 21.7 6 6.4 22 17.9 38 14.4 
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約半数が10年以上の経験者であった。
表.6 牛ャンプ繊量択の理由

中・高 N=46大学 N=94 社会人 N=I23全体 N=お3

N z H z N z H z 
1.住居から近い 。。。。9 7.3 9 3.4 

利用者がどんなグループに属しているかをみ

ると{表 3).学校や団体・組織に属している

グループが多いのがわかる。これは，わが国の

キャンプが，ボーイスカウトやYMCA.学校，

地域・職場団体による教育キャンプなどを主流

として発展してきたことを考えると当然の結果

とも思われる。しかし，最近の傾向として，キ

ャンプを「生活の一部jとして楽しむという，

いわゆる「ファミリーキャンプJとよばれるキ

ャンピングの分野が拡大されており，本調査で

も「家族Jと答えた者が比較的多かったことか

らみて今後さらにこの分野のキャンプが発展し

ていくものと恩われる。

2.以前に利用し知っていた 11 23.9 。。16 13.0 幻 10.3 

3.紹介された 8 17.4 2 2.1 37 1l.1 47 17.9 

4.他のキャンプ場より費用地吹い 2.2 。。4 3.3 5 1.9 

5.他のキャンプ犠より自然がある 。。I l.l 14 11.4 15 5.7 

6.組織・グループ均快めた 幻 58.7 89 94.7 54 43.9 170 64.6 

巴竺?坦-
。。2 2.1 5 4.1 7 2.7 

表.4 住居

中・高 N:46大学 N=94 社会人N=123全体制~

N z N z N z N Z 

山 梨 5 10.9 。。幻 1l.1 42 16.0 

東 京 17 訂.0 45 41.9 36 29.3 00 訂.3

神奈川 16 34.8 m 29.8 32 26.0 16 28.9 

千 薬 4 8.7 B 8.5 6 4.9 18 6.8 

埼 玉 3 6.5 6 6.4 3 2.4 12 4.6 

茨 城 。。。。4 3.3 4 1.5 

L予 の 他 l 2.2 7 7.4 5 4.1 13 4.9 

次に利用者の住居についてみたのが表4である。県内の

利用者は16%と少なく，そのほとんどが県外の利用者であ

った。特に，東京都および神奈川県の利用者が多かった。

また，利用した交通機関(表5)をみると，貸し切りパス

やマイカーでの来場が多いことがわかる。これは.当キャ

ンプ場が中央自動車道小淵沢 1.Cに近いことから，首都

圏から車を利用して来場しやすい位置にあることを示して

いるものと思われる。

表.5 利用したあ重機関

中・高 N=46大学 N=94 社会人 N=I23全体 N=263 

N Z H Z N Z N z 
中知車 12 26.1 3 3.2 10 8.1 25 9.5 

路線パス 3 6.5 3 3.2 。。6 2.3 

貸切Jぜス 19 41.3 93 00.9 52 42.3 164 62.4 

車 (7イカー} 16 34.8 。。61 49.6 77 29.3 

rぜイク 。。。。。。。。
自転車 。。。。。。。
徒歩 2.2 4 4.3 l 0.8 6 

Lーそー一の一他 7 15.2 。。7 5.7 14 5.3 

キャンプ場選択の理由(表6)は. r組織・グループが

決めた」という悶答が多かった (64.6%)。これは，学校

や組織・団体による利用が多く引率される者の絶対数が多

いことを考えれば当然のことであるが， リーダーの立場で

はどのような選択埋由であったかを分析してみると. r組
織・グループが決めたJというのは47.3%であり. r紹介

されたJというのが38.2%あった。対象者>>IJにみてみると，

中高校生および大学生のリーダーではほとんどが「組織・

グループが決めた」と答えているのに対して，社会人のリ

ーダーでは半数以上が「紹介されたJと答えている。当キ

ャンプ場が開設問もないこともあり，知名度が低いことを

考えるならば，組織・団体に対する積極的なPRによって

かなりの来場者を誘致できるのではないかと思われる。し

かし. r他のキャンプ場より費用が安いJ. r他のキャン

プ場より自然がある」の項目で回答が少なかったことは，

他のキャンプ場との比較において検討されなければならな

い問題であろう。

表.7 宿泊腕淘

中・高 N=46大学 N=94 社会人 N=I23 全体 N=お3

N Z N Z N z N Z 

1 泊 6 13.0 1 1.1 36 29.3 43 16.3 

2 泊 28 60.9 25 26.6 m 54.5 120 45.6 

3 泊 。。61 64.9 9 7.3 70 26.6 

4 泊 2.2 2 2.1 8 6.5 11 4.2 

5 泊 。。。。。。。。
6 泊 10 21.7 。。。。10 3.8 

7 泊 2.2 。。。。 0.4 

無記入 。。5 5.3 3 2.4 8 3.0 

表7は，宿泊期間についてみたものである。利用者全体

の平均宿泊数は 2.4泊であるが，中高校生，大学生，社会

人によってその内容を異にしている。中高校生は 2泊が最

も多く，次いで 6泊という長期宿泊になっている。この長
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期宿泊者の属するグループは 9名が「塾j と答えておりす

べて中学生であった。大学生は 3泊が最も多く，そのほと

んとが「授業」として参加した学生であった。社会人は，

I泊および 2泊を合わせると83.8%を占めており概ね 2泊
以内の宿泊期間であった。これは，昭和58年の企業におけ

る夏季休H庭用特別休日の平均日数が 2.5日(レジャー白書

1986年版}という結果とも一致するもので，社会人の場合

は短期キャンプにならざるを得ない状況にあるといえる。

表.8 宿泊方法

中・高 N~46 大学 ル94 妊会人体123全体 N~お3

N Z N z N Z N Z 

Jぜンガロー 11 訂.0 26 幻.7 79 64.2 122 46.4 

テント 幻 58.7 6 6.4 41 33.3 74 28.1 

Jてンカ'ローとテント 2 4.3 61 64.9 3 2.4 66 25.1 
テントとキゃグンピン

カー 。。l l.l 。。 0.4 

宿泊の方法については表8のとおり中高校生ではテント

の利用者が多し社会人はバンガローの利用者が多かった。

大学生が，バンガローとテントを併用したと回答した者が

表.9 実施したレクリエーション活動

中・高 N=46大学 ル94 社会人ル123全体 N~お3

N z N Z H Z N Z 

1. "問料理 42 91.3 86 91.5 104 84.6 お2 88.2 

2.キャンプ77イ+ー 32 印.6 94 1∞.0 77 62.6 加3 η.2 

3.ハイキング 25 54.3 35 幻.2 55 44.7 115 43.7 

4.登山 12 26.1 59 62.8 14 11.4 85 32.3 

5.写真 11 23.9 25 26.6 25 初.3 61 23.2 

6.絵画 。。4 4.3 4 3.3 8 3.0 

7.自然研究 10 21.7 30 31.9 36 29.3 76 28.9 

8.野外教育の聴講 4 8.7 47 50.0 18 14.6 ω 26.2 

9.ゲーム お 日).0 73 π.7 53 43.1 149 56.7 

10.魚つり 2.2 1 l.l 13 10.6 15 5.7 

11.工作 2 4.3 25 26.6 14 11.4 41 15.6 

12.演劇 9 19.6 15 16.0 15 12.2 39 14.8 

13. I曲・ダンス 16 34.8 45 47.9 31 25.2 92 35.0 

14.歌 15 32.6 16 80.9 42 34.1 lお 50.6 

15.チームスポーツ 4 8.7 11 18.1 11 13.8 38 14.4 

16.水遊び 40 ff7.0 51 54.3 68 55.3 159 印.5

11.ピクニック 3 6.5 7 1.4 6 4.9 16 6.1 

18.読書 12 26.1 13 13.8 8 6.5 33 12.5 

19.ラジオを聞く 5 10.9 11 11.1 12 9.8 28 10.6 

20.テレビを見る 。。。。。。。。
21.その他 9 19.6 10 10.6 15 12.2 M 12.9 

半数を超えたのは.授業で参加した学生のキャンププログ

ラムの内容によるものと恩われる。

表9は，今回のキャンプで実施したレクリエーション活

動の種類である@問答の多かった順に， r野外料理Jrキ
ャンプファイヤーJr水遊びJrゲームJr歌Jであった。

キャンプで実施するレクリエーション活動については，前

野が全国のキャンプ場を対象に調査しており，それによる

と，自然綾察やハイキング，山菜採り，登山およびオリエ

ンテーリングといった活動が上位にランクされている。今

回の調査ではそれとは異なる結果を得たが，これは，当キ

ャンプ爆の施設の配置(図-1)に関係しているのではな

いかと推察される。

すなわち，バンガローとテントサイトの近くに炊事場が

3ケ所設置されており野外料理を楽しむスペースがあるこ

と，キャンプファイヤ一広場が 2ケ所あること，そして，

尾白川がキャンプ場のすぐ近くを減れていることなどが，

レクリエーション活動をある程度条件づけているものと思

われる。また，対象者別では，中高校生は「ハイキングJ， 

大学生では「登山Jと答えた者が半数を超えており，若者

にとってはこれらの活動が実施度の高い活動であることが

うかがえる。

キャンプ湯の混雑の度合いについては， rちょうどよ

いJと答えた者が86.7%あった。これは，このキャンプ

場へまた来たいかという闘に対して「来たくないJと答

えた者が皆無であったことと併せて，当キャンプ場に対

する評価が樹ね好意的であることを表しているものと思

われる。

表10は，施設に対する評価について表したものである。

キャンパーがキャンプ場を決定する場合，施設の内容，

豊富な自然， レクリエーション活動のできる場所などが

その条件になっているものと恩われるので，そのような

観点から検討してみよう。

まず，各施設閣の距離や閥隔については「十分であるj

という回答がいずれも50%を超えておりまずまずの評価

を得ている(バンガローおよびテントの間隔は 5-10m，

そこから炊事場までは1O-30m，キャンプファイヤ一場

までは20-70m，さらに，便所・管理棟・駐車場などの

施設までは3O-70mの距離である). 

施設のスペースについては，キャンプファイヤ一場に

対する評価が高かったが(71.5%)，これは， 2ケ所あ

る広場が多目的広場としての機能を果たしている結果で

はないかと推察される。ま九駐車場に対する評価も67

.3%が十分であると答えており，キャンプ場の収容人員

からみてまず十分な広さι過言えてよいと思われる。テン

ト内のスペースについては評価の分かれるところであり，

団体で利用した場合適性な人数で使用されているかどう

か検討しなければならないと考える。
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施設の清潔さに対する評価は，水道の水質に闘して非常

に高い評価を得ている (80.6%)ことが顕著である.対象

表.10 絡設に対する評価

寸づ士である どちらとも
いえない

不村まである
項 目

N z H z N z 
1.テント内のスペース 15 28.5 関 25.9 45 11.1 

2.テントの内外の清滋さ !17 33.1 16 沼.9 23 8.1 

3.テントとテントの陪踊 133 50.6 42 16.0 12 4.6 

4困 J<ンガローのスペース 125 41.5 62 23.6 31 11.8 

5.バンガローの内外の清潔さ 106 40.3 79 30.0 m 10.6 

6.バンガローとバンガローの間隔 158 60.1 40 15.2 14 5.3 

1.炊事犠のスペース 116 44.1 82 31.2 63 24.0 

1. *-k事場の清潔さ lお 52.5 94 35.1 30 11.4 

9.炊事場の使いやすさ 130 49.4 101 38.4 28 10.6 

10.水道の銃口の数 145 55.1 59 22.4 s 22.1 
11.水道の水質の良さ 212 80.6 39 14.8 7 2.1 

12.かまどの使いやすさ 141 53.6 18 29.1 30 11.4 

13.かまどの数 155 58.9 58 22.1 32 12.2 

14.ゴミ箱の数 1<14 39.5 74 28.1 13 幻.8

15.ゴミ箱内のゴ消狸 110 41.8 釘 お.1 50 19.0 

16. トイレの清潔さ 14 28.1 飽 33.5 99 37.6 

11. トイレの数 111 42.2 日 21.7 95 36.1 

18. トイレのスペース 152 日.8 65 24.7 41 15.6 

19.キャンプ77イヤ一場の
スペース 188 11.5 45 11.1 10 3.8 

20.キャンプファイヤ一場の
使いやすさ 157 国 7 13 幻.8 9 3.4 

21.キャンプ7ァイヤー場の聞編 161 63.5 62 23.6 8 3.0 

22.駐車り晶のスペース 1η 釘.3 53 20.2 s 1.9 

23.駐車喝の利用しやすさ 149 56.1 日 25.5 9 3.4 

24.管理械のスペース 135 51.3 79 30.0 2 0.8 

25.管蹴粉、らの情事蹴供 関 30.4 105 39.9 28 10.6 

26.管理車の線能 108 41.1 101 38.4 8 3.0 

幻.管理人の親切さ 1η 61.3 51 19.4 6 2.3 

28.管理人のキャンプに関する知識 116 44.1 91 34.6 7 2.1 

29.バンガロー・テントサイトから
炊事場までの距離 1日 59.7 82 31.2 13 4.9 

30.バンガロー・テントサイトから
トイレまでの毘灘 145 55.1 ω 30.4 31 11.8 

31.バンガロー・テントサイトから
キャンプ77イヤー場までの距離 169 臼.3 64 24.3 10 3.8 

32.バンガロー・テントサイトから
駐車場までの臨灘 111 邸.0 63 24.0 8 3.0 

33.バンガ口一・テントサイトから
管理棟までのur重量 175 66.5 59 22.4 9 3.4 

34. ++ンプ場の自醐腕織の数 88 33.5 72 幻.4 90 34.2 

N=お3

者にキャンプ経験者が多数含まれていることを考えれば，

他のキャンプ場と比較しても当キャンプ場の水質が優れて

いるとみてよいと思われる。しかし， トイレの

無回答

清潔さでは「不十分であるJと答えている者が

多く (37.6%)考慮すべき問題点であろう。

N 

15 

11 

16 

45 

ぬ

51 

2 

l 

4 

1 

5 

14 

18 

12 

16 

2 

。
5 

20 

M 

26 

28 

38 

47 

回

46 

29 

49 

11 

7 

20 

21 

20 

13 

z 
28.5 

29.3 

28.9 

11.1 

19.0 

19.4 

0.8 

0.4 

1.5 

0.4 

1.9 

5.3 

6.8 

4.6 

6.1 

0.8 

。
1.9 

1.6 

9.1 

9.9 

10.6 

14.4 

11.9 

19.0 

11.5 

11.0 

18.6 

4.2 

2.1 

1.6 

8.0 

7.6 

4.9 

自動販売機の数(駐車場に 3台，バンガロー

サイトに 1台}に対して「不十分」と答えてい

る者が34.2%あったが，自然を生かそうとする

林間キャンプ場の性格からみて，あまり人工物

を増設するのは問題があるといえる。

~，こ，自然に関する評価では，樹木・草花・

野草などの豊富さ，河川の水質などではある程

度の評価を得たといえるが，河川の水量や水遊

びに利用できるスペースについては「不十分で

あるJという回答も多く，改善の余地があるも

のと思われる。

レクリエーション活動のできる場所について

は.野外料理やキャンプファイヤーなどの活動

には十分応ずることができるようであるが，河

川の涜木・石・岩石などの数，魚つりの場所，

登山・ハイキングコースの道しるべおよび歩き

やすさなどの項目で. rどちらともいえない」

という回答が多かった点を考慮し今後検討しな

ければならないであろう。

オリエンテーリングのコースは特に設けてな

いが，学校や団体によるキャンプのレクリエー

ションプログラムにはオリエンテーリングが含

まれることが多いので，このような函での配慮

も必要であろう。

管理体制についてはどうであろうか。当キャ

ンフ・場を開設するに当たっては，林業就労者の

雇用機会をつくりだすという意味もあり，管理

人は町が民間に委託している。その管理人に対

する評価では，親切さで高い評価 (67.3%)を

得ている。楽しい雰囲気のキャンプ場であるか

どうかは，最初に接する管理人の応対に大きく

左右されるといってよいだろうから，その点で

はまずまずの評価といえる.しかし，親切さだ

けでは管理・運営者としての役割を十分に果た

したとはいえない。情報提供や管理棟の機能に

対しては「どちらともいえない」という回答が

多く，十分な訴価を得ているとは言い難い。キ

ャンプ場のイメージアップには，管理人の働き

が大きなウェイトを占めるものと恩われるので，

より一層の積極的なサーピスが望まれるところ

である。
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35.キャンプ場としての樹木・
草花・野草などの数 H~ 71.5 52 19.8 16 6.1 2.7 

36.野外レクリエーショるン樹活動木のに数
利用でき 143 54.4 81 30.8 22 8.4 17 6.5 

幻.小島・崎糊の数 114 43.3 92 35.0 36 13.7 21 8.0 

38.河JIIの水量 H旧 41.1 64 24.3 η 29.3 14 5.3 

39.何JIIの水質 151 日.4 68 25.9 23 8.7 21 8.0 

40.河川lの水遊びに利用できる
スベース 112 42.6 70 26.6 66 25.1 15 5.7 

41. レク工芸椋木に利・石用で・岩き石る河な川どのの数
1ω 38.0 102 38.8 29 11.0 32 12.2 

42.魚つりの犠所 30 11.4 123 46.8 64 24.3 46 17.5 

43.登山・ハイキングコースの
道しるべ 88 33.5 102 38.8 29 11.0 44 16.7 

44.登山・ハイキングコースの
歩きやすさ 74 28.1 98 幻.3 44 16.7 47 17.9 

45.オリエンテーリングの犠所 78 29.7 100 41.1 25 9.5 52 19.8 

5.まとめ

町営尾自の議キャンプ場の利用者 263名を対象に利用

状況および施設に対する評価についてアンケート調査を実

施した。主な結果は次の通りであった。

1)キャンプ場の利用形態は，学校や団体，組織での利

用が多かった。

2)利用者の住居は，東京都および神奈川県が多く，利

用した交通機関は貸し切りパスやマイカーであった。

3)宿泊期間は，学校キャンプは 3泊が多く，その他の

キャンプは 2泊以内の短期キャンプが多かった。

4)キャンプで実施されたレクリエーション活動は，野

外料理やキャンフ・フ 7 イヤーが多く，次いで水遊び，

ゲーム，歌などの順であった。

5)施設に対する評価では，水道の水質，キャンプファ

イヤ一場や駐車場のスペース，樹木・草花・野草の

数などで高い評価を得た。また，施設問の間隔や距

離，使いやすさなどにも好意的評価を受けた。評価

の低かった項目では， トイレの清潔さ，自動販売機

の数，魚つりの場所などであった。

6)管理体制に対する評価では，管理人の親切さで高い

評価を得た。しかし，情報提供や管理棟の機能につ

いては十分な評価を得ることができなかった。

以上，過疎地の援興策と町の活性化をめざして開設され

たキャンプ場に対して，管理・運営面での一助とすべき資

料を得るために，キャンプ場の利用状況と施設の評価につ

いて調査を試みた。今後，調査の内容，方法などにも改善

を加えつつ調査を継続したいと考える。
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第 16回日本レクレ工ーション学会大会行事

表発究研

10月24日(金) 9時-14時30分

パシフィックホテル沖縄

(沖縄県那覇市西3丁目 5-1 

時

所

日

場2. 

Tel 0988-68-5162 ) 

ム一
A

10月24日(金) 12時-12時45分
パシフィックホテル沖縄

事理

時

所

日

場2. 

10月24日(金) 12時45分-13時10分
パシフィックホテル沖縄

1) 1985年度決算報告

2) 1986年度予算案審議

3) その他
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A総

10月24日佳:) 14時30分-15時
パシフィックホテル沖縄

金城光子(琉球大学教授)

沖縄の生活とレクリエーション

一沖縄の伝統芸能や年中行事とレクリエーションー
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学会大会記念講演

10月24日佳:) 15時-16時
パシフィックホテル沖縄

Cor Westland (世界レジャー・レクリエーション協会副会長)

(前オタワ大学教授・レクレオロジー)

「北米におけるレジャー・レクリエーション研究の動向」

時
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マT 4. 

10月23日 (木) 午後6時30分より

パシフィックホテル沖縄

5，000円

会員懇親パーティー
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織組ム一
A大

(大阪成膜女子短期大学)

(淑徳大学)

(国際基督教大学)

(第一経済大学)

(鹿屋体育大学)

(目白学園)

(福岡大学)

(大阪薫英女子短期大学)

(東京農業大学)
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(鹿屋体育大学)

(日開本体育大学)

(九州大学)

(日木大学)

(東京農業大学)

(関東学院大学)

(日本レクリエーション協会)

(津田塾大学)

(日本大学)

(千葉大学)

(同志社大学〉

(神戸市立母子寮ひよどり荘)

(東海大学)

(筑波大学)

(京都府立大学)

(日本体育大学)

(暢スペース・コンサルタンツ)

(東京女子体育大学)

(立教大学)

(順天堂大学)

(東京工業大学)

(東海大学)

(日本レクリエーション協会)

(東京農業大学)

(女子型学院短期大学)

(東海大学)

(明治大学)

(東京家政学院大学)
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(運営委員会)

委 員 長 高橋和敏 (東海大学)

副委員長 進士 五十 八 (東京農業大学)

本 部 長 西野 (東海大学)

受 付 麻生 恵 (東京農業大学)

理 事 メ~ 西野 (東海大学)

研究発表・講演 芳賀健治 (東京家政学院大学)

接 待 梅津迫子 (女子聖学院短期大学)

補助役員 東海大学大学院生

筑波大学大学院生

中京大学大学院生

米協 力 日本レクリエーション協会

第40回全国レクリエーション大会沖縄県実行委員会

琉球大学体育学研究室
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日本レクリエーション学会大会のあゆみ

1965年から1971年 3月までの 6年間，日本レクリエーション研究会として年 1回研

究大会を開催し， Iレクリエーション研究j第 1号~第 6・7号を発行して地道な実

績をかためた上で， 日本レクリエーション学会は1971年 3月に誕生した。

発表
シンボ

回 年度 日自 {在 場 所 演題数 講演数 ジウム

数

1971年 北九州市戸畑文化ホール(福岡県) 21 

2 1972 日本都市センター(東京都) 34 

3 1973 水戸市常陽銀行会議室(茨城県) 21 

4 1974 唐津市市立文化会館(佐賀県) 18 

5 1975 徳島県郷土文化会館(徳島県) 20 

6 1976 秋田大学教育学部(秋田県) 19 

7 1977 富山大学教養部(富山県) 30 

8 1978 横浜市教育文化センター(神奈川県) 20 一
9 1979 徳山大学(けl口県) 14 

10 1980 石川県社会教育センター(石川県) 22 

11 1981 国立婦人教育会館(埼玉県) 30 2 

12 1982 日名子ホテル(大分県) 22 

13 1983 北浜労働センター(大阪府) 28 

14 1984 鹿屋体育大学(鹿児島県) 20 

15 1985 二重厚生年金休暇センター(一重県) 20 

15 1986 パシフィックホテノレ沖縄 25 
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参加者への御案内

1 .受付

10月24日(剣 午前8時30分より受付を行います。下記参加費をお支払い下さい。

事前に参加費を送金された方は，送金時に沖縄ツーリストから渡された「受領証j

を当日ど持参の上，ど提示さい。

正会員・特別会員

学生会員

名誉会員・賛助会員

全国レクリエーション大会参加費納入者

その他一般の方

2.本部

パシフィックホテル沖縄内

3. 車輔の入構について

入構および駐車可能です。駐車場をお使い下さ L、。

4. 休憩と盆事

1， 500円

1， 000円

無料

無料

2，000円

ホテル内の食堂が営業していますのでご利用下さい。

5.会場内禁煙のお願い

発表会場内は禁煙です。喫煙は，喫煙所で、お願いします。

(発表者へのお願いとお知らせ)

1 .発表受付

各発表会場の入口で発表受付を行いますO 各自の発表時刻の30分前まご、に受付を

すませ， I次演者席」におつき下さ L、。

2. 発 表資料

研究発表50部を発表受付時に提出して下さい。資料には，必ず演題番号(例-

A-l， A-2)，演題，演者氏名を明記して下さい。
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3. スライド

スライド映写を希望される方は，発表受付にあるホルダーに，各自で順序正しく

正像に写るように挿入して，発表20分前まで、に発表受付fこご提出下さ L、。スライド

の大きさは. 35mmフィルム用の標準マウント (50x 50凹)に限りますO

4 発表時開

発表12分，質疑討論 7分程度です(10分ーベノレ l回. 12分ーベノレ 2回. 19分ーベ

ル 3回)0 

(座長へのお願いとお知らせ)

各発表会場の入口で座長受付を行います。座長開始30分前までに必ず受付をお済

ませいただき，開始20分前までに「次座長席」におすわり下さ L、。

時間を厳守して進行させるようにご協力下さ L、。

発表取消などで空き時間ができた場合は，討論や称憩にあてられるなど，自由に

ご裁量下さ L、。

(討論者・質問者へのお願い)

挙手のあと，座長の合図を待って，所属，氏名を告げたのち，参加者にわかるよ

うに発言して下さ L、。
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「大会発表論文集J発行の手順

|発表・投稿小し込み| (発表者)

|受付，発表・投稿要領送付| (事務局)

手書き原稿発送 I (発表者)

(コピー 3部，返信用封筒，切手同封)

|手書き原稿受付(編集委員会)

|審査委員任命(編集委員会)

事1f.・校IJ!J

IDIE 1t<~I+-1 審査結果，タイプ用紙
訂正依頼|←|校閲済論文の発送

市計 | 
」ー|タイプ，校正|

|タイプ済原稿発~

|タイプ済原稿受付|

|印刷・製本|

|会員へ発送|
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(!J~日 1周司舘号事

レクリエーション
| 池田勝・永吉宏英・西野仁著

.序章現代社会とレクリ工ーション/余暇をめぐる社会の変化，

他・ 第 1章 レクリ工ーション/レクリ工ーション運動の発展，

他・第 2章 レクリ工ーションの展開・第 3章 レクリ工ーシ

ヨンの施設国第4章 レクリ工ーシヨンの指導・第 5章 レク

l工ーション調査研究

レクリエーション活動の実際
〔共同執筆者〕
守能信次塚本信也

五林正隆福田芳則

林信恵橘直隆

〔執筆者〕

永音宏英仲川寿男

菊池秀雄酒井哲男

川西正志佐野信ニ

原因宗彦

-第 1章 レクリ工ーシヨンプログラムの企画と

運 営 ・ 第2章レクリ工ション指導・第 3章

レクリ工ーション活動の実際 ・付・レクリエー

シヨン関係団体，組織

と実際

-序章全体の概観と意義づけ.第 1章 野 外

教 育 ・ 第 2章野外教育の歴史・第 3章現

代社会と野外教育・第 4章野外教育の展開

・第 5章野外教育の指導者・第6章わが国

における野外教育の現状 .第 7章 野外教育の

評価 .第 8章野外教育の国際的発展

A5・約180頁・図写真多数・定価未定
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